
このたびは、NTTFAX L-72をお買い求めいただきまして、�
まことにありがとうございます。�
■ご使用の前に、この「取扱説明書」をよくお読みのうえ、�
　内容を理解してからお使いください。�
■お読みになったあとも、本装置のそばなどいつも手元に�
　置いてお使いください。�

取 扱 説 明 書 �

技術基準適合認定品�



この取扱説明書には、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防ぎ、本装置を安全にお使いいただく
ために、守っていただきたい事項を示しています。
その表示と図記号の意味は次のようになっています。内容をよく理解してから本文をお読みください。
本書を紛失または損傷したときは、NTT窓口等でお買い求めください。

安全にお使いいただくために必ずお読みください
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● 本装置の仕様は国内向けとなっておりますので、海外ではご利用できません。

This equipment is designed for use in Japan only and cannot be used in any other country.

● 本装置の外付け電話機接続端子は、一般電話回線の仕様と完全には一致していないため、接続される通信機器によっては正常

に動作しないことがあります。

● 本装置と一般電話回線の間にアダプタなどが接続された場合、アダプタなどが一般電話回線の仕様と完全には一致していない

ため、本装置が正常に動作しないことがあります。

● 本装置の故障、誤動作、不具合、あるいは停電等の外部要因によって、受信文書の全部または一部が消失したり、通話や録音

などの機会を逸したために生じた損害等の純粋経済損害につきましては、当社は一切その責任を負いかねますので、あらかじ

めご了承ください。

● 本装置の設置や配線工事および修理には、工事担任者資格を必要とします。無資格者の工事は、違法となりまた事故のもとと

なりますので絶対におやめください。

● 本装置は、お買い求めのときには国内の相手の方と通信することを前提とした設定になっています。海外との通信を主に行わ

れる方は、重要な通信を行う前に相手の方と正常に通信できるか確認してください。正常に通信できないときは、本装置の設

定を変更することにより、通信できるようになる場合もありますので、NTT窓口等へご相談ください。

● NTTの支店・営業所から遠距離の場合には、お使いになれないことがありますので当社のサービス取扱所へご相談ください。

● 操作ガイドを使用の際は、必ず取扱説明書をよく読み理解したうえでお使いください。

● 本書の内容につきましては万全を期しておりますが、お気づきの点がございましたら、NTT窓口等へお申しつけください。

注意

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づく第一種情報技術装置です。この装置を家庭環境

で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。この場合には使用者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあります。

本書中のマーク説明

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡また
は重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負
う可能性が想定される内容および物的損害のみの発生が想定さ
れる内容を示しています。

注意

この表示は、本装置を取り扱ううえで知っておくと便利な内容を
示しています。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、本装置の本来の性
能を発揮できなかったり、機能停止をまねく内容を示しています。

お知らせ この表示は、本装置を取り扱ううえでの注意事項を示しています。

警告

お願い

ワンポイント

当社は国際エネルギースタープログラムの参加事業者として、本製品が国際エネルギースタープログラム

の基準に適合していると判断します。

国際エネルギースタープログラム制度は、地球規模の問題である省エネルギー対策に積極的に取り組むべく、

エネルギー消費の低減化に優れ、かつ、効率的な使用を可能とする製品の開発及び普及の促進を目的とする

ものです。
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警告
●万一、煙が出ている、変なにおいがするなどの異常状態のまま使用すると、
火災・感電の原因となることがあります。すぐに本装置の電源を切り、そ
の後必ず電源プラグをコンセントから抜き、煙が出なくなるのを確認して
当社のサービス取扱所に修理を依頼してください。お客様による修理は危
険ですから絶対におやめください。

●万一、本装置を落としたり、キャビネットを破損した場合、本装置の電
源を切り、電源プラグをコンセントから抜いて、当社のサービス取扱所に
修理を依頼してください。そのまま使用すると、火災・感電の原因となる
ことがあります。

●万一、内部に水などが入った場合は、本装置の電源を切り、電源プラグ
をコンセントから抜いて、当社のサービス取扱所に修理を依頼してくださ
い。そのまま使用すると、火災・感電の原因となることがあります。

●本装置の通風孔などから内部に金属類や燃えやすいものなどの、異物を
差し込んだり、落としたりしないでください。万一、異物が入った場合
は、まず本装置の電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いて、当
社のサービス取扱所にご連絡ください。そのまま使用すると、火災・感
電の原因となります。特にお子様のいるご家庭ではご注意ください。

●本装置を分解したり、改造したりしないでください。
火災・感電および故障の原因となることがありま
す。指定以外の内部の点検・調整・清掃・修理は、
当社のサービス取扱所へ依頼してください。

●本装置のキャビネットは外さないでください。感電や故障の原因となる
ことがあります。指定以外の内部の点検・調整・清掃・修理は、当社の
サービス取扱所へ依頼してください。

●本装置の上に花びん、植木鉢、コップ、化粧品、
薬品や水の入った容器、または小さな金属類を置か
ないでください。こぼれたり、中に入った場合、火
災・感電の原因となります。

●ふろ場や加湿器のそばなど、湿度の高いところでは使用しないでくださ
い。火災・感電の原因となることがあります。

●AC100 Vの商用電源以外では、絶対に使用しない
でください。火災・感電の原因となることがありま
す。

●電源プラグは、AC100 V 10 A専用コンセントに差し込んでください。
やむをえず同じコンセントに他の電気製品の電源プラグを差し込む場合
は、電流値がコンセントの最大値を超えないように注意してください。
火災の原因となることがあります。



●万一、漏電した場合の感電事故防止のため、必ずアース線を取り付けてく
ださい。
• アース線が取り付けられるところは以下の部分です。
電源コンセントのアース端子
銅片などを65cm以上、地中に埋めたもの
接地工事（第3種）が行われている接地端子

• 以下のようなところには、絶対にアース線を取り付けないでください。
ガス管
電話専用アース線
避雷針
水道管や蛇口

●本装置を構内交換機（PBX）等に接続してお使いになる場合は、あらか
じめ当社のサービス取扱所に確認してください。確認できない場合は、絶
対に接続してお使いにならないでください。火災・感電の原因となること
があります。

●電源コードは、必ず付属のものをお使いになり、そ
れ以外のものは絶対にお使いにならないでくださ
い。火災・感電の原因となることがあります。

●電源コードを傷つけたり、破損したり、加工したり、
無理に曲げたり、引っ張ったり、ねじったり、束ね
たりしないでください。また、重い物をのせたり、
加熱したりすると電源コードが破損し、火災・感電
の原因となります。電源コードが傷んだら当社のサ
ービス取扱所に修理を依頼してください。

●テーブルタップや分岐コンセント、分岐ソケットを

使用したタコ足配線はしないでください。火災・感電

の原因となることがあります。

安全にお使いいただくために必ずお読みください

△
△
△

△
△
△
△

●ぬれた手で電源プラグを抜き差ししないでくださ
い。感電の原因となることがあります。

●ぬれた手で本装置を操作しないでください。故障や
感電の原因となることがあります。
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●電源コードをコンセントから抜くときは、必ず電源プラグを持って抜い
てください。電源コードを引っ張るとコードが傷つき、火災・感電や断線
の原因となることがあります。

警告



●トナーカートリッジやドラムカートリッジは火の中に絶対に投じないで
ください。破裂したり、激しく燃えて、火災ややけどの原因となります。
使用後のトナーカートリッジやドラムカートリッジはビニール袋などに
入れて燃えないゴミとして処理してください。

●トナーが目に入らないように注意してください。トナーが目に入ったと
きは、すぐに水で洗眼し、医師の診察を受けてください。
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●本装置は国内電源仕様になっていますので、海外ではご使用になれません。

警告

●お使いになる電話回線に、すでに何台かの電話機等が接続されている場合
は、本装置または外付け電話機がご使用になれない場合があります。この
場合は、他の電話機等をはずしてください。

注意

お使いになる前に

●直射日光の当たるところや、ストーブ、ヒータな
どの発熱器具のそばなど、温度の高いところに置
かないでください。内部の温度が上がり、火災や
故障の原因となることがあります。

●本装置底面には、ゴム製のすべり止めを使用していますので、ゴムとの
接触面が、まれに変色するおそれがあります。

●調理台のそばなど油飛びや湯気の当たるような
場所、ほこりの多い場所に置かないでください。
火災・感電の原因となることがあります。

●ぐらついた台の上や傾いたところなど、不安定な
場所に置かないでください。また、本装置の上に
重いものを置かないでください。バランスがくず
れて倒れたり、落下してけがの原因となることが
あります。



安全にお使いいただくために必ずお読みください
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●持ち運ぶ場合は、必ず図の場所を持ってください。他の場所を持つと、
故障の原因や思わぬけがの原因となることがあります。

●本装置の左側面部には通風孔がありますので、必ず壁から 2 cm以上離
してください。通風孔をふさぐと本装置の内部に熱がこもり、火災の原
因となることがあります。

●長期間ご使用にならないときは、安全のため必ず本装置の電源を切り、
電源プラグをコンセントから抜いてください。

●トナーカートリッジ／ドラムカートリッジの交換や紙づまりなどで開閉部
などを開けるときには、突起物に引っかけたり、開閉部で手を挟むとけが
の原因となることがあります。

●熱定着器とその周辺は高温になっていますので、手を触れないようにご注
意ください。やけどをする場合があります。

●近くに雷が発生したときは、本装置の電源を切り、
電源プラグをコンセントから、電話機コードを回線
端子から抜いてご使用をお控えください。雷によっ
ては、火災・感電の原因となることがあります。

●本装置や電源コードを熱器具に近づけないでください。キャビネットや
電源コードの被覆が溶けて、火災・感電の原因となることがあります。

お使いのとき

注意

●電源コードが傷んだ状態（芯線の露出、断線など）のまま使用すると、
火災・感電の原因となります。すぐに本装置の電源を切り、電源プラグを
抜いて、当社のサービス取扱所に修理を依頼してください。
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●硫化水素が発生する場所（温泉地など）では、本装置の寿命が短くなるこ
とがあります。

●高温、多湿、低温の場所には置かないでください。
いつも良い条件でお使いいただける環境の範囲は以下のとおりです。

温度　　10～31 ℃
湿度　　35～80 ％

• 温度が35 ℃のときは湿度65 ％以下、湿度85 ％のときは温度30 ℃以下で使
用してください。

●以下のようなところには置かないでください。
• クーラ、暖房器具、換気口などから風が直接あたる場所
• ほこりや振動が多い場所
• 換気の悪い場所
• 揮発性可燃物やカーテンに近い場所
• 床が丈夫でない場所

●本装置の設置場所等によっては、近くに置いたラジオへの雑音やテレビ
画面のチラツキやゆがみなどが発生する場合があります。
このような現象が本装置の影響によると思われましたら、本装置の電源
をいったん切ってください。電源スイッチを切ることにより、ラジオや
テレビなどが正常な状態に回復するようでしたら、以下のような方法を
試みてください。
• 本装置をテレビなどから遠ざける。
• 本装置またはテレビなどの向きを変える。

お願い

設置場所について

●電気製品・AV・OA機器などの磁気を帯びているところや電磁波が発生
しているところに置かないでください（コンピュータ、電子レンジ、
スピーカ、テレビ、ラジオ、蛍光灯、ワープロ、電気こたつ、インバータ
エアコンなど）。
• 磁気や電気雑音の影響を受けると雑音が大きくなったり、
通話ができなくなることがあります（特に電子レンジ使用
時には影響を受けることがあります）。

• テレビ、ラジオなどに近いと受信障害の原因となったり、
テレビ画面が乱れることがあります。

●製氷倉庫など特に温度が下がるところに置かないで
ください。本装置が正常に動作しないことがありま
す。

●温度が急激に変化する場所には置かないでください。冷えきった部屋を
ストーブなどで急激に暖めたときなどは本装置の内部に水滴が付着し、
部分的に写らないコピーが発生する原因となります。
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●本装置の操作、消耗品類の交換、
日常点検など、本装置を正しく使
用し性能を維持する作業を行うた
めに、図のような設置スペースを
確保してください。

●本装置は、図の傾き以上に傾けないようにしてくだ
さい。正常に動作しない場合があります。

●本装置を移転、移動するときは、NTT窓口にご相談ください。

5°

���
���
���

0cm以上�

2cm�
以上�

100cm�
以上�

上50cm以上�

20cm�
以上�

お願い

設置場所について

お願い

取り扱いについて
●落としたり、強い衝撃を与えないでください。
故障の原因となることがあります。

●通信やコピーなどの動作中に電源を切ったり、電源プラグを抜いたり、
本装置の開閉部を開けたりしないでください。故障の原因となることが
あります。

●ベンジン、シンナー、アルコールなどでふかないで
ください。変色や変形の原因となることがあります。
汚れがひどいときは、柔らかい布に水を含ませて、
かたく絞ってからふいてください。

●電源スイッチをOFFにしてから、再度ONにする場合は、3秒以上の間隔
をおいてください。
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お願い

●キャッチホンサービスをご契約になる場合には、以下の点にご注意くだ
さい。
• ファクスの送信や受信中に、他の方から電話がかかってくると、画像に線が
入ったり、通信が中断してしまうことがあります。

• また上記の場合、電話がかかってきたことはこちらではわかりません。
キャッチホンサービスの異常ではありませんのでご了承願います。

• なお、キャッチホンⅡサービスをご利用になり、割り込み音の回数を「0」回に設
定していただくと、ファクス通信中にキャッチホンが入っても異常なく通信できま
す。

その他

取り扱いについて

●記録紙はNTT推奨品をご使用ください。推奨品以外の記録紙をお使いに

なった場合のトラブルにつきましては、当社では保証いたしかねますの

でご了承ください。推奨品につきましては、NTT窓口等へお問い合わせ

ください。

●自動的に冷却ファンが回ることがありますが異常ではありません。

●感光体に手を触れないでください。感光体の表面に手の油や汚れが付着

すると、きれいなプリントができなくなります。

●停電がおきた場合や電源を切った場合は、ファクシミリの機能・動作が

停止すると同時に、メモリに蓄積されている原稿（順次同報送信、メモ

リ送信、メモリ代行受信、掲示板送信、タイマ送信など）が消えてしま

う場合があります（内蔵のバッテリにより、約30分間はバックアップ機

能が働きます）。

●しわ、折れのある紙、湿っている紙、一度記録した紙の裏面などは使用し

ないでください。紙づまりの原因となります。

お願い

●残った記録紙は包装紙に包み、湿気が少なく直射日光の当たらないところ

に保管してください。

●紙づまりのとき、記録紙は破れないように静かに取り除いてください。

取り除く途中で用紙が破れたときは、紙片を機械の中に残さずにすべて取

り除いてください。
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普通紙記録だから直接書き込み、捺印が
できます
受信した原稿は、そのまま文書として保管した
り、書き込みをすることができます。使用でき
る記録紙は、A5からA3までとサイズも豊富で
す。

さまざまなメモリ機能で、送受信を効率
的にします
原稿を読み込みながらすばやく送るメモリ送信
や、受信中に記録紙が切れても自動的に受信内
容がメモリに蓄えられるメモリ代行受信機能を
備えています。

用紙の補充も簡単な、250枚×2のダ
ブルカセットです
大量の受信にも安心な、大容量のダブルカセッ
トです。また、記録紙サイズに合わせて調節で
きるユニバーサルタイプのカセットなので、A5
からA3まで、どのサイズにも対応します。

同じ原稿を複数の相手先に送信できます
〈順次同報送信〉
何度も送信操作を繰り返さなくても、順次同報
送信なら1回の操作で最大170件の相手先に同
じ原稿を送ることができます。（☛P102）

トナーは、交換が簡単なカートリッジ方
式です
カートリッジ方式ですから、スピーディーにト
ナー交換ができます。（☛P273）

1回の操作で最大99枚までコピーでき
ます
倍率や記録紙のサイズを指定して、コピーする
ことができます。また、たとえばA4横の記録紙
しかセットされていなくても、A4縦の原稿がコ
ピーできる回転記録機能付きです。
（☛P86）

特　長
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ファクス通信による情報漏れを防ぎます
〈サイファ通信〉
サイファ通信は、NTT独自の暗号化方式で原稿
を暗号化して通信する機能です。万一盗聴され
ても、解読される心配はありません。
（☛P166）

送信側でセットした原稿を、受信側の操
作で送信させることができます
〈ポーリング通信〉
受信側が通信料を負担して情報を入手する形の
通信方法、ポーリング通信が行えます。受信側
の操作で原稿を取り出します。（☛P140）

指定した時刻にファクスを自動送信する
ことができます〈タイマ通信〉
タイマ通信なら、料金の安い深夜などを指定し
て大量の原稿を送ったり、外出中に自動的に原
稿が送れるように設定することができます。
（☛P119）

高速1秒読み取り
A4原稿1枚を原稿の内容にかかわらず1秒で読
み取ります（標準およびファインのとき）。

プリントランプ
離れていても受信文書などのプリント動作が確
認できる大型ランプを備えています。（☛P23）

通信結果をディスプレイ上で見ることが
できます〈通信結果表示〉
通信結果をボタン操作で簡単にディスプレイ上に
表示させることができます。
（☛P70、84、149）
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特　長

Fネット（ファクシミリ通信網）サービス
をご利用になれます〈Fネットアクセス〉
NTTのFネットサービスをご契約になると、さ
まざまなサービスが、 ボタンを使った簡
単な操作でご利用になれます。通信の手間やコ
ストが削減でき、通信エラーも減らせます。
（☛P182）

Fネット�

1本の電話回線で電話専用番号とファクス
専用番号を登録できます〈ダイヤルイン〉
NTTのダイヤルインサービスをご契約になると、
1本の電話回線に2つの番号を登録して、電話と
ファクスをスムーズに使い分けることができま
す。（☛P179）

パソコン用のプリンタまたはスキャナと
して使うことができます
〈PCプリンタ／PCスキャナ〉
ファクスモデム搭載のパソコンや電子手帳など
と接続して、プリンタまたはスキャナとして使
うことができます。（☛P232）

NTTのサービス取扱所から、遠隔操作
でメンテナンスできます。〈リモートメ
ンテナンス〉
故障などでお客様の装置を保守する際に、通信
状況の確認や、登録／設定内容の確認／変更を
行うことができます。（☛P290）



この取扱説明書は、基本編と応用編から構成され�
ています。基本編はファクスの基本的な使用方法�
について、応用編はより便利なファクスの機能に�
ついて説明しています�

１お使いになる前に�
　本装置をお使いになる前に知っておいていただきたいことや、�
　お使いになるための準備、本装置の設置／接続方法などについてまとめています。�
�

２ファクスを送る�
　ファクス送信の基本操作について説明しています。�
�

３ファクスを受ける�
　ファクス受信の基本操作について説明しています。�
�

４コピーする�
　本装置をコピー機として使う方法について説明しています。�
�

５電話をかける／受ける�
　電話をかけたり、受けたりする基本操作について説明しています。�

基本編�

〈お知らせ〉�
 この表示は、本装置を取り扱ううえでの注�
 意事項を示します。�

 章タイトル�
 この章のタイトルです。�

 操作手順説明�
 順番に操作を説明して�
 います。�

 タイトル�
 目的ごとにタイトルが付けられています。�

 操作パネル図�
 操作で使うボタンなどの位置を示します。�

 ワンポイント�
 本装置を取り扱ううえで知っておくと便利�
 な事項、操作へのアドバイスなどの補足説�
 明です。�
� お願いまたはお知らせ�
〈お願い〉�
 この表示を無視して、誤った取り扱いをす�
 ると、本装置の本来の性能を発揮できなか�
 ったり、機能停止を招く内容を示します。�
�

操作説明のページの構成�

：G4通信ユニット
（オプション）を
増設しているとき
のみ利用できる機
能です。�

：G3モードでのみ
利用できる機能で
す。（G4モードで
は利用できませ
ん。）�

マークの見方�

 ※文中で操作パネルのボタンを表記する場合、�
　 イラスト、または［　］で囲んで示します。�
　（例：　　　　ボタン、［クリア］ボタン）�ファンクション�

40

1.お使いになる前に

G4通信ユニット（オプション）を増設しているときは、G4発信元番号（ISDN回線の番号）とG4発信元
略称（自局名を示す略号）を登録します。

G4モード（オプション）用のファクス番号と略称を登録します
（G4発信元番号／G4発信元略称）

0

987

654

321

ファンクションボタン�

サブアドレスボタン�

セットボタン� ダイヤルボタン�

ボタン�

ボタン�

クリアボタン� ストップボタン� G4発信元番号を登録する

ボタンを押します。ファンクション�

２：リスト　フ゜リント　モート゛　？�
３：シ゛ュシン　モート゛　？�

１：キノウ　センタク　？�
ファンクション　　　　　　　　（１ー７）�

1
ファンクション�

PB

0

987

654

321

を押します。6

５：セッテイ　モート゛　？�
６：トウロク　モート゛　？�

４：タ゛イヤル　トウロク　モート゛　？�
ファンクション　　　　　　　　（１ー７）�

2

セット�

ボタンを押します。セット�

セット�

２：ハッシンモト　テ゛ータ　？�
３：ハッシンモト　ハ゛ンコ゛ウ　？�

１：トケイ　セット　？�
トウロク　モート゛　　　　　（１ー１１）�

3

PB

0

987

654

321

を押します。0

１１：Ｇ４ハッシンモト　リャクショウ　？�
　�

１０：Ｇ４ハッシンモト　ハ゛ンコ゛ウ　？�
トウロク　モート゛　　　　　（１ー１１）�

4

●登録操作を中止するには

ボタンを押します。

●G4発信元番号を削除するには

①手順1～5の操作をする

②［クリア］ボタンを押す

③　　　　 ボタンを押す

④ ボタンを押す

●G4発信元番号を受信した記録紙にプリントするには

相手発信元記録を「ツケル」に設定します。（☛P262）

ストップ�

ストップ�

ワンポイント

●G4通信ユニットを増設していないときは、「セッテイ

デキマセン」と表示され、設定できません。

お知らせ

●間違った番号を登録すると、着信ができなくなります。

番号を間違えないように、ディスプレイ表示を見ながら

正確に登録してください。

お願い

ISDNサブアドレスを設定したいときは、サブアドレスも

含めて登録してください。

ダイヤルボタンの代わりに［ ］、［ ］または

ボタンを押して選択することもできます。ファンクション�

ダイヤルボタンの代わりに［ ］、［ ］または

ボタンを押して選択することもできます。ファンクション�
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1.お使いになる前に

以下のものがそろっているか確かめてください。セットに足りないものがあったり、取扱説明書に落丁があ
った場合には、NTT窓口等へお問い合わせください。

商品の構成

本装置 1台

原稿セット台 1個 原稿スタッカ 1個

電源コード 1本 電話機コード 1本 受話器 1個

記録紙 （A3、B4、A4）
各100枚

取扱説明書（本書）1冊

操作ガイド 1冊 工事説明書 1枚 商品アンケート
はがき 1枚

ワンタッチ宛先記入ラベル 1枚
ワンタッチ宛先記入シート 1枚

（☛P29）

保証書 1枚

トナーカートリッジ／
ドラムカートリッジ

各1個

キャリアシート
（A3、B4、A4）各1枚

記録紙サイズ表示板
（A3 、B4 、A4 、
A4 、B5 、A5 ）各2枚

注意ラベル 1枚
（☛P29）

■付属品

■本体（一式）

お客様問い合わせ
ラベル 1枚
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【装置全体】

1.お使いになる前に

各部の名称とはたらき

原稿セット台（☛P24）
原稿をセットします。取り外しが

できます。

操作ガイド（☛P24）
溝に差し込んで立ててください。

記録紙カセット（上段／下段）（☛P32）
記録紙をセットします。

記録紙サイズ表示板（☛P32）
セットした記録紙のサイズを表示します。

記録紙残量確認窓
残っている記録紙の量を示します。

記録紙なしランプ
記録紙がなくなると、このランプが点灯します。

原稿スタッカ
（☛P24）
読み込まれた原

稿が排出されま

す。取り外しが

できます。

原稿ガイド（☛P51）
原稿の幅に合わせます。

送信カバー

送信カバー開レバー
送信カバーが開きます。

操作パネル

プリントランプ
記録中は緑色に、記録

アラーム時は赤色に点

灯します。

サイドカバー（☛P269）
記録紙がつまったときに開けま

す。

フロントカバー
トナーカートリッジ／

ドラムカートリッジの交

換や記録紙がつまった

ときに開けます。

受話器（☛P25）
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1.お使いになる前に

各部の名称とはたらき

【左側面】

【装置各部】

回線接続端子（☛P25）
電話機コードを接続します。

外付け電話機接続端子
（☛P28）
外付け電話機を接続します。

電源スイッチ

アース端子
アース線を接続します。

電源接続端子（☛P25）
電源コードを接続します。

フックスイッチ
呼出音量スイッチ
呼出音（ベル）の音量を調節

します。（小、中、大）

受話音量スイッチ
受話器から聞こえる音量を

調節します。（小、大）

済スタンプ（オプション）
読取／送信済みを確認するためにスタ

ンプを押します。

（☛P285）

スピーカ音量スイッチ
モニタスピーカ、キータッチ音、および完了／アラー

ム音の音量を調節します。奥へ動かすと音が大きくな

ります。

モニタスピーカ音量 ：切、小、中、大

キータッチ、完了/アラーム音量：小、小、中、大（ ）

●モニタスピーカ音量は「切」にできますが、キータッ

チ、完了／アラーム音量は「切」にできません。

お知らせ
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【操作パネル】

ディスプレイ
年月日、時刻、メモリ使用量、相手先、電話番号、各種

動作の状態を表示します。

ダイヤルボタン
ダイヤルするときや、各種の登録をするとき

に押します。 、 ボタンは通常

のダイヤル発信以外の新しいサービスを利用

するときに使用します。

［PB］ボタン
ダイヤル回線をご利用の場合に、PB信号

（ピッポッパ）を送出するときに押します。

（☛P94）

［ストップ］ボタン
通信や登録などの操作を中止するとき、またはアラーム音

を止めるときに押します。

［コピー］ボタン
コピーをとるときに押します。（☛P86）

［スタート］ボタン
通信を開始するときや、コピーを開始するときに押します。

ワンタッチパネル
ワンタッチボタン01～30を使うとき、または機能ボタンと

して使うときは、ワンタッチパネルを閉めておきます。ワン

タッチボタン31～60を使うときは、ワンタッチパネルを開

けます。

［画質］／［ ］／［ ］ボタン
画質モードを選択するときに押します。（☛P52）

ディスプレイのカーソルを下または右に移動させるときに押します。

［読取濃度］／［ ］／［ ］ボタン
原稿の読取濃度を選択するときに押します。（☛P53）

ディスプレイのカーソルを上または左に移動させるときに押します。

［電子電話帳］ボタン
電子電話帳を使うときに押します。（☛P58）

［ファンクション］ボタン
機能を選択するときや、各種登録／設定を行うときに押します。

［セット］ボタン
入力内容を確定するときに押します。

ワンタッチボタン
ワンタッチダイヤル、グループダイヤル、ワンタッチプログラ

ムダイヤル、中継指示ダイヤルを使うときに押します。

［短縮］／［ハイフン］ボタン
短縮ダイヤルを使うときに押します。（☛P57、111）

ダイヤルまたは名称に「ー（ハイフン）」を入力するときに

押します。

［再ダイヤル］／［スペース］ボタン
最後にダイヤルした番号にかけ直すときに押します。

（☛P66、92）

ダイヤルまたは名称にスペースを入力するときに押します。

［オンフック］／［通信モード］ボタン
受話器を置いたままダイヤルするときに押します。

G4通信ユニット（オプション）を増設している場合に、通信

モード（G4モード／G3モード）を切り替えるときに押しま

す。（☛P287）

［Fネット］／［クリア］ボタン
Fネットアクセス機能を利用して�ファクシミリ通信網と通信する

ときに押します。（☛P182）

操作の途中で入力し直すときに押します。

［ポーズ］ボタン
ダイヤル時に押すと、約3秒の待ち時間が入ります。内線から外線

への発信や、情報サービスを受けるときのダイヤルの待ち時間の

設定に使います。ワンタッチボタンや短縮ダイヤルに登録すると

きにも使用できます。

［受信モード］／［サブアドレス］ボタン
受信モード（自動受信／手動受信／留守受信）を切り替えるとき

に押します。（☛P74）

G4通信ユニット（オプション）を増設している場合には、ISDN

サブアドレスを指定するときに押します。
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1.お使いになる前に

各部の名称とはたらき

ア　サイファ送信� ハ　ダイレクト送信�A　優先送信� B　タイマ通信� C　ページ合成読取�D

21 3 4 5 6

カ� マ� E FGH IJK LMN

87 9 10 11 12

サ� ヤ� OPQ RST UVW XYZ

1413 15 16 17 18

タ　ポーリング受信�ラ　親展送信�リモートマルチコピー�PCスキャナ� 　海外通信� 　画面切替�

2019 21 22 23 24

ナ　（済スタンプ）� ワヲン� 　　記　号� 　　挿　入� 　　削　除� 　通信結果�

2625 27 28 29 30

［ポーリング受信］ボタン
ポーリング受信を行うときに押します。（☛P147）

［親展送信］ボタン
親展送信を行うときに押します。（☛P155）

［リモートマルチコピー］ボタン
リモートマルチコピー送信を行うときに押します。（☛P131）

［PCスキャナ］ボタン
PCスキャナを使うときに押します。（☛P236）

［海外通信］ボタン
海外送信を行うときに押します。（☛P136、138）

［画面切替］ボタン
ディスプレイの表示内容を、動作表示に切り替えるときに押し

ます。（☛P68、83）

［済スタンプ］ボタン
済スタンプ（オプション）を使うときに押します。（☛P285）

［通信結果］ボタン
送受信の状態や、通信結果を表示させるときに押します。

（☛P70、84、149）

［ア］～［ワヲン］、［A］～［XYZ］、
［記号］ボタン
文字の入力をするときに押します。（☛P44）

［挿入］ボタン
1文字挿入するときに押します。（☛P47）

［削除］ボタン
1文字削除するときに押します。（☛P47）

［サイファ送信］ボタン
サイファ送信を行うときに押します。（☛P171）

［ダイレクト送信］ボタン
ダイレクト送信を行うときに押します。（☛P60）

［優先送信］ボタン
優先送信を行うときに押します。（☛P118）

［タイマ通信］ボタン
タイマ通信を行うときに押します。（☛P119）

［ページ合成読取］ボタン
ページ合成読取送信またはページ合成読取コピーを行うときに

押します。（☛P89、134）
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各部の名称とはたらき

プリントランプ
記録中は緑色に、記録アラーム時

は赤色に点灯します。

記録紙なしランプ
記録紙がなくなると、この

ランプが点灯（赤色）しま

す。

通信�

サイファ送信�

ダイレクト送信�

ハーフトーン�

スーパーファイン�

メモリ�トナー/ドラム�記録紙� アラーム�

こく�

うすく�

ファイン�

読取濃度�

画　質�

セット�電子電話帳� ファンクション�

「通信」ランプ
送信中や受信中に点灯または点滅（緑色）

します。

「メモリ」ランプ
メモリに文書が蓄積されているときに点灯

（緑色）します。

「トナー／ドラム」ランプ
トナーがなくなったとき、またはトナーカ

ートリッジが正しくセットされていないと

き、ドラムの交換が必要になったときに点

灯（赤色）します。（☛P273、275）

「記録紙」ランプ
記録紙がなくなったとき、または記録紙カ

セットが正しくセットされていないときに

点灯（赤色）します。（☛P272）

「アラーム」ランプ
本装置に異常が発生したときに点灯（赤色）

します。

「サイファ送信」ランプ（☛P171）
サイファ送信を設定しているときに点灯（緑色）します。

「ダイレクト送信」ランプ（☛P60）
ダイレクト送信を設定しているときに点灯（緑色）します。

「画質」ランプ（☛P52）
選択した画質モード（ハーフトーン、スー

パーファイン、ファイン）のランプが点灯

（緑色）します。「標準」を選択したときは、

すべての画質ランプが消えます。

「読取濃度」ランプ（☛P53）
選択した読取濃度（こく、うすく）のランプが点灯（緑色）

します。「普通」を選択したときは、すべての読取濃度ラン

プが消えます。

【ランプ表示】
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設置工事は担当者（工事担任者資格を有する者）におまかせください。
本装置をご使用にあたって、NTTのレンタル電話機が不要となった場合は、NTT（局番なしの116番）に
ご連絡いただければ「機器使用料金」は不要となります。

機器を設置、接続します

●受話器コードや電話機コードを差し込むとき

●受話器コードや電話機コードを引き抜くとき

「カチッ」と音がするまで差し込んでください。

レバーを押さえながら引き抜いてください。
レバー

●電源コードは必ず付属のも
のをお使いください。それ
以外のものをお使いになる
と、火災・感電の原因とな
ることがあります。
●万一、漏電した場合の感電
事故防止のため、必ずアー
ス線を取り付けてくださ
い。

警告

●本装置底面には、ゴム製の
すべり止めを使用していま
すので、ゴムとの接触面が、
まれに変色するおそれがあ
ります。

注意

●電話回線がモジュラジャック式でないときは、NTT窓

口等へお問い合わせください。接続工事には、工事担任

者資格が必要です。

●お使いになる電話回線に、すでに何台かの電話機等が

接続されていた場合には、本装置あるいは外付け電話機

をご使用になれないことがあります。この場合には、他

の電話機をはずして接続してください。

お願い

受話器、電源、電話回線を接続する

1.お使いになる前に

原稿スタッカ、原稿セット台、
操作ガイドを取り付ける

原稿スタッカを取り付けます。1

原稿セット台を「カチッ」と音がするまで
差し込みます。2

操作ガイドを本体の溝に差し込んで立てて
おきます。3

右図の接続を行います。
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機器を設置、接続します

受話器コードを本装
置の差込口に「カチ
ッ」と音がするまで
差し込みます。

1
電話機コードを本装
置の回線接続端子
（LINE側）に差し込
みます。

2

電源スイッチがOFFに
なっていることを確認
してから、電源コード
のプラグを本装置の差
込口に差し込みます。

4

電源コードのプラグを
電 源 コ ン セ ン ト
（AC100V）に差し
込みます。

5

電話機コードを電話
コンセント（モジュ
ラジャック）に差し
込みます。

3

G4通信ユニットに付属の電話
機コード（8ピン）をG4通信
ユニットのデジタル回線接続
端子に差し込みます。

6

電話機コード（8ピン）
をISDN回線用モジュラジ
ャックに差し込みます。

7

〈G4通信ユニット（オプション）を増設しているとき〉

●電源スイッチは、トナーカートリッジ

とドラムカートリッジ、記録紙をセッ

トしたあとでONにしてください。

（☛P30、32）

お知らせ

8 電源スイッチをON（I側
を押した状態）にします。
使用できる状態になるまで、「シ
バラク　オマチ　クダサイ」と
表示されます。
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1.お使いになる前に

機器を設置、接続します

●回線の種別がわからないときは、NTT窓口等へお問い

合わせください。

●回線種別は正しく設定してください。正しく設定して

いないと、電話がかからなかったり、違う相手先にかか

ったりします。

お願い

電話回線にはダイヤル回線（DP）とプッシュ回線（PB）の2つの種類があります。また、ダイヤル回線に
は10PPSと20PPSの2つのダイヤルスピードがあります。
現在お使いの電話機で、電話回線の種類を確認して回線種別を設定します。

回線種別を見分ける

●117番（時報）、177番（天気予報）にダイヤルする

と、通話料金がかかります。

お知らせ

今までお使いの電話機は

押しボタン式ですか？

回転ダイヤル式ですか？

「DP10（10PPS）」に

設定します。

「DP20（20PPS）」に設定しま

す。お買い求めのときは「DP20

（20PPS）」に設定されています。

そのままお使いください。

「PB」に設定します。

ダイヤルすると、どんな音が聞

こえますか？

117番にダイヤルすると時報が

聞こえますか？

今
ま
で
お
使
い
の
電
話
機
で
確
認
し
ま
す

スタート

本
装
置
で
確
認
し
ま
す

押しボタン式

回転ダイヤル式

聞こえない

聞こえる

「ピッポッパ」と

音がしない

「ピッポッパ」と

音がする

電話回線の種別を設定する
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機器を設置、接続します

ボタンを押します。セット�

２．ＤＰ１０�
３．ＰＢ�

１．ＤＰ２０�
カイセン　シュヘ゛ツ�

ボタン、 、 ボタ
ン、 、 ボタン、 を押
します。

セット�5ファンクション�

3 セット� 2

２：カイセン　シュヘ゛ツ　？�
３：ホーム　ホ゜シ゛ション　？�

１：ハッシンモト　キロク　？�
ソウチ　セッテイ　　　　　　　（１ー５）�

1

2
セット�

ボタンを押します。セット�

２：カイセン　シュヘ゛ツ　？�
３：ホーム　ホ゜シ゛ション　？�

１：ハッシンモト　キロク　？�
ソウチ　セッテイ　　　　　　　（１ー５）�

4
セット�

ボタンを押します。
ストップ�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�
１９９７／０１／２４　０９：４５�

5
ストップ�

～ のいずれかを押して、
回線種別を選択します。

31

２．ＤＰ１０�
３．ＰＢ�

１．ＤＰ２０�
カイセン　シュヘ゛ツ�

3

PB

0

987

654

321

0

987

654

321

ファンクションボタン�

ストップボタン�ボタン� ボタン�

セットボタン� ダイヤルボタン�

：DP20（20PPS）

：DP10（10PPS）

：PB

例： を押した場合1

3

2

1

待機画面に戻ります。●回線種別の設定は、一度設定すると次に変更するまで

変わりません。

お知らせ

ダイヤルボタンの代わりに［ ］、［ ］または

ボタンを押して選択することもできます。ファンクション�

ダイヤルボタンの代わりに［ ］、［ ］または

ボタンを押して選択することもできます。ファンクション�

回線種別を設定する

●設定操作を中止するには

ボタンを押します。

●待機画面の表示は

日付／時刻と、蓄積した原稿のメモリ使用量（％）、通

信状況（「ソウシンチュウ」など）が表示されます。

ワンポイント

ストップ�
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1.お使いになる前に

機器を設置、接続します

お手持ちの電話機（留守番電話機など）を外付け電話機

として接続するときは、外付け電話機の電話機コードを

本装置（左側面）の外付け電話機接続端子（TEL側）に

差し込んでください。外付け電話機は1台のみ接続でき、

電話回線への発信／着信ができます。

●外付け電話機は、電話回線の種類に合ったものをお使

いください。外付け電話機の種類によってはご使用にな

れない場合があります。詳しくは当社のサービス取扱所

へお問い合わせください。

●外付け電話機の電話機コードがモジュラプラグ式でな

いときは、NTT窓口等へお問い合わせください。接続

工事には、工事担任者資格が必要です。

お願い

外付け電話機を接続する

3
2

1

0

6
5

4

9
8

7

●外付け電話機を使用しているときは、通信とコピーは

できません。

●外付け電話機で通話しているときに本装置の受話器を

取りあげると、外付け電話機と相手先との三者通話に

なってしまいますので、ご注意ください。

お知らせ
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機器を設置、接続します

注意ラベルを原稿セット台の周辺に貼り付けます。

注意ラベルを貼り付ける

ワンタッチボタン01～30に登録した相手先の名前
を記入して貼り付けます。

ワンタッチ宛先記入ラベルを貼
り付ける

ワンタッチボタン31～60に登録した相手先の名前
を記入して、ワンタッチパネルを開けてから取り付
けます。

ワンタッチ宛先記入シートを取
り付ける

●注意ラベルは原稿のセットに関するラベルです。記録

紙カセットの周辺には貼り付けないでください。

お願い

送る面を上にしてセットしてください。
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1.お使いになる前に

機器を設置、接続します

トナーカートリッジを箱から取り出します。1 ドラムカートリッジを箱から取り出します。5

トナーカートリッジをドラムカートリッジ
にセットします。6

トナーカートリッジを矢印の方向に倒して
ロックします。7

トナーカートリッジのピンとドラムカートリッ

ジの溝を合わせてセットします。

廃トナーフル検出レバーに触れないように注意

してください。

トナーカートリッジを矢印の方向に4～5回
振ります。2

切れないように、フィルムをゆっくりと引
き抜きます。3

トナーカートリッジを矢印の方向に4～5回
振ります。4

トナーカートリッジ／ドラム
カートリッジをセットする
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機器を設置、接続します

レバー（M2）とレバー（M3）を矢印の方
向へ回して、ロックを解除します。9

レバー（M2）とレバー（M3）を戻します。11

フロントカバーを閉めます。12

●トナーカートリッジ／ドラムカートリッジは正しくセ

ットしてください。正しくセットされていないと、ディ

スプレイに「トナーカートリッジヲ　イレテクダサイ」

と表示され、アラームランプ（赤）とトナー／ドラムラ

ンプ（赤）、プリントランプ（赤）が点灯します。この

とき、受信文書はメモリに蓄積されます。

●ドラムカートリッジを取り扱うときは、廃トナーフル

検出レバー（☛P30、手順7）に触れないように注意し

てください。

●感光体に手を触れないでください。感光体の表面に手

の油や汚れが付着すると、きれいなプリントができなく

なります。

お願い

●トナーカートリッジやドラ
ムカートリッジは絶対に火
の中に投げ込まないでくだ
さい。破裂して火災ややけ
どの原因となります。
使用後のトナーカートリッ
ジやドラムカートリッジは
ビニール袋などに入れて、
燃えないゴミとして処理し
てください。

注意

フロントカバーを開けます。8

本体のレール（先端が緑色）に合わせて、
ドラムカートリッジを静かに差し込みます。10

「カチッ」と音がするまで、しっかり押し込みま

す。



Max Level
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1.お使いになる前に

記録紙カセットには、A3、B4、A4、A4横、B5横、A5横の記録紙がセットできます。
B5、A5の記録紙は横向き（記録紙の長尺方向が本装置の前後方向になる向き）にセットします（B5横、
A5横）。また、A4の記録紙は横向きにセットすることもできます（A4横）。

記録紙をセットします

●セットする記録紙の量は、カセットに表示されている

「Max. Level」の線より上にならないようにしてくだ

さい。「Max. Level」の線を超える量をセットすると、

紙づまりの原因となります。

●新しい記録紙が残ったときは、包装紙に包み、湿気が少

なく直射日光の当たらないところに保管してください。

●記録紙カセットには、適応サイズ以外の記録紙はセッ

トしないでください。

●しわ、折れのある紙、湿っている紙、一度使用した紙

の裏面などは使用しないでください。紙づまりの原因と

なります。

●記録紙カセットを戻すときは、ゆっくりと確実に最後

まで戻してください。記録紙カセットが正しくセットさ

れていないと、紙づまりの原因となります。

●プリント中には、記録紙カセットを引き出さないでく

ださい。紙づまりの原因となります。

●記録紙はNTT推奨品をご使用ください。推奨品以外の

記録紙をお使いになった場合のトラブルにつきまして

は、当社では保証いたしかねますのでご了承ください。

●記録紙カセットは、上段／下段とも必ず本体にセット

してください。

お願い

記録紙をセットする

記録紙カセットを止まるまで引き出します。1

記録紙底板を「カチッ」と音がするまで押
し下げます。2

記録紙の端をきちんとそろえてセットします。
記録紙のかどが両側のツメからはずれないよう

にします。

記録紙は「Max. Level」の線を超えないように

セットしてください。

ツメ

3

記録紙サイズ表示板を入れて、記録紙カセ
ットをゆっくりと最後まで、確実に押し込
みます。

4
A4

●記録紙の残量を確認するには

記録紙残量確認窓で確認できます。（☛P19）

●記録紙がなくなると

ディスプレイに「キロクシヲ　セット　シテクダサイ」

と表示され、操作パネルの記録紙ランプ（赤）と、記

録紙がなくなった記録紙カセットの記録紙なしランプ

（赤）が点灯します。上段／下段とも記録紙がなくなる

と、「ピー」という音が鳴ります。

●記録紙を補給するには（☛P272）

ワンポイント
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記録紙をセットします

記録紙サイズを変更する

記録紙カセットを引き出します。1

記録紙底板を「カチッ」と音がするまで押
し下げます。2

記録紙ガイド（横）を図のように指で押さえ
ながら、記録紙の幅に合わせて移動します。3

記録紙エンドガイド（後）を、図のように
指で押さえながら、記録紙の長さに合わせ
て移動します。

4

記録紙の端をきちんとそろえてセットしま
す。
記録紙のかどが両側のツメからはずれないよう

にします。

5

Max Level

記録紙は「Max. Level」の線を超えないように

セットしてください。

ツメ

セットした記録紙サイズに合わせて、記録
紙サイズ表示板を交換します。6

A4

記録紙カセットを、ゆっくりと最後まで、
確実に押し込みます。7

A4

●記録紙カセットにセットできる記録紙サイズは

A3、B4、A4、A4横、B5横、A5横サイズの記録紙

がセットできます。

ワンポイント

本装置の記録紙カセットは、A3からA5までの各サ
イズに共用できるユニバーサルタイプです。お使い
になる記録紙のサイズに合わせて調整してから、記
録紙をセットしてください。
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1.お使いになる前に

本装置をお使いになる前に、現在の日付と時刻を登録してください。
時刻を指定して送信するときや、レポートなどに正確な通信時刻を記録するために必要です。

日付／時刻を合わせます

を押します。6

５：セッテイ　モート゛　？�
６：トウロク　モート゛　？�

４：タ゛イヤル　トウロク　モート゛　？�
ファンクション　　　　　　　　（１ー７）�

ボタンを押します。ファンクション�

２：リスト　フ゜リント　モート゛　？�
３：シ゛ュシン　モート゛　？�

１：キノウ　センタク　？�
ファンクション　　　　　　　　（１ー７）�

1

2

ファンクション�

PB

0

987

654

321

を押します。1

２：ハッシンモト　テ゛ータ　？�
３：ハッシンモト　ハ゛ンコ゛ウ　？�

１：トケイ　セット　？�
トウロク　モート゛　　　　　（１ー１１）�

4

PB

0

987

654

321

0

987

654

321

ボタン�

ボタン�

ファンクションボタン�

クリアボタン� ストップボタン�

セットボタン� ダイヤルボタン�

ボタンを押します。セット�

２：ハッシンモト　テ゛ータ　？�
３：ハッシンモト　ハ゛ンコ゛ウ　？�

１：トケイ　セット　？�
トウロク　モート゛　　　　　（１ー１１）�

3
セット�

ボタンを押します。セット�

１９９７．０１．０１　　００：００�
　�

　�
トケイ　セット�

5
セット�

●時刻表示はあくまでも目安としてご利用ください。な

お、誤差が生じた場合は、登録をやり直してください。

（時間精度：平均月差±30秒以内）

●長期間電源が切れていると、日時がずれることがあり

ます。その場合は、登録をやり直してください。

お願い

●登録操作を中止するには

ボタンを押します。
ストップ�

ワンポイント

ダイヤルボタンの代わりに［ ］、［ ］または

ボタンを押して選択することもできます。ファンクション�

ダイヤルボタンの代わりに［ ］、［ ］または

ボタンを押して選択することもできます。ファンクション�



●待機画面の表示は

以下の内容が表示されます。
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日付／時刻を合わせます

現在の日付と時刻を入力します。

１９９７．０１．１４　　１５：３０�
　�

　�
トケイ　セット�

6

PB

0

987

654

321

ボタンを押します。セット�

２：ハッシンモト　テ゛ータ　？�
３：ハッシンモト　ハ゛ンコ゛ウ　？�

１：トケイ　セット　？�
トウロク　モート゛　　　　　（１ー１１）�

7
セット�

ボタンを押します。
ストップ�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�
１９９７／０１／１４　１５：３０�

8
ストップ�

日付／時刻は次の形式で入力します。

•年号：西暦年号4桁
•月：2桁
•日：2桁
•時刻：24時間制
入力を間違えたときは、［ ］または［ ］ボタン

を押してカーソルを間違えた文字に移動し、入力し直し

ます。［クリア］ボタンを押して最初から入力し直すこと

もできます。

例：1997年1月14日午後3時30分

（「199701141530」と入力）

待機画面に戻り、登録した日付／時刻が表示されます。

ワンポイント

現在の日付／時刻

　�
ソウシンチュウ�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　５％�
１９９７／０１／１４　１５：３０�

蓄積した原稿の
メモリ使用量

現在の通信状況など



36

1.お使いになる前に

自分の名前とファクス番号を登録します
（発信元名称／発信元番号）

発信元名称（会社名など）と発信元番号（ファクス番号）を登録します。ファクスを送信したとき、相手先
の記録紙の先端に、送信時刻などといっしょにこちらの名前やファクス番号がプリントされます（発信元記
録）。

発信元名称（発信元データ）を登録する

を押します。6

５：セッテイ　モート゛　？�
６：トウロク　モート゛　？�

４：タ゛イヤル　トウロク　モート゛　？�
ファンクション　　　　　　　　（１ー７）�

ボタンを押します。ファンクション�

２：リスト　フ゜リント　モート゛　？�
３：シ゛ュシン　モート゛　？�

１：キノウ　センタク　？�
ファンクション　　　　　　　　（１ー７）�

ボタンを押します。セット�

２：ハッシンモト　テ゛ータ　？�
３：ハッシンモト　ハ゛ンコ゛ウ　？�

１：トケイ　セット　？�
トウロク　モート゛　　　　　（１ー１１）�

を押します。2

２：ハッシンモト　テ゛ータ　？�
３：ハッシンモト　ハ゛ンコ゛ウ　？�

１：トケイ　セット　？�
トウロク　モート゛　　　　　（１ー１１）�

1

2

3

4

ファンクション�

PB

0

987

654

321

セット�

PB

0

987

654

321

0

987

654

321

ボタン�

ボタン�

ダイヤルボタン�

ストップボタン�

ワンタッチボタン� ファンクションボタン� セットボタン�

クリアボタン�

ボタンを押します。セット�

セット�

�
　�

　�
ハッシンモト　テ゛ータ�

5
セット�

●登録操作を中止するには

ボタンを押します。

●発信元名称を削除するには

①手順1～5の操作をする

②［クリア］ボタンを押す

③　　　　　ボタンを押す

④ ボタンを押す

●発信元名称を相手の記録紙にプリントされないように

するには

発信元記録を「ツケナイ」に設定します。（☛P260）

●G4通信ユニット（オプション）を増設しているときは

G4専用の発信元略称を登録することができます。

（☛P42）

ストップ�

ストップ�

ワンポイント

ダイヤルボタンの代わりに［ ］、［ ］または

ボタンを押して選択することもできます。ファンクション�

ダイヤルボタンの代わりに［ ］、［ ］または

ボタンを押して選択することもできます。ファンクション�
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自分の名前とファクス番号を登録します

37

自分の名前（最大40文字）を入力
します。

ＮＴＴエイキ゛ョウ�
　�

　�
ハッシンモト　テ゛ータ�

例：「NTTエイキ゛ョウ」

文字を入力するには（☛P44）

入力を間違えたときは、［ ］または［ ］ボタンを

押してカーソルを間違えた文字に移動し、入力し直しま

す。［クリア］ボタンを押して最初から入力し直すことも

できます。

ボタンを押します。セット�

２：ハッシンモト　テ゛ータ　？�
３：ハッシンモト　ハ゛ンコ゛ウ　？�

１：トケイ　セット　？�
トウロク　モート゛　　　　　（１ー１１）�

ボタンを押します。
ストップ�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�
１９９７／０１／２４　０９：４５�

待機画面に戻ります。

6

7

8

セット�

ストップ�

●発信元記録の設定は

発信元名称などを相手の記録紙にプリントするかどう

か、また、プリントする場合には、画像の内側にプリ

ントするか外側にプリントするかを設定します。

設定のしかたについては「登録／設定操作一覧」

（☛P260）をご覧ください。

●発信元記録のプリントされる位置は

お買い求めのときは画像の内側にプリントされるよう

に設定されています。発信元記録の設定により画像の

外側にプリントされるようにすることもできます。

〈発信元記録の位置設定が「ナカ」のとき〉

※発信元記録により、送信する原稿の上部が消えるこ

とがあります。

〈発信元記録の位置設定が「ソト」のとき〉

ワンポイント

FAX連絡書�
発信元：ＮＴＴエイギョウ　１９９７年　１月２４日（金）　　９時４５分　受付Ｎｏ：００１　Ｐ　　１／　１０�

FAX連絡書�
発信元：ＮＴＴエイギョウ　１９９７年　１月２４日（金）　　９時４５分　受付Ｎｏ：００１　Ｐ　　１／　１０�

ページ番号／枚数
受付No.日付／時刻発信元名称
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1.お使いになる前に

自分の名前とファクス番号を登録します
（発信元名称／発信元番号）

0

987

654

321

ファンクションボタン�

クリアボタン� ストップボタン�

セットボタン� ダイヤルボタン�

ハイフンボタン�

ボタン�

ボタン� スペースボタン�

●登録操作を中止するには

ボタンを押します。

●発信元番号を削除するには

①手順1～5の操作をする

②［クリア］ボタンを押す

③　　　　　ボタンを押す

④ ボタンを押す

●G4通信ユニット（オプション）を増設しているときは

G4専用の発信元番号を登録します。（☛P40）

ストップ�

ストップ�

発信元番号を登録する

ボタンを押します。ファンクション�

２：リスト　フ゜リント　モート゛　？�
３：シ゛ュシン　モート゛　？�

１：キノウ　センタク　？�
ファンクション　　　　　　　　（１ー７）�

1
ファンクション�

PB

0

987

654

321

を押します。6

５：セッテイ　モート゛　？�
６：トウロク　モート゛　？�

４：タ゛イヤル　トウロク　モート゛　？�
ファンクション　　　　　　　　（１ー７）�

2

セット�

ボタンを押します。セット�

セット�

２：ハッシンモト　テ゛ータ　？�
３：ハッシンモト　ハ゛ンコ゛ウ　？�

１：トケイ　セット　？�
トウロク　モート゛　　　　　（１ー１１）�

3

PB

0

987

654

321

を押します。3

２：ハッシンモト　テ゛ータ　？�
３：ハッシンモト　ハ゛ンコ゛ウ　？�

１：トケイ　セット　？�
トウロク　モート゛　　　　　（１ー１１）�

4

セット�

ボタンを押します。セット�

　�
　�

　�
ハッシンモト　ハ゛ンコ゛ウ�

5

ワンポイント

ダイヤルボタンの代わりに［ ］、［ ］または

ボタンを押して選択することもできます。ファンクション�

ダイヤルボタンの代わりに［ ］、［ ］または

ボタンを押して選択することもできます。ファンクション�



自分の名前とファクス番号を登録します
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PB

0

987

654

321

自分のファクス番号（最大20桁）
を入力します。

０３ー３５０９ー５５３８�
　�

　�
ハッシンモト　ハ゛ンコ゛ウ�

6
例：「03-3509-5538」

待機画面に戻ります。

セット�

ボタンを押します。セット�

２：ハッシンモト　テ゛ータ　？�
３：ハッシンモト　ハ゛ンコ゛ウ　？�

１：トケイ　セット　？�
トウロク　モート゛　　　　　（１ー１１）�

7

ストップ�

ボタンを押します。
ストップ�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�
１９９７／０１／２４　０９：４５�

8

●受信側のファクスによっては、相手先のレポートやディ

スプレイに発信元番号が表示されないことがあります。

●発信元番号にハイフンを入力した場合でも、相手先の

レポートやディスプレイには、スペースとして表示さ

れます。

●発信元番号は、サイファ送信などを行う際に使用しま

すので、必ず正確に登録してください。

●発信元名称を登録せずに発信元記録を「ツケル」に設

定すると、発信元名称の代わりに発信元番号がプリン

トされます。

お知らせ

入力を間違えたときは、［ ］または［ ］ボタン

を押してカーソルを間違えた番号に移動し、入力し直し

ます。［クリア］ボタンを押して、最初から入力し直すこ

ともできます。

入力には、ダイヤルボタンのほか、［ハイフン］ボタン、

［スペース］ボタンが使用できます。

ただし、ハイフンを入力した場合でも、相手先のレポー

トやディスプレイにはスペースが表示されます。
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1.お使いになる前に

G4通信ユニット（オプション）を増設しているときは、G4発信元番号（ISDN回線の番号）とG4発信元
略称（自局名を示す略号）を登録します。

G4モード（オプション）用のファクス番号と略称を登録します
（G4発信元番号／G4発信元略称）

0

987

654

321

ファンクションボタン�

サブアドレスボタン�

セットボタン� ダイヤルボタン�

ボタン�

ボタン�

クリアボタン� ストップボタン� G4発信元番号を登録する

ボタンを押します。ファンクション�

２：リスト　フ゜リント　モート゛　？�
３：シ゛ュシン　モート゛　？�

１：キノウ　センタク　？�
ファンクション　　　　　　　　（１ー７）�

1
ファンクション�

PB

0

987

654

321

を押します。6

５：セッテイ　モート゛　？�
６：トウロク　モート゛　？�

４：タ゛イヤル　トウロク　モート゛　？�
ファンクション　　　　　　　　（１ー７）�

2

セット�

ボタンを押します。セット�

セット�

２：ハッシンモト　テ゛ータ　？�
３：ハッシンモト　ハ゛ンコ゛ウ　？�

１：トケイ　セット　？�
トウロク　モート゛　　　　　（１ー１１）�

3

PB

0

987

654

321

を押します。0

１１：Ｇ４ハッシンモト　リャクショウ　？�
　�

１０：Ｇ４ハッシンモト　ハ゛ンコ゛ウ　？�
トウロク　モート゛　　　　　（１ー１１）�

4

●登録操作を中止するには

ボタンを押します。

●G4発信元番号を削除するには

①手順1～5の操作をする

②［クリア］ボタンを押す

③　　　　 ボタンを押す

④ ボタンを押す

●G4発信元番号を受信した記録紙にプリントするには

相手発信元記録を「ツケル」に設定します。（☛P262）

ストップ�

ストップ�

ワンポイント

●G4通信ユニットを増設していないときは、「セッテイ

デキマセン」と表示され、設定できません。

お知らせ

●間違った番号を登録すると、着信ができなくなります。

番号を間違えないように、ディスプレイ表示を見ながら

正確に登録してください。

お願い

ISDNサブアドレスを設定したいときは、サブアドレスも

含めて登録してください。

ダイヤルボタンの代わりに［ ］、［ ］または

ボタンを押して選択することもできます。ファンクション�

ダイヤルボタンの代わりに［ ］、［ ］または

ボタンを押して選択することもできます。ファンクション�
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G4モード用のファクス番号と略称を登録します

ボタンを押します。セット�

１１：Ｇ４ハッシンモト　リャクショウ　？�
　�

１０：Ｇ４ハッシンモト　ハ゛ンコ゛ウ　？�
トウロク　モート゛　　　　　（１ー１１）�

7
セット�

ボタンを押します。
ストップ�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�
１９９７／０１／２４　０９：４５�

8
ストップ�

ISDN回線のファクス番号（最大
32桁）を入力します。

０３３５０９５５３８�
　�

　�
Ｇ４ハッシンモト　ハ゛ンコ゛ウ�

6

PB

0

987

654

321

セット�

ボタンを押します。セット�

　�
　�

　�
Ｇ４ハッシンモト　ハ゛ンコ゛ウ�

5

例：「0335095538」

番号を間違えたときは、［ ］または［ ］ボタンを

押してカーソルを間違えた文字に移動し、入力し直します。

［クリア］ボタンを押して最初から入力し直すこともできま

す。

ISDNサブアドレスを入力するときは、電話番号とサブア

ドレスの間に［サブアドレス］ボタンを押します。

待機画面に戻ります。

FAX連絡書�

０８１ー０３３５０９５５３８＝ＮＴＴ　　　　　　／０８１－０３３７４０７９５１＝ＴＯＫＹＯ　　　　／９７－０１－２４－０９－４５／　　１－　　１�

●相手発信元記録の設定は

相手先のG4発信元番号やG4発信元略称などを、受信

した記録紙にプリントするかどうかを設定します。お

買い求めのときは、プリントされないように設定され

ています。

設定のしかたについては「登録／設定操作一覧」

（☛P262）をご覧ください。

●相手発信元記録のプリントされる位置は

受信端末ID 発信元端末ID 日付／時刻

ワンポイント

文書番号／ページ番号
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1.お使いになる前に

G4モード（オプション）用のファクス番号と略称を登録します
（G4発信元番号／G4発信元略称）

0

987

654

321

ファンクションボタン�

ワンタッチボタン�

クリアボタン� ストップボタン�

セットボタン� ダイヤルボタン�

ボタン�

ボタン� G4発信元略称を登録する

ボタンを押します。ファンクション�

２：リスト　フ゜リント　モート゛　？�
３：シ゛ュシン　モート゛　？�

１：キノウ　センタク　？�
ファンクション　　　　　　　　（１ー７）�

1
ファンクション�

PB

0

987

654

321

を押します。6

５：セッテイ　モート゛　？�
６：トウロク　モート゛　？�

４：タ゛イヤル　トウロク　モート゛　？�
ファンクション　　　　　　　　（１ー７）�

2

セット�

ボタンを押します。セット�

セット�

２：ハッシンモト　テ゛ータ　？�
３：ハッシンモト　ハ゛ンコ゛ウ　？�

１：トケイ　セット　？�
トウロク　モート゛　　　　　（１ー１１）�

3

PB

0

987

654

321

を押します。0

１１：Ｇ４ハッシンモト　リャクショウ　？�
１０：Ｇ４ハッシンモト　ハ゛ンコ゛ウ　？�
トウロク　モート゛　　　　　（１ー１１）�

4

画　質�

［ ］ボタンを押します。

１１：Ｇ４ハッシンモト　リャクショウ　？�
１０：Ｇ４ハッシンモト　ハ゛ンコ゛ウ　？�
トウロク　モート゛　　　　　（１ー１１）�

5

G4発信元略称は、英字（A～Z、a～z）で登録しま
す。

●登録操作を中止するには

ボタンを押します。

●G4発信元略称を削除するには

①手順1～6の操作をする

②［クリア］ボタンを押す

③　　　　　ボタンを押す

④ ボタンを押す

●G4発信元略称を受信した記録紙にプリントするには

相手発信元記録を「ツケル」に設定します。

（☛P262）

ストップ�

ストップ�

ワンポイント

●G4通信ユニットを増設していないときは、「セッテイ

デキマセン」と表示され、設定できません。

●G4発信元略称は、22文字まで登録できますが、端末

IDとして実際にプリントされる長さは、G4発信元番号

の桁数によって変わります（最小3文字）。

お知らせ

ダイヤルボタンの代わりに［ ］、［ ］または

ボタンを押して選択することもできます。ファンクション�

ダイヤルボタンの代わりに［ ］、［ ］または

ボタンを押して選択することもできます。ファンクション�
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G4モード用のファクス番号と略称を登録します

セット�

ボタンを押します。セット�

　�
　�

　�
Ｇ４ハッシンモト　リャクショウ�

6

自分の略称（最大22文字）を英字
で入力します。

ＮＴＴ�
　�

　�
Ｇ４ハッシンモト　リャクショウ�

7

セット�

ボタンを押します。セット�

１１：Ｇ４ハッシンモト　リャクショウ　？�
１０：Ｇ４ハッシンモト　ハ゛ンコ゛ウ　？�
トウロク　モート゛　　　　　（１ー１１）�

8

ストップ�

ボタンを押します。
ストップ�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�
１９９７／０１／２４　０９：４５�

9

例：「NTT」

待機画面に戻ります。

文字を入力するには（☛P44）

入力を間違えたときは、［ ］または［ ］ボタン

を押してカーソルを間違えた文字に移動し、入力し直し

ます。［クリア］ボタンを押して最初から入力し直すこと

もできます。
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1.お使いになる前に

発信元名称やワンタッチダイヤル、短縮ダイヤルなどの相手先名称の登録には、文字の入力が必要です。本
装置では、カタカナ、英字（大文字／小文字）、記号を入力するときはワンタッチボタンを、数字を入力す
るときはダイヤルボタンを使います。

文字を入力するには

0

987

654

321

セットボタン� ダイヤルボタン�記号ボタン�

ストップボタン�

スペースボタン�

ボタン�ワンタッチボタン� 文字を入力する

発信元名称の文字入力画面を表示さ
せます。（☛P36、手順1～5）

　�
　�

　�
ハッシンモト　テ゛ータ�

1

［LMN］ボタン（ワンタッチボタン
12）を3回押します。

Ｎ�
　�

　�
ハッシンモト　テ゛ータ�

2

画　質�

［ ］ボタンを押します。

Ｎ�
　�

　�
ハッシンモト　テ゛ータ�

3

［RST］ボタン（ワンタッチボタン
16）を3回押します。

ＮＴ�
　�

　�
ハッシンモト　テ゛ータ�

4

●登録操作を中止するには

ボタンを押します。
ストップ�

ワンポイント

押すボタンと入力される文字との対応については
「ワンタッチボタンと入力文字の対応表」をご覧く
ださい。また、ボタンの配列については「操作パネ
ル」（☛P21）をご覧ください。

例：発信元名称に「NTT エイキ゛ョウ」と入力す
る場合

表示されている文字（「N」）が確定されて、カーソルが次

の文字に移動します。

■ワンタッチボタンと入力文字の対応表
対応するワンタッチボタンを繰り返し押すと、文字が以

下の順序で表示されます。

1（ア）

7（カ）

13（サ）

19（タ）

25（ナ）

2（ハ）

8（マ）

14（ヤ）

20（ラ）

26（ワ）

3（A）

4（B）

5（C）

6（D）

9（E）

10（FGH）

11（IJK）

12（LMN）

15（OPQ）

16（RST）

17（UVW）

18（XYZ）

27（記号）

アイウエオァィゥェォ

カキクケコ

サシスセソ

タチツテト

ナニヌネノ

ハヒフヘホ

マミムメモ

ヤユヨャュョ

ラリルレロ

ワヲン

A a

B b

C c

D d

E e

F G H f g h

I J K i j k

L M N l m n

O P Q o p q

R S T r s t

U V W u v w

X Y Z x y z

゛゜・ & ' ( ) ，． 。－ (SP)

ワンタッチ

ボタン

押す回数と入力文字

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4

※(SP)はスペースです



ＮＴＴ�
　�

　�
ハッシンモト　テ゛ータ�

ＮＴＴ�
　�

　�
ハッシンモト　テ゛ータ�

ＮＴＴ�
　�

　�
ハッシンモト　テ゛ータ�

ＮＴ�
　�

　�
ハッシンモト　テ゛ータ�
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文字を入力するには

画　質�

［ ］ボタンを押します。5
表示されている文字（「T」）が確定され、カーソルが移動

します。

画　質�

［ ］ボタンを押します。7
表示されている文字（「T」）が確定され、カーソルが移動

します。

画　質�

［ ］ボタンを押します。

ＮＴＴ　エ�
　�

　�
ハッシンモト　テ゛ータ�

10
「エ」が確定され、カーソルが移動します。

スペースが入力され、カーソルが移動します。

同様にして「T」を表示させます。6

再ダイヤル�
スペース�

［スペース］ボタンを押します。8

［ア］ボタン（ワンタッチボタン01）
を4回押します。

ＮＴＴ　エ�
　�

　�
ハッシンモト　テ゛ータ�

9

同様にして「イキ゛ョウ」を入力し
ます。

ＮＴＴ　エイキ゛ョウ�
　�

　�
ハッシンモト　テ゛ータ�

11

セット�

ボタンを押します。セット�

２：ハッシンモト　テ゛ータ　？�
３：ハッシンモト　ハ゛ンコ゛ウ　？�

１：トケイ　セット　？�
トウロク　モート゛　　　　　（１ー１１）�

12
「NTT エイキ゛ョウ」が登録されます。

「゛」（濁点）は［記号］ボタン

（ワンタッチボタン27）で入力し

ます。
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1.お使いになる前に

文字を入力するには

0

987

654

321

クリアボタン�

削除ボタン�挿入ボタン� ボタン� ボタン�

ストップボタン�ワンタッチボタン�
文字を訂正する

［ ］または［ ］ボタンを繰り
返し押して、「ア」の位置にカーソ
ルを移動させます。

ＮＴＴ　エアキ゛ョウ�
　�

　�
ハッシンモト　テ゛ータ�

1

［ア］ボタン（ワンタッチボタン01）
を2回押します。

ＮＴＴ　エイキ゛ョウ�
　�

　�
ハッシンモト　テ゛ータ�

2

画　質�

［ ］ボタンを押します。

ＮＴＴ　エイキ゛ョウ�
　�

　�
ハッシンモト　テ゛ータ�

3

●登録操作を中止するには

ボタンを押します。
ストップ�

ワンポイント

入力を間違えたときは、［ ］または［ ］
ボタン、［挿入］ボタン、［削除］ボタン、［クリア］
ボタンを使って訂正します。

「イ」が上書きされます。

「イ」が確定されます。

読取濃度�

画　質�

1文字訂正する

例：「NTT エアキ゛ョウ」を訂正する場合

■ワンタッチボタンと入力文字の対応表
対応するワンタッチボタンを繰り返し押すと、文字が以

下の順序で表示されます。

1（ア）

7（カ）

13（サ）

19（タ）

25（ナ）

2（ハ）

8（マ）

14（ヤ）

20（ラ）

26（ワ）

3（A）

4（B）

5（C）

6（D）

9（E）

10（FGH）

11（IJK）

12（LMN）

15（OPQ）

16（RST）

17（UVW）

18（XYZ）

27（記号）

アイウエオァィゥェォ

カキクケコ

サシスセソ

タチツテト

ナニヌネノ

ハヒフヘホ

マミムメモ

ヤユヨャュョ

ラリルレロ

ワヲン

A a

B b

C c

D d

E e

F G H f g h

I J K i j k

L M N l m n

O P Q o p q

R S T r s t

U V W u v w

X Y Z x y z

゛゜・ & ' ( ) ，． 。－ (SP)

ワンタッチ

ボタン

押す回数と入力文字

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4

※(SP)はスペースです
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文字を入力するには

[ア]ボタン（ワンタッチボタン01）
を2回押します。

ＮＴＴ　エイキ゛ョウ�
　�

　�
ハッシンモト　テ゛ータ�

3

Fネット�
クリア�

［クリア］ボタンを押します。

　�
　�

　�
ハッシンモト　テ゛ータ�

1

［挿入］ボタン（ワンタッチボタン
28）を押します。

ＮＴＴ　エ　キ゛ョウ�
　�

　�
ハッシンモト　テ゛ータ�

2
スペースが挿入されます。

［削除］ボタン（ワンタッチボタン
29）を押します。

ＮＴＴエイキ゛ョウ�
　�

　�
ハッシンモト　テ゛ータ�

2
スペースが削除され、「エイキ゛ョウ」が1文字ずつ左に移

動します。

入力した文字がすべて削除されます。

最初の文字から入力し直します。

ＮＴＴエイキ゛ョウ�
　�

　�
ハッシンモト　テ゛ータ�

2
画　質�

［ ］ボタンを押します。

ＮＴＴ　エイキ゛ョウ�
　�

　�
ハッシンモト　テ゛ータ�

4
「イ」が確定されます。

「イ」が入力されます。

［ ］または［ ］ボタンを繰り
返し押して、「キ」の位置にカーソ
ルを移動させます。

ＮＴＴ　エキ゛ョウ�
　�

　�
ハッシンモト　テ゛ータ�

1
読取濃度�

画　質�

［ ］または［ ］ボタンを押し
て、削除したい文字（スペース）の
位置にカーソルを移動させます。

ＮＴＴ　エイキ゛ョウ�
　�

　�
ハッシンモト　テ゛ータ�

1
読取濃度�

画　質�

1文字挿入する

例：「NTT エキ゛ョウ」を訂正する場合

1文字削除する

例：スペースを削除する場合

入力した文字をすべて削除して入力し直す
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1.お使いになる前に

本装置はデュアルアクセス動作ができます。原稿の読み込みや通信、記録の動作を同時に処理することが可能です。
たとえば、メモリ送信中に次の送信予約をしたり、コピーを取ったりすることもできます。なお、G4通信ユニッ
ト（オプション）を増設して電話回線とISDN回線の両方の回線を接続してお使いの場合、G4モードとG3モード
の通信ができますが、同時に通信することはできません。

並行して行える動作（デュアルアクセス）について

現
　
在
　
の
　
動
　
作

同　時　に　行　え　る　動　作

原稿読み込み

ダイレクト送信

メモリ送信

受信

メモリプリント※1

レポート出力

コピー

電話

PCスキャナ

PCプリンタ

原
稿
読
み
込
み

（
送
信
予
約
）

ダ
イ
レ
ク
ト
送
信

メ
モ
リ
送
信

受
信

メ
モ
リ
プ
リ
ン
ト
※1

レ
ポ
ー
ト
出
力

コ
ピ
ー

電
話

P
C
ス
キ
ャ
ナ

P
C
プ
リ
ン
タ

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

× ×

×

×

× ×

×

×

×

×

×

× ×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯×

× ◯

◯

◯

◯ ◯
※2

◯

◯ ◯ ◯

◯

◯◯◯

◯

※2

◯◯

◯ ◯

◯

◯ ◯
※3

◯

◯ ◯

◯
※3

◯

×
※5

△
※5

△

※4

△
※2

△

※5

△

※5

△
※5

△

◯印 ・・・動作可能
△印 ・・・条件付きで動作可能
×印 ・・・動作不可

※1 メモリに受信した文書のプリント動作。
※2 メモリプリントを一時中断し、コピーの出力を行う。
※3 メモリ受信。
※4 メモリプリント中でもレポートの編集を行う。レポート出力はメモリプリントの終了後。
※5 読み取り終了後に、動作可能。
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�
�

1.5 mm

原稿セット方向�
1.5 mm

294 mm

2 mm

2 mm

416 mm
有効読取幅�

�
�
1.5 mm

原稿セット方向�
1.5 mm

254 mm

2 mm

2 mm

360 mm
有効読取幅�

�
�
1 mm
原稿セット方向�

1 mm

208 mm

2 mm

2 mm

293 mm
有効読取幅�

2.ファクスを送る

原稿をセットするには

■セットできる原稿のサイズについて
セットできるのは、次の範囲の原稿に限られます。それ
以外のサイズの原稿は、複写機で拡大または縮小コピー
をしてから送信してください。

1枚だけ送る場合
幅297 mm
×長さ1 000 mm

幅128 mm
×長さ100 mm

0.05 mm～
0.15 mm

2枚以上送る場合
幅297 mm
×長さ420 mm
（JIS A3判）
幅128 mm
×長さ100 mm

0.06 mm～
0.10 mm

●大きな原稿（A3サイズまたはB4サイズ）を送信する
と
A3サイズ（原稿幅273 mm以上）またはB4サイズ
（原稿幅236 mm以上）の原稿は、相手機の記録紙の
サイズに合わせて自動的に縮小して送信されます。相
手機によって原稿の左右両端が欠ける場合があります。

ワンポイント

送信原稿のサイズ
相手先

A3機
B4機
A4機

A3
等倍

B4に縮小
A4に縮小

B4
等倍
等倍

A4に縮小

A4
等倍
等倍
等倍

原稿について

最大サイズ

最小サイズ

一度にセットでき
る枚数
原稿の紙厚

原稿の紙質 上質紙相当
（表、裏ともコーティングのないもの）

最大70枚（同一サイ
ズ、同質のものに限る）

ー

●異なったサイズや異なった紙質の原稿は、いっしょに
セットしないでください。

●原稿のサイズやセットのしかたによっては、上下4 mm、

左右10 mmの範囲は読み取れない場合があります。
●長さ420 mm以上の原稿は、手で支えながら送信して
ください。
●長さ1 000 mm以上の原稿を送信したいときは、当社
のサービス取扱所へお問い合わせください。ただし、こ
の場合は原稿づまりを検出しなくなりますので、ご注意
ください。

お知らせ

■原稿の標準読取範囲について
斜線で示す部分は読み取れないので、ご注意ください。

1 m�
(1 000 mm)

100 mm

297 mm

128 mm

原稿セット方向

最小サイズ

〈A3サイズ〉

〈B4サイズ〉

〈A4サイズ〉

最大サイズ
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2.ファクスを送る

原稿をセットするには

■こんな原稿のときは
次のような原稿をセットすると、原稿がつまったり、相

手先で受信した内容が乱れたりすることがあります。

複写機でコピーをとったものを原稿とするか、付属の

キャリアシートをご使用ください。

原稿の種類

感熱紙や裏カーボン紙な

どの化学処理をした原稿

破れている原稿、しわや

曲がりのはげしい原稿

裏または表がコーティング

されている原稿

紙厚が薄すぎる原稿

（0.05 mm未満）

紙厚が厚すぎる原稿

（布地、金属板、印画紙など）

小さすぎる原稿

（128 mm×100 mm未満）

穴のあいた原稿

つなぎ合わせや貼り合わせ

のある原稿

キャリアシー
トを使う

○

○

○

○

×

○

○

×

コピーをとっ
て原稿にする

○

○

○

○

○

○

○

○

キャリアシートについて

キャリアシートは、原稿の表が透明フィルム側に向
くようにしてはさみ、透明フィルム側を上に向けて、
閉じしろの部分から原稿セット台にセットします。

●キャリアシートは当社指定のものをお使いください。
●キャリアシートは1枚ずつ送信してください。（同時に
複数枚セットしないでください。）

お知らせ

○：送信可　　×：送信不可

透明フィルム

原稿セット方向 白色

原稿
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原稿をセットするには

原稿をセットする

原稿をセットするとき、原稿の内容（文字の大きさ、
図面、写真など）に応じて適切な画質や読取濃度を
選ぶことができます（☛P52、53）。また、原稿
のサイズや種類にも注意してください（☛P49）。

原稿の先端をそろえ、送る面を上に向けて
セットします。1

原稿ガイドを原稿の幅に合わせます。2

原稿の先が突き当たるまで軽く差し込みま
す。3

●セットできる原稿の向きは

原稿の長尺方向の長さが297mm以下（A4サイズ以下）

のときは、原稿を縦向きにも横向きにもセットできま

す。（☛P49）

●一度にセットできる枚数は

原稿は、一度に70枚までセットできます。（☛P49）

●セットした原稿は

一番上の原稿から順番に読み込まれます。

ワンポイント

●原稿ガイドは、原稿の幅に合わせてください。紙づま

りの原因となります。

●幅の異なる原稿を同時にセットしないでください。

●クリップやホッチキスの針は、取り除いてからセット

してください。

●朱肉や修正液が付いているときは、よく乾かしてから

セットしてください。

●ぬれた原稿はセットしないでください。

●原稿を強く押し込みすぎないようにしてください。

お願い

原稿の�
長尺方向�

原稿の�
長尺方向�

原稿セット方向�原稿セット方向�
〈縦向き〉 〈横向き〉
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原稿をセットするには

2.ファクスを送る

原稿に合わせて画質を選ぶ

原稿の内容（細かい文字が多い原稿、精密な図面、
写真など）に応じて、適切な画質を選んで送信する
ことができます。

ボタンを繰り返し押して、設
定したい画質モードを選びます。
画　質�1

画　質�

選んだ画質のランプが点灯します。「標準」を選んだとき

はランプが消えます。

「ハーフトーン」 ：写真やカラー原稿など

「スーパーファイン」：精密図など

（新聞活字より小さな文字）

「ファイン」 ：細かい文字

（新聞活字程度の文字）

「標準」 ：普通の文字

（新聞活字より大きな文字）●よく使う画質は

あらかじめホームポジションに設定しておくと、送信

やコピーのたびに指定する手間が省けます。（☛P249）

●お買い求めのときの設定は

送信は「標準」に、コピーは「スーパーファイン」に

設定されています。

G4通信ユニット（オプション）を増設したときは、送

信は「ファイン」に設定されています。

●読み取り中の画質モードの変更は

ダイレクト送信および手動送信では、原稿のページご

とに画質モードの設定を変更することができます

（☛P62）。メモリ送信では、原稿の読み込みを開始し

たら画質モードの変更はできません。

ワンポイント

●画質ランプは、原稿の読み込みを開始すると、ホーム

ポジションで設定した画質モードの表示に戻ります。

（☛P249）

●相手機種によっては、「スーパーファイン」または「ファ

イン」での送信ができないことがあります。その場合

には自動的に「ファイン」または「標準」で送信され

ます。

●受信のときは、画質モードは変更できません。

お知らせ

0

987

654

321

読取濃度ランプ�

画質ボタン�画質ランプ�

読取濃度ボタン�
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原稿をセットするには

原稿に合わせて読取濃度を選ぶ

原稿の文字や用紙の色の濃さに合わせて、適切な読
取濃度を選んで送信することができます。

ボタンを繰り返し押して、設
定したい読取濃度を選びます。
読取濃度�1

読取濃度�

選んだ読取濃度のランプが点灯します。「普通」を選んだ

ときはランプが消えます。

「こく」 ：文字のうすい原稿

（鉛筆書きやキャリアシート利用時など）

「うすく」：用紙の色が濃い原稿（新聞や青焼きなど）

「普通」 ：通常の原稿（コピーや黒ペン書きの原稿）

●よく使う読取濃度は

あらかじめホームポジションに設定しておくと、送信

やコピーのたびに指定する手間が省けます。（☛P249）

●送信する原稿の読み取り状態を確認するには

読取濃度を設定してコピーをとります。

ワンポイント

●原稿の読み込みが開始されたら、読取濃度の変更はでき

ません。

●読取濃度ランプは、原稿の読み込みを開始すると、ホー

ムポジションで設定した読取濃度の表示に戻ります。

（☛P249）

●受信のときは、原稿の濃度は変更できません。

お知らせ
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2.ファクスを送る

本装置は、読み込んだ原稿をメモリに蓄積しながら送信します。高速に読み込むことができるので、送信が
完了するのを待たずに原稿を持ち帰ることができます。また、送信／受信を行っているときでも、別の原稿
の送信操作を次々に行うことができます（送信予約）。送信予約は最大32文書まで行えます。

ファクスを送るには　　　　　（メモリ送信）

原稿をセットします。（☛P51）

　�
　�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�
　　　　ケ゛ンコウカ゛アリマス�

1

2

必要に応じて画質と読取濃度を設定します。

（☛P52、53）

相手先の電話番号を入力します。

アイテ＝　　　　　　　［フルタ゛イヤル］�
０３３５０９５５３８�

　�
ソウシン　　　　　　　　　　　１アテサキ�

PB

0

987

654

321

番号を間違えたときは、［ ］または［ ］ボタン

を押してカーソルを間違えた文字に移動し、入力し直し

ます。［クリア］ボタンを押して最初から入力し直すこと

もできます。

例：「0335095538」

ボタンを押します。スタート�

アイテ＝０３３５０９５５３８�
　�

１９９７／０１／２４　０９：３０�
ウケツケＮｏ．＝＜００１＞�

スタート�

待機画面に戻ります。

原稿が読み込まれ、送信が開始されます。

　�
チクセキチュウ�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　５％�
１９９７／０１／２４　０９：３０�

3

●送信操作を中止するには

ボタンを押します。

●送信を中断するには（☛P67）

●送信予約を解除するには（☛P72）

●通信予約数は

相手先の数に関係なく、最大32文書まで予約できま

す。

●メモリに蓄積できる枚数は

メモリ使用量が0％の状態で、A4標準原稿を「標準」

の画質モードで約100枚まで蓄積できます。

●送信結果を確認するには（☛P70）

●ディスプレイに表示される「ウケツケNo.」とは

ボタンを押すと、送信文書の受付No. （通信ごと

に付けられる一連番号）が表示されます。受付No.は、

001から順に002……999と付けられ、000に戻り

ます。通信の中断や予約の解除は、この番号を確認し

て行います。

●待機画面の表示は

蓄積した原稿のメモリ使用量（％）と、通信状況（「チク

セキチュウ」「ソウシンチュウ」など）が表示されます。

●原稿がつまったときは（☛P268）

●同じ原稿を複数の相手先に送信するには

フルダイヤル、ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、

電子電話帳を使って、同じ原稿を最大170件の相手先

に送信することができます。（順次同報送信、☛P102）

スタート�

ワンポイント

ダイヤル入力（フルダイヤル）
で送る
ダイヤル入力のほかに、ワンタッチダイヤル
（☛P56）、短縮ダイヤル（☛P57）、電子電話帳
（☛P58）で相手先を指定することができます。

0

987

654

321

クリアボタン�

通信モードボタン� サブアドレスボタン� ストップボタン�

ボタン�

    ボタン�
�

ダイヤルボタン�ファンクションボタン�画面切替ボタン� スタートボタン�

ストップ�

送信が終了すると「ピーッ」という音が鳴ります。
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ファクスを送るには

●ワンタッチダイヤルでファクスを送るには（☛P56）

●短縮ダイヤルでファクスを送るには（☛P57）

●電子電話帳でファクスを送るには（☛P58）

●ダイヤルと送信の開始について

通常は、1枚目の原稿の読み込みを開始した時点で相手

先へダイヤルし、送信を開始します。別の原稿を送受

信中のときは、すべての原稿をメモリに蓄積し、別の

原稿の送信／受信が終わってから相手先へダイヤルし

て、送信を開始します。

●相手先が話し中のときは

約3分間隔で2回まで自動的に再ダイヤルされます（自

動再ダイヤル）。自動再ダイヤルの回数と間隔は変更す

ることができます。（☛P248）

送信が自動再ダイヤル待ちになったときに他の予約中

の通信がある場合には、それらの通信が行われ、その

あとで再ダイヤルされます。ただし、優先送信が自動

再ダイヤル待ちとなった場合には、他の予約中の通信

があっても、優先送信が終了するまでは予約中の通信

は行われません。

●すべての原稿がメモリに読み込まれたかどうかを確認

するには

通信結果表示（☛P70）で原稿枚数を確認することが

できます。

また、読み取り中や送信中のときに ボタンに

つづけて［画面切替］ボタン（ワンタッチボタン24）

を押せば、動作内容が表示されますので原稿枚数を確

認することができます。

済スタンプ（オプション）を設定しておくと、メモリ

に読み込まれた原稿にスタンプが押されます。

（☛P285）

●G4通信ユニット（オプション）を増設しているときは

（☛P287）

自動的にG4モードが選択されます（手順2の画面に

「G4」と表示）。電話回線とISDN回線の両方の回線を接

続してお使いの場合にG3モードで送信したいときは、

ボタンを押す前に［通信モード］ボタンを押して

「G3」を表示させます。ホームポジションでG3モード

に設定しておくこともできます。（☛P249）

●ISDNサブアドレスを指定するには

相手先の電話番号とサブアドレスの間に［サブアドレ

ス］ボタンを押すと、サブアドレスを指定できます。

スタート�

ファンクション�

ワンポイント

●相手先が話し中で、自動再ダイヤルを行っても送信で

きなかった場合には、メモリに蓄積された原稿は削除

されますので、もう一度はじめから送り直してくださ

い。

●原稿の読み込み中にメモリがいっぱいになりかけたと

きは「メモリフル」と表示されて読み込みが終了した

ページまでを送信し、1度回線を切ったあとで、残り

の原稿を自動的に読み込んで送信します。

また、原稿の読み込み中にメモリがいっぱいになった

ときは、「メモリフル」と表示されて読み込みが終了し

たページまでを送信し、残りの原稿は排出されます。

●送信できなかった原稿がある場合には、通信レポート

が出力されます。もう一度送信し直してください。通

信ごとに通信レポートが出力されるように、またはま

ったく出力されないように設定を変更することもでき

ます。（☛P200）

●原稿の読み込みが開始されたら、画質や読取濃度は変

更できません。

●受付No.は、通信管理レポート（☛P204）の「通番」

とは異なります。

お知らせ



●送信を中断するには（☛P67）

●送信予約を解除するには（☛P72）

●送信結果を確認するには（☛P70）

●ワンタッチボタンを押し間違えたときは

5秒以内に［クリア］ボタン押して、ワンタッチボタン

を押し直します。

●登録していないワンタッチボタンを押したときは

次の画面が表示され、その場でワンタッチダイヤルの

登録ができます。

① または を押して、登録をするかどうかを

選択する

②　　　　 ボタンを押す

（ワンタッチダイヤルの登録のしかたは、☛P104）

●ワンタッチダイヤルで電話をかけるには

受話器を取りあげてから、手順2の操作をします。

21

ワンポイント
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2.ファクスを送る

ファクスを送るには　　　　　（メモリ送信）

ワンタッチダイヤルで送る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�
　　　　ケ゛ンコウカ゛アリマス�

アイテ＝　　　　　　　［ワンタッチ０１］�
ＮＴＴエイキ゛ョウ�

　�
ソウシン　　　　　　　　　　　１アテサキ�

例：ワンタッチボタン01

約5秒後に原稿が読み込まれ、送信が開始されます。

ボタンを押すと、すぐに原稿の読み込みが開始され

ます。

スタート�

トウロク　シマスカ�
　　　　　　　　　　１．ハイ　２．イイエ�

タ゛イヤルカ゛　トウロク　サレテイマセン�

原稿をセットします。（☛P51）1

必要に応じて画質と読取濃度を設定します。

（☛P52、53）

ワンタッチボタンを押します。2

セット�

あらかじめ相手先をワンタッチダイヤルに登録して
おきます（☛P104）。ワンタッチボタンを1回押す
だけで、相手先にダイヤルすることができます。

0

987

654

321

ダイヤルボタン�クリアボタン�短縮ボタン�

スタートボタン�ワンタッチボタン� セットボタン�

アイテ＝ＮＴＴエイキ゛ョウ�
１９９７／０１／２４　０９：３０�
ウケツケＮｏ．＝＜００１＞�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　５％�

チクセキチュウ�

１９９７／０１／２４　０９：３０�

待機画面に戻ります。

送信が終了すると「ピーッ」という音が鳴ります。



●送信を中断するには（☛P67）

●送信予約を解除するには（☛P72）

●送信結果を確認するには（☛P70）

●登録していない短縮番号を押したときは

次の画面が表示され、その場で短縮ダイヤルの登録が

できます。

① または を押して、登録をするかどうかを

選択する

②　　　　 ボタンを押す

（短縮ダイヤルの登録のしかたは、☛P108）

●短縮番号が00～09のときは

手順3で2桁の短縮番号を入力するかわりに、次の操作

で短縮番号を指定することもできます。

①短縮番号の下1桁を入力する

② ボタンを押す

●短縮ダイヤルで電話をかけるには

受話器を取りあげてから、手順2～3の操作をします。

セット�

21
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ファクスを送るには

アイテ＝ＮＴＴエイキ゛ョウ�
　�

１９９７／０１／２４　１５：００�
ウケツケＮｏ．＝＜００１＞�

原稿が読み込まれ、送信が開始されます。

スタート�

ボタンを押します。スタート�4

トウロク　シマスカ�
　　　　　　　　　　１．ハイ　２．イイエ�

タ゛イヤルカ゛　トウロク　サレテイマセン�

ワンポイント

短縮ダイヤルで送る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�
　　　　ケ゛ンコウカ゛アリマス�

アイテ＝　　　　　　　［タンシュク　　］�
　�
ソウシン　　　　　　　　　　　１アテサキ� 短縮�

ハイフン�

原稿をセットします。（☛P51）1

必要に応じて画質と読取濃度を設定します。

（☛P52、53）

ボタンを押します。短縮�2

アイテ＝　　　　　　　［タンシュク０１］�
ＮＴＴエイキ゛ョウ�

　�
ソウシン　　　　　　　　　　　１アテサキ�

例：「01」

PB

0

987

654

321

短縮番号（00～99）を入力します。3

あらかじめ相手先を短縮ダイヤルに登録しておきま
す（☛P108）。 ボタンを押して2桁の短縮
番号を入力するだけで、相手先にダイヤルすること
ができます。

短縮�

番号を間違えたときは、［クリア］ボタンを押して入力し

直します。

セット�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　５％�

チクセキチュウ�

１９９７／０１／２４　１５：００�

待機画面に戻ります。

送信が終了すると「ピーッ」という音が鳴ります。
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2.ファクスを送る

ファクスを送るには（メモリ送信）

電子電話帳で送る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�
　　　　ケ゛ンコウカ゛アリマス�

　ケンサクモシ゛ヲ　エランテ゛クタ゛サイ�

＊＊テ゛ンワ　チョウ＊＊� 電子電話帳�

原稿をセットします。（☛P51）1

必要に応じて画質と読取濃度を設定します。

（☛P52、53）

ボタンを押します。電子電話帳�2

アイテ＝ＮＴＴエイキ゛ョウ�
０３３５０９５５３８�

　�
＊＊Ｎ＊＊�

例： 相手先名が「NTTトチギ」のダイヤルを検索する場合

（「N」を入力）

相手先名の最初の1文字（カタカ
ナ／アルファベット／数字／記号）
を入力します。

3

文字を入力するには（☛P44）

入力を間違えたときは、そのままもう一度入力し直しま

す。

あらかじめワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤル
に登録されている相手先の名前を検索し、簡単な操
作でファクスを送ることができます。

0

987

654

321

ワンタッチボタン�

クリアボタン�

スタートボタン�セットボタン�電子電話帳ボタン�

ボタン�ボタン�

ダイヤルボタン�
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ファクスを送るには

読取濃度�

画　質�
アイテ＝ＮＴＴトチキ゛�
０２８６３２３６１７�

　�
＊＊Ｎ＊＊�

［ ］または［ ］ボタンを繰
り返し押して、相手先名を表示させ
ます。

4

［ ］または［ ］ボタンを押すごとに、該当す

る相手先名が短縮ダイヤル/ワンタッチダイヤルの番号順

に表示されます。
送信したい相手先が見つからないときに、電子電話帳の

検索をやめるには、[クリア]ボタンまたは ボタン

を押します。

電子電話帳�

セット�

アイテ＝　　　　　　　［タンシュク０６］�
ＮＴＴトチキ゛�

　�
ソウシン　　　　　　　　　　　１アテサキ�

ボタンを押します。セット�5

アイテ＝ＮＴＴトチキ゛�
　�

１９９７／０１／２４　１６：３０�
ウケツケＮｏ．＝＜００１＞�

原稿が読み込まれ、送信が開始されます。

スタート�

ボタンを押します。スタート�6

●送信を中断するには（☛P67）

●送信予約を解除するには（☛P72）

●送信結果を確認するには（☛P70）

●入力した文字で始まるワンタッチダイヤルまたは短縮

ダイヤルが登録されていないときは

「アテサキ　ミトウロク」とディスプレイに表示され、

送信できません。

●電子電話帳で電話をかけるには

受話器を取りあげてから、手順2～5の操作をします。

ワンポイント

●電子電話帳を利用するには、あらかじめ相手先をワン

タッチダイヤルまたは短縮ダイヤルに登録しておく必

要があります。（☛P104、108）

●グループダイヤル、ワンタッチプログラムダイヤル、中

継指示ダイヤルは、電子電話帳では検索できません。

お知らせ

ダイヤルをする相手先が確定されます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　５％�

チクセキチュウ�

１９９７／０１／２４　１６：３０�

待機画面に戻ります。

送信が終了すると「ピーッ」という音が鳴ります。
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メモリに蓄積せずにファクスを送るには
（ダイレクト送信）

2.ファクスを送る

原稿をメモリに蓄積せずに、読み取りながら直接送信することができます。メモリがいっぱいのときなどに
利用します。

原稿をセットします。（☛P51）

　�
　�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�
　　　　ケ゛ンコウカ゛アリマス�

必要に応じて画質と読取濃度を設定します。

（☛P52、53）

ボタンを押します。ファンクション�

２：リスト　フ゜リント　モート゛　？�
３：シ゛ュシン　モート゛　？�

１：キノウ　センタク　？�
ファンクション　　　　　　　　（１ー７）� ファンクション�

［ダイレクト送信］ボタン（ワンタ
ッチボタン02）を押します。

　�
　�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�
　　　　ケ゛ンコウカ゛アリマス�

3

ハ　ダイレクト送信�

ダイレクト送信ランプが点灯します。

相手先の電話番号を入力します。

アイテ＝　　　　　　　［フルタ゛イヤル］�
０３３５０９５５３８�

　�
ソウシン　　　　　　　　　　　１アテサキ�

PB

0

987

654

321例：「0335095538」

番号を間違えたときは、［ ］または［ ］ボタン

を押してカーソルを間違えた文字に移動し、入力し直し

ます。［クリア］ボタンを押して最初から入力し直すこと

もできます。

相手先は、ワンタッチダイヤル（☛P56）／短縮ダイヤ

ル（☛P57）／電子電話帳（☛P58）で指定することも

できます。

1

2

4
●送信操作を中止するには

ボタンを押します。

●送信を中断するには（☛P67）
●送信や受信で回線が使用中のときは
ダイレクト送信が予約されます。

●送信結果を確認するには（☛P70）
●ディスプレイに表示される「ウケツケNo.」とは

ボタンを押すと、送信文書の受付No. （通信ごと

に付けられる一連番号）が表示されます。受付No.は、

001から順に002……999と付けられ、000に戻り

ます。通信の中断や予約の解除は、この番号を確認し

て行います。
●原稿がつまったときは（☛P268）

スタート�

ストップ�

ワンポイント

ダイレクト送信をする

0

987

654

321

クリアボタン�

通信モードボタン� サブアドレスボタン�

ダイレクト送信ボタン�

ストップボタン�

ファンクションボタン�

　　　ボタン� スタートボタン�

ダイレクト送信ランプ� ダイヤルボタン�

ボタン�
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メモリに蓄積せずにファクスを送るには
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ボタンを押します。スタート�

アイテ＝０３３５０９５５３８�
タ゛イレクト　ソウシン�

１９９７／０１／２４　０９：４５�
ウケツケＮｏ．＝＜００１＞�

スタート�

原稿が読み込まれ、送信が開始されます。

指定した相手先にダイヤルされます。

　�
タ゛イヤルチュウ�

　�
タ゛イレクト　ソウシン　ショリチュウ�

　�
ソウシンチュウ�

　�
タ゛イレクト　ソウシン　ショリチュウ�

送信が終了すると「ピーッ」という音が鳴り、待機画面

に戻ります。

●ワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤル、電子電話帳
でファクスを送るときは
あらかじめワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルを
登録しておきます。（☛P104、108）

●送信の途中で画質モードを変更したいときは（☛P62）
●いつもダイレクト送信を使うときは
ホームポジションに設定をしておくと、送信のたびに
指定する手間が省けます。（☛P249）

●相手先が話し中のときは

約3分間隔で2回まで自動的に再ダイヤルされます（自

動再ダイヤル）。自動再ダイヤルの回数と間隔は変更す

ることができます。（☛P248）

送信が自動再ダイヤル待ちになったときに他の予約中

の通信がある場合には、それらの通信が行われ、その

あとで再ダイヤルされます。ただし、優先送信が自動

再ダイヤル待ちとなった場合には、他の予約中の通信

があっても、優先送信が終了するまでは予約中の通信

は行われません。
●原稿が送信されたかどうかを確認するには
済スタンプ（オプション）を設定しておくと、送信さ
れた原稿にスタンプが押されます。（☛P285）

●G4通信ユニット（オプション）を増設しているときは
（☛P287）

自動的にG4モードが選択されます（手順4の画面に

「G4」と表示）。電話回線と ISDN回線の両方の回線を

接続してお使いの場合にG3モードで送信したいとき

は、 ボタンを押す前に［通信モード］ボタンを押

して「G3」を表示させます。ホームポジションでG3

モードに設定しておくこともできます。（☛P249）
●ISDNサブアドレスを指定するには
相手先の電話番号とサブアドレスの間に［サブアドレ
ス］ボタンを押すと、サブアドレスを指定できます。

スタート�

ワンポイント

●相手先を2件以上指定すると、ダイレクト送信の操作を

行ってもメモリ送信になります。

●相手先が話し中で、自動再ダイヤルを行っても送信で

きなかった場合には、しばらくしてからもう一度はじ

めから送り直してください。

●送信時にエラーが起きたときは、エラー以降の原稿を

自動的に排出し、通信レポートが出力されます。もう

一度送信し直してください。通信ごとに通信レポート

を出力させるように、またはまったく出力されないよ

うに設定を変更することもできます。（☛P200）

●ダイレクト送信は、優先送信またはタイマ通信と組み

合わせて設定することはできません。組み合わせて設

定すると、最後に設定した機能で送信されます。

●ダイレクト送信は、ポーリング送信または掲示板送信

と組み合わせて設定することはできません。

●受付No.は通信管理レポート（☛P204）の「通番」と

は異なります。

お知らせ

5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�
１９９７／０１／２４　０９：４５�
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2.ファクスを送る

メモリに蓄積せずにファクスを送るには
（ダイレクト送信）

送信の途中で画質モードを変更
する

ソウシンチュウ�

　�
タ゛イレクト　ソウシン　ショリチュウ�

２：リスト　フ゜リント　モート゛　？�
３：シ゛ュシン　モート゛　？�

１：キノウ　センタク　？�
ファンクション　　　　　　　　（１ー７）� ファンクション�

ダイレクト送信の操作をします。
（☛P60、手順1～5）1

ボタンを押します。ファンクション�2

アイテ＝０３３５０９５５３８�
　�

ウケツケ＜００１＞０１／２４　０９：４５�
ソウシンチュウ　　　　　　Ｐ．０２�

　画面切替�

［画面切替］ボタン（ワンタッチボ
タン24）を押します。3

ダイレクト送信で複数枚の原稿を送るときは、1ペ
ージごとに画質モードの設定を変更することができ
ます。

デュアルアクセス動作中のときは、「ソウシンチュウ」が
表示されるまで［画面切替］ボタン（ワンタッチボタン
24）を繰り返し押してください。

0

987

654

321

ファンクションボタン� 画質ボタン�画面切替ボタン�

画質ランプ�
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メモリに蓄積せずにファクスを送るには

アイテ＝０３３５０９５５３８�
　�

ウケツケ＜００１＞０１／２４　０９：４５�
ソウシンチュウ　　　　　　Ｐ．０２� 画　質�

画質モードを変更したいページの前
のページの読み込み中に、 ボ
タンを押して、設定したい画質モー
ドを選択します。

画　質�4

次のページから、変更した画質モードで送信されます。

●「ピッピッピッ」という音が鳴ったときは、画質モー

ドの変更はできません。

●相手機種によっては、「スーパーファイン」または「フ

ァイン」での送信ができないことがあります。その場

合には自動的に「ファイン」または「標準」で送信さ

れます。

お知らせ

選んだ画質のランプが点灯します。「標準」を選んだとき

はランプが消えます。

「ハーフトーン」 ：写真やカラー原稿など

「スーパーファイン」：精密図など

（新聞活字より小さな文字）

「ファイン」 ：細かい文字

（新聞活字程度の文字）

「標準」 ：普通の文字

（新聞活字より大きな文字）
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2.ファクスを送る

相手の方と電話で話したあとで原稿を送ることができます。
G4通信ユニット（オプション）を増設した場合でも電話回線への発信になります。

電話で話しをしてからファクスを送るには
（手動送信）

原稿をセットします。（☛P51）

　�
　�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�
　　　　ケ゛ンコウカ゛アリマス�

必要に応じて画質と読取濃度を設定します。

（☛P52、53）

受話器を取りあげます。

アイテ＝�
　�

　�
タ゛イヤル　　　　　　　　　ツウワチュウ�

発信音が聞こえます。

相手先の電話番号を入力します。

アイテ＝　　　　　　　�
０３３５０９５５３８�

　�
タ゛イヤル　　　　　　　　　ツウワチュウ�

PB

0

987

654

321

相手先は、ワンタッチダイヤル（☛P56）／短縮ダイヤ

ル（☛P57）／電子電話帳（☛P58）で指定することも

できます。

相手の方と話しをしたあと、ファク
スを送ることを伝え、ファクス受信
に切り替えてもらいます。

アイテ＝　　　　　　　�
０３３５０９５５３８�

　�
タ゛イヤル　　　　　　　　　ツウワチュウ�

相手先がファクスに切り替わると、「ピー」という音が

聞こえます。

例：「0335095538」

1

2

3

4

0

987

654

321

ダイヤルボタン� スタートボタン�

オンフックボタン�
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電話で話しをしてからファクスを送るには

ボタンを押して、受話器を置き
ます。

スタート�

　�
　�

　�
＊＊シュト゛ウ　ツウシン　カイシ＊＊�

�

5
スタート�

待機画面に戻ります。

原稿が読み込まれ、送信が開始されます。

●送信を中断するには（☛P67）

●原稿がつまったときは（☛P268）

●ワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤル、電子電話帳

でファクスを送るときは

あらかじめワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルを

登録しておきます。（☛P104、108）

●送信の途中で画質モードを変更したいときは（☛P62）

●受話器を取らずに手動送信をするときは

受話器を取る代わりに ボタンを押すと、受話器

を置いたまま電話番号を入力することができます。

●相手先のファクスが自動受信になっているときは

電話がつながるとすぐに「ピー」という音がします。

ボタンを押して受話器を置いてください。

このときは相手の方と話しはできません。

●相手の方から電話がかかってきたときは

次の操作でファクスを送ることができます。

①原稿をセットする

②受話器を取りあげる

③手順4～5の操作をする

●こちらと相手側の両方で受話器を取ったままにしてお

くと

送信が終わったあとで、もう一度相手の方と話しをす

ることができます。

スタート�

オンフック�

ワンポイント

●「ピー」という音が聞こえないうちに ボタンを押

すと、送信できないことがあります。

●手動送信では、ポーリング受信、親展送信、リモート

マルチコピー送信、中継指示送信、優先送信、タイマ

送信、ダイレクト送信、海外送信および順次同報送信

はできません。

●外付け電話機で電話をかけたときは、手動送信をする

ことはできません。

スタート�

お知らせ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

ソウシンチュウ�

１９９７／０１／２４　０９：４５�

送信が終了すると「ピーッ」という音が鳴ります。

　�
ソウシンチュウ�

　�
タ゛イレクト　ソウシン　ショリチュウ�
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2.ファクスを送る

最後にダイヤルした相手先に、 ボタンを使ってファクスを送ることができます。再ダイヤル�

同じ相手先に送り直すには（再ダイヤル送信）

原稿をセットします。（☛P51）

　�
　�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�
　　　　ケ゛ンコウカ゛アリマス�

必要に応じて画質と読取濃度を設定します。

（☛P52、53）

ボタンを押します。再ダイヤル�

アイテ＝　　　　　　　［フルタ゛イヤル］�
０３３５０９５５３８�

　�
ソウシン　　　　　　　　　　　１アテサキ� 再ダイヤル�

スペース�

最後にダイヤルした相手先の電話番号が表示されます。

ボタンを押します。スタート�

アイテ＝０３３５０９５５３８�
　�

１９９７／０１／２４　１０：００�
ウケツケＮｏ．＝＜００１＞� スタート�

原稿が読み込まれ、送信が開始されます。

待機画面に戻ります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　５％�

チクセキチュウ�

１９９７／０１／２４　１０：００�

送信が終了すると「ピーッ」という音が鳴ります。

●送信を中断するには（☛P67）

●送信予約を解除するには（☛P72）

●原稿がつまったときは（☛P268）

●相手先が話し中のときは

約3分間隔で2回まで自動的に再ダイヤルされます（自

動再ダイヤル）。自動再ダイヤルの回数と間隔は変更す

ることができます。（☛P248）

送信が自動再ダイヤル待ちになったときに他の予約中

の通信がある場合には、それらの通信が行われ、その

あとで再ダイヤルされます。ただし、優先送信が自動

再ダイヤル待ちとなった場合には、他の予約中の通信

があっても、優先送信が終了するまでは予約中の通信

は行われません。

●受話器を取りあげてから ボタンを押すと

最後にダイヤルした相手先に、電話をかけることがで

きます。

●G4通信ユニット（オプション）を増設しているときは

（☛P287）

再ダイヤルは相手先の電話番号だけを記憶しています

ので、必要に応じて通信モードを選択してください。

再ダイヤル�

ワンポイント

●相手先が話し中で、自動再ダイヤルを行っても送信で

きなかった場合には、メモリに蓄積された原稿は削除

されますので、もう一度はじめから送り直してくださ

い。

●最後にかけた電話番号が38桁を超えるときは、再ダイ

ヤルの番号がクリアされます。

●最後にダイヤルした相手先には、タイマ送信などで自

動的にダイヤルした相手先も含まれます。

お知らせ

1

2

3
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321

再ダイヤルボタン�

スタートボタン�
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原稿の読み込み中やダイヤル中、送信中に ボタンを押すと、送信を中断させることができます。送信

内容を確認してから中断することもできます。

ストップ�
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●ディスプレイ表示と中断できる送信の種類は

●すでに原稿が読み込まれたあとで中断したいときは

「送信文書の予約を解除する」（☛P72）の操作を行い

ます。

ワンポイント

原稿の読み込み中やダイヤル中、送
信中に、 ボタンを押します。ストップ�

２：ソウシン�
　�

１：チクセキ�
ナニヲ　チュウタ゛ンシマスカ�

�

1
ストップ�

ダイヤルボタンを押して、中断する
動作を選択します。

２：ソウシン�
　�

１：チクセキ�
ナニヲ　チュウタ゛ンシマスカ�

�

2
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中断できる動作は、状態によって変わります。

例：蓄積動作と送信動作を中断できるときに、蓄積動作

を中断する場合（ を押す）1

ディスプレイ表示

チクセキ

ダイヤル

ソウシン

送信の種類

メモリ送信

メモリ送信

ダイレクト送信

メモリ送信

ダイレクト送信

手動送信

　�
ソウシンチュウ　　　ケ゛ンコウハイシ�

　　　　　　　　　　　　　　　　　１０％�
１９９７／０１／２４　１０：１５�

　�
ソウシンチュウ�

　　　　　　　　　　　　　　　　　１０％�
１９９７／０１／２４　１０：１５�

セット�

指定した動作が中断されます。

動作中に中断する

ボタンを押します。セット�3

0

987

654

321

ストップボタン�

セットボタン� ダイヤルボタン�

ボタン� ボタン�

ダイヤルボタンの代わりに［ ］または［ ］

ボタンを押して選択することもできます。

2.ファクスを送る

送信を中断するには

●中断するまで時間がかかることがあります。

お知らせ
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2.ファクスを送る

送信を中断するには

ボタンを押します。ファンクション�

２：リスト　フ゜リント　モート゛　？�
３：シ゛ュシン　モート゛　？�

１：キノウ　センタク　？�
ファンクション　　　　　　　　（１ー７）� ファンクション�

［画面切替］ボタン（ワンタッチボ
タン24）を押します。

アイテ＝０３３５０９５５３８�
　�

ウケツケ＜００２＞０１／２４　１０：１２�
ソウシンチュウ　　　　　　Ｐ．０８�

2

　画面切替�

動作中の内容が表示されます。

内容を確認して、 ボタンを押し
ます。

ストップ�

　　　　　　　　　　　　　　　１．ハイ�
　　　　　　　　　　　　　　　２．イイエ�

チュウタ゛ン　シマスカ？�
ソウシンヲ�

3
ストップ�

他の動作中の内容を表示させたいときは、さらに［画面

切替］ボタンを押します。

または を押して、動作を
中断するかどうかを選択します。

21

　　　　　　　　　　　　　　　１．ハイ�
　　　　　　　　　　　　　　　２．イイエ�

チュウタ゛ン　シマスカ？�
ソウシンヲ�

4

PB
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：中断する

：中断しない2

1

内容を確認して中断する

1

0

987

654

321

セットボタン�ファンクションボタン�画面切替ボタン�

ストップボタン�ダイヤルボタン�

ボタン�

ボタン�

例： を押した場合1

ダイヤルボタンの代わりに［ ］または［ ］

ボタンを押して選択することもできます。
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送信を中断するには

ボタンを押します。セット�

　�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�
１９９７／０１／２４　１０：１４�

5

セット�

手順4で を押したときは、指定した動作が中断され、

待機画面に戻ります。

1

●中断操作を中止するには

手順4で を押します。2

ワンポイント



アイテ＝００２／００５カショ�
ケッカ：タ゛イヤルマチ�

０１／２４　１０：３０＃：トチュウケイカ�
ウケツケＮｏ．＝＜００3＞　　　１６マイ�
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2.ファクスを送る

送信待ち、送信終了などの送信状況を知りたいときは、ディスプレイに表示させて確認することができます。
また、ダイヤル待ち、送信待ちの予約原稿を解除することもできます。

送信文書の通信結果を表示させるには
（通信結果表示）

送信文書の通信結果を表示させる

　通信結果�
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送信文書の通信結果が表示されます。

［通信結果］ボタン（ワンタッチボ
タン30）を押します。

２：シ゛ュシンフ゛ンショ�
１：ソウシンフ゛ンショ�
＊　ツウシンケッカ／ヨヤクサクシ゛ョ　＊�

2

を押します。1

２：シ゛ュシンフ゛ンショ�
１：ソウシンフ゛ンショ�
＊　ツウシンケッカ／ヨヤクサクシ゛ョ　＊�

3

セット�

ボタンを押します。セット�4
●送信文書の通信結果表示の内容は

ディスプレイに表示される内容は以下のとおりです。

「ウケツケNo.」： 通信の予約時に付けられた番号が表

示されます。

「ケッカ」：現在の通信状況が表示されます。

●「＃：トチュウケイカ」と表示されているときは

ボタンを押すと、途中経過レポート（☛P206）

が出力されます。

●通信結果が表示される順番は

予約文書、送信済み文書の順に表示されます。また、

過去の履歴も表示させることができます。

ワンポイント
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321

ボタン�セットボタン�

通信結果ボタン�

ダイヤルボタン� ストップボタン�

ファンクションボタン�

ボタン�

ボタン�

お知らせ

●受付No.は発信元記録として相手先の記録紙の上端に

も記録されます。（☛P37）

●受付No.は通信管理レポート（☛P204）の「通番」

とは異なります。

ファンクション�

ボタンを押します。ファンクション�

２：リスト　フ゜リント　モート゛　？�
３：シ゛ュシン　モート゛　？�

１：キノウ　センタク　？�
ファンクション　　　　　　　　（１ー７）�

1

ダイヤルボタンの代わりに［ ］、［ ］または

ボタンを押して選択することもできます。ファンクション�



アイテ＝ＮＴＴエイキ゛ョウ�
ケッカ：ソウシンス゛ミ（リョウコウ）�

０１／２４　０９：５０�
ウケツケＮｏ．＝＜００２＞　　　０４マイ�
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送信文書の通信結果を表示させるには

読取濃度�

画　質�

セット�

通信結果を確認して、 ボタン
を押します。

セット�

２：シ゛ュシンフ゛ンショ�
１：ソウシンフ゛ンショ�
＊　ツウシンケッカ／ヨヤクサクシ゛ョ　＊�

6

　　　　　　　　　　　　　　　　　１０％�
１９９７／０１／２４　１０：４０�

待機画面に戻ります。

ストップ�

ボタンを押します。
ストップ�7

［ ］：1つ前の文書を表示させる

［ ］：次の文書を表示させる

［ ］または［ ］ボタンを押
して、通信結果を確認したい文書を
検索します。

5



２：シ゛ュシンフ゛ンショ�
１：ソウシンフ゛ンショ�
＊　ツウシンケッカ／ヨヤクサクシ゛ョ　＊�

72

送信文書の通信結果を表示させるには
（通信結果表示）

2.ファクスを送る

アイテ＝００２／００５カショ�
ケッカ：ソウシンチュウ�

０１／２４　１０：３０＃：トチュウケイカ�
ウケツケＮｏ．＝＜００６＞　　　１６マイ�

アイテ＝ＮＴＴエイキ゛ョウ�
ケッカ：ソウシンマチ（チクセキス゛ミ）�

０１／２４　１０：３５�
ウケツケＮｏ．＝＜００５＞　　　０５マイ�

送信文書の予約（送信待ち）を解除する

　通信結果�

PB
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読取濃度�

画　質�

［通信結果］ボタン（ワンタッチボ
タン30）を押します。

２：シ゛ュシンフ゛ンショ�
１：ソウシンフ゛ンショ�
＊　ツウシンケッカ／ヨヤクサクシ゛ョ　＊�

2

を押します。13

セット�

ボタンを押します。セット�4

［ ］：1つ前の文書を表示させる

［ ］：次の文書を表示させる

［ ］または［ ］ボタンを押
して、予約を解除したい文書を検索
します。

5

0

987

654

321

セットボタン�

通信結果ボタン�

ストップボタン�

ファンクションボタン�

ボタン� ボタン�

ダイヤルボタン�

送信文書の通信結果が表示されます。

ファンクション�

ボタンを押します。ファンクション�

２：リスト　フ゜リント　モート゛　？�
３：シ゛ュシン　モート゛　？�

１：キノウ　センタク　？�
ファンクション　　　　　　　　（１ー７）�

1

ダイヤルボタンの代わりに［ ］、［ ］または

ボタンを押して選択することもできます。ファンクション�

●予約を解除できるのは

ディスプレイに「ダイヤルマチ」または「ソウシンマ

チ」と表示されている送信文書のみです。

ワンポイント



２：シ゛ュシンフ゛ンショ�
１：ソウシンフ゛ンショ�
＊　ツウシンケッカ／ヨヤクサクシ゛ョ　＊�

アイテ＝ＮＴＴエイキ゛ョウ�
　サクシ゛ョシマシタ�

０１／２４　１０：３５�
ウケツケＮｏ．＝＜００５＞　　　０５マイ�
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送信文書の通信結果を表示させるには

ボタンを押します。
ストップ�6

手順7で を押したときは、指定した予約が解除さ

れます。

1

待機画面に戻ります。

続けて予約の解除をするときは、手順5の操作から繰り

返します。

アイテ＝ＮＴＴエイキ゛ョウ�
サクシ゛ョシマスカ　１．ハイ　２．イイエ�

０１／２４　１０：３５�
ウケツケＮｏ．＝＜００５＞　　　０５マイ�

アイテ＝ＮＴＴエイキ゛ョウ�
サクシ゛ョシマスカ　１．ハイ　２．イイエ�

０１／２４　１０：３５�
ウケツケＮｏ．＝＜００５＞　　　０５マイ�

ストップ�

ボタンを押します。セット�9
セット�

ソウシンチュウ�

　　　　　　　　　　　　　　　　　１０％�
１９９７／０１／２４　１０：４０�

ボタンを押します。
ストップ�10

ストップ�

ボタンを押します。セット�8

アイテ＝００２／００５カショ�
ケッカ：ソウシンチュウ�

０１／２４　１０：３０＃：トチュウケイカ�
ウケツケＮｏ．＝＜００６＞　　　１６マイ�

セット�
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または を押して、予約を
解除するかどうかを選択します。

217
：予約を解除する

：予約を解除しない2

1

例： を押した場合1

ダイヤルボタンの代わりに［ ］または［ ］

ボタンを押して選択することもできます。



　�
　�

シュト゛ウシ゛ュシン　　　　　　　　０％�
１９９７／０１／２４　１０：３０�

　�
　�

ルスシ゛ュシン　　　　　　　　　　　０％�
１９９７／０１／２４　１０：３０�
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3.ファクスを受ける

受信モードを選ぶには
ファクスの受信のしかたには、以下の種類があります。ご利用に合わせて適切な受信モードを選ぶことがで
きます。お買い求めのときは自動受信モードに設定されています。
G4通信ユニット（オプション）を増設した場合、G4モードの受信は常に自動受信となります。

自動受信
（☛P76）

ご利用の目安受信モード ディスプレイ表示

手動受信
（☛P78）

留守受信
（☛P79）

ファクスだけを受けたいとき

電話もファクスも受けたいとき

ファクスより電話の方が多いとき

留守中に、用件もファクスも受けたい
とき

表示なし

ファクス専用モード

電話優先モード

電話モード

留守番電話機接続
モード

「シュドウジュシン」

「ルスジュシン」

●呼出音の回数（ベル回数）を設定するには

ファクスが自動着信するまでに鳴る呼出音の回数は、

ご利用に合わせて0（鳴らない）～10回に変更するこ

とができます（☛P247）。お買い求めのときは「0回」

に設定されています。

●毎日の指定した時刻に受信モードを切り替えるには

（☛P176）

●受信した原稿は

原稿を受信すると、最適なサイズの記録紙が自動的に

選択されます。記録紙の選択のしかたは、ご利用に合

わせて設定することができます。（☛P237）

ワンポイント

自動受信モード

留守受信モード

手動受信モード

　�
　�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�
１９９７／０１／２４　１０：３０�

■受信モードの種類

●ダイヤルイン（☛P179）が設定されているときは自

動受信モードのみとなり、切り替えることはできませ

ん。

●「ユウセンソウシン」または「タイマ」の表示が出て

いるときに ボタンを押すと、優先送信またはタ

イマ通信の設定が解除されて受信モードが切り替わり

ます。

●本装置には、音声応答機能はありません。

受信モード�

お知らせ

■受信モードを切り替えるには

ボタンを繰り返し押すと、受信モードが次の順序で切り替わります。受信モード�



相手の方と話しがで
きます。話しをした
あと、ファクスを受
信することもできま
す。

「ポー・ポー・ポー」

という音が聞こえま

す。 ボタンを押

すと、ファクスを受

信できます。

スタート�

相手先がファクスのとき
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受信モードを選ぶには

ファクスが着信する

相手先がファクスのとき
自動的にファクスを
受信します。

相手先が電話のとき
相手の方には「ピー」
という音が聞こえ、
ファクスだけを受信
します。
相手の方には、この
番号がファクス専用
であることをあらか
じめ知らせておいて
ください。

呼出音が鳴る

受話器を取りあげる

相手先が電話のとき

呼出音が鳴る※1

相手先がファクスのとき
ファクスの信号を識
別すると、自動的に
ファクスを受信しま
す。

相手先が電話のとき
再び呼出音が約30秒
間鳴ります。その間
に受話器を取ると、
相手の方と話しがで
きます。

あらかじめ留守番電話機を本装置に接続しておきます。

※1
ベル回数（☛P247）を1～10回に設定しておくと、フ

ァクスが着信する前に呼出音を鳴らすことができます。
0回に設定しておくと、呼出音は鳴りません。

※2
電話優先モードでは、設定したベル回数分の呼出音が鳴
ったあと、ファクスの信号を識別するためにいったん回
線をつないでから、約30秒間呼出音を鳴らします。この
ため、再び呼出音が鳴り出したときには、受話器を取り
あげなくても相手に通話料金がかかります。

自動受信（ファクス専用モード） 手動受信（電話モード）

自動受信（電話優先モード） 留守受信（留守番電話機接続モード）

呼出音が鳴る

相手先がファクスのとき
留守番電話機の応答
メッセージを流し、
ファクスの信号を識
別すると、自動的に
ファクスを受信しま
す。

相手先が電話のとき
留守番電話機の応答
メッセージを流し、
用件を録音する。
（☛P79）

呼出音が鳴る※1

呼出音がいったん止まる（ファクスを識別する）※2

留守番電話機が応答する

●本装置には、音声応答機能はありません。

お知らせ
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セットボタン� ダイヤルボタン�

ストップボタン�受信モードボタン�

ボタン�

ボタン�

画面切替ボタン�

ファンクションボタン�
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3.ファクスを受ける

ボタンを繰り返し押して、自動受信モードを選択しておけば、ファクスが送られてきたとき、自動
的に受信します。

受信モード�

自動的にファクスを受けるには　（自動受信）

自動受信のモードを設定する

自動受信モードには、ファクス専用モードと電話優
先モードとがあります。あらかじめ、どちらのモー
ドで自動受信するかを設定しておきます。
お買い求めのときは、ファクス専用モードに設定さ
れています。
ダイヤルイン（☛P179）が設定されているときは
設定できません。

２：リスト　フ゜リント　モート゛　？�
３：シ゛ュシン　モート゛　？�

１：キノウ　センタク　？�
ファンクション　　　　　　　　（１ー７）�

ボタン、 を押します。3ファンクション�1

ボタンを押します。セット�2
セット�

２：タイマキリカエ　セッテイ　？�
３：タ゛イヤルイン　セッテイ　？�

１：シ゛ト゛ウ　シ゛ュシン　セッテイ　？�
シ゛ュシン　モート゛　　　　　（１ー３）�

ボタンを押します。セット�4
セット�

２：テ゛ンワ　ユウセン�
１：ファクス　センヨウ�
シ゛ト゛ウシ゛ュシン　　　　　（１ー２）�

を押します。13

PB
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２：タイマキリカエ　セッテイ　？�
３：タ゛イヤルイン　セッテイ　？�

１：シ゛ト゛ウ　シ゛ュシン　セッテイ　？�
シ゛ュシン　モート゛　　　　　（１ー３）�

ダイヤルボタンの代わりに［ ］、［ ］または

ボタンを押して選択することもできます。ファンクション�

ダイヤルボタンの代わりに［ ］、［ ］または

ボタンを押して選択することもできます。ファンクション�



自動的にファクスを受けるには
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：ファクス専用モードに設定する

：電話優先モードに設定する2

1

例： を押した場合1

待機画面に戻ります。

ボタンを押します。セット�6
セット�

２：タイマキリカエ　セッテイ　？�
３：タ゛イヤルイン　セッテイ　？�

１：シ゛ト゛ウ　シ゛ュシン　セッテイ　？�
シ゛ュシン　モート゛　　　　　（１ー３）�

ボタンを押します。
ストップ�7

ストップ�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�
１９９７／０１／２４　０９：４５�
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●設定操作を中止するには

ボタンを押します。

●受信を中断するには（☛P82）

相手先のファクス番号などを確認したいときは、ディス

プレイに「ジュシンチュウ」と表示されているとき

に、 ボタンを押してから［画面切替］ボタン

（ワンタッチボタン24）を押します。

●受信中に記録紙がなくなった（☛P272）／つまった

ときは（☛P269）

自動的にメモリに蓄積され、「メモリジュシン」と表示

されます（メモリ代行受信）。メモリに蓄積できる枚数

はメモリ使用量が0％の状態で、A4標準原稿を「標準」

の画質モードで約100枚まで蓄積できます。

記録紙をセットしたり、つまった記録紙を取り除いた

りすると受信文書がプリントされます。

●呼出音を鳴らさずに受信するには

ベル回数を「0回」に設定します。（☛P247）

ベル回数を「0回」に設定しても、回線の状況などによ

っては呼出音が鳴ることがあります。また、電話優先

モードでは、この場合でも相手がファクスでないとき

には呼出音が鳴ります。

●ファクス専用モードの場合は

相手の方が電話をかけてくると相手の方には「ピー」

という音が聞こえ、自動的にファクスの受信が行われ

ます。相手の方に、この番号がファクス専用であるこ

とを知らせておいてください。

●電話優先モードの場合は

呼出音が鳴っている間に受話器を取りあげると、相手

の方と話しをすることができます。呼出音が鳴り終わ

ると、相手がファクスの場合は自動的に受信が行われ、

ファクスでない場合には、再び呼出音が鳴り始めます。

（約30秒間）

●受信した原稿を記録紙にプリントするには

原稿に合わせて最適なサイズの記録紙が自動的に選択

されます。

●記録紙の選択のしかたを変えるには（☛P237）

ご利用に合わせてプリンタ（記録）の設定を選択する

ことができます。

ファンクション�

ストップ�

ワンポイント

●次のようなときは自動受信されません。

• レポートまたはリストを出力しているとき

• メモリがいっぱいのとき

お知らせ

２：テ゛ンワ　ユウセン�
１：ファクス　センヨウ�
シ゛ト゛ウシ゛ュシン　　　　　（１ー２）�

または を押して、自動受
信のモードを選択します。

215

ダイヤルボタンの代わりに［ ］、［ ］または

ボタンを押して選択することもできます。ファンクション�



ファクスを受信するときは、話しが
終わってから ボタンを押して、
受話器を置きます。
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3.ファクスを受ける

ボタンを繰り返し押して、ディスプレイに「シュドウジュシン」を表示させます。相手の方と電話
で話したあとで原稿を受信することができます。

受信モード�

電話で話しをしてからファクスを受けるには
（手動受信）

0

987

654

321

受信モードボタン�

スタートボタン�

呼出音が鳴ります。

　�
シュト゛ウシ゛ュシン　　　　　　　　０％�
１９９７／０１／２４　０９：４５�

　�

タ゛イヤル　　　　　　　　　ツウワチュウ�

アイテ＝�

1

スタート�

受話器を取りあげて相手の方と話し
をします。2

3

相手の方がファクスを送ってきた場合には「ポー・

ポー・ポー…」という音が聞こえます。

　�
　�

　�
＊＊シュト゛ウ　ツウシン　カイシ＊＊�

受信が開始されます。

スタート�

　�
シュト゛ウシ゛ュシン　　　　　　　　０％�
１９９７／０１／２４　０９：４５�

シ゛ュシンチュウ�

待機画面に戻ります。

受信が終了すると「ピーッ」という音が鳴ります。

●受信を中断するには（☛P82）

●相手がファクスのときは

受話器を取りあげると「ポー・ポー・ポー…」という

音が聞こえます。 ボタンを押すと、ファクスを受

信することができます。何も音が聞こえないときは、呼

びかけても返事がないことを確認してから ボタン

を押します。

●記録紙がつまったときは（☛P269）

●外付け電話機で電話を受けたときは

リモート受信（☛P81）の操作をしてください。

スタート�

スタート�

ワンポイント

●相手の方が手動送信（☛P64）でファクスを送ろうと

している場合は、受話器を取りあげても無音の場合が

あります。呼びかけても返事がないことを再度確認し

てから、 ボタンを押してください。

●手順3で ボタンを押すときに原稿がセットされて

いる場合は、ファクスの送信になります。受信すると

きは、原稿を取り除いてから ボタンを押してくだ

さい。

●手順1でこちらから電話をかけたときもファクスを受け

ることができます。

スタート�

スタート�

お知らせ

スタート�
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留守番電話機を接続して、ファクスのときは自動的に受信し、電話のときは留守番電話機に用件を録音する
ことができます。
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3.ファクスを受ける

留守番電話機を接続してファクスを受けるには
（留守受信）

準備をする

外出する前に

外出中には

帰宅したら

①留守番電話機を本装置に接続します。（☛P28）

②留守番電話機に応答メッセージを入れます。（留守番電

話機の取扱説明書を参照してください。）

① ボタンを繰り返し押して、ディスプレイに

「ルスジュシン」を表示させます。

受信モード�

②接続した留守番電話機を「留守」にセットします。（留

守番電話機の取扱説明書を参照してください。）

　�
　�

ルスシ゛ュシン　　　　　　　　　　　０％�
１９９７／０１／２４　１０：４０�

受信モード�
（サブアドレス）�

呼出音が鳴る

留守番電話機の応答メッセージが流れる

相手先がファクスのとき

自動的にファクスを受信

する

相手先が電話のとき

留守番電話機に用件を録

音する

ファクスが送られてきた

ら、自動的にファクスを

受信する

①接続した留守番電話機の「留守」セットを解除します。

（留守番電話機の取扱説明書を参照してください。）

② ボタンを押して、留守受信モードを解除しま

す。

③受信したファクスを受け取ります。

④留守番電話機に録音された用件を聞きます。（留守番電

話機の取扱説明書を参照してください。）

受信モード�

●留守番電話無音検出とは

用件の録音中に無音状態が約7秒続くと、自動的にファ

クスの受信に切り替わります。相手の録音する用件の

声が小さい場合には、無音状態として検出され、自動

的にファクスの受信に切り替わる場合があります。こ

の場合には、「留守番電話無音検出」の設定を「シナイ」

に変更してファクスの受信への切り替えをできないよ

うにすることもできます。（☛P262）

使用する環境によっては、本機能が正しく動作しない

場合があります。この場合には、本装置のアース線が

正しく取り付けられていることをご確認ください。

ワンポイント

●次のような場合は、ファクスを受信できないことがあ

ります。

• 留守番電話機の応答メッセージが長い

• 留守番電話機に設定されている呼出音の回数が多い

• 相手が手動送信のとき

• 留守番電話機の用件録音がいっぱいになっているとき

など、留守番電話機が応答しないとき

●留守受信モードに設定しているときは、リモート受信

はできません。

●留守受信モードで留守番電話機が応答しているときに、

本装置の受話器を取りあげた場合は、使用する留守番

電話機によってファクスの受信に切り替わることがあ

りますのでご注意ください。

●外出先から留守番電話機をリモート操作して用件の録

音内容を聞くときなどで、3個以上のPB信号を受ける

と、留守番電話機の応答メッセージが終わるまではフ

ァクス受信への切り替えは行われなくなります。

お知らせ
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3.ファクスを受ける

本装置に接続した外付け電話機で受話器を取りあげ、電話機からの操作でファクスを受信することができま
す。外付け電話機で相手の方と話しをしてからファクスを受信するときには、この操作を行います。
G3モードで着信し、外付け電話機で応答したときにのみ利用できます。

外付け電話機からの操作でファクスを受けるには
（リモート受信）

0
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321

ファンクションボタン�

ボタン� ボタン�

セットボタン� ダイヤルボタン�

ストップボタン�

ボタン�

●設定操作を中止するには

ボタンを押します。
ストップ�

ワンポイント

1

リモート受信を設定する

お買い求めのときは、リモート受信ができないよう
に設定されています。リモート受信を行うときは、
あらかじめリモート受信を「スル」に設定しておき
ます。

ボタン、 、 ボタ
ン、 、 ボタン、 を
押します。

1セット�2

セット�5ファンクション�

：リモート受信をしない

：リモート受信をする2

1

例： を押した場合2

を押したときは、手順6へ進みます。1

ボタンを押します。セット�2
セット�

２．スル�
　�

１．シナイ�
リモート　シ゛ュシン�

２：セレクト　シ゛ュシン　？�
３：チュウケイ　ト゛ウホウ　？�

１：リモート　シ゛ュシン　？�
キノウ　セッテイ　　　　　　　（１ー８）�

PB
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321

２．スル�
　�

１．シナイ�
リモート　シ゛ュシン�

または を押して、リモー
ト受信をするかどうかを選択しま
す。

21

3

ダイヤルボタンの代わりに［ ］、［ ］または

ボタンを押して選択することもできます。ファンクション�

ダイヤルボタンの代わりに［ ］、［ ］または

ボタンを押して選択することもできます。ファンクション�
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外付け電話機からの操作でファクスを受けるには

リモート受信をするボタンを押します。ット�
セ
3
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待機画面に戻ります。

ボタンを押します。セット�6
セット�

２：セレクト　シ゛ュシン　？�
３：チュウケイ　ト゛ウホウ　？�

１：リモート　シ゛ュシン　？�
キノウ　セッテイ　　　　　　　（１ー８）�

ボタンを押します。
ストップ�7

ストップ�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�
１９９７／０１／２４　０９：４５�

：DP20（ダイヤル回線20 pps ）の場合

：DP10（ダイヤル回線10 pps ）の場合

：PB（プッシュ回線）の場合3

2

1

例： を押した場合1

PB

0

987

654

321

２．ＤＰ１０�
３．ＰＢ�

１．ＤＰ２０�
カイセン　シュヘ゛ツ�

～ のいずれかを押して、
外付け電話機の回線種別を選択しま
す。

31

5

受話器から「ポー・ポー・ポー…」という音が聞こえた

ら、すぐに手順2の操作を行います。

相手の方と話しをしたときは、話しが終わってから手順2

の操作を行います。

受信が開始されます。

外付け電話機の呼出音が鳴ったら、
受話器を取りあげます。1

受話器から何も聞こえなくなった
ら、受話器を戻します。

2
ダイヤル回線のときは を、プッ
シュ回線（PB）のときは 、
ボタンを押します。

5

5

●受信を中断するには（☛P82）

ワンポイント

●相手の方が手動送信でファクスを送ろうとしている場

合は、受話器を取りあげても無音の場合があります。

呼びかけても返事がないことを再度確認してから、手

順2の操作を行ってください。

●留守受信モードに設定しているときは、リモート受信

はできません。

●外付け電話機で電話をしているときは、ファクスの送

信およびコピーはできません。

●リモート受信は、外付け電話機の種類や、地域および

電話交換機の種類などの諸条件により、使用できない

ことがあります。

お知らせ

4
セット�

２．ＤＰ１０�
３．ＰＢ�

１．ＤＰ２０�
カイセン　シュヘ゛ツ�

ダイヤルボタンの代わりに［ ］、［ ］または

ボタンを押して選択することもできます。ファンクション�
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3.ファクスを受ける

受信を中断するには

動作中に中断する

ボタンを押します。セット�

セット�

　�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�
１９９７／０１／２４　１１：００�

受信中に ボタンを押します。
ストップ�1

ストップ�

　�
　�

１：シ゛ュシン�
ナニヲ　チュウタ゛ンシマスカ�

中断できる動作は、状態によって変わります。

例：受信動作を中断する場合（ を押す）1

受信が中断され、待機画面に戻ります。

PB
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　�
　�

１：シ゛ュシン�
ナニヲ　チュウタ゛ンシマスカ�

ダイヤルボタンを押して、中断する
動作を選択します。2

0

987

654

321

セットボタン�ファンクションボタン�画面切替ボタン�

ストップボタン�ダイヤルボタン�

ボタン�

ボタン�

ダイヤルボタンの代わりに［ ］または［ ］

ボタンを押して選択することもできます。

●中断するまで時間がかかることがあります。

お知らせ
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受信を中断するには

内容を確認して中断する

受信中に ボタンを押します。ファンクション�1
ファンクション�

２：リスト　フ゜リント　モート゛　？�
３：シ゛ュシン　モート゛　？�

１：キノウ　センタク　？�
ファンクション　　　　　　　　（１ー７）�

　画面切替�
アイテ＝�ＮＴＴエイキ゛ョウ�
ウケツケ　　　　　０１／２４　１１：１０�
シ゛ュシンチュウ　　　　　Ｐ．０４�

［画面切替］ボタン（ワンタッチボ
タン24）を押します。2

ストップ�

　　　　　　　　　　　　　　　１．ハイ�
チュウタ゛ン　シマスカ？�

　　　　　　　　　　　　　　　２．イイエ�

シ゛ュシンヲ�

内容を確認して、 ボタンを押し
ます。

ストップ�

動作中の内容が表示されます。

他の動作中の内容を表示させたいときは、さらに［画面

切替］ボタンを押します。

3

または を押して、動作を
中断するかどうかを選択します。

214

　　　　　　　　　　　　　　　１．ハイ�
チュウタ゛ン　シマスカ？�

　　　　　　　　　　　　　　　２．イイエ�

シ゛ュシンヲ�

PB
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：中断する

：中断しない2

1

例： を押した場合1

ダイヤルボタンの代わりに［ ］または［ ］

ボタンを押して選択することもできます。

ボタンを押します。セット�5
手順4で を押したときは、指定した動作が中断さ

れ、待機画面に戻ります。

1

セット�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�
１９９７／０１／２４　１１：１２�

●中断操作を中止するには

手順4で を押します。2

ワンポイント
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3.ファクスを受ける

プリント待ち、受信終了などの受信状況を知りたいときは、ディスプレイに表示させて確認することができます。

受信文書の通信結果を表示させるには
（通信結果表示）

ボタンを押します。ファンクション�1
ファンクション�

２：リスト　フ゜リント　モート゛　？�
３：シ゛ュシン　モート゛　？�

１：キノウ　センタク　？�
ファンクション　　　　　　　　（１ー７）�

［通信結果］ボタン（ワンタッチボタ
ン30）を押します。2

　通信結果�２：シ゛ュシンフ゛ンショ�
１：ソウシンフ゛ンショ�
＊　ツウシンケッカ／ヨヤクサクシ゛ョ　＊�

0

987

654

321

セットボタン�

ボタン� ボタン�

通信結果ボタン�

ストップボタン�

ファンクションボタン� ダイヤルボタン�

を押します。23

PB
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２：シ゛ュシンフ゛ンショ�
１：ソウシンフ゛ンショ�
＊　ツウシンケッカ／ヨヤクサクシ゛ョ　＊�

を押します。セット�4

セット�

アイテ＝０３３５０９５５３８�
ケッカ：フ゜リントマチ（シンテン０２）�

０１／２４　０９：２０�
ウケツケ　　　　　　　　　　　　２０マイ�

［ ］または［ ］ボタンを押
して、通信結果を確認したい文書を
検索します。

5

読取濃度�

画　質�
アイテ＝０３３５０９５５３８�
ケッカ：シ゛ュシンス゛ミ（リョウコウ）�

０１／２４　０９：１５�
ウケツケ　　　　　　　　　　　　０５マイ�

［ ］：1つ前の文書を表示させる

［ ］：次の文書を表示させる

受信文書の通信結果が表示されます。

●受信文書の通信結果表示の内容は

ディスプレイに表示される内容は次の通りです。

「ウケツケNo.」：受信時（ポーリング受信のみ）に付

けられた番号が表示されます。

「ケッカ」：現在の通信状況が表示されます。

●通信結果が表示される順番は

ポーリング受信予約、プリント待ち文書、プリント済

み文書の順に表示されます。また、過去の履歴も表示

させることができます。

●ポーリング受信を解除するには（☛P149）

ワンポイント

●受付No.は、通信管理レポート（☛P204）の「通番」

とは異なります。

お知らせ

ダイヤルボタンの代わりに［ ］、［ ］または

ボタンを押して選択することもできます。ファンクション�



85

1
お
使
い
に
な
る
前
に

2
フ
ァ
ク
ス
を
送
る

3
フ
ァ
ク
ス
を
受
け
る

4
コ
ピ
ー
す
る

5
電
話
を
か
け
る
／

受
け
る

受信文書の通信結果を表示させるには

セット�

２：シ゛ュシンフ゛ンショ�
１：ソウシンフ゛ンショ�
＊　ツウシンケッカ／ヨヤクサクシ゛ョ　＊�

通信結果を確認して、 ボタン
を押します。

セット�6

ストップ�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�
１９９７／０１／２４　０９：４５�

ボタンを押します。
ストップ�

待機画面に戻ります。

7



コヒ゜ーフ゛スウ　＝　０１�

フ゛スウ　ヲ　シテイ　シテクタ゛サイ�

＊＊コヒ゜ーカイシ＊＊�

コヒ゜ーチュウ�

コヒ゜ーフ゛スウ　＝　０２�

フ゛スウ　ヲ　シテイ　シテクタ゛サイ�

86

4.コピーする

コピーするには
部数や倍率、記録紙のサイズなどを指定して、原稿のコピーをとることができます（最大99部）。
また、2枚の原稿を1枚の記録紙にコピーすることもできます（ページ合成読取コピー）。

コピーする
記録紙のサイズや倍率を自動的に選択してコピーし
ます。部数を指定すると、ソートしてプリントされ
ます。

必要に応じて画質と読取濃度を設定します。（☛P52、53）

コピー時の画質モードでは、「標準」を設定できません。

入力を間違えたときは、［クリア］ボタンを押して入力し

直します。

例：2部

原稿が読み込まれ、コピーが開始されます。

コピーが終了すると「ピーッ」という音が鳴ります。

ボタンの代わりに ボタンを押してコピーを

開始することもできます。

コピー�スタート�

待機画面に戻ります。

原稿をセットします。（☛P51）1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�
　　　　ケ゛ンコウカ゛アリマス�

ボタンを押します。コピー�2
コピー�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　５％�
１９９７／０１／２４　０９：４５�

コヒ゜ーチュウ�

ボタンを押します。
スタート�4

スタート�

PB

0

987

654

321

コピーする部数（1～99）を入力
します。3●コピーを中断するには

ボタンを押して、「コピー」の中断を選択します。

（☛P67）

●原稿がつまったときは（☛P268）

●記録紙がつまったときは（☛P269）

●ソートとは

たとえば3枚の原稿ABCを2部コピーする場合、1部ず

つの記録紙をまとめて、ABCABCの順にプリントされ

ます。

ストップ�

ワンポイント

●法律によりコピーが禁じられているものもあります。

次のようなもののコピーには注意してください。

• 法律で禁止されているもの

（絶対にコピーしないでください）

貨幣、紙幣、公債証書、政府発行の有価証券、郵便切

手、官製はがき、印紙など（これらは外国で発行さ

れたものも含みます）

• 著作権のあるもの

書籍、楽譜、絵画、版画、地図、図面、写真など

• その他注意を要するもの

民間発行の有価証券、パスポート、免許証、身分証明

書、食券など

お願い

0

987

654

321

ストップボタン�クリアボタン�

スタートボタン�ダイヤルボタン�

コピーボタン�
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コピーするには

●コピー中に記録紙がなくなったときは

コピーをしている記録紙と同じサイズの記録紙をセッ

トしてください。このとき、読み込み中の原稿はメモ

リに蓄積され、コピーは中断されません。記録紙をセ

ットすると、コピーが再開されます。

●原稿の読み込み中にメモリがいっぱいになったときは

原稿枚数を少なくするかコピー画質を変更して

（☛P52）、再度コピーし直してください。

オプションの増設メモリにより、メモリを増設するこ

ともできます。（☛P285）

●セットできる原稿の種類は（☛P49）

●記録紙に記録できる範囲は

※記録紙の斜線で示した部分が、記録できる範囲です。

ワンポイント

●画質モードを設定しなかったときは、ホームポジシ

ョンの「コピー画質」に設定している画質モードで

コピーされます（☛P249）。お買い求めのときは

「スーパーファイン」に設定されています。

お知らせ

���
���
���

4 mm 4 mm

4 mm

4 mm

記録範囲�
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4.コピーする

コピーするには

ダイヤルボタンを押して、記録紙サ
イズを選択します。5

：自動（原稿に合わせて最適な記録紙を選択）

～ ：各サイズ（選択できる記録紙サイズの

み表示）
62

例： を押した場合2

倍率や記録紙サイズを指定してコピーする

原稿をセットして、コピー部数を入
力します。（☛P86、手順1～3）1

または を押して、倍率を
選択します。

213

ボタンを押します。セット�4

ボタンを押します。セット�2
セット�

PB
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321

：自動（記録紙に合わせて等倍／縮小／拡大）

：等倍

例： を押した場合2

1

例：4部

●コピーを中断するには

ボタンを押して、「コピー」の中断を選択します。。

（☛P67）

●回転記録をするには

A4の記録紙が横向き（A4横）にセットされていると

きは「A4ヨコ」および「A4ヨコR」が表示され、「A4

ヨコR」を選択すれば、A4の縦向き原稿（☛P51）を

コピーできます。

●倍率や記録紙サイズを指定してコピーすると

記録紙には次のように出力されます。

ストップ�

ワンポイント

倍率
指定

読取
原稿幅 A3／

A4横

A4／
A5横／
Ａ4横R

B4／
B5横

A4
自動

等倍

自動（例：A4、B4サイ
ズの記録紙をセットして

いる場合）

記録紙サイズ指定

141％
拡大

122％
拡大等倍

115％
拡大等倍81％

縮小

等倍86％
縮小

70％
縮小

等倍で
A4記録紙に出力
等倍で
A4記録紙に出力

コヒ゜ーフ゛スウ　＝　０４�

フ゛スウ　ヲ　シテイ　シテクタ゛サイ�

２：トウハ゛イ�
１：シ゛ト゛ウ�
ハ゛イリツ　ヲ　セッテイ　シテクタ゛サイ�

セット�

２：Ａ４�
１：シ゛ト゛ウ�
キロクシヲ　センタク　シテクタ゛サイ�

３：Ｂ４�

２：トウハ゛イ�
１：シ゛ト゛ウ�
ハ゛イリツ　ヲ　セッテイ　シテクタ゛サイ�

２：Ａ４�
１：シ゛ト゛ウ�
キロクシヲ　センタク　シテクタ゛サイ�

３：Ｂ４�

PB
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等倍

B4
自動

等倍

等倍で
B4記録紙に出力
等倍で
B4記録紙に出力 等倍

A3
自動

等倍

最適なサイズに縮小
してB4記録紙に出力
等倍で
B4記録紙に出力 等倍

0

987

654

321

ファンクションボタン�

ストップボタン�

セットボタン�

スタートボタン�

ページ合成読取ボタン� コピーボタン�

ボタン�ボタン�

ダイヤルボタン�

2

1

ダイヤルボタンの代わりに［ ］、［ ］ボタン

を押して選択することもできます。

ダイヤルボタンの代わりに［ ］、［ ］ボタン

を押して選択することもできます。

お知らせ

●原稿の幅が、セットされている記録紙の幅より大きい

場合に等倍を指定すると、原稿の右側の記録紙より大

きい部分はコピーされません。

●A4横の記録紙がセットされているときや、増設記録紙

ユニットを増設している場合には、手順5の画面に最

大6項目まで表示されますので、4項目以降の表示を確

認して選択してください。
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●コピーを中断するには

ボタンを押して、「コピー」の中断を選択します。

（☛P67）

●ページ合成読取コピーの例

〈例1：A4、B4の記録紙がセットされていて、倍率と

記録紙選択を「自動」に設定した場合〉

• B4記録紙1枚に適切な縮小率で縮小してコピーされます。

〈例2：A4、B4の記録紙がセットされていて、倍率を

「自動」、記録紙選択を「A4」に設定した場合〉

• A4記録紙1枚に70％に縮小してコピーされます。
このとき、（2）の原稿の下端部分が若干切り捨てら

れて記録されます。

〈例3：A4、B4の記録紙がセットされていて、倍率を

「等倍」、記録紙選択を「自動」に設定した場合〉

• B4記録紙2枚に分割してコピーされます。このとき、
記録紙の幅からはみ出す部分は記録されません。

ストップ�

ワンポイント

ボタンを押します。スタート�6
スタート�＊＊コヒ゜ーカイシ＊＊�

コヒ゜ーチュウ�

ファンクション�

C　ページ合成読取通信�

２：リスト　フ゜リント　モート゛　？�
３：シ゛ュシン　モート゛　？�

１：キノウ　センタク　？�
ファンクション　　　　　　　　（１ー７）�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　５％�

コヒ゜ーチュウ�

１９９７／０１／２４　０９：４５�

待機画面に戻ります。

原稿が読み込まれ、コピーが開始されます。

コピーが終了すると「ピーッ」という音が鳴ります。

ボタンの代わりに ボタンを押してコピーを

開始することもできます。

コピー�スタート�

●サイズの異なる原稿をページ合成読取コピーすること

はできません。

お知らせ

ページ合成読取コピーをする

小さいサイズの原稿をコピーするときには、2枚の
原稿を1枚の記録紙にコピーすることもできます。

ボタンを押します。ファンクション�

［ページ合成読取］ボタン（ワンタ
ッチボタン05）を押します。2

　　　　　　　　　　　コ゛ウセイヨミトリ�
１９９７／０１／２４　０９：４５�

原稿を横向きにセットして、コピー
の操作をします。
（☛P86、手順1～4）3

A4横�
コピー�

B4

(1) (1)

A4横�
(2)

(2)

A4横�
コピー�

A4

(1) (1)

A4横�
(2)

(2)

A4横�
コピー�(1)

(1)

A4横�
(2)

(2)

B4、1枚目�

B4、2枚目�

1



アイテ＝�

タ゛イヤル　　　　　　　　　ツウワチュウ�
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5.電話をかける／受ける

電話をかけるには （発信）
電話のかけかたには、受話器を取りあげてかける方法と、受話器を置いたままかける方法（オンフックダイ
ヤル）とがあります。
G4通信ユニット（オプション）を増設している場合でも電話回線への発信になります。

●番号を間違えたときは

受話器を置いて、最初からやり直します。

●ワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤル、電子電話帳

で電話をかけるときは

あらかじめワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルを

登録しておきます。（☛P104、108）

●相手の方の声が聞こえにくいときは

受話音量スイッチ（☛P20）を動かして調節します。

ワンポイント

受話器を取りあげてかける

受話器を取りあげます。1
発信音が聞こえます。

相手の方が出たら、お話しください。3

アイテ＝�

タ゛イヤル　　　　　　　　　ツウワチュウ�

０３３５０９８５７１�

話しが終わったら、受話器を置きます。

相手先の電話番号を入力します。2
例：「0335098571」

相手先は、ワンタッチダイヤル（☛P56）／短縮ダイヤ

ル（☛P57）／電子電話帳（☛P58）で指定することも

できます。

待機画面に戻ります。

アイテ＝�

タ゛イヤル　　　　　　　　　ツウワチュウ�

０３３５０９８５７１�
PB

0

987

654

321

4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�
１９９７／０１／２４　０９：４５�

0

987

654

321

オンフックボタン�

ダイヤルボタン�

●受話器で通話中にスピーカからモニタ音を聞く

（ ボタンを押す）ことはできません。

●G4通信ユニット（オプション）を増設してISDN回線

のみに接続してお使いの場合には、電話をかけること

はできません。

●通話中に停電になったときは、停電から復旧したとき

に電話が切れてしまいます。もう一度かけ直すか、停

電中に電源スイッチをOFFにしてください。

オンフック�

お知らせ
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受話器を置いたままかける
（オンフックダイヤル）

ボタンを押します。オンフック�1
発信音がスピーカから聞こえます。

待機画面に戻ります。

アイテ＝�

タ゛イヤル　　　　　　　　　ツウワチュウ�

相手の方の声がスピーカから聞こえ
たら、受話器を取りあげてお話しく
ださい。

アイテ＝�

タ゛イヤル　　　　　　　　　ツウワチュウ�

０３３５０９８５７１�

話しが終わったら、受話器を置きま
す。

相手先は、ワンタッチダイヤル（☛P56）／短縮ダイヤ

ル（☛P57）／電子電話帳（☛P58）で指定することも

できます。

●番号を間違えたときは

ボタンを押して、最初からやり直します。

●ワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤル、電子電話帳

で電話をかけるときは

あらかじめワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルを

登録しておきます。（☛P104、108）

●スピーカからのモニタ音が聞こえにくいときは

スピーカ音量スイッチ（☛P20）を動かして調節しま

す。

オンフック�

ワンポイント

●相手の方が出たあと、受話器を取りあげないと話しをす

ることができませんので、ご注意ください。

●一度受話器を取りあげたあとで、再度スピーカからモニ

タ音を聞く（ ボタンを押す）ことはできません。オンフック�

お知らせ

オンフック�
（通信モード）�

相手先の電話番号を入力します。2
例：「0335098571」

アイテ＝�

タ゛イヤル　　　　　　　　　ツウワチュウ�

０３３５０９８５７１�
PB

0

987

654

321

　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�
１９９７／０１／２４　０９：４５�

4

3

●外付け電話機を使用しているときは、 ボタンは

使用できません。

オンフック�



5.電話をかける／受ける

最後にダイヤルした相手先に、もう一度電話をかけ直すことができます。

同じ相手にかけ直すには （再ダイヤル）

受話器を取りあげます。1

2

発信音が聞こえます。

アイテ＝�

タ゛イヤル　　　　　　　　　ツウワチュウ�

ボタンを押します。再ダイヤル�

最後にダイヤルをした相手先の電話番号が表示されます。

アイテ＝�

タ゛イヤル　　　　　　　　　ツウワチュウ�

０３３５０９８５７１�

再ダイヤル�
スペース�

3 相手の方が出たら、お話しください。

アイテ＝�

タ゛イヤル　　　　　　　　　ツウワチュウ�

０３３５０９８５７１�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�
１９９７／０１／２４　０９：４５�

話しが終わったら、受話器を置きます。

●再ダイヤルを中止するには

受話器を置きます。

●受話器を置いたまま再ダイヤルをするには

手順1で受話器を取りあげる代わりに、 ボタン

を押します。相手の方の声がスピーカから聞こえたら、

受話器を取りあげてお話しください。

オンフック�

ワンポイント

●最後にダイヤルをした相手先には、電話をかけた相手先

だけではなく、ファクスを送信した相手先、タイマ通信

などで自動的にダイヤルした相手先も含まれます。

●最後にかけた電話番号が38桁を超えるときは、再ダイ

ヤルの番号がクリアされます。

お知らせ

待機画面に戻ります。
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4

0
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321

再ダイヤルボタン� オンフックボタン�



3

電話がかかってきたときは、本装置の受話器で電話を受けることができます。
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5.電話をかける／受ける

電話がかかってきたときは　　　　（着信）

呼出音が鳴ります。1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�
１９９７／０１／２４　１１：４５�

受話器を取りあげて、相手の方とお
話しください。2

アイテ＝�

タ゛イヤル　　　　　　　　　ツウワチュウ�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�
１９９７／０１／２４　１１：５０�

話しが終わったら、受話器を置きます。

●呼出音が聞こえにくいときは

呼出音量スイッチ（☛P20）を動かして調節します。

●相手の方の声が聞こえにくいときは

受話音量スイッチ（☛P20）を動かして調節します。

ワンポイント

●受信モードを自動受信モード（ファクス専用）にして

いるとき、ベル回数の設定（☛P247）が「0回」に設

定されていると、電話がかかってきても呼出音は鳴り

ません。

●相手の方が手動送信でファクスを送ろうとしている場

合は、受話器を取りあげても無音の場合があります。

呼びかけても返事がないことを再度ご確認ください。

●G4通信ユニット（オプション）を増設している場合で

も、電話を受けられるのは電話回線にかかってきた電

話のみです。

●通話中に停電になったときは、停電から復旧したとき

に電話が切れてしまいます。もう一度かけ直すか、停

電中に電源スイッチをOFFにしてください。

お知らせ
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5.電話をかける／受ける

電話回線がダイヤル回線の場合でも、PB信号によるプッシュホンサービスを利用することができます。具
体的なご利用方法については、各サービス提供元へお問い合わせください。

プッシュホンサービスを利用するには
（DP→PB切替）

● （PB）ボタンを使ってもサービスを受けられな

い場合があります。詳しくは、各サービス提供元へお

問い合わせください。

●プッシュ回線をご使用の場合、またはダイヤル回線で

プッシュ信号に切り替えたあとに （PB）ボタン

を押すと、 がダイヤルされます。

●一度 （PB）ボタンを押すと、その通話が終わる

までPB信号になります。受話器を置くと、ダイヤル信

号に戻ります。

お知らせ
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受話器を取りあげます。1
発信音が聞こえます。

アイテ＝�

タ゛イヤル　　　　　　　　　ツウワチュウ�

例：「0335098571」

相手先は、ワンタッチダイヤル（☛P56）／短縮ダイヤ

ル（☛P57）／電子電話帳（☛P58）で指定することも

できます。

プッシュ回線をご使用のときは、 （PB）ボタン

を押す必要はありません。

アイテ＝�

タ゛イヤル　　　　　　　　　ツウワチュウ�

０３３５０９８５７１�

ダイヤル回線をご利用のときは、電話
がつながったら、 （PB）ボタンを
押します。

アイテ＝�

タ゛イヤル　　　　　　　　　ツウワチュウ�

０３３５０９８５７１Ｔ�
PB

0

987

654

321

3

サービス提供元の電話番号を入力し
ます。2

音声ガイダンスにしたがって、ダイ
ヤルボタンを押します。4

用件がすんだら、受話器を置きます。5

●番号を間違えたときは

受話器を置いて、最初からやり直します。

●ワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤル、電子電話帳

で電話をかけるときは

あらかじめワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルを

登録しておきます。（☛P104、108）

●利用できるプッシュホンサービスは

銀行ANSERサービス、クレジット通話サービス、ポ

ケットベルサービス、照会案内サービス、ホームテレ

ホンのテレコントロール、留守番電話のリモート操作

などがご利用になれます。

ワンポイント

0

987

654

321

　（PB）ボタン�

ダイヤルボタン�

ディスプレイに「T」と表示されます。

PB信号（「ピッポッパ」という音）で送出されます。

PB

0

987

654

321



〈お知らせ〉�

 章タイトル�
 この章のタイトルです。�

 操作手順説明�
 順番に操作を説明して�
 います。�

 タイトル�
 目的ごとにタイトル�
 が付けられています。�

 ワンポイント�

 お願いまたはお知らせ�
〈お願い〉�

操作説明のページの構成�

応 用 編 �

７ご参考に�
　各種のオプション機能、主な仕様、保守サービスの�
　ご案内などについて説明しています。　　　　　　　　　�

１ファクスをより便利に使う�
　ファクスのさまざまな機能について、その使い方や�
　登録・設定方法について説明しています。�
�２各種レポート／リストを出力する�
　通信に関するレポートや、登録内容を確認するため�
　のリストについて説明しています。�

３ビジネスホンに通知する�
　本装置をビジネスホンと連動させる、便利な使い方�
　について説明しています。�

４PCプリンタ／PCスキャナとして使う�
　本装置をパソコンと接続して、プリンタあるいはス�
　キャナとして使う方法について説明しています。�

５いろいろな機能を登録／設定する�
　本装置をより機能的にお使いいただくための設定変�
　更や各種登録の手順を、まとめて紹介しています。�

６こんなときには�
　トラブルへの対処方法や、消耗品などについて説明�
　しています。�

こんな使い方ができます。�
応用編で取りあげる各機能を、利用目的ごとに�
分けて紹介しています。�

この取扱説明書は、基本編と応用編から構成され�
ています。基本編はファクスの基本的な使用方法�
について、応用編はより便利なファクスの機能に�
ついて説明しています。�

本装置を取り扱ううえで知っておくと便利な
事項、操作へのアドバイスなどの補足説明です。

この表示は、本装置を取り扱ううえでの
注意事項を示します。�

この表示を無視して、誤った取り扱いをす
ると、本装置の本来の性能を発揮できなか
ったり、機能停止を招く内容を示します�

：G4通信ユニット
（オプション）を
増設しているとき
のみ利用できる機
能です。�

：G3モードでのみ
利用できる機能で
す。（G4モードで
は利用できませ
ん。）�

マークの見方　　　　　　　�

1.ファクスをより便利に使う

中継機を経由して送信するには （中継同報送信）

124

●登録操作を中止するには

ボタンを押します。

●登録内容を確認／変更するには

①手順1～2の操作をする

②確認／変更する中継指示ダイヤルのワン

タッチボタンを押す

③　　　　 ボタンを押す

④ を押す

⑤　　　　 ボタンを押す

⑥手順8～15の操作をする（確認のみの場

合は各手順で ボタンを押す）

⑦　　　ボタンを押す

●登録内容を削除するには

①手順1～2の操作をする

②削除する中継指示ダイヤルのワンタッチ

ボタンを押す

③ ボタンを押す

④ を押す

⑤ ボタンを押す

⑥　　　ボタンを押す

●中継指示ダイヤルの登録内容は

ワンタッチダイヤルリストで確認できます。

（☛P210）

ストップ�

1

セット�

2

ワンポイント

中継指示ダイヤルを登録する

５：フ゜ロク゛ラム　タ゛イヤル　？�
６：タ゛イヤル　リスト　？�

タ゛イヤル　トウロク　　　　　（１ー６）�
４：チュウケイシシ゛　タ゛イヤル　？�

ボタン、 、 ボタン、
を押します。
ファンクション� 4 セット� 4

1

［チュウケイ　　］�

チュウケイシシ゛タ゛イヤル　トウロク�

ボタンを押します。セット�

2
セット�

［チュウケイ２０］�

チュウケイシシ゛タ゛イヤル　トウロク�

中継指示ダイヤルとして登録するワンタッチ
ボタンを押します。
例：ワンタッチボタン20に登録する場合

3

あらかじめ中継機に登録されている中継テーブルNo.を確認の
うえ、登録してください。必要に応じて、複数の中継指示ダイ
ヤルを登録することができます。

ダイヤルボタンで入力することもで

きます。

すでに中継指示ダイヤルが登録され

ているときは、登録内容の確認／変

更／削除の画面が表示されます。

ストップ�

ストップ�

セット�

セット�

セット�

セット�

［チュウケイ２０］トウロク�

ボタンを押します。セット�

4
セット�

●中継指示ダイヤルでの通信予約がある場合

に、ワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤ

ルの登録の変更／削除を誤って行うと、間

違った相手先に送信されることがあります

ので、ご注意ください。

お願い

 ※文中で操作パネルのボタンを表記する場合、�
　 イラスト、または［　］で囲んで示します。�
　（例：　　　　ボタン、［クリア］ボタン） ファンクション�
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96

こんな使い方ができます

送信操作の手間を省く

送信時の無駄な待ち時間をなくす

■順次同報送信
同じ原稿なら、1回の送信操作で最大170件の
相手先に送信できます。（☛P102）
相手先ごとに送信操作を繰り返す必要はありません。

■グループダイヤル
複数の相手先をワンタッチボタンにグループ登録
し、ワンタッチで順次に送信できます。（☛P112）
送信の相手先を、目的ごとにグループ化して登録して

おきます。

■ワンタッチダイヤル／短縮ダイヤル
よく原稿を送る相手先を登録しておくと、簡単
な操作で送信できます。（☛P104、108）
相手先の電話番号や名前などを登録しておきます。

■優先送信
複数の相手先へ送信しているときでも、緊急の
原稿を割り込ませて送信できます。（☛P118）
送信待ちの原稿がメモリに蓄積されているとき、送信
待ちの原稿がなくなるまで待つ必要はありません。

■ワンタッチプログラムダイヤル
いつも同じ機能を設定して通信を行うときは、
機能設定をプログラムしておくと、ワンタッチ
で送信できます。（☛P115）
画質モードや読取濃度のほか、通信時に使用する機能

の設定ができます。
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通信コストを下げる

■中継同報送信
遠方にある同じ地域内の複数の相手先に同報送
信するとき、相手先の近くにあるファクスを中
継して送信させることができます。（☛P121）
いったん中継機に送信して、中継機から各相手先に送
信されるので、直接それぞれの相手先に送信するより
も、通信費が節約できます。

■ページ合成読取送信
2枚の原稿を縮小し、1枚に合成して送信できま
す。（☛P134）
原稿の送信枚数が半分で済みます。

■タイマ通信
深夜などの、料金の安い時間帯をタイマで指定
して自動的に送信できます。（☛P119）
大量の原稿を送信する場合などに便利です。

記録紙の無駄をなくす

■ページ合成受信
小さいサイズの原稿を続けて受信したときは、
2枚の原稿を1枚の記録紙にプリントできます。
（☛P174）
例えば、B5サイズの2枚の原稿は、B4サイズ1枚に

合成してプリントされます。

■セレクト受信
迷惑なダイレクトメールなど、知らない相手先
からの原稿は受信しないようにできます。
（☛P173）
あらかじめダイヤル登録してある相手先以外からの送

信は受け付けません。
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こんな使い方ができます

通信エラーに対処する

■各種の結果レポート
通信の結果をレポートに記録できます。
（☛P196）
通信エラーがあったときだけ結果レポートを自動的に

出力させたり、送受信の記録を定期的に出力させたり

できます。

■海外通信
海外へ送信するときの通信エラーを防止できま
す。（☛P136）
海外通信を指定して送信すると、自動的に適切な通信

設定が選択されます。

■各種の登録リスト
各種の登録内容をリスト出力させて確認できま
す。（☛P209）
ダイヤル登録の内容や、本装置の登録／設定内容のリ

ストを出力させ、登録内容を確認したり、記録として

保存したりできます。

設定の手間を省く

■受信モードタイマ切替
受信モードを、毎日の決まった時刻に自動的に
切り替わるように設定できます。（☛P176）
就業時間に合わせて昼夜で受信モードを切り替えたい

ときなどには、タイマをセットしておけば、毎日自動

的に切り替えが行われます。

■ホームポジション
原稿の画質や読取濃度などの設定を使い勝手に
合わせて登録しておけば、一時的に設定を変え
ても、自動的に元の設定に戻ります。（☛P249）
送信やコピーのたびに、設定を確認する手間が省けま

す。



99

情報の提供／収集をする

■ポーリング送信
送信側がセットした原稿を、受信側の操作で送
信させることができます。（☛P140）
受信側の都合に合わせて原稿を取り出すことができま

す。通信料金は受信側の負担となります。

■タイマポーリング受信
ポーリング受信を行う時刻をタイマにセットし
て、自動的に受信できます。（☛P148）
深夜などの、料金の安い時間帯に受信すれば、受信側

の負担が軽減できます。

■掲示板送信
送信側がセットした原稿を、受信側が必要なと
きに何度でも取り出せます。（☛P140）
ポーリング送信の応用機能です。送信原稿は、送信側

の操作で削除しない限り、何度でも取り出すことがで

きます。

機密性の高い通信をする

■親展送信
メモリ内に受信箱（親展ボックス）を作り、暗
証番号を入力しなければプリントできないよう
にします。（☛P151）
特定の人以外に見られたくない文書は、あらかじめ開

設した親展ボックス宛に送信してもらうと、暗証番号

を知っている人しか受信文書を取り出せません。

■サイファ送信
文書を暗号化して送受信できます。（☛P166）
送信画像を復元するには16桁のサイファキーが必要

です。万一盗聴されても、画像の復元が困難です。
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こんな使い方ができます

ビジネスの能率を上げる

■リモートマルチコピー通信
コピー部数を指定して送信できます。（☛P130）
会議などで使う配付資料を送信するときは、送信先で

コピーを取り直す必要がありません。

■送受信通知
ファクスの送受信結果を、デスクに座ったまま
で知ることができます。（☛P219）
本装置をビジネスホンなどの内線電話機に接続してお

けば、送受信の結果を、内線電話機に表示することが

できます。

■状態通知
「転送エラー」「記録紙補給」「消耗品交換」など
のファクスの状態を、デスクに座ったままで知
ることができます。（☛P228）
ファクス管理者の内線電話機に表示され、メンテナン

スが素早く行えます（ビジネスホンなどに接続時）。

■ルーティング通信
サブアドレスを付けて送信された文書を親展ボ
ックスで受信したり、他のファクスへ転送した
りすることができます。（☛P158）
本装置をビジネスホンなどの内線電話機に接続してい
る場合は、通信結果を表示させることもできます。

※ISDNのサブアドレスとは異なります。

パソコンと接続して利用する

■PCプリンタ
市販のファクスモデムを介してパソコンと接続
し、パソコン用プリンタとして使用できます。
（☛P232）
パソコンからファクス通信ソフトで原稿を送信し、フ
ァクスでプリントします。

■PCスキャナ
市販のファクスモデムを介してパソコンと接続
し、パソコン用スキャナとして使用できます。
（☛P232）
ファクスで原稿を読み取り、ファクス通信ソフトを利
用してパソコンに取り込みます。
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NTTのさまざまなサービスを利用する

■ダイヤルイン
1本の電話回線でご利用の場合でも、電話とフ
ァクスのそれぞれに電話番号を割り当てること
ができます。（☛P179）
NTTのダイヤルインサービスを利用すれば、2つの電
話番号を電話とファクスで使い分けることができま
す。

■Fネットアクセス
送信の手間、通信エラー、通信コストが削減で
きます。（☛P182）
NTTのファクシミリ専用ネットサービス（Fネット）に
加入すると、原稿の送受信をよりスムーズにするさま
ざまなサービスや、いろいろな情報案内サービスなど
を利用することができます。
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1.ファクスをより便利に使う

1回の送信操作で複数の相手先を続けて指定することにより、同じ原稿を複数の相手先へ送信することができ
ます。相手先には、あらかじめ登録しておいたワンタッチダイヤル（最大60件）、短縮ダイヤル（最大100件）、
ダイヤル入力（最大10件）、グループダイヤルを組み合わせて、最大170件まで指定することができます。

同じ原稿を複数の相手先に送信するには（順次同報送信）

●送信を中断するには（☛P67）

●指定した相手先を削除するには

最後に指定した相手先を削除するには、

［クリア］ボタンを押します。

特定の相手先を削除するには、削除するワ

ンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、フルダ

イヤルを［ ］または［ ］ボタ

ンを押して表示し、［クリア］ボタンを押

します。

●順次同報送信が終わると

送信結果が自動的に「マルチ通信レポート」

として出力されます。設定を変更して、出

力されないようにすることもできます。

（☛P200）

●マルチ通信途中経過レポートを出力するに

は（☛P70）

●ワンタッチダイヤルを登録するには

（☛P104）

●短縮ダイヤルを登録するには（☛P108）

●グループダイヤルを登録するには

（☛P112）

ワンポイント

ボタンを押します。スタート�

アイテ＝００２カショ�

ウケツケＮｏ．＝＜００１＞�
１９９７／０１／２４　１７：００�

原稿が読み込まれ、指定した相手先

に順次に送信されます。

3 スタート�

　　　　ケ゛ンコウカ゛アリマス�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

必要に応じて画質と読取濃度を設定

します。（☛P52、53）

原稿をセットします。（☛P51）

1

ソウシン　　　　　　　　　　　１アテサキ�

アイテ＝　　　　　　　［ワンタッチ０１］�
ＮＴＴカイハツ�

ソウシン　　　　　　　　　　　２アテサキ�

アイテ＝　　　　　　　［ワンタッチ０２］�
ＮＴＴトウキョウ�

例：ワンタッチボタン01、02

複数の相手先（最大170件）を指定します。

2

●1件目の相手先をワンタッチダイヤルまた

はグループダイヤルで指定したときは、約

5秒以内に2件目の相手先を指定してくだ

さい。約5秒たつと自動的にダイヤルが開

始されてしまいます。2件目以降は、相手

先を指定してから約3分間ボタンを押さず

にいると、待機状態に戻ります。

●同じ相手先を、複数指定することはできま

せん。

●グループダイヤルを指定したときは、グル

ープダイヤルに登録されているワンタッチ

ダイヤルなどの数が、相手先の件数に加算

されます。ただし、すでにワンタッチダイ

ヤルなどで個別に指定した相手先と重複が

あった場合には、重複分が差し引かれて、

1件として扱われます。

お知らせ
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複数の相手先を指定するには

順次同報送信などを行う場合には、下記の操作を繰り返して複数の相手先を指定します。

ダイヤルの種類 操　　作

ワンタッチダイヤル

ダイヤル入力
（フルダイヤル）

短縮ダイヤル

グループダイヤル

電子電話帳

PB

0

987

654

321

セット�

電子電話帳� 読取濃度�

画　質�

セット�

短縮�
ハイフン�

PB

0

987

654

321

（短縮番号2桁を入力）

（相手先の名称の
最初の1文字を入力）

（電話番号を
入力）

（相手先を登録
したワンタッチ
ボタンを押す）

（グループダイヤル
を登録したワンタッ
チボタンを押す）

（相手先を表示）

※相手先の指定を間違えたときは、［クリア］ボタンを押します。



3

ボタン、 、 ボタン、
を押します。

1セット�4ファンクション�
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1.ファクスをより便利に使う

ワンタッチダイヤルで送信するには
よくかける相手先（最大60件）をワンタッチダイヤルに登録し、ワンタッチボタンを押すだけでダイヤル
することができます。また、サイファキーNo.（☛P166）や送受信結果の通知先（☛P219）を登録して
おけば、これらの機能を簡単に使うことができます。

ワンタッチダイヤルを登録する

２：タンシュク　タ゛イヤル　？�
３：ク゛ルーフ゜　タ゛イヤル　？�

タ゛イヤル　トウロク　　　　　（１ー６）�
１：ワンタッチ　タ゛イヤル　？�

ボタンを押します。セット�

［ワンタッチ　　］�

ワンタッチタ゛イヤル　トウロク�

［ワンタッチ０１］�

ワンタッチタ゛イヤル　トウロク�

1

2 セット�

ボタンを押します。セット�

アイテ＝�

［ワンタッチ０１］�4 セット�

登録するワンタッチボタン（01～60）を押
します。
例：ワンタッチボタン01

アイテ＝�

［ワンタッチ０１］�

０３３５０９５５３８�

番号を間違えたときは、［ ］ま

たは［ ］ボタンを押してカーソ

ルを間違えた文字に移動し、入力し

直します。［クリア］ボタンを押して

最初から入力し直すこともできます。

相手先の電話番号（最大38桁）を入力します。
例：「0335095538」

5 PB

0

987

654

321

●登録操作を中止するには

ボタンを押します。

●登録内容を確認／変更するには

①手順1～2の操作をする

②確認／変更するワンタッチボタンを押す

③　　　 ボタンを押す

④ を押す

⑤ ボタンを押す

⑥手順5～12の操作をする（確認の場合は

各入力手順で ボタンのみを押

す。）

⑦ ボタンを押す

●登録内容を削除するには

①手順1～2の操作をする

②削除するワンタッチボタンを押す

③ ボタンを押す

④　　　を押す

⑤　　　　 ボタンを押す

⑥ ボタンを押すストップ�

セット�

ストップ�

1

ストップ�

ワンポイント

●すでにグループダイヤルやワンタッチプロ

グラムダイヤル、中継指示ダイヤルとして

登録してあるワンタッチボタンにワンタッ

チダイヤルを登録することはできません。

お知らせ

セット�

セット�

セット�

●誤送信や間違い電話を防ぐため、ワンタッ

チダイヤルを登録する際は、番号間違いの

ないようディスプレイ表示を見ながら正確

に行ってください。また、登録後はダイヤ

ルリスト（☛P210、215）で正しく登録

されていることを確認してください。

●一般電話の電話番号を誤って登録すると、

自動再ダイヤルにより相手の方を何度も呼

び出し、大変ご迷惑をおかけすることにな

りますのでご注意ください。

●通信予約がある場合に、ワンタッチダイヤ

ルの変更／削除を誤って行うと、間違った

相手先に送信されることがありますので、

ご注意ください。

お願い

2

ダイヤルボタンで入力することもで
きます。

セット�
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ワンタッチダイヤルで送信するには

ボタンを押します。セット�

アイテサキ　メイショウ＝�

［ワンタッチ０１］�

「　　　　　　　　　　　　　　　　」�

6 セット�

ボタンを押します。セット�

サイファキーＮｏ．＝�

サイファ　キー　シテイ�8 セット�

アイテサキ　メイショウ＝�

［ワンタッチ０１］�

「ＮＴＴエイキ゛ョウ　　　　　　　」�

文字を入力するには（☛P44）

入力を間違えたときは、［ ］ま

たは［ ］ボタンを押してカー

ソルを間違えた文字に移動し、入力

し直します。［クリア］ボタンを押

して最初から入力し直すこともでき

ます。

G4通信ユニット（オプション）を

増設してG4モードでワンタッチダ

イヤルを登録しているときは、手順

10へ進みます。

相手先の名前（最大16文字）を入力します。
例：「NTTエイギョウ」

7

次ページに続きます。

●電話番号の間にハイフン「ー」を入れて見

やすくするには

［ハイフン］ボタンを押します。

●電話番号の間にスペースを入れて見やすく

するには

［スペース］ボタンを押します。

●電話番号の間にポーズ（待ち時間）を入れ

て登録するには

ポーズを入れたいところで ボタン

を押します。ディスプレイには「P」が表

示されます。 ボタンを1回押すご

とに約3秒間のポーズが入ります。

●ワンタッチダイヤルの登録内容をリストで

確認するには

ワンタッチダイヤルに登録した相手先の名

称や電話番号などは、ダイヤルリストを出

力して確認することもできます。（☛P210、

215）

●G4通信ユニット（オプション）を増設し

ているときは（☛P287）

自動的にG4モードが選択されます（手順4

の画面に「G4」と表示）。電話回線と

ISDN回線の両方の回線を接続してお使い

の場合にG3モードを選択したいときは、

［通信モード］ボタンを押します。ホームポ

ジションでG3モードに設定しておくこと

もできます。（☛P249）

●ISDNサブアドレスを指定するには

（G4通信ユニット増設時、☛P287）

相手先の電話番号とサブアドレスの間に

［サブアドレス］ボタンを押すと、サブア

ドレスを指定できます。

●サイファキーNo.とは

文書を暗号化して送受信するサイファ通信

（☛P166）を行うときに使います。

入力するサイファキーNo.には、あらかじ

めサイファキーを登録しておいてくださ

い。（☛P169）

ポーズ�

ポーズ�

ワンポイント

サイファキーＮｏ．＝０１�

サイファ　キー　シテイ�

サイファキーNo.を指定しないとき

は、何も入力せずに手順10へ進み

ます。

サイファキーNo.を指定すると、相

手先への送信は自動的にサイファ

送信（オートサイファ）となります。

サイファキーNo.（2桁の数字）を入力します。
例：「01」

9 PB

0

987

654

321
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1.ファクスをより便利に使う

ワンタッチダイヤルで送信するには

ボタンを押します。
ストップ�

１９９７／０１／２４　１３：３０�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

待機画面に戻ります。

13 ストップ�

ボタンを押します。セット�

［ワンタッチ　　］�

ワンタッチタ゛イヤル　トウロク�

12
セット�

ツウチサキ＝１１１１�

ソウシン　ツウチサキ　シテイ�

送信結果の通知先を指定しないとき
は、何も入力せずに手順12へ進み
ます。
番号を間違えたときは、［ ］ま
たは［ ］ボタンを押してカーソ
ルを間違えた文字に移動し、入力し
直します。［クリア］ボタンを押して
最初から入力し直すこともできます。

続けてワンタッチダイヤルの登録を
するときは、手順3からの操作を繰
り返します。

送信結果の通知先の内線番号（最大4桁）を
入力します。

例：「1111」

11
PB

0

987

654

321

ワンポイント

●送信結果の通知先とは

本装置をビジネスホンなどに接続してお使

いの場合に、送信結果を表示させる内線電

話機の番号のことです。

●海外の相手先をワンタッチダイヤルに登録

するときは

①手順1～5の操作をする

②［海外通信］ボタン（ワンタッチボタン

23）を押す

③ を押す

④　　　　 ボタンを押す

⑤手順6～13の操作をする

＜G4モードの場合＞

①手順1～5の操作をする

②［海外通信］ボタン（ワンタッチボタン

23）を押す

③ または を押して速度を選ぶ

④　　　　 ボタンを押す

⑤ または を押してプロトコル

を選ぶ

⑥　　　　 ボタンを押す

⑦手順6～13の操作をする

●国際ダイヤル通信をご利用の場合（KDD

などをご利用になる場合）

国際電話番号（001、0061、0041）の

あとに ボタンを2回押し（約6秒

の休止時間が入ります）、国番号と電話番

号を入力してください。

●構内回線等でご利用の場合

外線発呼番号のあとに ボタンを押

してから、相手先の電話番号を入力してく

ださい。

●NCC回線をご利用の場合

N C C回線のアクセス番号のあとに

ボタンを2回押し（約6秒の休止

時間が入ります）、契約電話番号と相手先

電話番号を入力してください。また、

NCC回線接続後に、ダイヤル番号として

プッシュ（PB）信号が必要な場合があり

ます。ダイヤル回線をお使いの場合は、電

話番号の前に （PB）ボタンを押す

ことにより、以後のダイヤルはプッシュ信

号となります。

ポーズ�

ポーズ�

ポーズ�

21

21

2
セット�

セット�

セット�

ボタンを押します。セット�

ツウチサキ＝�

ソウシン　ツウチサキ　シテイ�10 セット�
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ワンタッチダイヤルで送信する

●送信を中断するには（☛P67）

●ワンタッチボタンを押し間違えたときは

5秒以内に［クリア］ボタンを押して、ワ

ンタッチボタンを押し直します。

●登録していないワンタッチボタンを押した

ときは

次の画面が表示され、その場でワンタッチ

ダイヤルの登録ができます。

① または を押して、登録をす

るかどうかを選択する

②　　　　 ボタンを押す

（ワンタッチダイヤルの登録のしかたは

☛P104）

●ワンタッチボタンにサイファキーNo.が登

録してあるときは

相手先への送信は自動的にサイファ送信

（オートサイファ）となります。

21

ワンポイント

　　　　ケ゛ンコウカ゛アリマス�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

必要に応じて画質と読取濃度を設定

します。（☛P52、53）

原稿をセットします。（☛P51）

1

ソウシン　　　　　　　　　　　１アテサキ�

アイテ＝　　　　　　　［ワンタッチ０１］�
ＮＴＴエイキ゛ョウ�

例：ワンタッチボタン01

約5秒後に原稿が読み込まれ、送信

が開始されます。

ボタンを押すと、すぐに原稿

の読み込みが開始されます。

スタート�

ワンタッチボタンを押します。

2

タ゛イヤルカ゛　トウロク　サレテイマセン�

トウロク　シマスカ�
　　　　　　　　　　１．ハイ　２．イイエ�

セット�

●ワンタッチボタンを2つ以上押したときは

順次同報送信となり、 ボタンを押さ

ないと送信は開始されません。

スタート�

お知らせ
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1.ファクスをより便利に使う

よくかける相手先（最大100件）を短縮ダイヤルに登録しておくと、 ボタンを押してから2桁の短
縮番号を入力するだけでダイヤルすることができます。また、サイファキーNo.（☛P166）や送受信結果
の通知先（☛P219）を登録しておけば、これらの機能を簡単に使うことができます。

短縮�

短縮ダイヤルで送信するには

ボタン、 、 ボタン、
を押します。

2セット�4ファンクション�

短縮ダイヤルを登録する

２：タンシュク　タ゛イヤル　？�
３：ク゛ルーフ゜　タ゛イヤル　？�

タ゛イヤル　トウロク　　　　　（１ー６）�
１：ワンタッチ　タ゛イヤル　？�

ボタンを押します。セット�

［タンシュク　　］�

タンシュクタ゛イヤル　トウロク�

［タンシュク０１］�

タンシュクタ゛イヤル　トウロク�

例：「01」

1

2 セット�

セット�

アイテ＝�

［タンシュク０１］�

登録する短縮番号（00～99）を入力します。

ボタンを押します。セット�

3

4

アイテ＝�

［タンシュク０１］�

０３３５０９５５３８�

例：「0335095538」

番号を間違えたときは、［ ］また

は［ ］ボタンを押してカーソル

を間違えた文字に移動し、入力し直し

ます。［クリア］ボタンを押して最初

から入力し直すこともできます。

相手先の電話番号（最大38桁）を入力しま
す。

5 PB

0

987

654

321

●登録操作を中止するには

ボタンを押します。

●登録内容を確認／変更するには

①手順1～2の操作をする

②確認／変更する短縮番号を入力する

③　　　 ボタンを押す

④ を押す

⑤ ボタンを押す

⑥手順5～12の操作をする（確認の場合は

各入力手順で ボタンのみを押

す）

⑦　　 ボタンを押す

●登録内容を削除するには

①手順1～2の操作をする

②削除する短縮番号を押す

③　　　 ボタンを押す

④ を押す

⑤　　　　 ボタンを押す

⑥ ボタンを押す

2

セット�

1

ストップ�

ワンポイント

●誤送信や間違い電話を防ぐため、短縮ダイ

ヤルを登録する際は、番号間違いのないよ

うディスプレイ表示を見ながら正確に行っ

てください。また、登録後はダイヤルリス

ト（☛P210、216）で正しく登録されて

いることを確認してください。

●短縮ダイヤルにしてサイファキーNo.を登

録しても、自動的にサイファ送信（オート

サイファ）とはなりません。

お知らせ

●一般電話の電話番号を誤って登録すると、

自動再ダイヤルにより相手の方を何度も呼

び出し、大変ご迷惑をおかけすることにな

りますのでご注意ください。

●通信予約がある場合に、短縮ダイヤルの変

更／削除を誤って行うと、間違った相手先

に送信されることがありますので、ご注意

ください。

お願い

PB

0

987

654

321

セット�

ストップ�

セット�

ストップ�

短縮番号が00～09のときは、下1

桁を入力しても指定できます。

セット�

セット�
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短縮ダイヤルで送信するには

ボタンを押します。セット�

アイテサキ　メイショウ＝�

［タンシュク０１］�

「　　　　　　　　　　　　　　　　」�

6 セット�

ボタンを押します。セット�

サイファキーＮｏ．＝�

サイファ　キー　シテイ�8 セット�

アイテサキ　メイショウ＝�

［タンシュク０１］�

「ＮＴＴエイギョウ　　　　　　　　　」�

例：「NTTエイギョウ」

例：「01」

文字を入力するには（☛P44）

入力を間違えたときは、［ ］ま

たは［ ］ボタンを押してカー

ソルを間違えた文字に移動し、入力

し直します。［クリア］ボタンを押

して最初から入力し直すこともでき

ます。

G4通信ユニット（オプション）を

増設してG4モードで短縮ダイヤル

を登録しているときは、手順10に

進みます。

相手先の名前（最大16文字）を入力します。

7

サイファキーＮｏ．＝０１�

サイファ　キー　シテイ�

サイファキーを指定しないときは、

何も入力せずに手順10へ進みます。

サイファキーNo.（2桁の数字）を入力しま
す。

9
PB

0

987

654

321

次ページに続きます。

●電話番号の間にハイフン「ー」を入れて見

やすくするには

［ハイフン］ボタンを押します。

●電話番号の間にスペースを入れて見やすく

するには

［スペース］ボタンを押します。

●電話番号の間にポーズ（待ち時間）を入れ

て登録するには

ポーズを入れたいところで ボタン

を押します。ディスプレイには「P」が表

示されます。 ボタンを1回押すご

とに約3秒間のポーズが入ります。

●短縮ダイヤルの登録内容をリストで確認す

るには

短縮ダイヤルに登録した相手先の名称や電

話番号などは、ダイヤルリストを出力して

確認することもできます。（☛P210,216）

●G4通信ユニット（オプション）を増設し

ているときは（☛P287）

自動的にG4モードが選択されます（手順3

の画面に「G4」と表示）。電話回線とISDN

回線の両方の回線に接続してお使いの場合

にG3モードを選択したいときは、［通信モ

ード］ボタンを押します。ホームポジショ

ンでG3モードに設定しておくこともできま

す。（☛P249）

●ISDNサブアドレスを指定するには

（G4通信ユニット増設時、☛P287）

相手先の電話番号とサブアドレスの間に

［サブアドレス］ボタンを押すと、サブア

ドレスを指定できます。

●サイファキーNo.とは

文書を暗号化して送受信するサイファ通信

（☛P166）を行うときに使います。

入力するサイファキーNo.には、あらかじ

めサイファキーを登録しておいてくださ

い。（☛P169）

ポーズ�

ポーズ�

ワンポイント

●短縮ダイヤルにサイファキーNo.を登録し

ても、相手先への送信はオートサイファと

はなりません。

お知らせ
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1.ファクスをより便利に使う

短縮ダイヤルで送信するには

ボタンを押します。
ストップ�

１９９７／０１／２４　１３：３０�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

待機画面に戻ります。

13 ストップ�

ツウチサキ＝１１１１�

ソウシン　ツウチサキ　シテイ�

送信結果の通知先を指定しないとき

は、何も入力せずに手順12へ進みま

す。

番号を間違えたときは、［ ］ま

たは［ ］ボタンを押してカーソ

ルを間違えた文字に移動し入力し直

します。［クリア］ボタンを押して最

初から入力し直すこともできます。

送信結果の通知先の内線番号（最大4桁）を
入力します。

11
PB

0

987

654

321

ボタンを押します。セット�

［タンシュク　　］�

タンシュクタ゛イヤル　トウロク�

12
セット�

続けて短縮ダイヤルの登録をすると

きは、手順3の操作から繰り返しま

す。

●送信結果の通知先とは

本装置をビジネスホンなどに接続してお使

いの場合に、送信結果を表示させる内線電

話機の番号のことです。

●海外の相手先を短縮ダイヤルに登録すると

きは

①手順1～5の操作をする

②［海外通信］ボタン（ワンタッチボタン23）

を押す

③ を押す

④ ボタンを押す

⑤手順6～13の操作をする

＜G4モードの場合＞
①手順1～5の操作をする

②［海外通信］ボタン（ワンタッチボタン23）

を押す

③ または を押して速度を選ぶ

④　　　　 ボタンを押す

⑤ または を押してプロトコル

を選ぶ

⑥ ボタンを押す

⑦手順6～13の操作をする

●国際ダイヤル通信をご利用の場合（KDDな

どをご利用になる場合）

国際電話番号（001、0061、0041）の

あとに ボタンを2回押し（約6秒

の休止時間が入ります）、国番号と電話番

号を入力してください。

●構内回線等でご利用の場合

外線発呼番号のあとに ボタンを押

してから、相手先の電話番号を入力してく

ださい。

●NCC回線をご利用の場合

NCC回線のアクセス番号のあとに

ボタンを2回押し（約6秒の休止時間が入

ります）、契約電話番号と相手先電話番号

を入力してください。また、NCC回線接続

後に、ダイヤル番号としてプッシュ（PB）

信号が必要な場合があります。ダイヤル回

線をお使いの場合は、電話番号の前に

（PB）ボタンを押すことにより、以

後のダイヤルはプッシュ信号となります。

ポーズ�

ポーズ�

ポーズ�

セット�

21

21

2

ワンポイント

例：「1111」

セット�

セット�

ボタンを押します。セット�

ツウチサキ＝�

ソウシン　ツウチサキ　シテイ�10 セット�
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短縮ダイヤルで送信するには

短縮ダイヤルで送信する

●送信を中断するには（☛P67）

●登録していない短縮番号を押したときは

次の画面が表示され、その場で短縮ダイヤ

ルの登録ができます。

① または を押して、登録をする

かどうかを選択する

②　　　　 ボタンを押す

（短縮ダイヤルの登録のしかたは、☛P108）

●短縮番号が00～09のときは

手順3で2桁の短縮番号を入力する代わり

に、次の操作で短縮番号を指定することも

できます。

①短縮番号の下1桁を入力する

② ボタンを押すセット�

21

ワンポイント

　　　　ケ゛ンコウカ゛アリマス�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

必要に応じて画質と読取濃度を設定

します。（☛P52、53）

番号を間違えたときは、［クリア］

ボタンを押して入力し直します。

原稿をセットします。（☛P51）

1

ソウシン　　　　　　　　　　　１アテサキ�

アイテ＝　　　　　　　［タンシュク　　］�

ボタンを押します。短縮�

2 短縮�
ハイフン�

タ゛イヤルカ゛　トウロク　サレテイマセン�

トウロク　シマスカ�
　　　　　　　　　　１．ハイ　２．イイエ�

ソウシン　　　　　　　　　　　１アテサキ�

アイテ＝　　　　　　　［タンシュク０１］�
ＮＴＴエイギョウ�

例：「01」

短縮番号（00～99）を入力します。

3
PB

0

987

654

321

ボタンを押します。スタート�

アイテ＝ＮＴＴエイギョウ�

ウケツケＮｏ．＝＜００１＞�
１９９７／０１／２４　１５：００�

原稿が読み込まれ、送信が開始され

ます。

4 スタート�

セット�

●短縮ダイヤルにサイファキーNo.を登録し

ても、相手先への送信はオートサイファと

はなりません。

お知らせ
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1.ファクスをより便利に使う

あらかじめワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルに登録してあるいくつかの相手先を1つにまとめ、ワンタッ
チボタン（01～60のうち40個まで）にグループダイヤルとして登録することができます。登録したワン
タッチボタンを押すだけで、それぞれの相手先に同じ原稿を順次に送信することができます。1つのグルー
プダイヤルには最大159件の相手先を登録することができます。

グループダイヤルで送信するには

グループダイヤルを登録する

ボタン、 、 ボタン、
を押します。

3セット�4ファンクション�

２：タンシュク　タ゛イヤル　？�
３：ク゛ルーフ゜　タ゛イヤル　？�

タ゛イヤル　トウロク　　　　　（１ー６）�
１：ワンタッチ　タ゛イヤル　？�

ボタンを押します。セット�

［ク゛ルーフ゜　　］�

ク゛ルーフ゜タ゛イヤル　トウロク�

1

2 セット�

ボタンを押します。セット�

［ク゛ルーフ゜１２］トウロク�4 セット�

［ク゛ルーフ゜１２］�

ク゛ルーフ゜タ゛イヤル　トウロク�

例：ワンタッチボタン12

ダイヤルボタンで入力することもで

きます。

グループダイヤルとして登録するワンタッチ
ボタン（01～60）を押します。

3

●登録操作を中止するには

ボタンを押します。

●登録内容を確認／変更するには

①手順1～2の操作をする

②確認／変更するグループダイヤルのワン

タッチボタンを押す

③ ボタンを押す

④ を押す

⑤ ボタンを押す

⑥手順5～8の操作をする（確認の場合は

各入力手順で ボタンのみを押

す）

⑦　　　ボタンを押す

●登録内容を削除するには

①手順1～2の操作をする

②削除するグループダイヤルのワンタッ

チボタンを押す

③ ボタンを押す

④ を押す

⑤ ボタンを押す

⑥ ボタンを押す

セット�

セット�

セット�

セット�

セット�

ストップ�

ワンポイント

ストップ�

●グループダイヤルでの通信予約がある場合

に、ワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤ

ルの変更／削除を誤って行うと、間違った

相手先に送信されることがありますので、

ご注意ください。

お願い

2

1

ストップ�

●すでにワンタッチダイヤルやワンタッチプ

ログラムダイヤル、中継指示ダイヤルとし

て登録してあるワンタッチボタンに、グル

ープダイヤルを登録することはできません。

お知らせ



●登録していないワンタッチダイヤルまたは

短縮ダイヤルを指定したときは次の画面が

表示され、その場でワンタッチダイヤルや

短縮ダイヤルの登録ができます。

① または を押して登録をする

かどうかを選択する

② ボタンを押す

（ワンタッチダイヤルの登録のしかたは、

☛P104／短縮ダイヤルの登録のしかたは、

☛P108）

セット�

21
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グループダイヤルで送信するには

［ク゛ルーフ゜１２］　　　　　４アテサキ�

アイテ＝　　　　　　　［ワンタッチ０１］�
ＮＴＴエイキ゛ョウ�

例： ワンタッチダイヤル01、03、

短縮ダイヤル02、04

複数の相手先を指定するには
（☛P103）
［ ］または［ ］ボタンを
押すと、指定した相手先が表示され
ます。表示されている相手先を削除
したいときは、［クリア］ボタンを
押します。

グループに登録する複数の相手先（最大159
件）を、ワンタッチダイヤル（☛P56）／短
縮ダイヤル（☛P57）／電子電話帳（☛P58）
で指定します。

5

アイテサキ　メイショウ＝�
「ＮＴＴク゛ルーフ゜　　　　　　　」�

［ク゛ルーフ゜１２］�

例：「NTTグループ」

文字を入力するには（☛P44）

入力を間違えたときは、［ ］また

は［ ］ボタンを押してカーソル

を間違えた文字に移動し、入力し直

します。［クリア］ボタンを押して最

初から入力し直すこともできます。

グループダイヤルの名称（最大16文字）を
入力します。

7

ボタンを押します。セット�

アイテサキ　メイショウ＝�
「　　　　　　　　　　　　　　　　」�

［ク゛ルーフ゜１２］�6 セット�

ボタンを押します。セット�

［ク゛ルーフ゜　　］�

ク゛ルーフ゜タ゛イヤル　トウロク�

8
セット�

続けてグループダイヤルの登録をす

るときは、手順3の操作から繰り返

します。

次ページに続きます。

ワンポイント

タ゛イヤルカ゛　トウロク　サレテイマセン�

トウロク　シマスカ�
　　　　　　　　　　１．ハイ　２．イイエ�
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1.ファクスをより便利に使う

グループダイヤルで送信するには

グループダイヤルで送信する

　　　　ケ゛ンコウカ゛アリマス�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

必要に応じて画質と読取濃度を設定

します。（☛P52、53）

原稿をセットします。（☛P51）

1

ソウシン　　　　　　　　　　　４アテサキ�

アイテ＝　　　　　　［ク゛ルーフ゜１２］�
ＮＴＴク゛ルーフ゜�

例：ワンタッチボタン12

約5秒後に原稿が読み込まれ、送信

が開始されます。

ボタンを押すとすぐに原稿の

読み込みが開始されます。

スタート�

グループダイヤルを登録したワンタッチボタ
ンを押します。

2

ボタンを押します。
ストップ�

１９９７／０１／２４　１３：３０�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

待機画面に戻ります。

9 ストップ�

●送信を中断するには（☛P67）

●ワンタッチボタンを押し間違えたときは

5秒以内に［クリア］ボタンを押して、ワ

ンタッチボタンを押し直します。

●登録していないワンタッチボタンを押した

ときは

次の画面が表示されます。その場でワンタ

ッチダイヤルの登録をすることもできます。

① または を押して、登録をす

るかどうかを選択する

②　　　　 ボタンを押す

（ワンタッチダイヤルの登録のしかたは、

☛P104）

21

ワンポイント

タ゛イヤルカ゛　トウロク　サレテイマセン�

トウロク　シマスカ�
　　　　　　　　　　１．ハイ　２．イイエ�

セット�
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1.ファクスをより便利に使う

同じ相手先に同じ設定で送信するには
（ワンタッチプログラム送信）

送信時に使用するさまざまな機能（画質モード、タイマ通信など）を設定しておくと、送信時にはワンタッチボ
タンを1回押すだけで、登録した設定内容で送信することができます。決まった相手先に同じ機能を指定して送
信することが多い場合などに便利です。ワンタッチプログラムダイヤルは最大10個まで登録できます。

ワンタッチプログラムダイヤルを登録する
ワンタッチプログラム送信を行う場合は、あらかじめワンタッ
チボタンに相手先や通信時に使用する機能を登録しておきます。

●ワンタッチプログラムダイヤルに設定でき

る機能は

手順5で、次の各機能を指定できます。

• 画質モード、読取濃度（☛P52、53）

• 済スタンプ（オプション）（☛P285）

• 優先送信（☛P118）

• タイマ通信（☛P119）

• ページ合成読取送信（☛P134）

• リモートマルチコピー送信（☛P130）

• ポーリング受信（☛P140）

• 親展送信（☛P151）

• サイファ送信（☛P166）

• ダイレクト送信（☛P60）

詳しくは各機能の解説ページを参照してく

ださい。

●登録操作を中止するには

ボタンを押します。

●登録内容を確認／変更するには

①手順1～2の操作をする

②確認／変更するワンタッチプログラムダ

イヤルのワンタッチボタンを押す

③ ボタンを押す

④ を押す

⑤ ボタンを押す

⑥手順5～10の操作をする（確認の場合は

各入力手順で ボタンのみを押

す。）

⑦ ボタンを押す

●登録内容を削除するには

①手順1～2の操作をする

②削除するワンタッチプログラムダイヤル

のワンタッチボタンを押す

③ ボタンを押す

④ を押す

⑤ ボタンを押す

⑥ ボタンを押す

ストップ�

セット�

セット�

ストップ�

ワンポイント

ストップ�

セット�

セット�

1

2

●ワンタッチプログラムダイヤルでの通信予

約がある場合に、ワンタッチダイヤルまた

は短縮ダイヤルの変更／削除を誤って行う

と、間違った相手先に送信されることがあ

りますので、ご注意ください。

お願い

セット�

ボタン、 、 ボタン、
を押します。

5セット�4ファンクション�

５：フ゜ロク゛ラム　タ゛イヤル　？�
６：タ゛イヤル　リスト　？�

タ゛イヤル　トウロク　　　　　（１ー６）�
４：チュウケイシシ゛　タ゛イヤル　？�

ボタンを押します。セット�

［フ゜ロク゛ラム　　］�

フ゜ロク゛ラムタ゛イヤル　トウロク�

1

2 セット�

ボタンを押します。セット�

［フ゜ロク゛ラム１０］トウロク�

4
セット�

［フ゜ロク゛ラム１０］�

フ゜ロク゛ラムタ゛イヤル　トウロク�

例： ワンタッチボタン10に登録する

場合

すでにワンタッチプログラムダイヤ
ルが登録されていると、内容を確認／
変更／削除する画面が表示されます。

ダイヤルボタンで入力することもできます。

ワンタッチプログラムダイヤルを登録するワ
ンタッチボタンを押します。

3

次ページに続きます。

ファンクション�
　ワンタッチ　キノウ　シテイ�

複数の機能を続けて指定できます（ワンポイント参照）。画

質と読取濃度を指定するときは、 ボタン、

ボタンのみを押します。その他の各機能は、 ボタ

ンを押してから設定する機能のボタンを押します。

ファンクション�

画　質�

必要に応じて設定する機能を指定します。

5
読取濃度�
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1.ファクスをより便利に使う

同じ相手先に同じ設定で送信するには
（ワンタッチプログラム送信）

［フ゜ロク゛ラム１０］　　　　１アテサキ�

アイテ＝　　　　　　　［ワンタッチ０２］�
ＮＴＴエイキ゛ョウ�

例：ワンタッチボタン02

複数の相手先（最大159件）を指定
することもできます。（☛P103）
［ ］または［ ］ボタン
を押すと、登録した相手先が表示さ
れます。表示されている相手先を削
除したいときは、［クリア］ボタンを
押します。

相手先をワンタッチダイヤル（☛P56）／短
縮ダイヤル（☛P57）／電子電話帳（☛P58）
で指定し、 ボタンを押します。セット�

アイテサキ　メイショウ＝�
「ＮＴＴエイキ゛ョウ　　　　　　　　」�

［フ゜ロク゛ラム１０］�

例：「NTTエイギョウ」

例：「1111」

文字を入力するには（☛P44）
入力を間違えたときは、［ ］ま
たは［ ］ボタンを押してカーソ
ルを間違えた文字に移動し、入力し
直します。［クリア］ボタンを押して
最初から入力し直すこともできます。

ワンタッチプログラムダイヤルの相手先の名
称（最大16文字）を入力します。

7

ツウチサキ＝１１１１�

ソウシン　ツウチサキ　シテイ�

送信結果の通知先を指定しないとき
は、何も入力せずに手順10へ進みま
す。
番号を間違えたときは、［ ］ま
たは［ ］ボタンを押してカーソ
ルを間違えた文字に移動し、入力し
直します。［クリア］ボタンを押して
最初から入力し直すこともできます。

送信結果の通知先の内線番号（最大4桁）を
入力します。

9 PB

0

987

654

321

ボタンを押します。セット�

ツウチサキ＝�

ソウシン　ツウチサキ　シテイ�8 セット�

●すでにワンタッチダイヤルやグループダイ

ヤル、中継指示ダイヤルとして登録してあ

るワンタッチボタンに、ワンタッチプログ

ラムダイヤルを登録することはできません。

●優先送信、ダイレクト送信を設定したとき

は、指定できる相手先は1件のみです。

●リモートマルチコピー送信、ポーリング受

信、親展送信のうちいずれか1つを設定す

ると、他の2つの機能は設定できません。

●ワンタッチプログラムダイヤルに、ポーリ

ング受信、親展送信、リモートマルチコピ

ー送信をいったん設定すると、あとから変

更することはできません。そのワンタッチ

プログラムダイヤルを削除してから登録し

直してください。

お知らせ

●送信結果の通知先とは

本装置をビジネスホンなどに接続してお使

いの場合に、送信結果を表示させる内線電

話機の番号のことです。

●リモートマルチコピー送信、親展送信、サ

イファ送信を指定したときは

手順6で、G4モードの相手先を指定する

ことはできません。

ワンポイント

6
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同じ相手先に同じ設定で送信するには

ボタンを押します。セット�

［フ゜ロク゛ラム　　］�

フ゜ロク゛ラムタ゛イヤル　トウロク�

10
セット�

ボタンを押します。
ストップ�

１９９７／０１／２４　１３：３０�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

待機画面に戻ります。

11 ストップ�

ワンタッチプログラムダイヤルで送信する

　　　　ケ゛ンコウカ゛アリマス�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

原稿をセットします。（☛P51）

1

ソウシン　　　　　　　　　　　１アテサキ�

アイテ＝　　　　　［フ゜ロク゛ラム１０］�
ＮＴＴエイキ゛ョウ�

例： ワンタッチボタン10にワンタッ

チプログラムダイヤルが登録して

ある場合

約5秒後に原稿が読み込まれ、送信

が開始されます。

ボタンを押すと、すぐに原稿

の読み込みが開始されます。

スタート�

ワンタッチプログラムダイヤルに登録されて
いるワンタッチボタンを押します。

2

●画質や読取濃度を変更したいときは

ワンタッチボタンを押すと、画質ランプと

読取濃度ランプがワンタッチプログラムダ

イヤル登録時の設定に合わせて点灯または

消灯します。画質、読取濃度を変更すると

きは、 ボタンを押して、「スタート

ボタンヲ　オシテクダサイ」が表示されて

いるときに ボタンまたは

ボタンを押してください。

読取濃度�画　質�

セット�

ワンポイント

続けてワンタッチプログラムダイヤ

ルの登録をするときは、手順3の操作

から繰り返します。
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1.ファクスをより便利に使う

送信待ちの原稿がメモリに蓄積されているとき、その原稿に優先して、急いで送信したい原稿を割り込ませ、
現在送信中の原稿のすぐあとに送信させることができます。優先送信を指定できるのは1文書のみです。
ダイレクト送信中は、優先送信できません。

他の送信に割り込んで送信するには（優先送信）

原稿をセットします。（☛P51）

　　　　ケ゛ンコウカ゛アリマス�
　　　　　　　　　　　　　　　　　３０％�

ソウシンチュウ�

必要に応じて画質と読取濃度を設定

します。（☛P52、53）

1

　　　　ケ゛ンコウカ゛アリマス�
ユウセン　ソウシン　　　　　　　　３０％�

ソウシンチュウ　�

ボタン、［優先送信］ボタン（ワンタ
ッチボタン03）を押します。
ファンクション�

2
A　優先送信�

●設定操作を中止するには

ボタンを押します。

●送信を中断するには（☛P67）

●相手先が話し中のときは

約3分間隔で2回まで自動的に再ダイヤル

されます（自動再ダイヤル）。自動再ダイ

ヤルの回数と間隔は変更することができま

す。（☛P248）

優先送信が自動再ダイヤル待ちとなった場

合は、他の予約中の通信があった場合でも、

優先送信が終了するまでは予約中の通信は

行われません。

ストップ�

ワンポイント

ソウシン　　　　　　　　　　　１アテサキ�
ユウセン　ソウシン　　　　　　　　　　　�
アイテ＝　　　　　　　［ワンタッチ０１］�
ＮＴＴエイキ゛ョウ�

相手先は、ダイヤル入力（フルダイ

ヤル、☛P54）／短縮ダイヤル

（☛P57）／電子電話帳（☛P58）

で指定することもできます。

複数の相手先（最大170件）を指定

することもできます。（☛P103）

現在送信中の文書が終了したら、優

先送信が開始されます。

例：ワンタッチボタン01

相手先を指定します。

3

ボタンを押します。スタート�

アイテ＝ＮＴＴエイキ゛ョウ�

ウケツケＮｏ．＝＜００２＞�
１９９７／０１／２４　１７：０５�

ユウセン　ソウシン�

原稿が読み込まれます。

4
スタート�

●すでに優先送信が設定されているときに［優

先送信］ボタンを押すと、「ピッピッピッ」

という音が鳴り、設定できません。

相手先が話し中で、自動再ダイヤルを行って

も送信できなかった場合には、メモリに蓄積

された原稿は削除されますので、もう一度は

じめから送信し直してください。

●優先送信は、ダイレクト送信またはタイマ

通信と組み合わせて設定することはできま

せん。組み合わせて設定すると、最後に設

定した機能で送信されます。

●優先送信は、ポーリング通信やFネットア

クセスと組み合わせて設定することはでき

ません。

お知らせ
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1.ファクスをより便利に使う

時刻を指定して送信するには（タイマ通信）
あらかじめ設定した時刻に、自動的に原稿を送信することができます。大量の原稿を、深夜の安い料金で送
信したいときなどに便利です。タイマ通信は最大32文書までセットできます。

次ページに続きます。

●設定操作を中止するには

ボタンを押します。

●設定時刻を変更するには

タイマ通信を解除してから、セットし直し

ます。

●タイマ通信を解除するには（☛P72）

●タイマ通信がセットされているときに他の

原稿を送信するには

そのまま他の原稿を送信します。

●通信レポートを出力するには

通信レポート出力を設定します。

（☛P200、205）

ストップ�

ワンポイント

タイマ　シテイ�

シ゛コク＝００：００�

ボタン、［タイマ通信］ボタン（ワン
タッチボタン04）を押します。
ファンクション�

2 B　タイマ通信�

タイマ　シテイ�

シ゛コク＝２３：３０�

時刻は24時間制で入力します。

入力を間違えたときは、［クリア］

ボタンを押して入力し直します。

例： 午後11時30分にセットする

場合（「2330」と入力する）

送信する時刻を入力します。

3
PB

0

987

654

321

原稿をセットします。（☛P51）

　　　　ケ゛ンコウカ゛アリマス�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

必要に応じて画質と読取濃度を設定

します。（☛P52、53）

1

ボタンを押します。セット�

　　　　ケ゛ンコウカ゛アリマス�
タイマ＝２３：３０　　　　　　　　　０％�4 セット�

●通信を、ダイレクト送信、優先送信と組み

合わせて設定することはできません。

お知らせ

●現在時刻が正確に設定されていないと、指

定した時刻に送信されません。現在時刻の

合わせかたについては「日付／時刻を合わ

せます」（☛P34）をご覧ください。

お願い
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1.ファクスをより便利に使う

時刻を指定して送信するには（タイマ通信）

ソウシン　　　　　　　　　　　１アテサキ�

アイテ＝　　　　　　　［ワンタッチ０１］�
ＮＴＴエイキ゛ョウ�

タイマ＝２３：３０�

例：ワンタッチボタン01

相手先は、ダイヤル入力（フルダイ

ヤル、☛P54）／短縮ダイヤル

（☛P57）／電子電話帳（☛P58）

で指定することもできます。

複数の相手先（最大170件）を指定

することもできます。（☛P103）

相手先を指定します。

5

ボタンを押します。スタート�

アイテ＝ＮＴＴエイキ゛ョウ�

ウケツケＮｏ．＝＜００１＞�
１９９７／０１／２４　１５：００�

タイマ＝２３：３０�

５％　　
１９９７／０１／２４　１５：００�

チクセキチュウ�

�

原稿が読み込まれます。

設定した時刻になると、自動的に送

信が開始されます。

6

スタート�

●タイマ通信の結果を確認および予約解除す

るには（通信結果表示、☛P70、72）

予約の確認および解除は、受付No.で文書を

特定しますので、確認しておいてください。

ワンポイント

待機画面に戻ります。
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1.ファクスをより便利に使う

中継機を経由して送信するには （中継同報送信）

■中継同報送信とは
複数の相手先に同じ原稿を送る場合に、直接それぞれの相手先に送信するのではなく、中継機能を持った他のファクス

（中継機）にいったん送信し（中継指示送信）、その中継機から各相手先に同報送信をすることができます。遠方の同じ

地域内にある複数の相手先に同報送信をする場合には、相手先と同じ地域にある中継機を経由して送信すれば、時間も

通信料金も節約できます。

中継機と中継指示機とであらかじめ登録をしておくと、中継指示機で原稿をセットしてワンタッチボタンを押すだけで、

中継機を経由した同報送信ができます。

●中継指示送信はG3モードでのみ行えます。G4通信ユ

ニット（オプション）を増設してISDN回線のみでお

使いの場合には、中継同報送信は利用できません。

●中継機として指定できる相手機種は限定されます。詳

しくは当社のサービス取扱所へお問い合わせくださ

い。

●本装置を中継機として使用するときは、あらかじめ中

継同報送信を「スル」に設定しておきます。（☛P129）

●中継指示送信は、ダイレクト送信、優先送信、タイマ

送信、ページ合成読取送信、サイファ送信と組み合わ

せて利用することができます。

●中継指示送信を、親展送信、ポーリング受信、リモー

トマルチコピー送信と組み合わせて利用することはで

きません。

お知らせ

中継指示機� 中継機�

照合�
中継パスワード� 中継パスワード�

中継指示送信 中継同報送信

●本装置を中継指示機として使用するときは、本装置の

発信元番号（電話番号）を必ず市外局番から正しく登

録しておいてください（☛P38）。電話番号に誤りが

あったり、市外局番から登録されていなかったりする

と、中継機から中継結果通知を返送することができま

せん。

お願い

●中継同報送信の相手先には

中継同報送信の機能を持たない相手先や、G4モード

の相手先を指定することもできます。

ワンポイント



1.ファクスをより便利に使う

中継機を経由して送信するには （中継同報送信）

122

■中継同報送信の準備をする
中継同報送信をするには、中継指示機と中継機とで、あらかじめ以下の登録をしておきます。

中継機での準備中継指示機での準備

中継パスワードを登録する（☛P123）

中継機と中継指示機に同じパスワードが登録されてい

ないと、中継同報送信を行うことができません。

中継結果レポート出力を設定する（☛P200、207）

中継同報送信が行われたとき、中継機で結果レポート

を出力するかどうかを設定します。

同報送信の相手先を中継テーブルに登録する（☛P112）

中継テーブルとは、同報送信を行う相手先をグループ

ダイヤルとして登録したものです。中継指示機では、

このグループダイヤルの番号（中継テーブルNo.）に

よって相手先を指定します。

中継機をワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルに登

録する（☛P104、108）

中継機と同じ中継パスワードを登録する（☛P123）

中継指示送信を行ったとき、中継機に登録されている

中継パスワードと照合され、一致しないと送信するこ

とができません。

中継指示ダイヤルを登録する（☛P124）

中継指示ダイヤルには、以下の内容を登録します。

①中継機の登録

中継機を登録したワンタッチダイヤルまたは短縮

ダイヤルを登録します。中継機は1件だけ指定で

きます。

②中継テーブルNo.の登録

中継機に同報送信先として登録してあるグループ

ダイヤルの番号（中継テーブルNo.）を登録します。

③中継指示ダイヤル名の登録

中継同報送信の相手先を示す名称を登録します。

④中継結果通知の設定

中継同報送信の結果レポートを、中継機から返送

させるかどうかを設定します。

⑤中継機プリントの設定

中継機でも送信原稿をプリントさせるかどうかを

設定します。

中継機として使用できるように設定する（☛P129）
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中継機を経由して送信するには

123

●登録操作を中止するには

ボタンを押します。
ストップ�

ワンポイント

中継パスワードを登録する

５：チュウケイ　ハ゜スワート゛　？�
６：シンテンホ゛ックス　？�

トウロク　モート゛　　　　　（１ー１１）�
４：ホ゜ーリンク゛　ハ゜スワート゛　？�

ボタン、 、 ボタン、
を押します。

5セット�6ファンクション�

1

ボタンを押します。
待機画面に戻ります。

ストップ�

5 ストップ�

ハ゜スワート゛＝００００�

チュウケイ　ハ゜スワート゛�

ボタンを押します。セット�

2 セット�

ハ゜スワート゛＝１２３４�

チュウケイ　ハ゜スワート゛�
�

中継パスワード（4桁の数字）を入力します。
例：「1234」

3
PB

0

987

654

321

中継機と中継指示機に同じ中継パスワードが登録されていない
と、中継同報送信を行うことはできません。あらかじめ互いの
中継パスワードを確認のうえ、登録してください。
お買い求めのときは「0000」が登録されています。

番号を間違えたときは、［クリア］ボ

タンを押して入力し直します。

５：チュウケイ　ハ゜スワート゛　？�
６：シンテンホ゛ックス　？�

トウロク　モート゛　　　　　（１ー１１）�
４：ホ゜ーリンク゛　ハ゜スワート゛　？�

ボタンを押します。セット�

4 セット�

１９９７／０１／２４　１３：３０�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�



1.ファクスをより便利に使う

中継機を経由して送信するには （中継同報送信）

124

●登録操作を中止するには

ボタンを押します。

●登録内容を確認／変更するには

①手順1～2の操作をする

②確認／変更する中継指示ダイヤルのワン

タッチボタンを押す

③　　　　 ボタンを押す

④ を押す

⑤手順8～15の操作をする（確認の場合は

各入力手順で ボタンのみを押

す。）

⑥　　　ボタンを押す

●登録内容を削除するには

①手順1～2の操作をする

②削除する中継指示ダイヤルのワンタッチ

ボタンを押す

③ ボタンを押す

④ を押す

⑤ ボタンを押す

⑥　　　ボタンを押す

●中継指示ダイヤルの登録内容は

ワンタッチダイヤルリストで確認できます。

（☛P210）

2

セット�

1

ストップ�

ワンポイント

中継指示ダイヤルを登録する

５：フ゜ロク゛ラム　タ゛イヤル　？�
６：タ゛イヤル　リスト　？�

タ゛イヤル　トウロク　　　　　（１ー６）�
４：チュウケイシシ゛　タ゛イヤル　？�

ボタン、 、 ボタン、
を押します。

4セット�4ファンクション�

1

［チュウケイ　　］�

チュウケイシシ゛タ゛イヤル　トウロク�

ボタンを押します。セット�

2
セット�

［チュウケイ２０］�

チュウケイシシ゛タ゛イヤル　トウロク�

中継指示ダイヤルとして登録するワンタッチ
ボタンを押します。
例：ワンタッチボタン20に登録する場合

3

あらかじめ中継機に登録されている中継テーブルNo.を確認の
うえ、登録してください。必要に応じて、複数の中継指示ダイ
ヤルを登録することができます。

ダイヤルボタンで入力することもで

きます。

すでに中継指示ダイヤルが登録され

ているときは、登録内容の確認／変

更／削除の画面が表示されます。

ストップ�

ストップ�

セット�

セット�

セット�

［チュウケイ２０］トウロク�

ボタンを押します。セット�

4
セット�

●中継指示ダイヤルでの通信予約がある場合

に、ワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤ

ルの登録の変更／削除を誤って行うと、間

違った相手先に送信されることがあります

ので、ご注意ください。

お願い
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アイテ＝　　　　　　　［ワンタッチ０６］�
ＮＴＴカコ゛シマ　�

チュウケイキ�

中継機を経由して送信するには
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中継機を、ワンタッチダイヤル（☛P56）／短
縮ダイヤル（☛P57）／電子電話帳（☛P58）
で指定します。
登録されている相手先名称が表示されます。

例：ワンタッチボタン06に中継機が登録してある場合

5

チュウケイ　テーフ゛ルＮｏ．＝�

チュウケイク゛ルーフ゜�

ボタンを押します。セット�

6 セット�

チュウケイ　テーフ゛ルＮｏ．＝０２�
�

チュウケイク゛ルーフ゜�
�

中継機に登録されている同報送信先のグルー
プダイヤルの番号（中継テーブルNo.）を入
力します。
例：グループダイヤル02を指定する場合

7
PB

0

987

654

321

入力を間違えたときは、［クリア］ボタ

ンを押して入力し直します。

●あらかじめ本装置の発信元番号（電話番号）

を必ず市外局番から正しく登録しておいて

ください（☛P38）。電話番号に誤りがあ

ったり、市外局番から登録されていなかっ

たりすると、中継機から中継結果通知を返

送することができません。

お願い

次ページに続きます。

ＮＴＴカコ゛シマ�
チュウケイ　テーフ゛ルＮｏ．＝０２�

チュウケイシシ゛�
アイテ＝　　　　　　　［ワンタッチ０６］�

ボタンを押します。
中継機と中継テーブルNo.が表示されます。

セット�

8
セット�

登録内容を修正するときは、［クリア］

ボタンを押して手順5の操作から登録

し直します。

●中継機として指定できるのは、1件のみで

す。

●すでにワンタッチダイヤルやグループダイ

ヤル、ワンタッチプログラムダイヤルとし

て登録してあるワンタッチボタンに、中継

指示ダイヤルを登録することはできません。

お知らせ

●G4通信ユニット（オプション）を増設し

ているときは（☛P287）

手順5で、G4モードの相手先を指定するこ

とはできません。

ワンポイント



1.ファクスをより便利に使う

中継機を経由して送信するには （中継同報送信）

126

アイテサキ　メイショウ＝�
「　　　　　　　　　　　　　　　　」�

［チュウケイ２０］�

登録内容を確認して ボタンを押します。セット�

9 セット�

チュウケイケッカ　ツウチ　シテイ�
１：シナイ�
２：スル�

ボタンを押します。セット�

11 セット�

チュウケイケッカ　ツウチ　シテイ�
１：シナイ�
２：スル�

または を押して、中継結果通知
（☛P207）を返送するかどうかを選択します。

：返送しない

：返送する

例： を押した場合2

2
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アイテサキ　メイショウ＝�
「ＮＴＴ（キュウシュウ）　　　　　」�

［チュウケイ２０］�

中継指示ダイヤルの名称（最大16文字）を
入力します。
例：「NTT（キュウシュウ）」

10
文字を入力するには（☛P44）

入力を間違えたときは、［ ］ま

たは［ ］ボタンを押してカーソ

ルを間違えた文字に移動し、入力し

直します。［クリア］ボタンを押して

最初から入力し直すこともできます。

チュウケイキ　フ゜リント　シテイ�
１：シナイ�
２：スル�

ボタンを押します。セット�

13 セット�
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１９９７／０１／２４　１３：３０�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

ボタンを押します。
待機画面に戻ります。

ストップ�

16 ストップ�

チュウケイシシ゛タ゛イヤル　トウロク�

［チュウケイ　　］�

ボタンを押します。セット�

15
セット�

チュウケイキ　フ゜リント　シテイ�
１：シナイ�
２：スル�

または を押して、中継機でも送信原
稿をプリントするかどうかを選択します。

：プリントしない

：プリントする

例： を押した場合2
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続けて他の中継指示ダイヤルを登録す

るときは、手順3の操作から繰り返し

ます。



1.ファクスをより便利に使う

中継機を経由して送信するには （中継同報送信）

128

中継指示送信をする

　　　　ケ゛ンコウカ゛アリマス�
０％�

原稿をセットします。（☛P51）

1
必要に応じて画質と読取濃度を設定し

ます。（☛P52、53）

ウケツケＮｏ．＝＜００１＞�
１９９７／０１／２５　１３：０５�
アイテ＝ＮＴＴ（キュウシュウ）�

約5秒後に原稿が読み込まれ、送信が開

始されます。

ボタンを押すと、すぐに原稿の読

み込みが開始されます。

スタート�

中継指示ダイヤルを登録してあるワンタッチ
ボタンを押します。
例：ワンタッチボタン20を指定する場合

2

●送信を中断するには（☛P67）

ワンポイント

ソウシン　　　　　　　　　　　�

アイテ＝　　　　　　　［チュウケイ２０］�
ＮＴＴ（キュウシュウ）�
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本装置を中継機として使用できるように
する

キノウ　セッテイ　　　　　　　（１ー８）�
１：リモート　シ゛ュシン　？�
２：セレクト　シ゛ュシン　？�
３：チュウケイ　ト゛ウホウ　？�

ボタン、 、 ボタン、 、
ボタン、 を押します。3セット�

2セット�5ファンクション�

1

チュウケイ　ト゛ウホウ�
１：シナイ�
２：スル�

ボタンを押します。セット�

2 セット�

キノウ　セッテイ　　　　　　　（１ー８）�
１：リモート　シ゛ュシン　？�
２：セレクト　シ゛ュシン　？�
３：チュウケイ　ト゛ウホウ　？�

ボタンを押します。セット�

4 セット�

１９９７／０１／２４　１３：３０�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

ボタンを押します。
待機画面に戻ります。

ストップ�

5 ストップ�

●中継同報送信の設定は、一度設定すると次

に変更するまで変わりません。

お知らせ

お買い求めのときは、本装置を中継機として使用できるよう
（「スル」）に設定されています。中継機として使用しない場合
や、保守などのために一時的に中継指示の受け付けを停止する
ときには、中継同報送信を「シナイ」に設定します。

チュウケイ　ト゛ウホウ�
１：シナイ�
２：スル�

または を押して、本装置を中継機と
して使用するかどうかを選択します。

：しない

：する

例： を押した場合2
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●設定操作を中止するには

ボタンを押します。
ストップ�

ワンポイント



1.ファクスをより便利に使う

■リモートマルチコピー通信とは
相手先へ同じ原稿を2部以上送りたい場合に、コピー部数を指定（最大99部）して送信することができます。相手先で

は指定した部数が自動的にプリント出力されます（リモートマルチコピー送信）。

また、こちらがリモートマルチコピー通信を受ける場合には、コピーの部数を制限できます（リモートマルチコピー受

信）。

リモートマルチコピー通信を行うと、ファクスで受けた原稿をコピーし直す必要がなく、読みやすい原稿を受け取るこ

とができます。

部数を指定して送信／受信するには
（リモートマルチコピー通信）

130

●リモートマルチコピー通信はG3モードでのみ行えま

す。G4通信ユニット（オプション）を増設してISDN

回線のみでお使いの場合には、リモートマルチコピー通

信は利用できません。

●リモートマルチコピー通信を設定できる相手機種は限

定されます。詳しくは、当社のサービス取扱所へお問い

合わせください。

●リモートマルチコピー通信は、サイファ送信、優先送

信、タイマ通信と組み合わせて利用することができます。

●リモートマルチコピー通信を、中継指示送信、親展送

信、ポーリング受信、Fネットアクセスと組み合わせて

利用することはできません。

お知らせ

3部�
コピーを�
指定�
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●コピー部数は2部以上でないと指定するこ

とはできません。0～1枚は指定できませ

んのでご注意ください。

●リモートマルチコピー送信の設定部数は、

1回ごとにもとの状態（2部）に戻ります。

●受信側がメモリフルの場合は、リモートマ

ルチコピー送信はできません。

●リモートマルチコピー受信をしたときは、

プリント出力を中断することはできません。

コピー部数は表示を確認しながら入力して

ください。

●リモートマルチコピー送信の相手先は、1

件のみ指定できます。

お知らせ

リモートマルチコピー送信をする

　　　　ケ゛ンコウカ゛アリマス�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

原稿をセットします。（☛P51）

1
必要に応じて画質と読取濃度を設定し

ます。（☛P52、53）

リモート　マルチ　コヒ゜ー　ソウシン�

フ゛スウ＝０２�

ボタン、［リモートマルチコピー］ボタ
ン（ワンタッチボタン21）を押します。
ファンクション�

2

リモート　マルチ　コヒ゜ー　ソウシン�

アイテ＝　　　　　　　［ワンタッチ０１］�
ＮＴＴエイキ゛ョウ�

相手先を指定します。
例：「ワンタッチダイヤル01」

5

リモート　マルチ　コヒ゜ー　ソウシン�

フ゛スウ＝０７�

コピー部数（2～99）を入力し、 ボ
タンを押します。
例：7部

セット�

3
PB

0

987

654

321

入力を間違えたときは、［クリア］ボ

タンを押して入力し直します。

リモート　マルチ　コヒ゜ー　ソウシン　　　　

ボタンを押します。セット�

4 セット�

●送信操作を中止するには

ボタンを押します。

●送信を中断するには（☛P67）

●G4通信ユニット（オプション）を増設し

ているときは（☛P287）

手順5で、G4モードの相手先を指定するこ

とはできません。

ストップ�

ワンポイント

次ページに続きます。

相手先は、ダイヤル入力（フルダイ

ヤル、☛P54）／短縮ダイヤル

（☛P57）／電子電話帳（☛P58）

で指定することもできます。



1.ファクスをより便利に使う

部数を指定して送信／受信するには
（リモートマルチコピー通信）

132

リモートマルチコピー受信を設定する

キノウ　セッテイ　　　　　　　（１ー８）�

５：リモートマルチコヒ゜ー　シ゛ュシン？�
４：ヘ゜ーシ゛コ゛ウセイ　シ゛ュシン　？�

６：ヒ゛シ゛ネスホン　ツウチ　？�

1

リモートマルチコピー受信を「スル」に設定した場合には、コ
ピーの部数を制限することができます。お買い求めのときは、
リモートマルチコピー受信を「シナイ」に設定されています。

リモートマルチコヒ゜ー　シ゛ュシン�

�
２：スル�
１：シナイ�

ボタンを押します。セット�

2 セット�

リモートマルチコヒ゜ー　シ゛ュシン�

２：スル�
１：シナイ�

または を押して、リモートマルチコ
ピー受信をするかどうかを選択します。

：リモートマルチコピー受信をしない

：リモートマルチコピー受信をする

例： を押した場合2

2
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を押したときは、手順6へ進みます。1

●設定操作を中止するには

ボタンを押します。

ワンポイント

ボタン、 、 ボタン、 、
ボタン、 を押します。5セット�

2セット�5ファンクション�

ウケツケＮｏ．＝＜００１＞�

アイテ＝ＮＴＴエイキ゛ョウ�
１９９７／０１／２５　１３：３０�

ボタンを押します。
原稿が読み込まれ、送信が開始されます。

スタート�

6
スタート�

ストップ�
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リモートマルチコヒ゜ー　シ゛ュシン�

セイケ゛ン　フ゛スウ＝９９�

ボタンを押します。セット�

4 セット�

リモートマルチコヒ゜ー　シ゛ュシン�

セイケ゛ン　フ゛スウ＝０７�

受信時の制限部数（01～99）を入力します。
例：7部

5
PB

0

987

654

321

入力を間違えたときは、［クリア］ボ

タンを押して入力し直します。

キノウ　セッテイ　　　　　　　（１ー８）�

５：リモートマルチコヒ゜ー　シ゛ュシン？�
４：ヘ゜ーシ゛コ゛ウセイ　シ゛ュシン　？�

６：ヒ゛シ゛ネスホン　ツウチ　？�

ボタンを押します。セット�

6 セット�

１９９７／０１／２４　１３：３０�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

ボタンを押します。
待機画面に戻ります。

ストップ�

7 ストップ�

●リモートマルチコピー受信をしたときは、

プリント出力を中断することはできません。

制限部数の設定に注意してください。

●リモートマルチコピー受信の設定は、一度

設定すると次に変更するまで変わりません。

お知らせ



1.ファクスをより便利に使う

■ページ合成読取送信とは
読み取った2枚の原稿を縮小して1枚の原稿として送信できます。A4サイズの原稿を2枚ずつ組み合わせて、A4サイズ

1枚に縮小して相手先に送りたいときなどに便利です。

〈例：A4サイズの原稿をセットしたとき〉

2枚の原稿を1枚にして送信するには
（ページ合成読取送信）

134

●コピー時にページ合成読取の機能を使うには（☛P89）

ワンポイント

●サイズの異なる原稿をページ合成読取送信することは

できません。

●ページ合成読取送信の設定は、1回の送信ごとに解除さ

れます。

●ページ合成読取送信では、相手機の記録紙サイズにか

かわらずA4サイズに縮小して送信されます。

お知らせ

A4横�
（1）�

A4横�
（2）�

（1）�

（2）�

A4

（横向きに�
セットする）�

（1）�

（2）�

A4

送信�

�
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2枚の原稿を1枚にして送信するには
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�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�
　　　　ケ゛ンコウカ゛アリマス�

原稿を横向きにセットします。（☛P51）

1

�
　　　　　　　　　　　コ゛ウセイヨミトリ�
　　　　ケ゛ンコウカ゛アリマス�

ボタン、［ページ合成読取］ボタン
（ワンタッチボタン05）を押します。

ファンクション�

2
C　ページ合成読取通信�

�ウケツケＮｏ．＝＜００１＞�

アイテ＝ＮＴＴエイキ゛ョウ�
１９９７／０１／２５　１３：５０�

�

ボタンを押します。
原稿が読み込まれ、送信が開始されます。

スタート�

4 スタート�

�ソウシン　　　　　　　　　　　１アテサキ�

アイテ＝　　　　　　　［ワンタッチ０１］�
ＮＴＴエイキ゛ョウ�

コ゛ウセイヨミトリ�

相手先を指定します。
例：ワンタッチダイヤル01

3

必要に応じて画質と読取濃度を設定

します。（☛P52、53）

相手先は、ダイヤル入力（フルダイ

ヤル、☛P54）／短縮ダイヤル

（☛P57）／電子電話帳（☛P58）

で指定することもできます。

複数の相手先（最大170件）を指定

することもできます。（☛P103）

●送信操作を中止するには

ボタンを押します。

●送信を中断するには（☛P67）

ストップ�

ワンポイント



2

1

136

1.ファクスをより便利に使う

海外へ送信するときは、海外送信を設定すると通信障害を軽減することができます。海外送信の設定は1回送信
するごとに解除（OFF）されます。

海外へ送信するには （海外通信）

原稿をセットします。（☛P51）

海外へ送信する

　　　　ケ゛ンコウカ゛アリマス�
０％�

国際電話番号と、相手先の国番号、電話番号
を入力します。

PB

0

987

654

321

必要に応じて画質と読取濃度を設定

します。（☛P52、53）

番号を間違えたときは、［ ］ま

たは［ ］ボタンを押してカー

ソルを間違えた文字に移動し、入力

し直します。［クリア］ボタンを押

して最初から入力し直すこともでき

ます。

ソウシン　　　　　　　　　　　１アテサキ�

アイテ＝　　　　　　　［フルタ゛イヤル］�
００１１１１１１１１１１�

3
［海外通信］ボタン（ワンタッチボタン23）
を押します。

　海外通信�

カイカ゛イ　ソウシン�
１：ＯＦＦ�
２：ＯＮ�

4

を押します。2

PB

0

987

654

321カイカ゛イ　ソウシン�
１：ＯＦＦ�
２：ＯＮ�

●送信操作を中止するには

ボタンを押します。

●送信を中断するには（☛P67）

●海外送信の設定をワンタッチダイヤルや短

縮ダイヤルに登録しておくと

［海外通信］ボタンを押さなくても通常の

ファクス送信手順で海外送信を行うことが

できます。（ワンタッチダイヤルを登録す

るには、☛P104／短縮ダイヤルを登録す

るには、☛P108）

ワンポイント

ストップ�
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6

ボタンを押します。
原稿が読み込まれ、送信が開始されます。

スタート�

ウケツケＮｏ．＝＜００１＞�

アイテ＝００１１１１１１１１１１�
１９９７／０１／２５　１４：００�

5
ボタンを押します。セット�

セット�ソウシン　　　　　　　　　　　１アテサキ�

アイテ＝　　　　　　　［フルタ゛イヤル］�
００１１１１１１１１１１�

スタート�

●海外送信の指定は、1回の送信ごとに解除

されます（「OFF」になります）。

●国際電話番号（001、0061、0041）を

入力したあと、そのまま相手先の国番号と

電話番号を入力しても、途中で話し中にな

り、通信できないことがあります。このよ

うな場合には、国際電話番号のあと

に ボタンを2回押し（約6秒の休止

時間が入ります）、国番号と電話番号を入力

してください。それでも通信できない場合

は、受話器を取って回線の接続具合を確認

しながらダイヤルしてください。

●海外送信は、メモリ送信、ダイレクト送信、

親展通信、リモートマルチコピー送信、サ

イファ送信、優先送信、タイマ通信、ペー

ジ合成読取送信、ポーリング受信と組み合

わせて設定することができます。

●海外送信の指定を行っても正常に送信でき

ない場合は、NTT窓口等へお問い合わせく

ださい。

ポーズ�

お知らせ
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1.ファクスをより便利に使う

海外へ送信するには （海外通信）

G4モードで海外へ送信する（オプション）

G4モードで海外通信を行う場合は、通信速度と通信手順（プ
ロトコル）の指定が必要です。相手先に合わせて通信速度と通
信手順を選んでください。

1

原稿をセットします。（☛P51）

　　　　ケ゛ンコウカ゛アリマス�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

必要に応じて画質と読取濃度を設定

します。（☛P52、53）

2

国際電話番号と、相手先の国番号、電話番号
を入力します。

PB

0

987

654

321

番号を間違えたときは、［ ］ま

たは［ ］ボタンを押してカーソ

ルを間違えた文字に移動し、入力し

直します。［クリア］ボタンを押して

最初から入力し直すこともできます。

例： を押した場合1 ※1初期のISDN用装置またはターミナル

アダプタを接続したG4装置のことで

す。

※2Accunetは米国AT&Tが提供する回

線サービスです。

相手先

通常通信のとき

T.70NL専用装

置※1

Accunet56※2な

どに接続された

ISDN G4装置

Accunet56など

に接続されたT.7

0NL専用装置※1

64k

◯ ◯

◯ ◯

◯ ◯

◯ ◯

56k T.90 T.70NL

通信速度 プロトコル

ソウシン　　　　　　　　　　　１アテサキ�

アイテ＝Ｇ４　　　　　［フルタ゛イヤル］�
００１１１１１１１１１１�

3
［海外通信］ボタン（ワンタッチボタン23）
を押します。

　海外通信�

ソクト゛　　　　　　　　　　　（１ー２）�

２：５６k
１：６４k

4

または を押して、通信速度を選択し
ます。

：64k bit/s

：56k bit/s2

1

21

PB

0

987

654

321

ソクト゛　　　　　　　　　　　（１ー２）�

２：５６k
１：６４k

●送信操作を中止するには

ボタンを押します。

●送信を中断するには（☛P67）

●通信速度と通信手順（プロトコル）の選び方

送信のときに相手先の番号を指定するとき

は、次のように通信速度と通信手順（プロト

コル）を選びます。

ストップ�

ワンポイント
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海外へ送信するには

5
ボタンを押します。セット�

セット�フ゜ロトコル　　　　　　　　　（１－２）�

２：Ｔ．７０ＮＬ�
１：Ｔ．９０�

6

または を押して、通信手順（プロト
コル）を選択します。

：T.90

：T.70NL2

1

21

PB

0

987

654

321

フ゜ロトコル　　　　　　　　　（１－２）�

２：Ｔ．７０ＮＬ�
１：Ｔ．９０�

7
ボタンを押します。セット�

セット�ソウシン　　　　　　　　　　　１アテサキ�

アイテ＝Ｇ４　　　　　［フルタ゛イヤル］�
００１１１１１１１１１１�

8

ボタンを押します。
原稿が読み込まれ、送信が開始されます。

スタート�

ウケツケＮｏ．＝＜００１＞�

アイテ＝００１１１１１１１１１１�
�１９９７／０１／２５　１４：１０�

スタート�

例： を押した場合1
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1.ファクスをより便利に使う

受信側の操作で通信を行うには（ポーリング通信）

■ポーリング通信とは
送信側があらかじめセットしておいた原稿を受信側の操作で送信させることができます。ポーリング通信では、通信料

金は受信側の負担となります。

また、機密を守るために、パスワードを使って送信先を制限することができます。

■ポーリング送信／受信
送信側が原稿をメモリに蓄積しておき（ポーリング送信）、受信側の操作で自動的に原稿を送信させる（ポーリング受

信）ことができます。このとき、通信料金は受信側の負担となります。

■掲示板送信
ポーリング送信の応用機能です。掲示板送信では、ポーリング受信されてもメモリの中の原稿は消去されずに残ってい

るので、受信側が何度でもポーリング受信できます。また、メモリの中の原稿を、本装置で記録紙にプリントすること

もできます。

■タイマポーリング受信
あらかじめ設定しておいた時刻に自動的にポーリング受信します。大量の原稿をポーリング受信する場合や遠くの地域

からポーリング受信する場合、低料金の深夜の時間帯をセットすると料金の節約になります。

送信要求�

送信�受信�

受信�

送信�

送信要求�

メモリ�
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受信側の操作で通信を行うには

■ポーリング通信の準備をする
機密保持のためのポーリングパスワードを登録します（☛P142）。

登録するポーリングパスワードによって、通信できる相手先の制限のしかたが異なります。

パスワード

4桁のスペース
（お買い求めのときの設定）

0000

4桁の数字

送信可能な相手先

ポーリングパスワードのチェックを行わず、すべての相手先に送信されます。パスワー
ド機能のないファクスでも受信することができます。

相手先のファクスがNTTの特定機種の場合には、ポーリングパスワードのチェックを行
わずに、送信します。これらの機種については当社のサービス取扱所へお問い合わせく
ださい。

ポーリングパスワードの一致した相手にのみ送信します。G4モード（オプション）では
送信できません。

●パスワードを使用したポーリング通信は相手機種が限

定されます。詳しくは、当社のサービス取扱所へお問

い合わせください。

●すでにポーリング送信または掲示板送信がセットして

あるときは、さらにポーリング送信をセットすること

はできません。

●G4通信ユニット（オプション）を増設しているとき

は、パスワードが「4桁のスペース」または「0000」

に設定されている場合にポーリング通信ができます。

●ポーリング受信およびタイマポーリング受信では、通

信速度が14 400 bit/s以下となります。

お知らせ
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1.ファクスをより便利に使う

受信側の操作で通信を行うには（ポーリング通信）

ポーリングパスワードを登録する
ポーリング通信で使用するポーリングパスワードを登録します。
お買い求めのときには4桁のスペースが登録されています。

1
ボタン、 、 ボタン、

を押します。
4セット�6ファンクション�

トウロク　モート゛　　　　　（１ー１１）�

５：チュウケイ　ハ゜スワート゛　？�
�４：ホ゜ーリンク゛　ハ゜スワート゛　？�

６：シンテンホ゛ックス　？�

3

ポーリングパスワード（4桁の数字）を入力
します。
例：「1234」

ホ゜ーリンク゛　ハ゜スワート゛�

ハ゜スワート゛＝１２３４�

2

ボタンを押します。セット�

セット�

PB

0

987

654

321

ホ゜ーリンク゛　ハ゜スワート゛�

ハ゜スワート゛＝�

すでに登録されているときは登録内

容が表示されます。

入力を間違えたときは、［クリア］

ボタンを押して入力し直します。

●登録操作を中止するには

ボタンを押します。

●パスワードを変更するには

①手順1～2の操作をする

②［クリア］ボタンを押す

③手順3～5の操作をする

●パスワードとして4桁のスペースを登録す

ると

ポーリングパスワードのチェックを行わ

ず、すべての相手先に送信されます。パス

ワード機能のないファクスでも受信するこ

とができます。

●パスワードとして「0000」を登録すると

相手先のファクスがNTTの特定機種の場合

には、ポーリングパスワードのチェックを

行わずに送信します。これらの機種につい

ては当社のサービス取扱所へお問い合わせ

ください。

ストップ�

ワンポイント

●数字とスペースを組み合わせたパスワード

は登録できません。

●すでにポーリング送信または掲示板送信が

セットされているときに、パスワードを変

更できません。

お知らせ
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受信側の操作で通信を行うには

4
ボタンを押します。セット�

セット�トウロクモート゛　　　　　　（１ー１１）�
４：ホ゜ーリンク゛　ハ゜スワート゛　？�

６：シンテンホ゛ックス　？�
５：チュウケイ　ハ゜スワート゛　？�

5

ボタンを押します。
待機画面に戻ります。

ストップ�

１９９７／０１／２４　１３：３０�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

ストップ�

ポーリング送信をセットする

原稿をメモリに蓄積させ、受信側の操作で自動的に送信できる
ようにします。

1

原稿をセットします。（☛P51）

　　　　ケ゛ンコウカ゛アリマス�
０％�

2

ボタン、 、 ボタン、
を押します。1

セット�ファンクション�

キノウ　センタク　　　　　　　（１ー３）�
１：ホ゜ーリンク゛　ソウシン　？�
２：ケイシ゛ハ゛ン　？�
３：シンテン　フ゜リント　？�

必要に応じて画質と読取濃度を設定

します。（☛P52、53）

3
ボタンを押します。セット�

セット�ホ゜ーリンク゛　ソウシン　　　（１ー２）�
１：セッテイ　？�
２：カイシ゛ョ　？�

1

次ページに続きます。

●セット操作を中止するには

ボタンを押します。

●ポーリング送信を解除するには

①手順2～3の操作をする

② を押す

③ ボタンを押す

●送信内容を変更するには

ポーリング送信を解除してから、セットし

直します。

●送信先を制限するには

あらかじめポーリングパスワードを登録し

ておきます。（☛P142）

●送信通知（☛P222）を「スル」に設定し

ているときは

手順5のあと、通知先を指定する画面が表

示されます。通知先を指定するときは内線

番号を入力し、指定しないときはそのま

ま ボタンを押します。セット�

セット�

ストップ�

ワンポイント

2
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1.ファクスをより便利に使う

受信側の操作で通信を行うには（ポーリング通信）

6

ボタンを押します。
原稿が読み込まれ、ポーリング送信がセットされます。

スタート�

スタート�ウケツケＮｏ．＝＜００１＞�
１９９７／０１／２５　１４：３０�
アイテ＝ホ゜ーリンク゛　ソウシン�

１９９７／０１／２５　１４：３０�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　５％�

チクセキチュウ�

１９９７／０１／２５　１４：３０�
　　　　　　　　　　　　　　　　　１０％�
　�
ホ゜ーリンク゛マチ�

待機画面に戻ります。

●手動受信モードにセットされているとき

や、電話で受けて ボタンを押したと

きは、ポーリング送信の要求を受け付ける

ことができません。必ず自動受信モードに

設定して、ファクスに受信させてください。

●送信が終了するとメモリに蓄積された原稿

は消去されます。

●パスワードを使用したポーリング通信は相手

機種が限定されます。詳しくは当社のサービ

ス取扱所にお問い合わせください。

●当社機以外のファクスにポーリング送信を

したいときは、ポーリングパスワードに4

桁のスペースを登録（☛P142）してから、

ポーリング送信をセットしてください。

●メモリがいっぱいのときは、ポーリング送

信はできません。

●すでにポーリング送信または掲示板送信が

セットしてあるときは、さらにポーリング

送信をセットすることはできません。

●ポーリング送信ができなかったときには、

その結果が通信レポート（☛P205）とし

て出力されます。設定を変更して、出力さ

れないようにすることもできます。

（☛P200）

●ポーリング送信は、ダイレクト送信、優先

送信またはタイマ通信と組み合わせて設定

することはできません。

スタート�

お知らせ

4

を押します。1

PB

0

987

654

321ホ゜ーリンク゛　ソウシン　　　（１ー２）�
１：セッテイ　？�
２：カイシ゛ョ　？�

5

ボタンを押します。セット�

セット�スタートホ゛タン　ヲ　オシテクタ゛サイ�

　�

すでにポーリング送信または掲示板

送信がセットされているときは、

「セッテイ　デキマセン」と表示さ

れ、セットできません。
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受信側の操作で通信を行うには

掲示板送信をセットする

複数の相手が何度でもポーリング受信できるようにセットしま
す。ポーリング受信をされてもメモリに蓄積された原稿は消去
されません。

3
ボタンを押します。セット�

セット�ケイシ゛ハ゛ン　　　　　　　　（１ー３）�
１：セッテイ　？�
２：カイシ゛ョ　？�
３：フ゜リント　？�

5

ボタンを押します。セット�

セット�スタートホ゛タン　ヲ　オシテクタ゛サイ�

　�

1

原稿をセットします。（☛P51）

　　　　ケ゛ンコウカ゛アリマス�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

必要に応じて画質と読取濃度を設定

します。（☛P52、53）

2
ボタン、 、 ボタン、

を押します。
2セット�1ファンクション�

キノウ　センタク　　　　　　　（１ー３）�
１：ホ゜ーリンク゛　ソウシン　？�
２：ケイシ゛ハ゛ン　？�
３：シンテン　フ゜リント　？�

4

を押します。1

PB

0

987

654

321
ケイシ゛ハ゛ン　　　　　　　　（１ー３）�
１：セッテイ　？�
２：カイシ゛ョ　？�
３：フ゜リント　？�

●セット操作を中止するには

ボタンを押します。

●掲示板送信を解除するには

①手順2～3の操作をする

② を押す

③　　　　 ボタンを押す

●送信内容を変更するには

掲示板送信を解除してから、セットし直し

ます。

●掲示板の内容をプリントするには

①手順2～3の操作をする

② を押す

③　　　　 ボタンを押す

プリントしてもメモリの中の原稿は消去さ

れません。また、プリントが開始されると、

中断することはできません。

●送信先を制限するには

あらかじめポーリングパスワードを登録し

ておきます。（☛P142）

●送信通知（☛P222）を「スル」に設定し

ているときは

手順5のあと、通知先を指定する画面が表

示されます。通知先を指定するときは内線

番号を入力し、指定しないときはそのま

ま ボタンを押します。セット�

3

2

ストップ�

ワンポイント

セット�

セット�

すでにポーリング送信または掲示板

送信がセットされているときは、

「セッテイ　デキマセン」と表示さ

れ、セットできません。
次ページに続きます。
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1.ファクスをより便利に使う

受信側の操作で通信を行うには（ポーリング通信）

6

ボタンを押します。
原稿が読み込まれ、掲示板送信がセットされます。

スタート�

ウケツケＮｏ．＝＜００１＞�
１９９７／０１／２５　１４：３０�
アイテ＝�ケイシ゛ハ゛ン�

スタート�

１９９７／０１／２５　１４：３０�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　５％�

チクセキチュウ�

１９９７／０１／２５　１４：３０�
　　　　　　　　　　　　　　　　　１０％�
　�
ケイシ゛ハ゛ン�

待機画面に戻ります。

●手動受信モードにセットされているとき

や、電話で受けて ボタンを押したと

きは、掲示板送信の要求を受け付けること

ができません。必ず自動受信モードに設定

して、ファクスに受信させてください。

●パスワードを使用した掲示板送信は相手機

種が限定されます。詳しくは、当社のサー

ビス取扱所へお問い合わせください。

●当社機以外のファクスに掲示板送信をした

いときは、ポーリングパスワードに4桁の

スペースを登録（☛P142）してから、掲

示板送信をセットしてください。

●すでに掲示板送信またはポーリング送信が

セットしてあるときは、さらに掲示板送信

をセットすることはできません。

●掲示板送信を行ったときは、通信レポート

は出力されません。

●掲示板送信は、ダイレクト送信、優先送信

またはタイマ通信と組み合わせて設定する

ことはできません。

●メモリがいっぱいのときは、掲示板送信は

できません。

スタート�

お知らせ
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受信側の操作で通信を行うには

ポーリング受信をする
送信側にセットされた原稿を、本装置から操作して受信します。
送信側がパスワードのチェックをしているときは、あらかじめ
送信側と同じポーリングパスワードを登録しておいてくださ
い。
複数の相手先を指定することもできます（マルチポーリング受
信）。

2

相手先を指定します。
例：ワンタッチボタン0１

ホ゜ーリンク゛　シ゛ュシン　　１アテサキ�

アイテ＝　　　　　　　［ワンタッチ０１］�
ＮＴＴエイキ゛ョウ�

相手先は、ダイヤル入力（フルダイ

ヤル、☛P54）／短縮ダイヤル

（☛P57）／電子電話帳（☛P58）

で指定することもできます。

複数の相手先を指定することもでき

ます。（☛P103）

3

ボタンを押します。
相手先にダイヤルし、ポーリングパスワードが一致すると受

信を始めます。

スタート�

ウケツケＮｏ．＝＜００１＞�

アイテ＝ＮＴＴエイキ゛ョウ�
１９９７／０１／２５　１４：４５�

1

ボタン、［ポーリング受信］ボタン（ワ
ンタッチボタン19）を押します。
ファンクション�

ホ゜ーリンク゛　シ゛ュシン�

タ　ポーリング受信�

スタート�

●受信操作を中止するには

ボタンを押します。

●ポーリング受信を解除するには（☛P149）
●複数の相手先を指定するには（☛P103）
相手先の指定（最大170件）には、フルダ
イヤル、ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤ
ル、グループダイヤル、電子電話帳が使え
ます。
ワンタッチプログラムダイヤル、中継指示
ダイヤルが登録されているワンタッチボタ
ンは、相手先の指定には使用できません。
複数の相手先を指定したときは、1予約し
かできません。

●ポーリング受信できなかったときは
通信結果が通信レポート（☛P205）とし
て出力されます。相手先に確認して、最初
からやり直してください。通信レポートが
出力されないように、設定を変更すること
もできます。（☛P200）

ストップ�

ワンポイント

●複数の相手先をワンタッチダイヤル、また

は、グループダイヤルで指定したときは、

2件目の指定は、5秒以内に行ってくださ

い。5秒を超えると自動的にダイヤルを開

始します。2件目以降は、相手先を指定し

てから約3分ボタンを押さずにいると、待

機状態に戻ります。
●パスワードを使用したポーリング通信は相
手機種が限定されます。詳しくは、当社の
サービス取扱所へお問い合わせください。
●ポーリング受信するときの通信料金は、受
信側の負担となります。
●マルチポーリング受信を行うとき、同じ相
手先を複数指定することはできません。
●グループダイヤルを指定したときは、グル
ープダイヤルに登録されているワンタッチ
ダイヤルなどの数が相手先の件数に加算さ
れます。ただし、すでにワンタッチダイヤ
ルなどで個別に指定した相手先と重複があ
った場合には、重複分が差し引かれて、1
件として扱われます。
●ポーリング受信は、ダイレクト送信、優先
送信、Fネットアクセスと組み合わせて設
定することはできません。

お知らせ
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受信側の操作で通信を行うには（ポーリング通信）

5

相手先を指定します。
例：ワンタッチボタン01

ホ゜ーリンク゛　シ゛ュシン　　１アテサキ�

アイテ＝　　　　　　　［ワンタッチ０１］�
タイマ＝２０：３０�

ＮＴＴエイキ゛ョウ�

相手先は、ダイヤル入力（フルダイ
ヤル、☛P54）／短縮ダイヤル
（☛P57）／電子電話帳（☛P58）
で指定することもできます。
複数の相手先を指定することもでき
ます。（☛P103）

タイマポーリング受信をセットする
セットした時刻に、自動的にポーリング受信をすることができ
ます。

1
ボタン、［ポーリング受信］ボタン

（ワンタッチボタン19）を押します。
ファンクション�

�ホ゜ーリンク゛　シ゛ュシン�

2
ボタン、［タイマ通信］ボタン（ワン

タッチボタン04）を押します。
ファンクション�

タイマ　シテイ�

シ゛コク＝００：００�

タ　ポーリング受信�

B　タイマ通信�

3

ポーリング受信を開始する時刻を入力します。
例：午後8時30分

「2030」と入力する

タイマ　シテイ�

シ゛コク＝２０：３０�

PB

0

987

654

321

●複数の相手先をワンタッチダイヤル、また

は、グループダイヤルで指定したときは、

2件目の指定は、5秒以内に行ってくださ

い。5秒を超えると自動的にダイヤルを開

始します。2件目以降は、相手先を指定し

てから約3分ボタンを押さずにいると、待

機状態に戻ります。

●パスワードを使用したポーリング通信は相

手機種が限定されます。詳しくは、当社の

サービス取扱所へお問い合わせください。

●ポーリング受信するときの通信料金は、受

信側の負担となります。

●マルチポーリング受信を行うとき、同じ相

手先を複数指定することはできません。

●グループダイヤルを指定したときは、グル

ープダイヤルに登録されているワンタッチ

ダイヤルなどの数が相手先の件数に加算さ

れます。ただし、すでにワンタッチダイヤ

ルなどで個別に指定した相手先と重複があ

った場合には、重複分が差し引かれて、1

件として扱われます。

●ポーリング受信は、ダイレクト送信、優先

送信、Fネットアクセスと組み合わせて設

定することはできません。

お知らせ

時刻は24時間制で入力します。

入力を間違えたときは、［クリア］ボ

タンを押して入力し直します。

4
ボタンを押します。セット�

セット�ホ゜ーリンク゛　シ゛ュシン　　�
タイマ＝２０：３０�
　�

●セット操作を中止するには

ボタンを押します。

●セットを解除するには（☛P149）

●複数の相手先を指定するには（☛P103）

相手先の指定（最大170件）には、フルダ

イヤル入力、ワンタッチダイヤル、短縮ダ

イヤル、グループダイヤル、電子電話帳が

使えます。

ワンタッチプログラムダイヤル、中継指示

ダイヤルが登録されているワンタッチボタ

ンは、相手先の指定には使用できません。

複数の相手先を指定したときは、1予約し

かできません。

●タイマポーリング受信できなかったときは
通信結果が通信レポート（☛P205）とし
て出力されます。相手先に確認して、最初
からやり直してください。通信レポートが
出力されないように、設定を変更すること
もできます。（☛P200）

ストップ�

ワンポイント
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受信側の操作で通信を行うには

セットした時刻になると、自動的に

ポーリング受信が開始されます。

タイマポーリング受信がセットされます。

6

ボタンを押します。スタート�

ウケツケＮｏ．＝＜００１＞�
１９９７／０１／２５　１４：４５�
アイテ＝ＮＴＴエイキ゛ョウ�
タイマ＝２０：３０�

スタート�

ポーリング受信を解除する（通信結果表示）

２：シ゛ュシンフ゛ンショ�

＊　ツウシンケッカ／ヨヤクサクシ゛ョ　＊�
１：ソウシンフ゛ンショ�

ボタン、［通信結果］ボタン（ワンタ
ッチボタン30）を押します。
ファンクション�

1 　通信結果�

PB

0

987

654

321

アイテ＝ＮＴＴエイキ゛ョウ�

ウケツケＮｏ．＝＜００７＞　　　�
０１／２５　１１：１０�

ケッカ：ホ゜ーリンク゛シ゛ュシンマチ�

ボタンを押します。
受信文書の通信結果が表示されます。

セット�

3 セット�

を押します。2

２：シ゛ュシンフ゛ンショ�

＊　ツウシンケッカ／ヨヤクサクシ゛ョ　＊�
１：ソウシンフ゛ンショ�2

アイテ＝ＮＴＴシコク�

ウケツケＮｏ．＝＜００６＞　　　�
０１／２５　１１：０７�

ケッカ：ホ゜ーリンク゛シ゛ュシンマチ�

［ ］：1つ前の文書を表示させる

［ ］：次の文書を表示させる

［ ］または［ ］ボタンを押して、解
除したいポーリング受信を検索します。

4 読取濃度�

画　質�

次ページに続きます。

●ポーリング受信を解除できるのは

ディスプレイに「ポーリングジュシンマチ」

と表示されている受信文書のみです。

ワンポイント
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アイテ＝ＮＴＴシコク�

ウケツケＮｏ．＝＜００６＞　　　�
０１／２５　１１：０７�

サクシ゛ョシマスカ　１．ハイ　２．イイエ�

ボタンを押します。
ストップ�

5
ストップ�

受信側の操作で通信を行うには（ポーリング通信）

アイテ＝ＮＴＴシコク�

ウケツケＮｏ．＝＜００６＞　　　�
０１／２５　１１：０７�

　サクシ゛ョシマシタ�

アイテ＝ＮＴＴエイキ゛ョウ�

ウケツケＮｏ．＝＜００７＞�
０１／２５　１１：１０�

ケッカ：ホ゜ーリンク゛シ゛ュシンマチ�

ポーリング受信が解除されます。

続けて受信結果を表示するときは、

手順4の操作から繰り返します。

ボタンを押します。セット�

7

PB

0

987

654

321

２：シ゛ュシンフ゛ンショ�

＊　ツウシンケッカ／ヨヤクサクシ゛ョ　＊�
１：ソウシンフ゛ンショ�

ボタンを押します。セット�

8 セット�

ボタンを押します。
ストップ�

１９９７／０１／２５　１３：３０�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

待機画面に戻ります。

9 ストップ�

アイテ＝ＮＴＴシコク�

ウケツケＮｏ．＝＜００６＞　　　�
０１／２５　１１：０７�

サクシ゛ョシマスカ　１．ハイ　２．イイエ�

を押します。1

6

セット�
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1.ファクスをより便利に使う

親展で送信／受信するには （親展通信）

■親展通信とは
特定の人以外には見られたくない原稿は、親展で送信することができます。親展で送信した原稿は、相手先ファクスの

メモリ内（あらかじめ送付先ごとに開設した親展ボックス）に蓄積され、親展ボックスNo.と、その親展ボックスに登

録してある暗証番号を入力した場合にのみプリントできます。暗証番号を知っている人だけが親展文書を受け取ること

ができるので、機密性の高い通信が行えます。

親展で送信された原稿を受信すると、親展受信レポート（☛P208）が出力されます。

本装置がビジネスホンまたはPBX（構内電話交換システム）に接続されている場合は、指定した内線電話機のディス

プレイに親展受信の結果通知を表示させることもできます。（☛P219）

また、親展ボックスごとにルーティング通信のサブアドレスを登録しておくと、そのサブアドレスを指定して送信され

た文書を親展ボックスで受信することもできます。（☛P158）

■親展通信の準備をする

あらかじめ親展ボックスを開設し（☛P152）、相手の方

に親展ボックスNo.を知らせておきます。

親展ボックスには、以下の内容を登録します。

①親展ボックスNo.（2桁の数字）の登録

②暗証番号（4桁の数字）の登録

③親展ボックスの名称（最大20文字）の登録

④受信結果の通知先の内線番号（最大4桁）の登録

⑤ルーティング通信（☛P158）のサブアドレス（最大

20桁）の登録

必ず相手先の親展ボックスNo.を確認しておいてくださ

い。
●親展ボックスNo.「00」は暗証番号が登録できません。

暗証番号を入力しなくても受信文書をプリントできるの

で、共用の親展ボックスとして利用できます。

●親展通信は、相手機種が限定されます。詳しくは、当

社のサービス取扱所へお問い合わせください。

お知らせ

秘�

秘�
00 01

03 04 05

02

親展ボックスNo.�
暗証番号�

親展ボックス�

親展で受信するには

親展送信をするときは
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親展で送信／受信するには（親展通信）

親展ボックスを開設する
親展受信を行うための親展ボックス（最大10個）を登録（開
設）します。暗証番号を登録しておく必要があります。

2

ボタンを押します。セット�

トウロクス゛ミ�
　シンテンホ゛ックスＮｏ．�
　００　０１　１４　５０�

親展ボックスが登録されているとき

はこの画面が約5秒間表示されます。

シンテンホ゛ックス　シテイ　�

ホ゛ックスＮｏ．＝　�

番号を間違えたときは、［クリア］ボ

タンを押して入力し直します。

1
ボタン、 、 ボタン、

を押します。
セット�6ファンクション�

6

トウロク　モート゛　　　　　（１ー１１）�
４：ホ゜ーリンク゛　ハ゜スワート゛　？�
５：チュウケイ　ハ゜スワート゛　？�
６：シンテンホ゛ックス　？�

3

登録する親展ボックスNo.（00～99）を入
力します。
例：「02」

シンテンホ゛ックス　シテイ　�

ホ゛ックスＮｏ．＝０２　�

セット�

セット�

登録済みの親展ボックスNo.を指定

すると、登録内容の確認／変更／削

除の手順になります。

親展ボックスNo.に「00」を指定し

たときは、手順7へ進みます。

4

ボタンを押します。セット�

ホ゛ックスＮｏ．＝０２�

アンショウ　ハ゛ンコ゛ウ＝�

PB

0

987

654

321

●登録を中止するには

ボタンを押します。

●登録内容を確認／変更するには

①手順1～2の操作をする

②確認／変更する親展ボックスNo.を入力す

る

③ ボタンを押す

④親展ボックスに登録してある暗証番号を入

力する

⑤ ボタンを押す

（暗証番号が違うと「ピッピッピッ」とい

う音が鳴ります。もう一度入力し直してく

ださい。）

⑥ を押す

⑦　　　　 ボタンを押す

⑧手順5～12の操作をする（確認の場合は

各入力手順で ボタンのみを押す。）

⑨　　　ボタンを押す

親展ボックスNo.に「00」を指定したときは、

暗証番号の入力手順はありません。

●登録内容を削除するには

①手順1～2の操作をする

②削除する親展ボックスNo.を入力する

③ ボタンを押す

④親展ボックスに登録してある暗証番号を入

力する

⑤　　　　 ボタンを押す

（暗証番号が違うと「ピッピッピッ」とい

う音が鳴ります。もう一度入力し直してく

ださい。）

⑥ を押す

⑦ ボタンを押す

⑧　 ボタンを押す
親展ボックスNo.に「00」を指定したときは、

暗証番号の入力手順はありません。

●親展文書の受信結果をビジネスホンなどの

内線電話機に表示させるには（☛P219）

手順9で、通知先の内線番号を指定します。

セット�

セット�

セット�

1

セット�

セット�

ストップ�

2

ストップ�

セット�

セット�

ストップ�

ワンポイント
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親展で送信／受信するには
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セット�6
ボタンを押します。セット�

シンテン　ホ゛ックス　メイショウ　シテイ�

番号を間違えたときは、［クリア］ボ

タンを押して入力し直します。

5

暗証番号（4桁の数字）を入力します。
例：「1234�」

ホ゛ックスＮｏ．＝０２�

アンショウ　ハ゛ンコ゛ウ＝１２３４�

次ページに続きます。

●暗証番号は忘れないようご注意ください。

暗証番号を忘れてしまうと受信文書を取り

出すことができなくなります。暗証番号を

忘れた場合には、当社のサービス取扱所へ

お問い合わせください。

お願い

●親展ボックスを削除するときは、親展ボッ

クスの文書をプリントしておく必要があり

ます。（☛P156）

●親展ボックスNo.に「00」を指定すると、

暗証番号のチェックがありませんのでご注

意ください。

お知らせ

7

親展ボックスの名称（最大20文字）を入力
します。
例：「NTTエイギョウ（シンテン）�」

ＮＴＴエイキ゛ョウ（シンテン）�

シンテン　ホ゛ックス　メイショウ　シテイ�

文字を入力するには（☛P44）

入力を間違えたときは、［ ］ま

たは［ ］ボタンを押してカーソ

ルを間違えた文字に移動し、入力し

直します。［クリア］ボタンを押して

最初から入力し直すこともできます。

セット�8
ボタンを押します。セット�

ツウチサキ＝�

シ゛ュシン　ツウチサキ　シテイ�
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1.ファクスをより便利に使う

親展で送信／受信するには（親展通信）

続けて親展ボックスの登録をすると

きは、手順3の操作から繰り返します。

セット�

セット�

12

ボタンを押します。
登録済みのすべての親展ボックスNo.が表示されます。

セット�

　００　０１　０２　１４　５０�

トウロクス゛ミ�
　シンテンホ゛ックスＮｏ．�

9

受信結果の通知先の内線番号（最大4桁）を
入力します。

シ゛ュシン　ツウチサキ　シテイ�
　�
ツウチサキ＝１２３４�

通知先を指定しないときは、何も入
力せずに手順10へ進みます。
番号を間違えたときは［ ］また
は［ ］ボタンを押してカーソル
を間違えた文字に移動し、入力し直
します。［クリア］ボタンを押して最
初から入力し直すこともできます。

例：「1234」

10
ボタンを押します。セット�

ホ゛ックスＮｏ．＝０２　�
　�
サフ゛アト゛レス＝�

PB

0

987

654

321

11

ルーティング通信のサブアドレス（最大20
桁）を入力します。
例：「123456」

ホ゛ックスＮｏ．＝０２　�
　�
サフ゛アト゛レス＝１２３４５６�

サブアドレスを入力しないときは、
何も入力せずに手順12へ進みます。
入力には、 ボタン、 ボ
タンも使用できます。
番号を間違えたときは［ ］また
は［ ］ボタンを押してカーソ
ルを間違えた文字に移動し、入力し
直します。［クリア］ボタンを押して
最初から入力し直すこともできます。

PB

0

987

654

321

●受信結果の通知先とは

本装置をビジネスホンなどに接続してお使

いの場合に、親展文書の受信結果を通知させ

る内線電話機の番号のことです。（☛P219）

●ルーティング通信のサブアドレスとは

（☛P158）

ワンポイント
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親展で送信／受信するには

13

ボタンを押します。
待機画面に戻ります。

ストップ�

１９９７／０１／２４　１３：３０�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

ストップ�

親展で送信する
親展送信をするときは、あらかじめ相手先の親展ボックスNo.
を確認しておいてください。

1

原稿をセットします。（☛P51）

　　　　ケ゛ンコウカ゛アリマス�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

必要に応じて画質と読取濃度を設定
します。（☛P52、53）

2
ボタン、［親展送信］ボタン（ワンタ

ッチボタン20）を押します。
ファンクション�

ホ゛ックスＮｏ．＝�

シンテン　ソウシン�

ラ　親展送信�

3

相手先の親展ボックスNo.を入力します。
例：「02」

ホ゛ックスＮｏ．＝０２�

シンテン　ソウシン�

番号を間違えたときは、［クリア］
ボタンを押して入力し直します。

PB

0

987

654

321

●親展送信では、指定できる相手先は1件の

みです。

●親展送信は、相手先の機種が限定されます。

詳しくは、当社のサービス取扱所へお問い

合わせください。

●親展送信は、中継指示送信、ポーリング受

信またはリモートマルチコピー送信と組み

合わせて設定することはできません。

●Fネット（ファクシミリ通信網）を利用し

た通信はできません。

お知らせ

●送信操作を中止するには

ボタンを押します。

●送信を中断するには（☛P67）

ストップ�

ワンポイント

4
ボタンを押します。セット�

　�

シンテン　ソウシン�

　�

セット�

次ページに続きます。
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1.ファクスをより便利に使う

親展で送信／受信するには（親展通信）

親展受信文書をプリントする

親展で送信された文書を受信すると、ディスプレイに「シンテ
ンジュシン」と表示されて、親展受信レポートが出力されます。
（☛P208）

親展文書を受信したら、親展ボックスNo.を通信結果表示
（☛P84）または親展受信レポートで確認し、受信文書をプリ
ントします。

1

ボ タ ン 、 、 ボ タ ン 、
を押します。

セット�1ファンクション�

3

キノウ　センタク　　　　　　　（１ー３）�
１：ホ゜ーリンク゛　ソウシン　？�

３：シンテン　フ゜リント　？�
２：ケイシ゛ハ゛ン　？�

相手先は、ワンタッチダイヤル

（☛P56）／短縮ダイヤル（☛P57）／

電子電話帳（☛P58）で指定すること

もできます。

１９９７／０１／２５　１５：３０�
　　　　　　　　　　　　　　　　　１０％�

シンテンシ゛ュシン�

2
ボタンを押します。セット�

セット�シンテン　シ゛ュシン　フ゜リント�

ホ゛ックスＮｏ．＝�

●設定操作を中止するには

ボタンを押します。

●親展ボックスNo.が「00」のときは

暗証番号を入力せずに親展受信文書を取り

出すことができます。

●親展受信レポートを出力しないようにする

には（☛P203）

●親展文書の受信をビジネスホンに通知する

には

本装置をビジネスホンなどに接続してお使

いの場合に、親展ボックスごとに受信を通

知したい内線電話機の番号を登録しておく

と（☛P154）、そのビジネスホンのディ

スプレイに親展受信の結果を表示させるこ

とができます。（☛P219）

ワンポイント

6

ボタンを押します。
原稿が読み込まれ、送信が開始されます。

スタート�

アイテ＝０３３５０９５５３８�

ウケツケＮｏ．＝＜００１＞�
１９９７／０１／２５　１５：１０�

スタート�

PB

0

987

654

321

ストップ�

●G4通信ユニット（オプション）を増設し

ているときは（☛P287）

手順5で、G4モードの相手先を指定するこ

とはできません。

ワンポイント

5

相手先を指定します。
例：「0335095538」

アイテ＝　　　　　　　［フルタ゛イヤル］�

シンテン　ソウシン　　　　　　�

０３３５０９５５３８�
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親展で送信／受信するには

3

親展ボックスNo.（00～99）を入力します。
例：「02」

シンテン　シ゛ュシン　フ゜リント�

ホ゛ックスＮｏ．＝０２�

番号を間違えたときは、［クリア］

ボタンを押して入力し直します。

親展ボックスNo.に「00」を指定し

たときは、手順6へ進みます。

指定した親展ボックスに親展文書が

受信されていないときは、「ピッピ

ッピッ」という音が鳴ります。親展

ボックスNo.を確認して、もう一度

手順3からの操作を行います。

PB

0

987

654

321

4

ボタンを押します。セット�

セット�シンテン　シ゛ュシン　フ゜リント�

アンショウ　ハ゛ンコ゛ウ＝＊＊＊＊�

6

ボタンを押します。
受信文書のプリントが開始されます。

セット�

セット�＊＊シンテン　フ゜リント　カイシ＊＊�

5

親展ボックスに登録されている暗証番号（4
桁の数字）を入力します。
入力した暗証番号は表示されません。

例：「1234」

シンテン　シ゛ュシン　フ゜リント�

アンショウ　ハ゛ンコ゛ウ＝＊＊＊＊�

番号を間違えたときは、［クリア］

ボタンを押して入力し直します。

暗証番号が違うと、「ピッピッピッ」

という音が鳴ります。暗証番号を確

認して、もう一度手順5からの操作

を行います。

PB

0

987

654

321

●暗証番号は忘れないようご注意ください。

暗証番号を忘れてしまうと受信文書を取り

出すことができなくなります。暗証番号を

忘れた場合には、当社のサービス取扱所へ

お問い合わせください。

お願い
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1.ファクスをより便利に使う

サブアドレスを指定して通信を行うには
（ルーティング通信）

■ルーティング通信とは
相手先の電話番号のあとに任意の番号（サブアドレス）を指定して通信することをルーティング通信といいます。送信

側が指定したサブアドレスによって、受信側は特定の親展ボックス（☛P151）で受信したり、他のファクスへ転送す

ることができます。

ルーティング通信用のサブアドレスには、任意の番号を最大20桁まで登録できます。

ルーティング通信はG4モードでは行えず、G3モードのときのみ行えます。

最大20桁までの任意のサブアドレスを指定して原稿を送

信することができます。

ルーティング通信では順次同報送信はできません。

送信側の機能

■親展ボックスで受信する
親展通信に使用される親展ボックスごとにサブアドレス

を登録できます。送信側で指定されたサブアドレスが親

展ボックスに登録されているサブアドレスと一致すると、

その親展ボックスで親展受信します。

■他のファクスへ転送する
ルーティング情報ボックスを開設（登録）し、サブアド

レスと転送先、受信通知先などを登録しておくことがで

きます。送信側で指定されたサブアドレスが情報ボック

スに登録されているサブアドレスと一致すると、その情

報ボックスに登録された転送先に受信原稿が転送されま

す。

受信側の機能

A
1111 1234 3344

ルーティング情報ボックス�

○○××△△�

3344

4444

サブアドレス�
指定�

2222 4411

A
4444

親展ボックス�

○
○
×

×

転送�

●ルーティング通信の転送先には

ルーティング通信の機能を持たない相手先や、G4モー

ドの相手先を指定することもできます。

ワンポイント
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サブアドレスを指定して通信を行うには

■ルーティング通信の準備をする
お買い求めのときは、ルーティング通信は「シナイ」に設定されています。ルーティング通信をするときは、あらかじ

め以下の準備をしておきます。

●ルーティング通信は、相手機種が限定されます。

●指定したサブアドレスがどのように使用されるかは、

相手側のファクスの設定によって変わります。

●ルーティング通信のサブアドレスは、ISDNのサブアド

レスとは異なります。

●親展ボックスとルーティング情報ボックスに同じサブ

アドレスを登録すると、親展ボックスのサブアドレスが

有効となります。

●通信結果を通知できるビジネスホンまたはPBX（構内電

話交換システム）は、機種が限定されます。詳しくは、当

社のサービス取扱所へお問い合わせください。（☛P219）

お知らせ

送信側の準備 受信側の準備

ルーティングの設定を「スル」にする（☛P160）

ルーティングの設定を「スル」にする（☛P160）

ルーティングの設定を「スル」にする（☛P160）

ルーティング情報ボックスを登録する（☛P161）

情報ボックスには次の内容を登録します。

①情報ボックスNo.（01～10）

②サブアドレス（最大20桁）

③通信結果の通知先の内線番号（4桁以内）

④受信原稿の転送先（ワンタッチダイヤルまたは短縮

ダイヤル）

⑤転送原稿を本装置でプリントするかどうかの指定

転送の相手先を、ワンタッチダイヤルまたは短縮ダイ

ヤルに登録する（☛P104、108）

親展ボックスにサブアドレスを登録する（☛P154）

●受信原稿の転送がエラーになったときは

管理者番号で指定した内線電話機に通知させることも

できます。（☛P228）

ワンポイント

■親展ボックスで受信するとき

■他のファクスへ転送するとき
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1.ファクスをより便利に使う

サブアドレスを指定して通信を行うには
（ルーティング通信）

ルーティング通信を設定する

1
ボタン、 、 ボタン、 、
ボタン、 を押します。

2セット�5ファンクション�

７：ルーティンク゛　？�
８：ＰＣセツソ゛ク　？�

キノウ　セッテイ　　　　　　　（１ー８）�

セット� 7

または を押して、ルーティング通信
をするかどうかを選択します。

：ルーティング通信をしない

：ルーティング通信をする

例： を押した場合2

21

2

3

ボタンを押します。セット�

１．シナイ�
２．スル�

ルーティンク゛�

２．スル�

ルーティンク゛�
１．シナイ�

セット�

PB

0

987

654

321

4
ボタンを押します。セット�

７：ルーティンク゛　？�
８：ＰＣセツソ゛ク　？�

キノウ　セッテイ　　　　　　　（１ー８）� セット�

5
ボタンを押します。

ストップ�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�
１９９７／０１／２５　１５：４５� ストップ�

1

2

●設定操作を中止するには

ボタンを押します。

ワンポイント

●ルーティング通信の設定は、一度設定する

と次に変更するまで変わりません。

お知らせ

ストップ�

お買い求めのときは、ルーティング通信を「シナイ」に設定さ
れています。ルーティング通信をご利用になるときは、あらか
じめルーティング通信を「スル」に設定しておきます。
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サブアドレスを指定して通信を行うには

●登録操作を中止するには

ボタンを押します。

●登録内容を確認／変更するには

①手順1～4の操作をする

② を押す

③ ボタンを押す

④手順5～12の操作をする（確認の場合は各

入力手順で ボタンのみを押す。）

⑤　　　ボタンを押す

●登録内容を削除するには

①手順1～4の操作をする

② を押す

③ ボタンを押す

④　　　ボタンを押す

●登録できる情報ボックスの数は

「01」～「10」までの10個です。

●ルーティング通信の転送先は

ルーティング通信の機能を持たない相手先

やG4モードの相手先を指定することもでき

ます。

セット�

2

セット�

セット�

1

ワンポイント

ルーティング情報ボックスを登録する

1
ボタン、 、 ボタン、

を押します。
7セット�6ファンクション�

８：ヘ゛ル　カイスウ　？�
９：シ゛ト゛ウ　サイタ゛イヤル　？�

７：ルーティンク゛　シ゛ョウホウ　？�
トウロク　モート゛　　　　　（１ー１１）�

3

情報ボックスNo.（01～10）を入力します。
例：「02」

2

ボタンを押します。セット�

　０１　０３　０８�

トウロク　ス゛ミ　ホ゛ックスＮｏ．　�
セット�

登録済みの情報ボックスがあるとき

は情報ボックスNo.が約5秒間表示

されます。

入力を間違えたときは、［クリア］

ボタンを押して入力し直します。

登録済みの情報ボックスNo.を指定

すると、登録内容の確認／変更／削

除の画面が表示されます。

4

ボタンを押します。セット�

サフ゛アト゛レス＝�

ホ゛ックスＮｏ．＝０２�

ホ゛ックスＮｏ．＝０２�

ルーティンク゛　シ゛ョウホウ（１ー１０）�

セット�

PB

0

987

654

321

次ページに続きます。

ストップ�

ストップ�

ストップ�

●ルーティング通信を「シナイ」に設定して

いるときは、ルーティング情報ボックスを

登録することはできません。

●転送時のエラーによって転送できなかった

場合は、転送元のファクスで転送エラーの

レポートと受信原稿が自動的にプリントさ

れます。

お知らせ

転送先を登録するときは、あらかじめ転送先をワンタッチダイ
ヤルまたは短縮ダイヤルに登録しておきます。
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1.ファクスをより便利に使う

サブアドレスを指定して通信を行うには
（ルーティング通信）

結果通知をしないときは、何も入力

せずに手順8へ進みます。

入力を間違えたときは、［ ］ま

たは［ ］ボタンを押してカーソ

ルを間違えた文字に移動し、入力し

直します。［クリア］ボタンを押して

最初から入力し直すこともできます。

6

ボタンを押します。セット�

ツウチサキ＝�

ホ゛ックスＮｏ．＝０２� セット�

8
ボタンを押します。セット�

アイテ＝　�

テンソウサキ�

　�

セット�

7

通信結果の通知先の内線番号（最大4桁）を
入力します。
例：「1234」

ツウチサキ＝１２３４�

ホ゛ックスＮｏ．＝０２�

PB

0

987

654

321

入力には、 ボタン、 ボタ

ンも使用できます。

入力を間違えたときは、［ ］ま

たは［ ］ボタンを押してカーソ

ルを間違えた文字に移動し、入力し

直します。［クリア］ボタンを押して

最初から入力し直すこともできます。

すでに通知先が登録されているとき

は、通知先が表示されます。

5

サブアドレス（最大20桁）を入力します。
例：「123456」

サフ゛アト゛レス＝１２３４５６�

ホ゛ックスＮｏ．＝０２�

PB

0

987

654

321

●通信結果の通知先とは

本装置をビジネスホンなどに接続してお使

いの場合に、転送送信の通信結果などを表

示させる内線電話機のことです。（☛P219）

ワンポイント

お知らせ

●親展ボックスとルーティング情報ボックス

に同じサブアドレスを登録すると、親展ボッ

クスのサブアドレスが有効になります。

●受信原稿の転送先は、1件のみ指定できま

す。



11

または を押して、転送原稿を本装置
でプリントするかどうかを選択します。

：プリントしない

：プリントする

例： を押した場合2

21

1
2
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サブアドレスを指定して通信を行うには

13
ボタンを押します。

ストップ�

１９９７／０１／２５　１６：００�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

ストップ�

10
転送先を確認して、 ボタンを押します。セット�

２．スル�

テンソウケ゛ンコウ　シュツリョク�
１．シナイ�

２．スル�

テンソウケ゛ンコウ　シュツリョク�
１．シナイ�

セット�

PB

0

987

654

321

9

受信原稿の転送先（他のファクス）を、ワン
タッチダイヤル（☛P56）／短縮ダイヤル
（☛P57）／電子電話帳（☛P58）で指定します。
例：ワンタッチボタン01

アイテ＝　　　　　　　［ワンタッチ０１］
ＮＴＴエイキ゛ョウ

テンソウサキ

　

12
ボタンを押します。セット�

　０１　０２　０３　０８�

トウロクス゛ミ　ホ゛ックスＮｏ．　� セット�

登録済みのすべての情報ボックスNo.が表示されます。

入力を間違えたときは、［クリア］ボタ

ンを押して指定し直します。
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1.ファクスをより便利に使う

サブアドレスを指定して通信を行うには
（ルーティング通信）

サブアドレスを指定して送信する

1

原稿をセットします。（☛P51）

　　　　ケ゛ンコウカ゛アリマス�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

3
ボタンを押します。セット�

サフ゛アト゛レス　　　　　　　　［Ｇ３］�

＝�

セット�

必要に応じて画質と読取濃度を設定

します。（☛P52、53）

相手先は、ダイヤル入力（フルダイ

ヤル、☛P54）／短縮ダイヤル

（☛P57）／電子電話帳（☛P58）

で指定することもできます。

入力には、 ボタン、 ボ

タンも使用できます。

番号を間違えたときは、［ ］ま

たは［ ］ボタンを押してカーソ

ルを間違えた文字に移動し、入力し

直します。［クリア］ボタンを押して

最初から入力し直すこともできます。

2

相手先を指定します。
例：ワンタッチボタン01

ソウシン　　　　　　　　　　　１アテサキ�

アイテ＝　　　　　　　［ワンタッチ０１］�
ＮＴＴエイキ゛ョウ�

PB

0

987

654

321

4

サブアドレスを入力します。
例：「123456」

サフ゛アト゛レス　　　　　　　　［Ｇ３］�

＝１２３４５６�

●送信操作を中止するには

ボタンを押します。

●送信を中断するには（☛P67）

●送信通知（☛P222）を「スル」に設定し

ているときは

手順5のあと、通知先を指定する画面が表

示されます。通知先を指定するときは内線

番号を入力し、指定しないときはそのまま

ボタンを押します。

●G4通信ユニット（オプション）を増設し

ているときは（☛P287）

ルーティング通信はG4モードでは行えま

せん。必ずG3モードの相手先を指定して

ください。

セット�

ワンポイント

お知らせ

ストップ�

●ルーティング通信を「シナイ」に設定して

いるときは、サブアドレスを指定すること

はできません。

●相手先を2件以上指定しているときや、親

展送信、リモートマルチコピー送信、中継

指示送信、ポーリング受信では、サブアド

レスを指定することはできません。

●手順2で相手先をダイヤル入力（フルダイ

ヤル）した場合は、ダイヤル入力のあ

と ボタンを押します。

●サブアドレスを受信できない相手先に送信

したときは、ディスプレイに「ヨウキュウ

キノウガ　アリマセン」と表示され、送信

できません。

●指定したサブアドレスが間違っていた場合

など、対応する処理が設定されていなかっ

た場合は、ディスプレイに「ツウシン　エ

ラー」と表示され、送信できません。

セット�
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サブアドレスを指定して通信を行うには

原稿が読み込まれ、送信が開始され

ます。6

ボタンを押します。スタート�

１９９７／０１／２５　１６：１５�
アイテ＝ＮＴＴエイキ゛ョウ�

ウケツケＮｏ．＝＜００１＞�

スタート�

5

ボタンを押します。セット�

スタートホ゛タン　ヲ　オシテクタ゛サイ� セット�

送信通知を「スル」に設定している

ときは通知先を指定する画面が表示

されます。

メ　モ
親展ボックス、ルーティング情報ボックスの登録内容を下の表に書き込み、忘れないようにしてください。

〈親展ボックス〉

ボックスNo. ボックス名称 サブアドレス 用　　途

〈ルーティング情報ボックス〉

ボックスNo. サブアドレス 用　　途
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1.ファクスをより便利に使う

原稿を暗号化して送信／受信するには
（サイファ通信）

■サイファ通信とは
NTT独自の暗号化方式「FEAL-8」（Fast Data Encipherment Algorithm）を使って、文書を暗号化して通信する

ことができます。16進数16桁のサイファキー（暗号を解くためのキーワード）が送信側と受信側とで一致しないと、

文書を送信することができません。また、万一通信内容を盗聴されても画像を復元することができないので、特定の人

にしか見られたくない文書を送信するときも安心です。

最大40個の任意のサイファキーをサイファキーNo.（00～39）に登録しておき、通信相手ごとにサイファキーNo.に

よって指定します。

サイファキーNo.の指定方法にはあらかじめワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルに登録しておく方法と、送信時にサイ

ファキーNo.を入力する方法とがあります。

受信側では、送信側から送られてきた発信元番号（ファクス番号）を、ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルの登録内容

と照合し、一致したダイヤルに登録されているサイファキーNo.によって、対応するサイファキーを選択します。サイ

ファキーが一致した場合にのみサイファ受信ができます。

●サイファ通信はG3モードでのみ行えます。G4通信ユ

ニット（オプション）を増設してISDN回線のみでお使

いの場合には、サイファ通信は利用できません。

●サイファ通信は相手機種が限定されます。詳しくは当

社のサービス取扱所へお問い合わせください。

●共通サイファキーを使ってサイファ送信をする場合で

も、受信側に同じサイファキーが登録されている必要

があります。

●Fネット（ファクシミリ通信網）を利用した通信では、

サイファ通信できません。

お知らせ

●サイファキーNo.「00」のサイファキーは

送信時にサイファキーNo.が指定されなかった場合

や、受信時に発信元番号に一致するダイヤル登録がさ

れていない場合の「共通サイファキー」として使用さ

れます。

ワンポイント

暗号化�

秘�

復元�

秘�

サイファキー� サイファキー�
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原稿を暗号化して送信／受信するには

■サイファ通信の準備をする
サイファ通信をするには、送信側と受信側とで、あらかじめ以下の準備をしておきます。

■どんなときにどんな操作でサイファ送信をするか
サイファ送信を行えるのは、以下のそれぞれの条件に当てはまる場合のみです。

G4モードの相手先とはサイファ通信できません。

発信元番号（ファクス番号）を正確に登録する

（☛P38）

送信側と受信側のそれぞれに、同じサイファキーを

登録する（☛P169）

サイファキー登録用の暗証番号（4桁の数字）を登

録する（☛P168）

ワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルにサイファ

通信の相手先を登録し、相手先と同じサイファキー

が登録してあるサイファキーNo.を登録する

ー○

ー：操作が不要
○：操作が必要

相手先の指定方法
サイファ
送信指定※

サイファキー
No.の入力

送信時に使用される
サイファキー

送信時の操作

特定の
サイファキーNo.
のサイファキー

共通
サイファキー

サイファキーNo.を登録したワンタッチダイヤル

サイファキーNo.を登録した短縮ダイヤル

ダイヤル入力（フルダイヤル）

サイファキーNo.を登録していないワンタッチダイヤルまたは短
縮ダイヤル

ダイヤル入力（フルダイヤル）

ー ー

○ ー

○ ○

○ ー

※� ボタンを押して、［サイファ送信］ボタン（ワンタッチボタン01）を押します。ファンクション�

●サイファ送信は、順次同報送信、タイマ通信、中継指示

送信、リモートマルチコピー送信、ポーリング通信、親

展送信、ルーティング通信と組み合わせて設定すること

ができます。

お知らせ



168

1.ファクスをより便利に使う

原稿を暗号化して送信／受信するには
（サイファ通信）

サイファキー登録用の暗証番号を登録する

暗証番号を入力しなければ、サイファキーを登録することはで
きません。サイファキー登録用の暗証番号は、サイファキー登
録を最初に行ったときに設定します。

1
ボタン、 を押します。7ファンクション�

　�
　�

ファンクション　　　　　　　　（１ー７）�
７：サイファ　トウロク　モート゛　？�

3

サイファキー登録用の暗証番号（4桁の数字）
を入力します。

　�

サイファ　トウロク�
　�
アンショウ　ハ゛ンコ゛ウ＝１２３４�

PB

0

987

654

321

2
ボタンを押します。セット�

セット�

アンショウ　ハ゛ンコ゛ウ＝�
　�

サイファ　トウロク�
　�

番号を間違えたときは、［クリア］

ボタンを押して入力し直します。

4

ボタンを押します。セット�

３：サイファキー　リスト　？�

サイファ　トウロク�
１：サイファ　キー　トウロク　？�
２：アンショウ　ハ゛ンコ゛ウ　ヘンコウ？�

（１ー３）� セット�

続けてサイファキーの登録をすると

きは、「サイファキーを登録する」

（☛P169）の手順5からの操作を行

います。

5

ボタンを押します。
待機画面に戻ります。

ストップ�

１９９７／０１／２４　１３：３０�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

ストップ�

●登録操作を中止するには

ボタンを押します。

●暗証番号を変更するには

①手順1～2の操作をする

②現在登録してある暗証番号を入力する

③　　　　 ボタンを押す

④ を押す

⑤ ボタンを押す

⑥新しい暗証番号を入力する

⑦　　　　 ボタンを押す

⑧ ボタンを押す
ストップ�

セット�

2

ストップ�

セット�

セット�

ワンポイント

●暗証番号を忘れないようにご注意ください。

暗証番号を忘れてしまうと、サイファキー

の登録ができなくなります。暗証番号を忘

れてしまったときは、NTT窓口等へお問い

合わせください。この場合には、すべての

サイファキー登録が消去されます。

お願い



●登録操作を中止するには

ボタンを押します。

●サイファキーNo.「00」のサイファキーは

サイファキーNo.が指定されなかった場合

の共通サイファキーとして使用されます。

●サイファキーを削除するには

①手順1～6の操作をする

②削除するサイファキーNo.を押す

③ ボタンを押す

④［クリア］ボタンを押す

⑤　　　　 ボタンを押す

⑥ ボタンを押す

●サイファキーリストをプリント出力するに

は（☛P213、218）

ストップ�

セット�

ストップ�

セット�
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原稿を暗号化して送信／受信するには

サイファキーを登録する

1
ボタン、 を押します。7ファンクション�

　�

ファンクション　　　　　　　　（１ー７）�
７：サイファ　トウロク　モート゛　？�

3

サイファキー登録用の暗証番号（4桁の数字）
を入力します。

アンショウ　ハ゛ンコ゛ウ＝＊＊＊＊�
　�

サイファ　トウロク�
　�

PB

0

987

654

321

2
ボタンを押します。セット�

アンショウ　ハ゛ンコ゛ウ＝＊＊＊＊�
　�

サイファ　トウロク�
　�

セット�

4

ボタンを押します。セット�

３：サイファキー　リスト　？�

サイファ　トウロク�
１：サイファ　キー　トウロク　？�
２：アンショウ　ハ゛ンコ゛ウ　ヘンコウ？�

（１ー３）� セット�

5

を押します。1

３：サイファキー　リスト　？�

サイファ　トウロク�
１：サイファ　キー　トウロク　？�
２：アンショウ　ハ゛ンコ゛ウ　ヘンコウ？�

（１ー３）�

PB

0

987

654

321

入力を間違えたときは、［クリア］

ボタンを押して入力し直します。

暗証番号が違うときは「ピッピッピ

ッ」という音が鳴ります。暗証番号

を確認して、もう一度手順3からの

操作を行います。

次ページに続きます。

ワンポイント

●ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルなどに

登録してあるサイファキーNo.のサイファ

キー登録を削除した場合には、必ず対応す

るワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルのサ

イファキーNo.も消去してください。

お願い

暗証番号がすでに登録されていると

き、入力した暗証番号は「＊」で表

示されます。

●ダイヤル待ちや送信待ちになっているとき

は、サイファキーを登録できません。

お知らせ
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1.ファクスをより便利に使う

原稿を暗号化して送信／受信するには
（サイファ通信）

6
ボタンを押します。セット�

サイファキーＮｏ．＝�

サイファ　キー　シテイ�
　�

セット�

8
ボタンを押します。セット�

サイファキー＝　　　　（キーＮｏ＝０１）�

サイファ　キー　シテイ�
　�

セット�

7

登録するサイファキーNo.（00～39）を入
力します。
例：「01」

サイファキーＮｏ．＝０１�

サイファ　キー　シテイ�
　�

PB

0

987

654

321

入力を間違えたときは、［クリア］ボ

タンを押して入力し直します。

9

サイファキー（16桁の16進数）を入力しま
す。
例：「1234567890ABCDEF」

サイファキー＝　　　　（キーＮｏ＝０１）�

サイファ　キー　シテイ�
　�

１２３４　５６７８　９０ＡＢ　ＣＤＥＦ�
PB

0

987

654

321

16進数は、0～9の数字とA～Fのア

ルファベットで表示します。右のワ

ンポイントを参照して入力してくだ

さい。

入力を間違えたときは、［ ］ま

たは［ ］ボタンを押してカーソ

ルを間違えた桁に移動し、入力し直

します。［クリア］ボタンを押して最

初から入力し直すこともできます。

～

●16進数を入力するには

～ 、 を使って入力します。90

0 9

1

2

3

4

5

6

入力する16進数 押すボタン

0～9

A

B

C

D

E

F

ワンポイント

※ワンタッチボタンの文字キーでも入力でき

ます。
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原稿を暗号化して送信／受信するには

10

ボタンを押します。セット�

サイファキーＮｏ．＝�

サイファ　キー　シテイ�
　�

　�

セット�

続けてサイファキーを登録する場合

は、手順7の操作から繰り返します。

11

ボタンを押します。
待機画面に戻ります。

ストップ�

１９９７／０１／２４　１３：３０�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

ストップ�

サイファ送信をする

1

原稿をセットします。（☛P51）

　�

　　　　ケ゛ンコウカ゛アリマス�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

　�

必要に応じて画質と読取濃度を設定

します。（☛P52、53）

2

ボタン、［サイファ送信］ボタン（ワン
タッチボタン01）を押します。
サイファ送信ランプが点灯します。

ファンクション�

　�

　　　　ケ゛ンコウカ゛アリマス�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

　�

ア　サイファ送信�

●送信操作を中止するには

ボタンを押します。

●送信を中断するには（☛P67）

●ワンタッチダイヤルにサイファキーNo.を

登録しておくと

サイファ送信を指定しなくても、ワンタッ

チダイヤルの通常の送信操作を行うだけ

で、自動的にサイファ送信（オートサイフ

ァ）が指定されます。（☛P104）

●短縮ダイヤルにサイファキーNo.を登録し

ておくと

ボタンと［サイファ送信］ボタン

（ワンタッチボタン01）を押したあと、短

縮ダイヤルの通常の送信操作を行えば、サ

イファ送信が指定されます。（☛P108）

●いつもサイファ送信を利用するときは

サイファ送信をよくご利用になる場合は、

ホームポジションのサイファ送信設定を

「ON」にしておくと、つねにサイファ送信

の状態にしておくことができます。

（☛P249）

ファンクション�

ストップ�

ワンポイント

次ページに続きます。
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1.ファクスをより便利に使う

原稿を暗号化して送信／受信するには
（サイファ通信）

4
ボタンを押します。セット�

セット�

サイファキーＮｏ．＝�

サイファ　シテイ�
　�

　�

3

相手先を指定します。
例：「0335095538」

アイテ＝　　　　　　　［フルタ゛イヤル］�

ソウシン　　　　　　　　　　　１アテサキ�
　�

０３３５０９５５３８�

相 手 先 を ワ ン タ ッ チ ダ イ ヤ ル

（☛P56）／短縮ダイヤル（☛P57）／

電子電話帳（☛P58）で指定したとき

は、手順4～6は省略されます。

PB

0

987

654

321

5

サイファキーNo.（2桁の数字）を入力しま
す。
例：「01」

PB

0

987

654

321

サイファキーＮｏ．＝０１�

サイファ　シテイ�
　�

　�

入力を間違えたときは、［クリア］

ボタンを押して入力し直します。

6
ボタンを押します。セット�

セット�

アイテ＝　　　　　　　［フルタ゛イヤル］�

ソウシン　　　　　　　　　　　１アテサキ�
　�

０３３５０９５５３８�

7

ボタンを押します。
原稿が読み込まれ、送信が開始されます。

スタート�

アイテ＝０３３５０９５５３８�

ウケツケＮｏ．＝＜００１＞�
１９９７／０１／２５　１６：５０�

　�

スタート�

●手順4で、登録されていないサイファキー

No.を入力すると「サイファキーガ　トウ

ロク　サレテイマセン」と表示されます。

●ワンタッチプログラムダイヤルの登録時に

サイファ送信を設定しておくと（☛P115）、

相手先として登録されているワンタッチダ

イヤルや短縮ダイヤルにサイファキーNo.

が登録されているかどうかにかかわらず、

サイファ送信が行われます（オートサイフ

ァ）。このとき、サイファキーNo.が未登録

であれば、共通サイファキー（サイファキ

ーNo.00）が自動的に選択されます。

●サイファ送信で、サイファキーNo.が指定

されなかった場合は、自動的にサイファキ

ーNo.00が選択されます。サイファ通信を

お使いになる場合には、サイファキー

No.00のサイファキーを登録するようおす

すめします。（☛P169）

●サイファ送信で複数の相手先を指定したと

きは、すべての相手先に対してサイファ送

信され、個別にサイファ送信を設定するこ

とはできません。

お知らせ

●複数の相手先（最大170件）を指定すると

きは

手順3～6の操作を繰り返します。

●G4通信ユニット（オプション）を増設し

ているときは（☛P287）

手順3で、G4モードの相手先を指定するこ

とはできません。

ワンポイント
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1.ファクスをより便利に使う

ファクスが送信されてきたとき、相手先から送られてくる発信元番号（発信元のファクス番号）の下4桁と、
本装置のワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルに登録された電話番号の下4桁とが一致する場合にのみ、ファ
クスを受信します。セレクト受信を設定すると、いたずらファクスや無用のファクスの受信を防止すること
ができます。

受信する相手を限定するには（セレクト受信）

ボタン、 、 ボタン、 、

ボタン、 を押します。

2セット�5ファンクション�

セレクト受信を設定する

２：セレクト　シ゛ュシン　？�

キノウ　セッテイ　　　　　　　（１ー８）�
１：リモート　シ゛ュシン　？�

３：チュウケイ　ト゛ウホウ　？�

ボタンを押します。セット�

２．スル�

セレクト　シ゛ュシン�
１．シナイ�

　�

２．スル�

セレクト　シ゛ュシン�
１．シナイ�

　�

：セレクト受信をしない

：セレクト受信をする

例： を押した場合2

2

1

1

2 セット�

ボタンを押します。セット�

２：セレクト　シ゛ュシン　？�

キノウ　セッテイ　　　　　　　（１ー８）�
１：リモート　シ゛ュシン　？�

３：チュウケイ　ト゛ウホウ　？�

4 セット�

または を押して、セレクト受信をす
るかどうかを選択します。

21

3

PB

0

987

654

321

●設定操作を中止するには

ボタンを押します。
ストップ�

ワンポイント

セット� 2

ボタンを押します。
ストップ�

１９９７／０１／２４　１３：３０�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

待機画面に戻ります。

5 ストップ�

●セレクト受信をしたい相手先のファクス番

号は、あらかじめワンタッチダイヤルや短

縮ダイヤルに登録しておきます。

ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルに、相

手先のファクス番号が正しく登録されてい

ないと、相手先からのファクスを受信する

ことができません。

●相手先が発信元番号（発信元のファクス番

号）を正しく登録していないと、ファクス

を受信することができません。特定の相手

からのファクスを受信できないときは、相

手先の発信元番号登録を確認してください。

●相手先から送られた発信元番号が4桁未満

のときは、ワンタッチダイヤルや短縮ダイ

ヤルに同じ桁数で登録されていないと、受

信することができません。

●手動受信、ポーリング通信をしているとき

は、セレクト受信は行われません。

●セレクト受信の設定は、一度設定したら次

に変更するまで変わりません。

●Fネットサービスの無鳴動自動受信

（☛P182）をした場合でも、Fネットから

送信された発信元番号の下4桁と一致した

場合にのみ受信されます。ただし、一斉受

信など、セレクト受信が働かない場合があ

ります。

お知らせ
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お買い求めのときは、セレクト受信を「シナイ」に設定されて
います。
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1.ファクスをより便利に使う

2枚の原稿を1枚の記録紙にプリントす
るには

■ページ合成受信とは
相手の方が、セットされている記録紙の2分の1のサイズの原稿を連続して送ってきた場合に、2枚の原稿
を合成して1枚の記録紙にプリントすることができます。A5横、B5横サイズなど、小さいサイズの原稿を
受信するときに、記録紙を節約することができます。

受信原稿サイズ カセットにセットされている記録紙サイズ 選択される記録紙

A5横×2枚
B4、A4 A4×1枚

A4、A5横（※） A5横×2枚

A4横×2枚
A3、A4 A3×1枚

A3、A4横（※）

（※）受信原稿サイズと同じサイズの記録紙がカセットにセットされているときは、同じサイズの記録紙（2枚）に
プリントされます。

[例]

A4横×2枚

B5横×2枚
B4、A4 B4×1枚

B4、B5横（※） B5横×2枚

（1）�

（2）�

出力�

A5横�
（1）�

A5横�
（2）�

受信�

A4
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ボタン、 、 ボタン、 、

ボタン、 を押します。

2セット�5ファンクション�

ページ合成受信を設定する

５：リモートマルチコヒ゜ー　シ゛ュシン？�

キノウ　セッテイ　　　　　　　（１ー８）�
４：ヘ゜ーシ゛コ゛ウセイ　シ゛ュシン　？�

６：ヒ゛シ゛ネスホン　ツウチ　？�

ボタンを押します。セット�

２．スル�

ヘ゜ーシ゛コ゛ウセイ　シ゛ュシン�
１．シナイ�

　�

２．スル�

ヘ゜ーシ゛コ゛ウセイ　シ゛ュシン�
１．シナイ�

　�

：ページ合成受信をしない

：ページ合成受信をする

例： を押した場合2

2

1

1

2 セット�

ボタンを押します。セット�

５：リモートマルチコヒ゜ー　シ゛ュシン？�

キノウ　セッテイ　　　　　　　（１ー８）�
４：ヘ゜ーシ゛コ゛ウセイ　シ゛ュシン　？�

６：ヒ゛シ゛ネスホン　ツウチ　？�

4 セット�

または を押して、ページ合成受信を
するかどうかを選択します。

21

3
PB

0

987

654

321

●設定操作を中止するには

ボタンを押します。
ストップ�

ワンポイント

セット� 4

ボタンを押します。
ストップ�

１９９７／０１／２４　１３：３０�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

待機画面に戻ります。

5 ストップ�

●ページ合成受信の設定は、一度設定したら

次に変更するまで変わりません。

お知らせ
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2枚の原稿を1枚の記録紙にプリントするには

ページ合成受信をするかどうかを設定します。お買い求めのと
きは、ページ合成受信を「スル」に設定されています。



0：00

12：00

6：0018：00

タイマ1
8：30

タイマ2
21：00

自動受信�

手動受信�
（手動受信に�
切り替え）�

（自動受信に�
切り替え）�
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1.ファクスをより便利に使う

受信モードを設定した時刻に切り替えるには
（受信モードタイマ切替）

毎日の指定した時刻に、受信モードを自動的に切り替えることができます。ダイヤルイン（☛P179）が設
定されているときは、設定できません。

ボタン、 、 ボタン、
を押します。

2セット�3ファンクション�

受信モードタイマ切替を設定する

２：タイマキリカエ　セッテイ　？�

シ゛ュシン　モート゛　　　　　（１ー３）�
１：シ゛ト゛ウ　シ゛ュシン　セッテイ　？�

３：タ゛イヤルイン　セッテイ　？�

ボタンを押します。セット�

２．スル�

タイマ　キリカエ　　　　　　　（１ー２）�
１．シナイ�

　�

1

2 セット�

ボタンを押します。セット�

タイマ１　　　　　　　シ゛ュシンモート゛�
　　：　　　　　　　　　　［シ゛ト゛ウ］�

　�

4 セット�

●設定操作を中止するには

ボタンを押します。

●設定を変更するには

最初からやり直します。

ストップ�

ワンポイント

２．スル�

タイマ　キリカエ　　　　　　　（１ー２）�
１．シナイ�

：受信モードタイマ切替をしない

：受信モードタイマ切替をする

例： を押した場合2

2

1

または を押して、受信モードタイマ
切替をするかどうかを選択します。

21

3
PB

0

987

654

321

を押したときは手順10へ進みます。1

■受信モードタイマ切替の例
例：8:30から手動受信する

21:00から自動受信する

●受信モードタイマ切替の設定は、一度設定

すると次に変更するまで変わりません。

お知らせ

お買い求めのときは、受信モードタイマ切替を「シナイ」に設
定されています。
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受信モードを設定した時刻に切り替えるには

ボタンを押します。セット�

　�

タイマ２　　　　　　　シ゛ュシンモート゛�
　　：　　　　　　　　　　［シ゛ト゛ウ］�

　�

7 セット�

　�

タイマ２　　　　　　　シ゛ュシンモート゛�
２１：００　　　　　　　　［シ゛ト゛ウ］�

　�

タイマ2は省略することもできます。

例：午後9時00分

（「2100」と入力する）

時刻は24時間制で入力します。

入力を間違えたときは、［クリア］

ボタンを押して入力し直します。

タイマ2の時刻を入力します。

8
PB

0

987

654

321

　�

タイマ１　　　　　　　シ゛ュシンモート゛�
０８：３０　　　　　　　　［シュト゛ウ］�

　�

例：手動受信

受信モードは（☛P74）

ボタンを押して、タイマ1の受信モー
ドを選択します。
受信モード�

6 受信モード�
（サブアドレス）�

　�

タイマ１　　　　　　　シ゛ュシンモート゛�
０８：３０　　　　　　　　［シ゛ト゛ウ］�

　�

例：午前8時30分

（「0830」と入力する）

時刻は24時間制で入力します。

入力を間違えたときは、［クリア］ボタン

を押して入力し直します。

タイマ1の時刻を入力します。

5
PB

0

987

654

321

次ページに続きます。
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ボタンを押します。セット�

　�
　�
２：タイマキリカエ　セッテイ　？�

シ゛ュシン　モート゛　　　　　（１ー３）�
１：シ゛ト゛ウ　シ゛ュシン　セッテイ　？�

３：タ゛イヤルイン　セッテイ　？�

10 セット�

ボタンを押します。
ストップ�

１９９７／０１／２４　１３：３０�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

待機画面に戻ります。

11 ストップ�

　�

タイマ２　　　　　　　シ゛ュシンモート゛�
２１：００　　　　　　　　［シ゛ト゛ウ］�

　�

例：自動受信

受信モードは（☛P74）

ボタンを押して、タイマ2の受信モー
ドを選択します。
受信モード�

9 受信モード�
（サブアドレス）�

1.ファクスをより便利に使う

受信モードを設定した時刻に切り替えるに
は
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■ダイヤルインとは
NTTのダイヤルインサービスをご利用になると、1本の電話回線で利用している電話とファクスに別々の電話番号を割

り当てて、電話とファクスを使い分けることができます。ダイヤルインをご利用になるには、NTTのダイヤルインサー

ビスに加入する必要があります。

ダイヤルインを利用すると

ダイヤルインサービスご契約についての注意

■ ファクスのとき

相手が電話用の番号を使って呼び出す

呼出音が鳴る

受話器を取りあげて話をする

相手がファクス用の番号を使って呼び出す

自動的にファクスを受信する

ダイヤルイン利用中に停電に
なったときの電話の受け方

呼出音が鳴る

呼出音が2回鳴り終わるまでに、受話器を取りあげる

「ピッポッパッポッ」という音が聞こえる

受話器を置く

1～2秒してからもう一度受話器を取りあげて話をする

●ダイヤルインサービスをご契約の際は、送出番号は
必ず4桁にしてください。
●ダイヤルインサービスに加入すると、現在お使いに
なっている電話番号が変わることがあります。
●地域によりダイヤルインサービスを受けられない場
合があります。NTT窓口等へご確認のうえ、ダイヤ
ルインサービスをお申し込みください。
●ダイヤルインサービスをご利用になる場合、次のサ
ービスとの同時契約はできません。
キャッチホン、トリオホン、転送でんわ、でんわ会
議、トーキ案内、ピンク電話など

●Fネットとの同時契約はできますが、一部利用形態
に制約があります。詳しくはNTT窓口等へお問い合
わせください。
●ファクスと電話を同時に使用することはできませ
ん。
●停電が起きたとき、電話とファクスは使用できませ
ん。

ダイヤルインサービスをご契約になるときは、次のことに注意してください。

停電になると、通常の操作では電話を受けることができ

ません。次の手順で電話を受けてください。

■ 電話のとき

○○○○ー△△△△�

○○○○ー△△××�

※電話への呼出音は、3分間だけ鳴り続けて終ります。このため、
ベルが鳴り終わっても相手の方が待っている場合があります
ので、続けて電話をかけるときには発信音を確認してからダ
イヤルしてください。

1.ファクスをより便利に使う

ファクス番号と電話番号を使い分けるには
（ダイヤルイン）
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1.ファクスをより便利に使う

●設定操作を中止するには

ボタンを押します。
ストップ�

ワンポイント

ボタン、 、 ボタン、
を押します。

3セット�3ファンクション�

ダイヤルインを設定する

　�
　�
２：タイマキリカエ　セッテイ　？�

シ゛ュシン　モート゛　　　　　（１ー３）�
１：シ゛ト゛ウ　シ゛ュシン　セッテイ　？�

３：タ゛イヤルイン　セッテイ　？�

ボタンを押します。セット�

　�
　�
２．スル�

タ゛イヤルイン　　　　　　　　（１ー２）�
１．シナイ�

　�

1

2 セット�

ボタンを押します。セット�

　�
　�
ＦＡＸ＝�

タ゛イヤルイン�
　�

　�

4 セット�

　�
　�
２．スル�

タ゛イヤルイン　　　　　　　　（１ー２）�
１．シナイ�

　�

3
PB

0

987

654

321

ダイヤルインサービスに加入されたときは、必ずダイヤルイン
を「スル」に設定してください。お買い求めのときは「シナイ」
に設定されています。

：ダイヤルインを利用しない

：ダイヤルインを利用する

例： を押した場合2

2

1

または を押して、ダイヤルインを利
用するかどうかを選択します。

21

●ダイヤルインを「スル」に設定していると

きは、自動受信モードのみの設定となりま

す。受信モードの切り替え、および受信モ

ードタイマ切替の設定はできません。

●ダイヤルインの設定は、一度設定すると次

に変更するまで変わりません。

お知らせ

●ご契約時にダイヤルインサービスの開始日

時を確認し、必ずダイヤルインサービスが

利用可能になってからダイヤルインの設定

を行ってください。ダイヤルインサービス

が開始される前にダイヤルインの設定をす

ると、電話が利用できなくなります。

●INSネット64のダイヤルインサービスの設

定とは異なります。

G4通信ユニット（オプション）を増設し

て（☛P287）、INSネット64のダイヤル

インサービスを利用するときは、G4発信

元番号を正しく登録してください。

（☛P40）

お願い

ファクス番号と電話番号を使い分けるには
（ダイヤルイン）

を押したときは手順8へ進みます。1
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ボタンを押します。
ストップ�

１９９７／０１／２４　１３：３０�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

待機画面に戻ります。

9 ストップ�

ファクス番号と電話番号を使い分けるには

　�
　�
ＦＡＸ＝５５３８�

タ゛イヤルイン�
　�

　�

番号を間違えたときは、［ ］ま

たは［ ］ボタンを押してカーソ

ルを間違えた文字に移動し、入力し

直します。［クリア］ボタンを押して

最初から入力し直すこともできます。

ファクス用の番号の下4桁を入力します。

5 PB

0

987

654

321

　�
　�
ＴＥＬ＝�

タ゛イヤルイン�
　�

　�

6 セット�

ボタンを押します。セット�

　�
　�
２：タイマキリカエ　セッテイ　？�

シ゛ュシン　モート゛　　　　　（１ー３）�
１：シ゛ト゛ウ　シ゛ュシン　セッテイ　？�

３：タ゛イヤルイン　セッテイ　？�

8 セット�

　�
　�
ＴＥＬ＝８５７１�

タ゛イヤルイン�
　�

　�

入力を間違えたときは、［ ］ま

たは［ ］ボタンを押してカーソ

ルを間違えた文字に移動し、入力し

直します。［クリア］ボタンを押して

最初から入力し直すこともできます。

電話用の番号の下4桁を入力します。

7 PB

0

987

654

321

●手順5と7で登録するファクスと電話の番

号は、ダイヤルインサービスご加入時に

NTTから連絡があった番号の下4桁を登録

してください。登録を間違えるとファクス

や電話が受けられなくなります。

●ファクス用の番号に電話がかかってきた場

合は、通話できません。

●電話を受けたとき、相手がファクスの場合

（「ポー・ポー・ポー」という音が聞こえた

とき）は、 ボタンを押すと、ファク

スを受けることができます。

スタート�

お知らせ

ボタンを押します。セット�
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1.ファクスをより便利に使う

サービスプラン名

Fネットは、NTTのファクシミリ専用ネットワークです。Fネットに加入すると、
通信をより経済的かつ効率的にするさまざまなサービスがご利用になれます。

Fネットサービスの主な内容

■明確な2段階制料金
Fネットをご利用になると、送信に時間のかかる細かい文

字の原稿でもB4版1ページ25円（夜間／100km以内）

で日本国内どこへでも送れます（昼間でも40円）。

100kmを超える遠距離の場合でも、夜間30円、昼間は

50円の低価格の一定料金です。（標準モードの場合）

（1996年8月現在）

■Fネット月極割引
毎月定額料のお支払いで、月々のFネット通信料が割り引

きされるサービスです。（1996年8月現在）

■一斉同報通信（☛P186）
短縮ダイヤルをご契約になると、簡単な1回の操作で同じ

原稿が最大10 000か所まで送れます。

サービスプラン内容（1回線ごとに）

Fネット月極
割引・10

月々550円の定額料のお支払いで、
Fネット通信料が10％割引

■一斉受信
原稿をいったんネット内に蓄積するシステムなので、多

くの相手先から一斉にファクスが送られてきても、確実

に受信できます。

■宛名サービス
宛名をあらかじめ登録しておけば、送られた原稿に自動

的に宛名が印刷されます。人の多い職場でも、届けたい

方へ確実に原稿が届きます。

■ファクシミリボックス
Fネットで送信された原稿を、 Fネット側で一時預かりす

るサービスです。ファクスを長時間使用するときには、

あらかじめファクシミリボックスをセットしておけば、

その間に蓄積された原稿をあとで受け取ることができま

す。（※）

■無鳴動自動受信
Fネットを使った受信では、呼出音を鳴らさず自動的に受

信することができます。電話と間違えて受話器を取るこ

とがないので、1本の電話回線で電話とファクスを効率よ

く使うことができます。

■Fネット親展通信（☛P192、194）
暗証番号を使って通信するサービスです。暗証番号を知

っている人しか受信文書を取り出すことができないので、

重要書類のやりとりも安心です。

■閉域接続
お互いに登録した相手先とだけ通信できるシステムです。

第三者からの送信やダイヤルの誤操作による情報漏れが

防げます。（※）

■自動再送信
一斉同報通信で送信できなかった相手先には、簡単なダ

イヤル操作だけで再送信することができます。

■再コール・不達通知
相手先がお話し中だった場合、 Fネットが2分間隔で5回

まで、自動的に再コールします。それでも送信できなか

ったときには、送信内容の一部と送信できなかった理由

を、通知文でお知らせします。

■夜間配送指定通信（☛P189）
昼間Fネットへ原稿を送信しておき、夜間の割引時間帯

（午後7時から翌朝8時まで）にFネットから相手先への送

信をすることができます。料金が約40％の割引になりま

す。

Fネット（ファクシミリ通信網）を利用するには
（Fネットアクセス）

Fネット月極
割引・15

月々1550円の定額料のお支払いで、
Fネット通信料が15％割引
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Fネットを利用するには

■着信課金サービス
Fネットのフリーダイヤルサービスです。ファクスによる

注文受付などに便利です。（※）

■センタ・エンド形通信サービス
ファクスをコンピュータのデータ入出力端末として利用

できます。大型コンピュータからパソコンまで様々な機

種と接続でき、データは文書からイメージ情報まで幅広

く対応できます。（※）

■ファクシミリ案内サービス
レジャー、スポーツ、観光、金融、くらしにかかわる

様々な情報が、簡単に取り出せます。

● 取り出し方法

①受話器を取り「162」をダイヤルする

②「プップップ」という音を確認する（ダイヤル回線の場

合は「プップップ」のあとにPBボタンなどを押してプ

ッシュ信号に切り替えてから次の操作をする）

③「♯284（または♯287）ー××ー××××ー××××

ー△△♯」と押す

④「サービスを受け付けました」とアナウンスが聞こえる

⑤受話器を戻し、しばらく待つと情報がプリント出力さ

れる

● ファクス番号

162・・・♯284ー××ー××××ー××××ー△△♯

●Fネットをご利用の場合、本装置のサイフ

ァ通信、中継指示送信、親展通信、ポーリ

ング通信、セレクト受信はご利用になれま

せん。

●タイマ通信の設定をしたあとに ボ

タンを押すと、タイマ通信の設定は解除さ

れます。

●Fネットのご利用には、利用契約が必要で

す。詳しくはNTT窓口等へお問い合わせく

ださい。なお、記載しているサービス内容

および料金は、1996年8月現在のものです。

●Fネット機能で使用する短縮ダイヤルには

別途ご契約と登録が必要です。

Fネット�

お知らせ

＊（※）印のサービスには別途ご契約が必要

です。

プップップ 情報提供者番号 情報案内
番号
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1.ファクスをより便利に使う

Fネット（ファクシミリ通信網）を利用するには
（Fネットアクセス）

ボタンを使うと、Fネットサービスを利用した効率的で経済的な通信が、簡単な操作で行えます。
ボタンによるFネットアクセスはG4通信ユニット（オプション）を増設したときもG3モードにな

ります。

Fネット�

●設定操作を中止するには

ボタンを押します。

●送信を中断するには（☛P67）

●相手先の指定を間違えたときは

［クリア］ボタンを押してから入力し直し

ます。

Fネット短縮ダイヤルで相手先を指定した

ときは、［ ］または［ ］ボタン

を押してカーソルを「 」に合わせてか

ら［クリア］ボタンを押し、入力し直しま

す。

●Fネット短縮ダイヤル（ 0000～

9999）を指定するには

ボタン、Fネットに登録した短縮番

号の順に押します。

例：「 0010」を指定するとき

「 10」を入力します。

●送達通知とは

原稿が相手先に送信されたかどうかを通知

するFネットからのレポートです。

ストップ�

ワンポイント

Fネット一般送信をする

Fネットを利用した一般送信で、相手先が1件のみの場合です。
相手先の指定には、ダイヤル入力、ワンタッチダイヤル、短縮
ダイヤルのほか、Fネット短縮ダイヤルが使えます。

　�

　　　　ケ゛ンコウカ゛アリマス�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

　�

必要に応じて画質と読取濃度を設定

します。（☛P52、53）

原稿をセットします。（☛P51）

1

ボタンを押します。Fネット�

　�
　�
２：Ｆネット　ト゛ウホウ　ソウシン　？�

Ｆネット　ツウシン　　　　　　（１ー４）�
１：Ｆネット　イッハ゜ン　ソウシン　？�

３：Ｆネット　ヤカン　ハイソウ　？�

2 Fネット�
クリア�

を押します。1

　�
　�
２：Ｆネット　ト゛ウホウ　ソウシン　？�

Ｆネット　ツウシン　　　　　　（１ー４）�
１：Ｆネット　イッハ゜ン　ソウシン　？�

３：Ｆネット　ヤカン　ハイソウ　？�
3

PB

0

987

654

321

ボタンを押します。セット�

　�
　�
アイテ＝？�

Ｆネット　イッハ゜ン　ソウシン�
　�

　�

4 セット�

Fネット�



Fネットを利用するには

　�
　�
アイテ＝　　　　　　　［ワンタッチ０１］�

Ｆネット　イッハ゜ン　ソウシン�
　�

ＮＴＴエイキ゛ョウ�

例：ワンタッチダイヤル01

相手先を指定します。

5

ボタンを押します。セット�

　�
　�
１．ナシ�

Ｆネット　イッハ゜ン　ソウシン�
ソウタツ　ツウチ�

２．アリ�

6 セット�

　�
　�
１．ナシ�

Ｆネット　イッハ゜ン　ソウシン�
ソウタツ　ツウチ�

２．アリ�

：送達通知なし

：送達通知あり

例： を押した場合2

2

1

5秒以内に または を押して、送達通
知を返送させるかどうかを選択します。

21

7
PB

0

987

654

321

ボタンを押します。スタート�

　�
　�
アイテ＝ＮＴＴエイキ゛ョウ�

ウケツケＮｏ．＝＜００１＞�
１９９７／０１／２５　１７：５０�

　�

原稿が読み込まれ、送信が開始され

ます。8 スタート�

●Fネット短縮ダイヤルは、別途に登録が必

要です。また、Fネット短縮ダイヤルをお

使いになるには、利用契約が必要です。詳

しくはNTT窓口等へお問い合わせくださ

い。

●送達通知は別途料金がかかります。

お知らせ

5秒以内に選択しなかったときは、

「送達通知なし」の設定のまま自動的

に送信が開始されます。
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1.ファクスをより便利に使う

Fネット（ファクシミリ通信網）を利用するには
（Fネットアクセス）

Fネットを利用して、1回の操作で同じ原稿を複数の相手先へ
送信することができます。
Fネット同報送信の相手先には、個別ダイヤル指定、10宛先
グループ指定、100宛先グループ指定、1 000宛先グループ
指定、一括指定の5通りの指定方法があります。

　�
　�　�

　　　　ケ゛ンコウカ゛アリマス�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

必要に応じて画質と読取濃度を設定

します。（☛P52、53）

原稿をセットします。（☛P51）

1

　�
　�
２：Ｆネット　ト゛ウホウ　ソウシン　？�

Ｆネット　ツウシン　　　　　　（１ー４）�
１：Ｆネット　イッハ゜ン　ソウシン　？�

３：Ｆネット　ヤカン　ハイソウ　？�

ボタンを押します。Fネット�

2 Fネット�
クリア�

　�
　�
２：Ｆネット　ト゛ウホウ　ソウシン　？�

Ｆネット　ツウシン　　　　　　（１ー４）�
１：Ｆネット　イッハ゜ン　ソウシン　？�

３：Ｆネット　ヤカン　ハイソウ　？�

を押します。2

3
PB

0
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654

321

　�
　�
２：１０アテサキ　ク゛ルーフ゜シテイ　？�

Ｆネット　ト゛ウホウ　ソウシン（１ー５）�
１：コヘ゛ツ　タ゛イヤル　シテイ　？�

３：１００アテサキ　ク゛ルーフ゜シテイ？�

ボタンを押します。セット�

4 セット�

●Fネット短縮ダイヤルは、別途に登録が必

要です。また、Fネット短縮ダイヤルをお

使いになるには、利用契約が必要です。詳

しくはNTT窓口等へお問い合わせくださ

い。

●相手先の指定をするとき、Fネット短縮ダ

イヤルを他のダイヤルと混用することはで

きません。

●グループ指定するとき、異なる1 000番台

に ま た が る 指 定 （ 例 ： 1500～

2500）はできません。

●一括指定は、Fネット短縮ダイヤルのご契

約が1 000以下の方のみご利用になれま

す。

●個別指定で1件目の相手先をワンタッチダ

イヤルで指定したときは、約5秒以内に2

件目の相手先を指定してください。約5秒

たつと自動的に送信が開始されてしまいま

す。

●送達通知の指定は約5秒以内に行ってくだ

さい。約5秒たつと自動的に送信が開始さ

れてしまいます。

●送達通知は別途料金がかかります。

お知らせ

同じ原稿を一斉に送信する（Fネット同
報送信）

●送信操作を中止するには

ボタンを押します。

●送信を中断するには（☛P67）

●相手先の指定を間違えたときは

［クリア］ボタンを押してから入力し直し

ます。

Fネット短縮ダイヤルやグループ指定で相

手先を指定したときは、［ ］または

［ ］ボタンを押してカーソルを「 」

に合わせてから［クリア］ボタンを押し、

入力し直します。

●送達通知とは

原稿が相手先に送信されたかどうかを通知

するFネットからのレポートです。

ストップ�

ワンポイント



Fネットを利用するには

　�
　�
アイテ＝？�

コヘ゛ツ　タ゛イヤル　シテイ　　［　０］�
　�

　�

ボタンを押します。

例：手順5で を押した場合1

セット�

セット�

　�
　�
１．ナシ�

Ｆネット　ト゛ウホウ　ソウシン�
ソウタツ　ツウチ�

２．アリ�

ボタンを押します。セット�

8

相手先を指定します。
ワンポイントを参照して相手先を指定します。7

～ のいずれかを押して、相手先の指
定方法を選択します。

：個別指定する

：10宛先グループ指定する

：100宛先グループ指定する

：1 000宛先グループ指定する

：一括指定する（Fネットに登録してあるすべての相

手先）

例： を押した場合1

5

4

3

2

1

51

5

●個別指定をするには
本装置に登録したワンタッチダイヤルや短
縮ダイヤルで指定するときは、「複数の相手
先を指定するには」（☛P103）を参照しま
す。
Fネット短縮ダイヤルを指定するとき
は、 ボタン、Fネットに登録した短
縮番号の順に押して、相手先を指定します。
• 相手先を1件指定するとき
例：「 0010」を指定するとき
「 10」を入力します。

• 相手先を複数指定するとき
例：「 0010」と「 0012」を指

定するとき
「 10 12」を入力します。

• △番～□番までの相手先すべてを指定す
るとき
△番と□番の間に を入れます。
例：「 0100～ 0109」を指定す

るとき
「 100 109」を入力しま
す。

1 000番台の異なるFネット短縮ダイヤル
（例： 1500と 2500）を同時に指
定することはできません。
Fネット短縮ダイヤルと他のダイヤルを同
時に指定することはできません。

●10宛先グループを指定するには
グループ番号 000～ 999で指定し
ます。
「 000」：0000～0009の10宛先
「 999」：9990～9999の10宛先
最大10グループまで指定できますが、異
なる1 000番台のグループを同時に指定す
ることはできません。

●100宛先グループを指定するには
グループ番号 00～ 99で指定しま
す。
「 00」：0000～0099の100宛先
「 99」：9900～9999の100宛先
最大100グループまで指定できますが、異
なる1 000番台のグループを同時に指定す
ることはできません。

●1 000宛先グループを指定するには
グループ番号 0～ 9で指定します。
「 0」：0000～0999の1 000宛先
「 9」：9000～9999の1 000宛先
1 000宛先グループは、1グループのみ指
定できます。

ワンポイント

を押したときは手順8へ進み

ます。

5

　�
　�
２：１０アテサキ　ク゛ルーフ゜シテイ　？�

Ｆネット　ト゛ウホウ　ソウシン（１ー５）�
１：コヘ゛ツ　タ゛イヤル　シテイ　？�

３：１００アテサキ　ク゛ルーフ゜シテイ？�
PB

0

987

654

321

セット�

次ページに続きます。

6
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1.ファクスをより便利に使う

Fネット（ファクシミリ通信網）を利用するには
（Fネットアクセス）

　�
　�
アイテ＝ＮＴＴエイキ゛ョウ�

ウケツケＮｏ．＝＜００１＞�
１９９７／０１／２５　１８：００�

　�

ボタンを押します。スタート�

10
スタート�

　�
　�
１．ナシ�

Ｆネット　ト゛ウホウ　ソウシン�
ソウタツ　ツウチ�

２．アリ�

5秒以内に または を押して、送達通
知を返送させるかどうかを選択します。

：送達通知なし

：送達通知あり

例： を押した場合2

2

1

21

9
PB

0

987

654

321

5秒以内に選択しなかったときは、

「送達通知なし」の設定のまま自動的

に送信が開始されます。

原稿が読み込まれ、送信が開始され

ます。
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Fネットを利用するには

夜間にまとめて送信する（Fネット夜間
配送）

昼間に送信を予約しておき、夜間の割引時間帯にFネットから
送信します。宛先の指定には、個別ダイヤル指定、グループ指
定、一括指定の3通りの方法があります。

　�

　　　　ケ゛ンコウカ゛アリマス�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

　�

必要に応じて画質と読取濃度を設定

します。（☛P52、53）

原稿をセットします。（☛P51）

1

　�
　�
２：Ｆネット　ト゛ウホウ　ソウシン　？�

Ｆネット　ツウシン　　　　　　（１ー４）�
１：Ｆネット　イッハ゜ン　ソウシン　？�

３：Ｆネット　ヤカン　ハイソウ　？�

ボタンを押します。Fネット�

2 Fネット�
クリア�

　�
　�
２：Ｆネット　ト゛ウホウ　ソウシン　？�

Ｆネット　ツウシン　　　　　　（１ー４）�
１：Ｆネット　イッハ゜ン　ソウシン　？�

３：Ｆネット　ヤカン　ハイソウ　？�

を押します。3

3
PB

0

987

654

321

　�
　�
２：ク゛ルーフ゜　シテイ　？�

Ｆネット　ヤカン　ハイソウ　　（１ー４）�
１：コヘ゛ツ　タ゛イヤル　シテイ　？�

３：イッカツ　シテイ　？�

ボタンを押します。セット�

4 セット�

ワンポイント

次ページに続きます。

●Fネット短縮ダイヤルは、別途に登録が必

要です。また、Fネット短縮ダイヤルをお使

いになるには、利用契約が必要です。詳し

くはNTT窓口等へお問い合わせください。

●相手先の指定をするとき、Fネット短縮ダ

イヤルを他のダイヤルと混用することはで

きません。

●グループ指定するとき、異なる1 000番台

にまたがる指定（例： 1500～

2500）はできません。

●一括指定は、Fネット短縮ダイヤルのご契

約が1 000以下の方のみご利用になれま

す。

●個別指定で1件目の相手先をワンタッチダ

イヤルで指定したときは、約5秒以内に2件

目の相手先を指定してください。約5秒た

つと自動的に送信が開始されてしまいます。

●送達通知の指定は約5秒以内に行ってくだ

さい。約5秒たつと自動的に送信が開始さ

れてしまいます。

●夜間配送では送達通知の返送を指定するこ

とはできません。

お知らせ

●セット操作を中止するには

ボタンを押します。

●送信を中断するには（☛P67）

●相手先の指定を間違えたときは

［クリア］ボタンを押してから入力し直し

ます。

Fネット短縮ダイヤルやグループ指定で相

手先を指定したときは、［ ］または

［ ］ボタンを押してカーソルを

「 」に合わせてから［クリア］ボタン

を押し、入力し直します。

● F ネ ッ ト 夜 間 配 送 を 取 り 消 す に は

（☛P191）

ストップ�
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1.ファクスをより便利に使う

Fネット（ファクシミリ通信網）を利用するには
（Fネットアクセス）

　�
　�
アイテ＝？�

Ｆネット　ヤカン　ハイソウ　　　［　０］�
　�

　�

ボタンを押します。セット�

6 セット�

　�
　�
アイテ＝ＮＴＴエイキ゛ョウ�

ウケツケＮｏ．＝＜００１＞�
１９９７／０１／２５　１８：３０�

　�

ボタンを押します。
原稿が読み込まれ、Fネットへの送信が

開始されます。

スタート�

8
スタート�

相手先を指定します。
ワンポイントを参照して相手先を指定します。

～ のいずれかを押して、相手先の指
定方法を選択します。

：個別指定する

：グループ指定する

：一括指定する（Fネットに登録してあるすべての相

手先）

例： を押した場合1

3

2

1

31

5

7

送信が終了すると、Fネットから受

付番号が送信されてきます。

●個別指定をするには
本装置に登録したワンタッチダイヤルや短縮
ダイヤルで指定するときは、「複数の相手先
を指定するには」（☛P103）を参照します。
Fネット短縮ダイヤルを指定するときは、

ボタン、Fネットに登録した短縮番号
の順に押して、相手先を指定します。
• 相手先を1件指定するとき
例：「 0010」を指定するとき

「 10」を入力します。
• 相手先を複数指定するとき
例：「 0010」と「 0012」を指

定するとき
「 10 12」を入力します。

• △番～□番までの相手先すべてを指定す
るとき
△番と□番の間に を入れます。
例：「 0100～ 0109」を指定す

るとき
「 100 109」を入力します。

1 000番台の異なるFネット短縮ダイヤル
（例： 1500と 2500）を同時に指
定することはできません。
Fネット短縮ダイヤルと他のダイヤルを、
同時に指定することはできません。

●グループを指定するには
• 10宛先単位で指定するとき

1のあとに短縮番号の「千の位」+
「百の位」+「十の位」を入力します。
例： 0010～ 0019を指定するとき

「 1001」を入力します。
• 100宛先単位で指定するとき

2のあとに短縮番号の「千の位」+
「百の位」を入力します。
例： 0100～ 0019を指定するとき

「 201」を入力します。
• 1 000宛先単位で指定するとき
「 3」のあとに短縮番号の「千の位」
を入力します。
例： 1000～ 1999を指定するとき

「 31」を入力します。
●複数のグループを指定するには
1回の操作で、最大10グループまで指定で
きます。
例：100宛先グループで 1200～

1299と 1500～ 1599を指定
するとき
「 212 215」を入力します。

異なる1 000番台のグループを、同時に
指定することはできません。

ワンポイント

　�
　�
２：ク゛ルーフ゜　シテイ　？�

Ｆネット　ヤカン　ハイソウ　　（１ー４）�
１：コヘ゛ツ　タ゛イヤル　シテイ　？�

３：イッカツ　シテイ　？�
PB

0

987

654

321

を押したときは手順8へ進み

ます。

3

例：手順5で を押した場合1
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Fネットを利用するには

Fネット夜間配送を取り消す

夜間配送を取り消すときには、受付番号（5桁の数字）を指定
します。受付番号は、予約時に返送されてくる受付通知に記載
されています。

ボタンを押します。Fネット�

1
　�
　�
２：Ｆネット　ト゛ウホウ　ソウシン　？�

Ｆネット　ツウシン　　　　　　（１ー４）�
１：Ｆネット　イッハ゜ン　ソウシン　？�

３：Ｆネット　ヤカン　ハイソウ　？�

Fネット�
クリア�

を押します。3

2 　�
　�
２：Ｆネット　ト゛ウホウ　ソウシン　？�

Ｆネット　ツウシン　　　　　　（１ー４）�
１：Ｆネット　イッハ゜ン　ソウシン　？�

３：Ｆネット　ヤカン　ハイソウ　？�
PB

0

987

654

321

　�
　�
　�

Ｆネット　ヤカン　ハイソウ　　（１ー４）�
４：トリケシ　？�

　�

を押します。4

4
PB

0

987

654

321

　�
　�
２：ク゛ルーフ゜　シテイ　？�

Ｆネット　ヤカン　ハイソウ　　（１ー４）�
１：コヘ゛ツ　タ゛イヤル　シテイ　？�

３：イッカツ　シテイ　？�

ボタンを押します。セット�

3 セット�

　�
　�
ウケツケハ゛ンコ゛ウ＝？�

Ｆネット　ヤカン　ハイソウ�
　�

　�

ボタンを押します。セット�

5 セット�

●取り消し操作を中止するには

ボタンを押します。
ストップ�

ワンポイント

次ページに続きます。

●夜間配送の取り消しができるのは、午前8

時から午後6時の間です。

●本装置が通信中のときは、夜間配送の取り

消しはできません。通信が終わってから、

取り消し操作を行ってください。

お知らせ
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1.ファクスをより便利に使う

Fネット（ファクシミリ通信網）を利用するには
（Fネットアクセス）

ボタンを押します。
Fネットへのダイヤルが開始されます。

スタート�

7
　�
　�
　�

Ｆネット　ヤカン　ハイソウ�
　�

タ゛イヤルチュウ�

スタート�

　�
　�
ウケツケハ゛ンコ゛ウ＝１２３４５�

Ｆネット　ヤカン　ハイソウ�
　�

　�

取り消したい夜間配送の受付番号（5桁の数
字）を入力します。
例：「12345」

6
PB

0

987

654

321

Fネットが呼び出され、結果がアナ

ウンスされます。

スピーカ音量スイッチ（☛P20）が

「切」になっていると、アナウンスは

聞こえません。

番号を間違えたときは、［クリア］ボ

タンを押してから入力し直します。

Fネット親展送信をする

受信する方が暗証番号を使って原稿を取り出せるように、Fネ
ットに原稿を預けておきます。相手先は、ダイヤル入力、ワン
タッチダイヤル、短縮ダイヤル、またはFネット短縮ダイヤル
で、1件のみ指定できます。

原稿をセットします。（☛P51）

1 　�

　　　　ケ゛ンコウカ゛アリマス�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

　�

必要に応じて画質と読取濃度を設定

します。（☛P52、53）

ボタンを押します。Fネット�

2
　�
　�
２：Ｆネット　ト゛ウホウ　ソウシン　？�

Ｆネット　ツウシン　　　　　　（１ー４）�
１：Ｆネット　イッハ゜ン　ソウシン　？�

３：Ｆネット　ヤカン　ハイソウ　？�

Fネット�
クリア�



Fネットを利用するには

ボタンを押します。セット�

4
　�
　�
２：シ゛ュシン　？�

Ｆネット　シンテン　ツウシン　（１ー２）�
１：ソウシン　？�

　�

セット�

ボタンを押します。セット�

6
　�
　�
アイテ＝？�

Ｆネット　シンテン　ソウシン　　�
　�

　�

セット�

相手先を指定します。
例：ワンタッチダイヤル01

7
　�
　�
アイテ＝　　　　　　　［ワンタッチ０１］�

Ｆネット　シンテン　ソウシン�
　�

ＮＴＴエイキ゛ョウ�

ボタンを押します。
原稿が読み込まれ、送信が開始されます。

スタート�

8
　�
　�
アイテ＝ＮＴＴエイキ゛ョウ�

ウケツケＮｏ．＝＜００１＞�
１９９７／０１／２６　０９：３０�

　�

スタート�

を押します。1

5 　�
　�
２：シ゛ュシン　？�

Ｆネット　シンテン　ツウシン　（１ー２）�
１：ソウシン　？�

　�
PB
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を押します。4

3 　�
　�
　�

Ｆネット　ツウシン　　　　　　（１ー４）�
４：Ｆネット　シンテン　ツウシン　？�

　�
PB

0

987

654

321

●送信を中断するには（☛P67）

●相手先の指定を間違えたときは

クリアボタンを押してから入力し直しま

す。

●Fネット短縮ダイヤル（ 0000～

9999）を指定するには

ボタン、Fネットに登録した短縮番

号の順に押します。

例：「 0010」を指定するとき

「 10」を入力します。

ワンポイント

●Fネット短縮ダイヤルは、別途に登録が必

要です。また、Fネット短縮ダイヤルをお使

いになるには、利用契約が必要です。詳し

くはNTT窓口等へお問い合わせください。

●親展送信では送達通知の返送を指定するこ

とはできません。

●Fネット親展送信では、相手先は１件のみ

指定できます。

お知らせ
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1.ファクスをより便利に使う

Fネット（ファクシミリ通信網）を利用するには
（Fネットアクセス）

Fネット親展受信をする

Fネットから「親展通知」が届いたら、暗証番号を使って、親
展文書を受信します。 Fネット親展通信を行うには、あらかじ
め、Fネットに親展通信用の暗証番号（4桁の数字）を登録し
ておいてください。

ボタンを押します。Fネット�

1
　�
　�
２：Ｆネット　ト゛ウホウ　ソウシン　？�

Ｆネット　ツウシン　　　　　　（１ー４）�
１：Ｆネット　イッハ゜ン　ソウシン　？�

３：Ｆネット　ヤカン　ハイソウ　？�

Fネット�
クリア�

を押します。4

2 　�
　�
　�

Ｆネット　ツウシン　　　　　　（１ー４）�
４：Ｆネット　シンテン　ツウシン　？�

　�
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ボタンを押します。セット�

3
　�
　�
２：シ゛ュシン　？�

Ｆネット　シンテン　ツウシン　（１ー２）�
１：ソウシン　？�

　�

セット�

ボタンを押します。セット�

5
　�
　�
アンショウハ゛ンコ゛ウ＝００００�

Ｆネット　シンテン　シ゛ュシン�
　�

�

セット�

を押します。2

4 　�
　�
２：シ゛ュシン　？�

Ｆネット　シンテン　ツウシン　（１ー２）�
１：ソウシン　？�

　�
PB

0
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654
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●受信操作を中止するには

ボタンを押します。

●受信を中断するには（☛P82）

●暗証番号を間違えたときは

［クリア］ボタンを押してから入力し直し

ます。

●暗証番号を登録するには

例：「4321」を登録するとき

①受話器を取りあげる

②「161」を入力をする

③「プップップ」という音を確認する

④「1242」を入力する

⑤「0000」を入力する

⑥「4321」（暗証番号）を入力する

⑦アナウンスを確認する

⑧受話器を置く

●暗証番号を変更するには

例：「4321」を「9876」に変更すると

き

①受話器を取りあげる

②「161」を入力をする

③「プップップ」という音を確認する

④「1242」を入力する

⑤「4321」（変更前の暗証番号）を入力する

⑥「9876」（新しい暗証番号）を入力する

⑦アナウンスを確認する

⑧受話器を置く

ストップ�

ワンポイント



Fネットを利用するには

ボタンを押します。
Fネットが呼び出され、暗証番号が一致すると、親展文書が

送信されてきます。

スタート�

7 　�
　�
アイテ＝�

ウケツケＮｏ．＝＜００１＞�
１９９７／０１／２６　０９：４０�

　�

　�
シ゛ュシンチュウ�
　�

１９９７／０１／２６　０９：４０�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　５％�

�

スタート�

Fネット親展通信用の暗証番号（4桁の数字）
を入力します。
例：「4321」

6
　�
　�
アンショウハ゛ンコ゛ウ＝４３２１�

Ｆネット　シンテン　シ゛ュシン�
　�

�
PB

0

987

654

321

●親展受信を行う場合は、Fネットの

1 300Hzサービス（無鳴動自動受信サー

ビス）のご契約が必要です。

●「0000」をFネット親展通信用の暗証番

号として登録することはできません。

お知らせ
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2.各種レポート／リストを出力する

各種の通信結果を確認するには（レポート出力）

■レポートの種類
通信が確実に行われたかどうかをレポート出力して確認することができます。
レポートには以下の種類があります。各種レポートの出力例はP204～P208を参照してください。

通信管理レポート（☛P197、199）
通信の開始日時、通信時間、相手先などのリストを、

送信／受信ごとにまとめてレポート出力します。設

定により、必要なときに手動で出力するか、40通信

ごとに自動的に出力するか、毎日の決まった時刻に

出力するかを指定しておくことができます。

マルチ通信途中経過レポート（☛P70）
順次同報送信や複数の相手先を指定したポーリング

受信を行っているとき、その途中経過をレポート出

力させることができます。

親展受信レポート（☛P203）
親展で原稿を受信したとき、受信したことを知らせ

るために出力するレポートです。設定により、出力

しないようにすることができます。

停電レポート
30分以上の停電によって、メモリに蓄積されていた

文書が失われた場合、ファクスを使えるようになっ

た時点で、失われた送受信原稿のリストを自動的に

レポート出力します。

通信結果レポート（☛P200）
送信／受信が行われたとき、そのつど自動的に通信

結果をレポート出力できます。設定により、レポー

ト上に画像の一部分をプリントすることができます

（レポート画像）。

通信結果レポートには以下の種類があります。

●通信レポート

送信／受信ごとの結果レポートです。設定により、

出力しないようにしたり、必ず出力するようにした

りできます。

●マルチ通信レポート

順次同報送信や複数の相手先を指定したポーリング

受信の結果レポートです。設定により、出力しない

ようにすることができます。

●中継結果レポート

本装置が中継同報送信の中継機となったとき、同報

送信が完了したときに出力される結果レポートで

す。設定により、出力することができます。

また、中継指示ダイヤルに設定しておけば、同様

の結果レポート（中継結果通知）を中継指示機に

返送することもできます。（☛P124）

●各種のレポートが自動的に出力されるように設定した

ときは、記録紙がなくならないようにご注意ください。

記録紙がセットされていないと、レポートが出力され

ません。

お知らせ

●30分以内の停電は

本装置の文書蓄積メモリはバッテリーによりバックア

ップされていますので、30分以内の停電では復旧後

でも停電前の状態が保持されています。（☛P279）

ワンポイント
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各種の通信結果を確認するには

3

2

1
ボタン、 、 ボタン、

を押します。
1セット�5ファンクション�

通信管理レポートを出力するときは、あらかじめ設定をしてお
きます。お買い求めのときは「ジドウ」（40通信ごとに自動的
にレポート出力）に設定されています。

通信管理レポート出力を設定する

２：キノウ　セッテイ　？�
３：ソウチ　セッテイ　？�

セッテイ　モート゛　　　　　　（１ー４）�
１：レホ゜ート　セッテイ　？�

を押します。2

ボタンを押します。セット�

２：ツウシンカンリ　レホ゜ート　？�
３：シンテンシ゛ュシン　レホ゜ート　？�

レホ゜ート　セッテイ　　　　　（１ー３）�
１：ツウシンケッカ　レホ゜ート　？�

２：ツウシンカンリ　レホ゜ート　？�
３：シンテンシ゛ュシン　レホ゜ート　？�

レホ゜ート　セッテイ　　　　　（１ー３）�
１：ツウシンケッカ　レホ゜ート　？�
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321

セット�

4
ボタンを押します。セット�

２．シュト゛ウ�
３．タイマ�

ツウシンカンリ　レホ゜ート　シュツリョク�
１．シ゛ト゛ウ�

セット�

次ページに続きます。

●設定操作を中止するには

ボタンを押します。

●通信管理レポートの出力枚数は
セットされている記録紙のサイズにより、
出力される枚数が異なります（最大2枚）。

ストップ�

ワンポイント

●通信管理レポートは、記録紙サイズに関係

なく、A4サイズの幅に左づめでプリント

されます。

●通信管理レポート出力の設定は、一度設定

すると次に変更するまで変わりません。

お知らせ



シ゛コク＝１７：３０�

ツウシン　カンリ　レホ゜ート�
　タイマ　シュツリョク�

198

2.各種レポート／リストを出力する

各種の通信結果を確認するには（レポート出力）

9

出力したい時刻を入力します。
例：午後5時30分に出力する場合

（「1730」と入力する）
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321

２：ツウシンカンリ　レホ゜ート　？�
３：シンテンシ゛ュシン　レホ゜ート　？�

レホ゜ート　セッテイ　　　　　（１ー３）�
１：ツウシンケッカ　レホ゜ート　？�

セット�

ボタンを押します。セット�

時刻は24時間制で入力します。

入力を間違えたときは、［クリア］ボ

タンを押して入力し直します。

7

8

１９９７／０１／２４　１３：３０�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

ストップ�

ボタンを押します。
ストップ�

6
ボタンを押します。セット�

シ゛コク＝００：００�

ツウシン　カンリ　レホ゜ート�
　タイマ　シュツリョク�

セット�

5

～ のいずれかを押して、レポート出
力の種類を選択します。

31

２．シュト゛ウ�
３．タイマ�

ツウシンカンリ　レホ゜ート　シュツリョク�
１．シ゛ト゛ウ�
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：40通信ごとに自動的に出力

：出力したいときに手動で出力

：時刻を指定して定期的に出力

例： を押した場合3

3

2

1

または を押したときは手
順8へ進みます。

21



各種の通信結果を確認するには
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1
ボタン、 、 ボタン、

を押します。
1セット�2ファンクション�

通信管理レポートを出力したいときは、手動でレポート出力を
行うことができます。

通信管理レポートを手動で出力する

２：タ゛イヤル　リスト　？�
３：ハ゜ラメータ　リスト　？�

リスト　フ゜リント　モート゛　（１ー３）�
１：ツウシン　カンリ　レホ゜ート　？�

＊＊レホ゜ートシュツリョクカイシ＊＊�

レホ゜ート�

ボタンを押します。
レポート出力が開始されます。

セット�

セット�2

●通信管理レポートの出力例は（☛P204）

ワンポイント

●記録紙がセットされていない場合などには

通信管理レポートを出力できません。

●通信管理レポートは、記録紙サイズに関係

なく、A4サイズの幅に左づめでプリント

されます。

お知らせ



1

2

ボタン、 、 ボタン、
を押します。

1セット�5ファンクション�

お買い求めのときは、通信レポートは「エラー」（エラー時の
み出力する）、マルチ通信レポートは「スル」、中継結果レポー
トは「シナイ」、レポート画像は「ツケル」に設定されていま
す。

通信結果レポート出力を設定する

２：キノウ　セッテイ　？�
３：ソウチ　セッテイ　？�

セッテイ　モート゛　　　　　　（１ー４）�
１：レホ゜ート　セッテイ　？�

ボタンを押します。セット�

２：ツウシンカンリ　レホ゜ート　？�
３：シンテンシ゛ュシン　レホ゜ート　？�

レホ゜ート　セッテイ　　　　　（１ー３）�
１：ツウシンケッカ　レホ゜ート　？�

セット�

セット�

200

2.各種レポート／リストを出力する

各種の通信結果を確認するには（レポート出力）

を押します。1

２：ツウシンカンリ　レホ゜ート　？�
３：シンテンシ゛ュシン　レホ゜ート　？�

レホ゜ート　セッテイ　　　　　（１ー３）�
１：ツウシンケッカ　レホ゜ート　？�
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3

4
ボタンを押します。セット�

２：スル�
３：エラー�

ツウシン　レホ゜ート　シュツリョク�
１：シナイ�

●設定操作を中止するには

ボタンを押します。

●通信レポートの出力例は（☛P205）

●マルチ通信レポートの出力例は（☛P206）

●中継結果レポートの出力例は（☛P207）

ストップ�

ワンポイント

●掲示板送信を行ったときは、通信レポートは

出力されません。

●送信動作（順次同報送信を除く）およびポー

リング送信／受信の動作を中断したときは、

通信レポートは出力されません。

●各通信結果レポートは、記録紙サイズに関係

なく、A4サイズの幅に左づめでプリントさ

れます。

●通信結果レポート出力の設定は、一度設定す

ると次に変更するまで変わりません。

お知らせ
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各種の通信結果を確認するには

5

～ のいずれかを押して、通信レポー
トの出力方法を選択します。

31

２：スル�
３：エラー�

ツウシン　レホ゜ート　シュツリョク�
１：シナイ�
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：出力しない

：通信ごとに出力する

：エラー時のみ出力する

例： を押した場合3

3

2

1

7

または を押して、マルチ通信レポー
トを出力するかどうかを選択します。

21

２：スル�

マルチツウシン　レホ゜ート　シュツリョク�
１：シナイ�
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987

654

321

：出力しない

：出力する

例： を押した場合1

2

1

6
ボタンを押します。セット�

２：スル�

マルチツウシン　レホ゜ート　シュツリョク�
１：シナイ�

セット�

8
ボタンを押します。セット�

２：スル�

チュウケイケッカレホ゜ート　シュツリョク�
１：シナイ�

セット�

次ページに続きます。
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2.各種レポート／リストを出力する

各種の通信結果を確認するには（レポート出力）

12
ボタンを押します。セット�

２：ツウシンカンリ　レホ゜ート　？�
３：シンテンシ゛ュシン　レホ゜ート　？�

レホ゜ート　セッテイ　　　　　（１ー３）�
１：ツウシンケッカ　レホ゜ート　？�

セット�

１９９７／０１／２４　１３：３０�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

ボタンを押します。
待機画面に戻ります。

ストップ�

ストップ�13

11

または を押して、レポートに画像を
付けるかどうかを選択します。

21

２：ツケル�

レホ゜ート　カ゛ソ゛ウ�
１：ツケナイ�

PB

0

987

654

321

：付けない

：付ける

例： を押した場合2

2

1

10
ボタンを押します。セット�

２：ツケル�

レホ゜ート　カ゛ソ゛ウ�
１：ツケナイ�

セット�

9

または を押して、中継結果レポート
を出力するかどうかを選択します。

21

２：スル�

チュウケイケッカレホ゜ート　シュツリョク�
１：シナイ�

PB

0

987

654

321

：出力しない

：出力する

例： を押した場合2

2

1
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各種の通信結果を確認するには

2
ボタンを押します。セット�

２：スル�

シンテンシ゛ュシンレホ゜ートシュツリョク�
１：シナイ�

セット�

15 セット�ファンクション�

4
ボタンを押します。セット�

２：ツウシンカンリ　レホ゜ート　？�
３：シンテンシ゛ュシン　レホ゜ート　？�

レホ゜ート　セッテイ　　　　　（１ー３）�
１：ツウシンケッカ　レホ゜ート　？�

セット�

1
ボタン、 、 ボタン、 、
ボタン、 を押します。3セット�

親展で原稿を受信すると親展受信レポートが出力されます。設
定により出力されないようにすることもできます。

親展受信レポート出力を設定する

２：ツウシンカンリ　レホ゜ート　？�
３：シンテンシ゛ュシン　レホ゜ート　？�

レホ゜ート　セッテイ　　　　　（１ー３）�
１：ツウシンケッカ　レホ゜ート　？�

3

または を押して、親展受信レポート
を出力するかどうかを選択します。

21

２：スル�

シンテンシ゛ュシンレホ゜ートシュツリョク�
１：シナイ�

PB

0

987

654

321

：出力しない

：出力する

例： を押した場合2

2

1

１９９７／０１／２４　１３：３０�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

ボタンを押します。
待機画面に戻ります。

ストップ�

ストップ�5

●設定操作を中止するには

ボタンを押します。

●親展受信レポートの出力例は（☛P208）

ストップ�

ワンポイント

●親展受信レポートは、記録紙サイズに関係

なく、A4サイズの幅に左づめでプリント

されます。

●親展受信レポート出力の設定は、一度設定

すると次に変更するまで変わりません。

お知らせ
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2.各種レポート／リストを出力する

各種の通信結果を確認するには（レポート出力）

各種レポートの出力例
■通信管理レポートの出力例

通　信　管　理　レ　ポ　ー　ト� P.1

１９９７年　１月２５日（土）１７時０５分�
ＮＴＴエイキ゛ョウ�

＊＊　送　信　＊＊�
通番� 通信開始日時� 通信時間� 相手先� モード�

�
枚数� 通信結果�

００１�１月２４日１３時０５分� ２分１２秒�０２８６３２３６１７� ＥＣＭ　　Ｓ�
�

１０�ＦＡＸ（正常）�

合計� ３６分０８秒� １２７�

００２�１月２４日１３時３０分� ＮＴＴカイハツ� ＥＣＭ�
�

０�ＦＡＸ（不達９２）�
＊００３�１月２４日１３時３２分� １分１８秒�０８１ー３３５０９５５３８＝ＮＴＴ� Ｇ４　　　�

�
１５�ＦＡＸ（正常）�

＊＊　受　信　＊＊�
通番� 通信開始日時� 通信時間� 相手先� モード�

�
枚数� 通信結果�

００１�１月２４日１３時１２分� １分４４秒�０８１ー３３５０９５５３８＝ＮＴＴ� Ｇ４　　　�
�

８�ＦＡＸ（正常）�

合計� ２１分４７秒� ７８�

００２�１月２４日１３時２３分� ０５２２６４１４３４� ＥＣＭ　　Ｓ�
�

１７�ＦＡＸ（正常）�３分０６秒�

●通番

送信を行った順／受信を行った順の一連番号

再送信を行ったときは「＊」マークが付きます。

受付No.（☛P54、60、70）とは異なります。

●通信開始日時

実際の通信動作が開始された日時

●通信時間

通信に要した時間

●相手先

相手先から受信した発信元番号（G4モードの場合はG4発信

元番号）または、ワンタッチダイヤル／短縮ダイヤルに登録

されている相手先名称。

●モード

通信モードと使用した機能

ECM ：ECMモード

G3 ：G3モード

G4 ：G4モード（G4通信ユニット増設時）

R ：中継同報／指示送信

P ：ポーリング通信

C ：親展通信

S ：サイファ通信

●枚数

正常に通信された原稿枚数

●通信結果

FAX（正常） ：正常に終了したとき

FAX（相手話中） ：相手先が話し中のとき

FAX（相手先無応答） ：相手先から応答がないとき

FAX（中断） ： ボタンを押したとき

FAX（メモリオーバー）：メモリがいっぱいになったとき

FAX（要求機能なし） ：指定した機能が相手機にないとき

FAX（パラメータエラー）：機能の設定内容や指定内容が

間違っているとき

FAX（NOT READY） ：相手先が送信／受信できない状態の

とき

FAX（不達××） ：通信がエラーで終了したとき

（××：エラー番号、☛P282）

ストップ�

発信元名称

●ポーリング受信は「受信」欄に、ポーリング送信や掲示板送

信は「送信」欄に記載されます。

お知らせ
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各種の通信結果を確認するには

■通信レポートの出力例
通　信　レ　ポ　ー　ト　�

レポート画像�

１９９７年　１月２４日（金）１３時３３分�
ＮＴＴエイキ゛ョウ�

予約開始日時� 通信時間�通信開始日時� モード�
�

枚数� 通信結果�
１月２４日１３時３０分� １分１８秒�１月２４日１３時３２分� Ｇ3　　　　Ｓ�

�
１５枚� 正常�

相手先� 電話番号�
ＮＴＴカイハツ� ０３３５０９４２０２�

発信元名称

●予約開始日時

送信／受信の操作を開始した日時

●通信開始日時

実際の通信動作が開始された日時

●通信時間

通信に要した時間

●枚数

正常に通信された原稿枚数

●モード

通信モードと使用した機能

ECM ：ECMモード

G3 ：G3モード

G4 ：G4モード（G4通信ユニット増設時）

R ：中継同報／指示送信

P ：ポーリング通信

C ：親展通信

S ：サイファ通信

T ：転送送信（ルーティング通信）

●通信結果

正常 ：正常に終了したとき

相手話中 ：相手先が話し中のとき

相手先無応答 ：相手先から応答がないとき

中断 ： ボタンを押したとき

メモリオーバー ：メモリがいっぱいになったとき

要求機能なし ：指定した機能が相手機にないとき

パラメータエラー ：機能の設定内容や指定内容が間違っているとき

NOT READY ：相手先が送信／受信できない状態のとき

不達×× ：通信がエラーで終了したとき

（××：エラー番号、☛P282）

●相手先

相手先から受信した発信元番号（G4モードの場合はG4発信元番号）

または、ワンタッチダイヤル／短縮ダイヤルに登録されている相手先名称

●電話番号

ダイヤルした電話番号、または指定したワンタッチダイヤル／短縮ダイ

ヤルに登録されている番号

●レポート画像

送信原稿の初めの部分が付加されます。

ストップ�

●メモリ使用量が100％近くになると、レポート画像を「ツケ

ル」に設定していてもレポート画像がプリントされないことが

あります。

●ダイレクト送信や手動送信を行ったときは、レポート画像を

「ツケル」に設定していてもレポート画像がプリントされませ

ん。

お知らせ
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2.各種レポート／リストを出力する

各種の通信結果を確認するには（レポート出力）

マ　ル　チ　通　信　途　中　経　過　レ　ポ　ー　ト� P．１�

１９９７年　１月２４日（金）１４時０６分�
ＮＴＴエイキ゛ョウ�

予約開始日時� 通信開始日時� 通信時間� 相手先数� 通信種別�
１月２４日１４時０６分� １月２４日１４時０６分� １分１５秒� ５ヵ所�

�
順次同報�

ＮＴＴトウキョウ� [02] [03]ＮＴＴサイタマ�
ＮＴＴトウカイ� ０２８６３２３６１７�

正常終了� １局�

　未通信� 4局�

ＮＴＴカイハツ� [01]

＊01

マ　ル　チ　通　信　レ　ポ　ー　ト� P．１�

１９９７年　１月２４日（金）１４時１５分�
ＮＴＴエイキ゛ョウ   

予約開始日時� 通信開始日時� 通信時間� 相手先数� 通信種別�
１月２４日１４時０６分� １月２４日１４時０６分� ４分４２秒� ５ヵ所�

�
順次同報�

ＮＴＴカイハツ� [0１] ＊0１�ＮＴＴトウカイ�
０２８６３２３６１７�

正常終了� ３局�

　未通信� 2局�

ＮＴＴトウキョウ� [0２] ＮＴＴサイタマ� [03]

レポート画像�

■マルチ通信レポートの出力例

■マルチ通信途中経過レポートの出力例

発信元名称

●予約開始日時

送受信操作を開始した日時

●通信開始日時

実際の通信動作が開始された日時

●通信時間

通信に要した時間の合計

●相手先数

送信宛先の総数

●通信種別

順次同報：順次同報送信のとき

ポーリング受信：

マルチポーリング受信のとき

●正常終了

通信が正常に終了した相手先の件数と、その

相手先

ワンタッチダイヤル：

登録されている相手先名称と、ワン　

タッチダイヤル番号（［××］）

短縮ダイヤル：

登録されている相手先名称と、短縮

番号（＊××）

フルダイヤル：ダイヤルした番号

●未通信

通信できなかった／まだ通信していない相手

先の件数と、その相手先

ワンタッチダイヤル：

登録されている相手先名称と、ワン

タッチダイヤル番号（［××］）

短縮ダイヤル：

登録されている相手先名称と、短縮

番号（＊××）

フルダイヤル：ダイヤルした番号

●レポート画像

送信原稿の初めの部分が付加されます。

●メモリ使用量が100％近くになると、レポート画像を「ツケ

ル」に設定していてもレポート画像がプリントされないことが

あります。

●ポーリング受信を行ったときは、レポート画像を「ツケル」に

設定していてもレポート画像がプリントされません。

●マルチ通信途中経過レポートには、レポート画像はプリントさ

れません。

お知らせ

発信元名称
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各種の通信結果を確認するには

中　継　結　果　レ　ポ　ー　ト� P．１�

１９９７年　１月２４日（金）１４時３０分�
ＮＴＴエイキ゛ョウ   

中継指示受付日時� 通信開始日時� 通信時間� 相手先数� 中継枚数�
１月２４日１４時２２分� １月２４日１４時２４分� ３分１７秒� 4ヵ所�

�
５枚�

中継テーブルＮｏ�
１４�

�

中継指示機�０８９９－３３－４４４２�
中継機  ０３－３５０９－５５３８�

正常終了� ３局�

未通信� 1局�

ＮＴＴトウキョウ� [0２] 相手話中�

レポート画像�

中　継　結　果　レ　ポ　ー　ト� P．１�

１９９７年　１月２４日（金）１４時４６分�
ＮＴＴカコ゛シマ�

中継指示受付日時� 通信開始日時� 通信時間� 相手先数� 中継枚数�
１月２４日１４時３４分� １月２４日１４時３７分� ５分５７秒� ３ヵ所� ８枚�

中継テーブルＮｏ�
０８�

�

中継指示機�０３－３５０９－５５３８�
中継機  ０９９２－５７－７７３６�

正常終了� ２局�

未通信� １局�

ＮＴＴキュウシュウ� [01] 相手話中�

レポート画像�

■中継結果レポートの出力例

■中継結果通知の出力例

発信元名称

●中継指示受付日時

中継指示機から中継指示を受けた日

時

●通信開始日時

実際の通信動作が開始された日時

●通信時間

中継機が通信に要した時間の合計

●相手先数

中継同報宛先の総数

●中継枚数

中継指示機から受信した原稿枚数

●中継テーブルNo.

中継指示機から指示された中継テー

ブルNo.

●中継指示機

中継指示機の発信元番号

●中継機

中継機の発信元番号

●正常終了

中継同報送信が正常に終了した相手

先の件数

●未通信

中継同報送信ができなかった相手先

の件数と、その相手先、通信結果

ワンタッチダイヤル：

登録されている相手先名称と、ワ

ンタッチダイヤル番号（［××］）

短縮ダイヤル：

登録されている相手先名称と、短

縮番号（＊××）

●レポート画像

送信原稿の初めの部分が付加されま

す。

●メモリ使用量が100％近くになると、レポート画像を「ツケ

ル」に設定していてもレポート画像がプリントされないことが

あります。

●中継指示機から画質モードを「標準」に指定して送信すると、

縮小されたレポート画像がプリントされます。（中継結果通知

のとき）

●サイファ通信を行ったときは、中継結果通知にはレポート画像

はプリントされません。

お知らせ

発信元名称
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2.各種レポート／リストを出力する

各種の通信結果を確認するには（レポート出力）

親　展　受　信　レ　ポ　ー　ト�

１９９７年　１月２４日（金）１４時２４分�
ＮＴＴエイキ゛ョウ�

親展文書を受信しました。�

結果�

０２�
ＮＴＴエイキ゛ョウ（シンテン）�
　１月２４日１４時２２分�
０３３５０９４２０２�
　　６枚�
正常�

ボックスＮｏ�
ボックス名称�
通信開始日時�
相手先�
枚数�

停　電　レ　ポ　ー　ト� P．１�

１９９７年　１月２２日（水）１３時２１分�
ＮＴＴエイキ゛ョウ�

以下の文書または予約が停電のため消去されました。�

モード�
タイマ指定送信�
親展受信�
送信�

相手先�
ＮＴＴホクリク�
０５２２６４１４３４�
ＮＴＴサイタマ�

枚数�
２４�
４�
１２�

受付日時�
１月２２日０９時４７分�
１月２２日１２時５６分�
１月２２日１３時０８分�

ボックスＮｏ�

０２�

受付Ｎｏ／通番�
０７５�
０８１�
０８３�

■親展受信レポートの出力例

■停電レポートの出力例

●ボックスNo.

親展ボックスNo.

●ボックス名称

親展ボックスの名称

●通信開始日時

実際の通信動作が開始された日時

●相手先

相手先から受信した発信元番号または、ワ

ンタッチダイヤル／短縮ダイヤルに登録さ

れている相手先名称

●枚数

正常に受信した原稿枚数

●結果

FAX（正常）：正常に終了したとき

FAX（中断）： ボタンを押したとき

FAX（メモリオーバー）：

メモリがいっぱいになったとき

FAX（不達××）：

通信がエラー終了したとき

（××：エラー番号、☛P282）

ストップ�

●受付No／通番

受付No.または通番

●モード

ポーリング送信 ：ポーリング送信のとき

掲示板 ：掲示板送信のとき

親展送信 ：親展送信のとき

親展受信 ：親展受信のとき

転送送信 ：ルーティング通信の転送

送信のとき

中継 ：中継同報送信のとき

中継指示送信 ：中継指示送信のとき

タイマ指定送信 ：タイマ送信のとき

送信 ：その他の送信のとき

受信 ：その他の受信のとき

●枚数

蓄積していた原稿枚数

発信元名称

発信元名称

●原稿を1枚も受信できなかったときは

「親展文書を受信しました。」の文字は表示されません。

お知らせ

お知らせ

●順次同報送信中に停電になった場合には、マルチ通信レポート

で確認してください。

●中継同報送信中に停電になった場合には、中継結果レポートで

確認してください。
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■リストの種類
登録／設定した内容をリスト出力して確認することができます。

リストには以下の種類があります。各種リストの出力例はP215～218を参照してください。

2.各種レポート／リストを出力する

登録／設定した内容を確認するには（リスト出力）

パラメータリスト（☛P212）
本装置に登録／設定されている各種の設定内容をリ

スト出力します。

ダイヤルリスト（☛P210）
ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、グループダイ

ヤル、ワンタッチプログラムダイヤルの登録内容を

リスト出力します。

サイファキーリスト（☛P213）
登録してあるサイファキーをリスト出力します。
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2.各種レポート／リストを出力する

登録／設定した内容を確認するには（リスト出力）

ダイヤルリストを出力する

2
ボタンを押します。セット�

２：タンシュク　タ゛イヤル　リスト　？�
３：ク゛ルーフ゜　タ゛イヤル　リスト　？�

タ゛イヤル　リスト　　　　　　（１ー４）�
１：ワンタッチ　タ゛イヤル　リスト　？�

セット�

●操作を中止するには

ボタンを押します。

●ワンタッチダイヤルリストの出力例は

（☛P215）

●短縮ダイヤルリストの出力例は（☛P216）

●グループダイヤルリストの出力例は

（☛P216）

●ワンタッチプログラムダイヤルリストの出

力例は（☛P217）

●中継指示ダイヤルの登録内容は

ワンタッチダイヤルリストで確認できま

す。

●ダイヤルリストの他の出力方法は

以下の操作を行っても、ダイヤルリストを

出力することができます。

① ボタンを押す

② を押す

③ ボタンを押す

④ を押す

⑤手順2～6の操作をする

セット�

ファンクション�

ストップ�

ワンポイント

ワンタッチダイヤル／短縮ダイヤル／グループダイヤル／ワン
タッチプログラムダイヤルのそれぞれについて、登録内容のリ
ストを出力します。

1
ボタン、 、 ボタン、

を押します。
2セット�2ファンクション�

２：タ゛イヤル　リスト　？�
３：ハ゜ラメータ　リスト　？�

リスト　フ゜リント　モート゛　（１ー３）�
１：ツウシン　カンリ　レホ゜ート　？�

3

～ のいずれかを押して、出力するダ
イヤルリストを選択します。

41

タ゛イヤル　リスト　　　　　　（１ー４）�
４：ワンタッチフ゜ロク゛ラム　リスト　？� PB

0

987

654

321

：ワンタッチダイヤルリスト

：短縮ダイヤルリスト

：グループダイヤルリスト

：ワンタッチプログラムダイ

ヤルリスト

例： を押した場合4

4

3

2

1

～ を押したときは手順6へ進みます。31

4
ボタンを押します。セット�

［フ゜ロク゛ラム　　］�

フ゜ロク゛ラムタ゛イヤル　キー　シテイ� セット�

4

6
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登録／設定した内容を確認するには

6

ボタンを押します。
リスト出力が開始されます。

セット�

＊＊レホ゜ートシュツリョクカイシ＊＊�

レホ゜ート�

セット�

リスト出力したいワンタッチプログラムダイ
ヤルが登録されているワンタッチボタンを押
します。
例：ワンタッチボタン08

ワンタッチプログラムダイヤルが登

録されていないワンタッチプログラ

ムダイヤルを指定すると、「ピッピッ

ピッ」という音が鳴ります。もう一

度確認して押し直してください。

［フ゜ロク゛ラム０８］�

フ゜ロク゛ラムタ゛イヤル　キー　シテイ�5

●各ダイヤルリストの出力枚数は

セットされている記録紙のサイズにより、

出力される枚数が異なります。

ワンポイント

ワンタッチダイヤルリスト 1～3枚

短縮ダイヤルリスト 2～4枚

グループダイヤルリスト 1～6枚

ワンタッチプログラム
1枚

ダイヤルリスト

●各ダイヤルリストは、記録紙サイズに関係

なく、A4サイズの幅に左づめでプリント

されます。

●ワンタッチダイヤルリストおよび短縮ダイ

ヤルリストは、登録の有無に関係なく、全

ダイヤル分がリスト出力されます。

また、グループダイヤルリストは登録され

ているグループのみ、ワンタッチプログラ

ムダイヤルリストは指定したダイヤルのみ

が、リスト出力されます。

お知らせ
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2.各種レポート／リストを出力する

登録／設定した内容を確認するには（リスト出力）

●操作を中止するには

ボタンを押します。

●パラメータリストの出力例は（☛P218）

ストップ�

ワンポイント

パラメータリストを出力する

2

ボタンを押します。
リスト出力が開始されます。

セット�

＊＊レホ゜ートシュツリョクカイシ＊＊�

レホ゜ート�

セット�

各種の設定内容のリストを出力します。

1
ボタン、 、 ボタン、

を押します。
3セット�2ファンクション�

２：タ゛イヤル　リスト　？�
３：ハ゜ラメータ　リスト　？�

リスト　フ゜リント　モート゛　（１ー３）�
１：ツウシン　カンリ　レホ゜ート　？�

記録紙がセットされていないときなどは出力できません。

●パラメータリストは、記録紙サイズに関係

なく、A4サイズの幅に左づめでプリント

されます。

お知らせ
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登録／設定した内容を確認するには

1
ボタン、 を押します。7ファンクション�

サイファキーリストを出力する

ファンクション　　　　　　　　（１ー７）�
７：サイファ　トウロク　モート゛　？�

サイファキー登録用の暗証番号（4桁の数字）
を入力します。
入力した暗証番号は「＊」で表示され

ます。

アンショウ　ハ゛ンコ゛ウ＝＊＊＊＊�

サイファ　トウロク�

2
ボタンを押します。セット�

アンショウ　ハ゛ンコ゛ウ＝＊＊＊＊�

サイファ　トウロク� セット�

4

ボタンを押します。セット�

２：アンショウ　ハ゛ンコ゛ウ　ヘンコウ？�
３：サイファキー　リスト　？�

サイファ　トウロク�
１：サイファ　キー　トウロク　？�

セット�

PB

0

987

654

321

入力を間違えたときは、［クリア］

ボタンを押して入力し直します。

暗証番号が違うときは「ピッピッピ

ッ」と音が鳴ります。もう一度手順

3からの操作を行います。

登録されているサイファキーのリストを出力します。

●出力されたサイファキーリストは、他人に

見られないよう取り扱いにご注意ください。

お願い

次ページに続きます。
●サイファキーリストは、記録紙サイズに関

係なく、A4サイズの幅に左づめでプリン

トされます。

お知らせ

3
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2.各種レポート／リストを出力する

登録／設定した内容を確認するには（リスト出力）

●操作を中止するには

ボタンを押します。

●サイファキーリストの出力例は（☛P218）

ストップ�

ワンポイント

6
ボタンを押します。

リスト出力が開始されます。

セット�

＊＊レホ゜ートシュツリョクカイシ＊＊�

レホ゜ート�

セット�

5

を押します。3

２：アンショウ　ハ゛ンコ゛ウ　ヘンコウ？�
３：サイファキー　リスト　？�

サイファ　トウロク�
１：サイファ　キー　トウロク　？�

PB

0

987

654

321
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登録／設定した内容を確認するには

ワ　ン　タ　ッ　チ　ダ　イ　ヤ　ル　リ　ス　ト� P．１�

１９９７年　１月２４日（金）１７時１２分�
ＮＴＴエイキ゛ョウ�

ワンタッチ� 相手先名称� 相手電話番号� 通知先�
�

回線�
０１� ＮＴＴカイハツ� ０３３５０９４２０２�

０１�
�０１�
�

キーNo�
� １２３４�

�
Ｇ４�

０２� ＮＴＴトウキョウ� ０３３７４０７９５１� １２３４�
�

Ｇ３�
０３� ＮＴＴサイタマ� ０４８８８２６６４５� Ｇ３�

Ｇ０４� ＮＴＴク゛ルーフ゜（カントウ）� �
Ｐ０５� ＮＴＴカイハツ（タイマソウシン）��
０６� ＮＴＴカコ゛シマ� ０９９２５７７７３６� ５６７８�

�
Ｇ４�

Ｒ０７� ＮＴＴカンサイ（チュウケイ）� ［０９］　［テーブルＮｏ．１６］　［結果］［プリント］�
０８�
０１�
５９�
６０�

各種リストの出力例
■ワンタッチダイヤルリストの出力例

●ワンタッチ

ワンタッチボタンの番号と登録されている機能

××：ワンタッチダイヤル

Ｒ××：中継指示ダイヤル

Ｇ××：グループダイヤル

Ｐ××：ワンタッチプログラムダイヤル

（××はワンタッチボタンの番号）

●相手先名称

登録されている相手先名称

●相手電話番号

登録されている電話番号（Ｔ：DP→PB切替、Ｐ：ポーズ、

／：ISDNサブアドレス指定）

中継指示ダイヤルが登録されているときは、以下の内容を表示

［××］または＊×× ： 中継機として指定したワンタ

ッチダイヤルの番号または短

縮番号

［テーブルＮｏ．××］： 中継テーブルNo.

［結果］ ： 中継結果通知の返送を指定し

たときに表示

［プリント］ ： 中継機プリントを指定したと

きに表示

発信元名称

●キーNo

登録されているサイファキーNo.

●通知先

登録されている結果通知先の内線番号

●回線

通信モード（G3／G4）
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2.各種レポート／リストを出力する

登録／設定した内容を確認するには（リスト出力）

短　縮　ダ　イ　ヤ　ル　リ　ス　ト� P．１�

１９９７年　１月２４日（金）１７時１５分�
ＮＴＴエイキ゛ョウ�

短縮番号� 相手先名称� 相手電話番号� 通知先�
�

回線�
０１� ＮＴＴトウカイ� ０５２２６４１４３４�

キーNo�
� １２３４�

�
５６７８ �
�

Ｇ４�
０２� ＮＴＴホクリク� ０７６２４４６７８５� Ｇ３�
０３� ＮＴＴシコク� ０８９９３３４４４２� Ｇ３�

５６７８ �
�

Ｇ３�０４� ＮＴＴキュウシュウ� ０９６３５２３６７３�
０５�
０６� ＮＴＴトチキ゛� ０２８６３２３６１７� ０１�

�
１２３４�
�

Ｇ３�
０７�
０８�
０１�
４８�
４９�

グ　ル　ー　プ　ダ　イ　ヤ　ル　リ　ス　ト� P．１�

１９９７年　１月２４日（金）１７時１８分�
ＮＴＴエイキ゛ョウ�

グループ番号� 相手先番号�
０４� ＊０６　＊１０　［０２］［０３］［０８］［１１］�
０９� ＊０１　＊０２　＊０８　＊０９　［１５］［１６］�
１２� ＊０２　＊０４　［０１］［０３］�
１８� ＊０４　＊１１　＊２０　［０６］［２２］�

■短縮ダイヤルリストの出力例

■グループダイヤルリストの出力例

●短縮番号

●相手先名称

登録されている相手先名称

●相手電話番号

登録されている電話番号

(Ｔ：DP→PB切替、Ｐ：ポーズ、

／：ISDNサブアドレス指定)

●キーNo

登録されているサイファキーNo.

●通知先

登録されている結果通知先の内線番号

●回線

通信モード（G3／G4）

発信元名称

●グループ番号

●相手先番号

登録されている相手先

［××］：ワンタッチダイヤルの番号

＊××　：短縮番号

発信元名称
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登録／設定した内容を確認するには

ワ　ン　タ　ッ　チ　プ　ロ　グ　ラ　ム　ダ　イ　ヤ　ル　リ　ス　ト 

１９９７年　１月２４日（金）１７時２２分�
ＮＴＴエイキ゛ョウ�

通信種別� 優先送信�済スタンプ�
送信� ふつう�

画質� 濃度�
―�
親展�

―� ―� ―� ―�１２３４�
ダイレクト� サイファ�通知先�リモートマルチコピー�

○� ○�
ページ合成読取�

２２時００分�
タイマ指定�

スーパーファイン�

相手先番号�
［０２］�

ワンタッチプログラム番号�１０�

■ワンタッチプログラムダイヤルリストの出力例

●通信種別

送信：送信のとき

ポーリング受信：ポーリング受信のとき

●画質

登録されている画質モード

●濃度

登録されている読取濃度

●タイマ指定

タイマ指定が登録されているときは、その時刻を表示

●親展

親展送信指定の有（○）無（―）

指定有りのときは、指定された親展ボックスNo.

●ページ合成読取

ページ合成読取送信指定の有（○）無（―）

●ダイレクト

ダイレクト送信指定の有（○）無（―）

発信元名称

ワンタッチプログラム番号

●リモートマルチコピー

リモートマルチコピー送信指定の有（○）無（―）

指定有りのときは、指定されたコピー部数

●サイファ

サイファ通信指定の有（○）無（―）

●通知先

登録されている結果通知先の内線番号

●優先送信

優先送信指定の有（○）無（―）

●済スタンプ

済スタンプ指定の有（○）無（―）

●相手先番号

登録されている相手先

［××］：ワンタッチダイヤルの番号

＊××　：短縮番号
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2.各種レポート／リストを出力する

登録／設定した内容を確認するには（リスト出力）

パ　ラ　メ　ー　タ　リ　ス　ト�

１９９７年　１月２４日（金）１７時２５分 
ＮＴＴエイキ゛ョウ�

項目� 設定内容� 項目� 設定内容�
自動受信�
タイマ切替時刻１�
ダイヤルイン�
通信レポート出力�
中継結果レポート出力�
通信管理レポート出力�
リモート受信�
中継同報�
リモートマルチコピー受信�
送受信通知（受信）�
消耗品通知�
ルーティング�
発信元記録／発信元位置�
送信画質�
サイファ送信�
コピー画質�
通信モード�

長尺記録�
分割重書き�
回転記録�
ポーリングパスワード�
ベル回数�
Ｇ４発信元番号�
リモート　メンテナンス�

ＦＡＸ専用�

しない�
エラー�
しない�
自動�
しない�
する�
する（２０部）�
する（１２３４）�
する�
しない�
つける　／原稿内�
ファイン�
ＯＦＦ�
スーパーファイン�
Ｇ４�

縮小�
する�
する�
１２３４�
０回�

する�
�

受信モードタイマ切替�
タイマ切替時刻２�
内線番号（ＦＡＸ／ＴＥＬ）�
マルチ通信レポート出力�
レポート画像付加�
親展受信レポート出力�
セレクト受信�
ページ合成受信�
送受信通知（送信）�
転送エラー通知�
管理者番号�
ＰＣ接続�
回線種別�
読取濃度�
ダイレクト送信�
済スタンプ�
留守番電話無音検出�

優先記録�
節電モード切替�
発信元番号�
中継パスワード�
自動再ダイヤル回数／間隔�
Ｇ４発信元略称�

しない�
�
�
する�
つける�
する�
しない�
する�
する�
しない�
１２３４�
しない�
ＤＰ２０�
ふつう　�
ＯＦＦ�
ＯＦＦ�
する�

記録紙優先�
する�

しない�

０３－３５０９－５５３８�
４３２１�
２回／３分� �

相手発信元記録�

サ　イ　フ　ァ　キ　ー　リ　ス　ト�

１９９７年　１月２４日（金）１７時２８分 
ＮＴＴエイキ゛ョウ�

キーＮｏ�
００�
０２�
０４�
０６�
０８�
１０�
１２�
１４�
１６�
１８�
２０�
２２�
２４�
２６�
２８�
３０�
３２�
３４�
３６�
３８�

サイファキー�
１１１１　２２２２　３３３３　４４４４�
１２３４　１２３４　１２３４　１２３４�
ＡＢＣＤ　ＡＢＣＤ　ＥＦ１２　ＥＦ１２�
１１２２　３３４４　５５６６　７７８８�

ＡＢＣＤ　１２３４　ＡＢＣＤ　５６７８�

キーＮｏ�
０１�
０３�
０５�
０７�
０９�
１１�
１３�
１５�
１７�
１９�
２１�
２３�
２５�
２７�
２９�
３１�
３３�
３５�
３７�
３９�

サイファキー�
１２３４　５６７８　９０ＡＢ　ＣＤＥＦ�
５６７８　５６７８　５６７８　５６７８�
ＡＢ１２　ＣＤ３４　ＥＦ５６　７８９０�
０１０２　０３０４　０５０６　０７０８�

ＡＢＣＤ　１２３４　ＡＢＣＤ　５６７８�

■パラメータリストの出力例

■サイファキーリストの出力例

各種の登録／設定項目と設定内容

※「送信画質」「読取濃度」「サイファ送信」

「ダイレクト送信」「コピー画質」「済ス

タンプ」「通信モード」の各欄は、ホー

ムポジションの設定内容を示します。

※「済スタンプ」の欄は、済スタンプ（オ

プション）を増設したときに使用され

る項目です。

※「G4発信元番号」と「G4発信元略称」

の各欄は、G4通信ユニット（オプショ

ン）を増設したときに使用される項目

です。

出力されたサイファキーリストは、他人に

見られないよう取り扱いにご注意ください。

発信元名称

サイファキーNo.と

登録されているサイファキー

発信元名称

お願い
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3.ビジネスホンに通知する

通信結果を内線電話機に通知するには（送受信通知）

主装置�

(公衆網)

FAX　ジュシン　シマシタ�

FAX　ソウシン　オワリマシタ� 送信�

受信�

本装置�

回線接続端子に接�
続します。�

■送受信通知とは
本装置をビジネスホンまたはPBX（構内電話交換システム）の内線に接続してお使いの場合には、ファクスの送受信結

果を、指定した内線電話機のディスプレイにメッセージを表示して知らせることができます。通信結果をデスクに座っ

たままで知ることができるので、ファクスの所まで何度も足を運ぶ必要がなくなります。

送受信通知には、送信通知と受信通知とがあります。

●G4通信ユニット（オプション）を増設してISDN回線

のみでお使いの場合には、送受信通知は利用できませ

ん。送受信通知をご利用になるには、ビジネスホンま

たはPBXの回線を本装置の回線接続端子（LINE端子）

に接続してください。

●送受信通知を利用できるビジネスホンまたはPBXは、

機種が限定されます。詳しくは、当社のサービス取扱

所へお問い合わせください。

●Fネットを利用した送信時には、通知されません。

お知らせ

●通信結果を確認したら、なるべく早くメッセージの表

示を消してください。内線電話機にメッセージが表示

されたままになっていると、次のメッセージが表示さ

れません。表示されたメッセージの消し方については、

内線電話機の取扱説明書をご覧ください。

お願い
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3.ビジネスホンに通知する

通信結果を内線電話機に通知するには（送受信通知）

■送信結果を通知させるには

送信通知の設定を「スル」にしておきます。（☛P222）

メッセージ表示例

FAXソウシン　オワリマシタ

FAXソウシン　エラー　デス

FAXドウホウ　エラー
デス

状況

送信が正常に終了したとき

送信にエラーが発生したとき

同報送信中にエラーが発
生したとき

準備

ファクスを送信するときは

送信通知のメッセージ例

送信結果の通知先（内線番号）を指定する

原稿をセットし、送信先を指定する

ボタンを押すと、送信が開始される
スタート�

送信中：エラーが発生すると、指定した内線電話機に

通知される

送信終了：指定した内線電話機に通知される

●ポーリング送信、掲示板送信を行うときは（☛P226）

●ワンタッチダイヤル／短縮ダイヤル／ワンタッチプロ

グラムダイヤルに通知先を登録しておくと

送信時の通知先指定画面には、ワンタッチダイヤルな

どに登録されている通知先が初期値として表示されま

す。この状態で通知先を入力すると、通知先を一時的

に変更することもできます。

●ワンタッチダイヤルを登録するには（☛P104）

●短縮ダイヤルを登録するには（☛P108）

●ワンタッチプログラムダイヤルを登録するには

（☛P115）

●順次同報送信を行うときは

最後の相手先を指定したあとに、送信結果の通知先を

指定します。

●サイファキーNo.を指定して送信するときは

サイファキーNo.の指定後に、送信結果の通知先を指

定します。（☛P171）

ワンポイント

●手動送信を行ったときは、送信結果は通知されません。

お知らせ
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通信結果を内線電話機に通知するには

■受信結果を通知させるには

メッセージ表示例

FAXジュシン　シマシタ

シンテンブンショガ　アリマス

FAXジュシン　エラー　デス

ポーリング　エラー　デス

状況

受信が正常に終了したと
き（親展受信を除く）

親展受信が正常に終了し
たとき

受信にエラーが発生したと
き（ポーリング受信を除く）

ポーリング受信中にエラ
ーが発生したとき

●ポーリング受信を行うときは（☛P227）

●ワンタッチダイヤルに通知先を登録するには

（☛P104）

●短縮ダイヤルに通知先を登録するには（☛P108）

●親展ボックスに通知先を登録するには（☛P152）

●ルーティング情報ボックスに通知先を登録するには

（☛P161）

ワンポイント

準備

●相手先を登録したワンタッチダイヤル／短縮ダイヤル

に、通知先の内線番号が登録されている場合には

相手先の発信元番号が、登録されているダイヤルと一

致していれば、そのダイヤルに登録されている内線番

号の電話機に通知されます。

●相手先を登録したワンタッチダイヤル／短縮ダイヤル

がない場合、また、登録されていても通知先の内線番

号が登録されていない場合には

共通通知先として登録されている内線番号の電話機に

通知されます。

●親展ボックスやルーティング情報ボックスに通知先の

内線番号が登録されている場合には

登録されている通知先へ通知されます。通知先が登

録されていない場合には、受信した発信元番号とワ

ンタッチダイヤル／短縮ダイヤルとが照合され、一

致するダイヤルに通知先が登録されていたときには、

その通知先へ通知されます。

ファクスを受信したときは

受信通知のメッセージ例

相手先のファクス番号を登録したワンタッチダイヤ
ル／短縮ダイヤルや親展ボックス／ルーティング情報
ボックスに、通知先の内線番号を登録する。（☛P104、
108、152、161）

受信通知の設定を「スル」にして、共通通知先の内
線番号を登録する（☛P223）

●ワンタッチダイヤル／短縮ダイヤルには相手先のファ

クス番号を正しく登録してください。ファクス番号が

間違っていると、登録された通知先へ通知されません。

●相手先が発信元番号（ファクス番号）を正しく登録し

ていないと、ワンタッチダイヤル／短縮ダイヤルに通

知先を登録していても、登録された通知先へ通知され

ません。相手先に正しく登録してもらうように伝えて

ください。

お願い

●手動受信を行ったときは、受信結果は通知されません。

お知らせ
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3.ビジネスホンに通知する

通信結果を内線電話機に通知するには（送受信通知）

送信通知をするには、あらかじめ送信通知を設定しておきます。
お買い求めのときは「シナイ」に設定されています。

2
ボタンを押します。セット�

送信通知を設定する

4
ボタンを押します。セット�

２：シ゛ュシン　？�

ソウシ゛ュシン　ツウチ　　　　（１ー２）�
１：ソウシン　？�

セット�

セット�

PB

0

987

654

3213

または を押して、送信通知をする
かどうかを選択します。

：通知しない

：通知する

1

21

２：スル�

ソウシン　ツウチ�
１：シナイ�

2

2

●設定操作を中止するには

ボタンを押します。
ストップ�

ワンポイント

●送信通知の設定は、一度設定すると次に変

更するまで変わりません。

お知らせ

２：シ゛ュシン　？�

ソウシ゛ュシン　ツウチ　　　　（１ー２）�
１：ソウシン　？�

ボタン、 、 ボタン、 、
ボタン、 、 ボタン、 、
ボタン、 を押します。1セット�

2セット�5ファンクション�

6

1
セット� セット� 1

5

ボタンを押します。
待機画面に戻ります。

ストップ�

１９９７／０１／２４　１３：３０�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

ストップ�

２：スル�

ソウシン　ツウチ�
１：シナイ�

例： を押した場合
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受信通知をするには、あらかじめ受信通知を設定し、受信結果
の共通通知先を登録しておきます。お買い求めのときは「シナ
イ」に設定されています。

2
ボタンを押します。セット�

受信通知を設定する

２：スル�

シ゛ュシン　ツウチ�
１：シナイ�

セット�

●設定操作を中止するには

ボタンを押します。

●共通通知先とは

ワンタッチダイヤル／短縮ダイヤルに登録

されていない相手先からの受信があったと

きや、登録されていても通知先が登録され

ていない場合に、受信結果を表示する内線

電話機の内線番号です。

●親展受信の通知先を登録するには

親展ボックスを開設する際に通知先を登録

します（☛P152）。親展ボックスに通知

先を登録していない場合は、通常の受信と

同様に、受信した発信元番号とワンタッチ

ダイヤル／短縮ダイヤルの登録内容との照

合が行われます。

●転送送信（ルーティング通信）時の通知先

を登録するには

ルーティング情報ボックスを登録する際に

通知先を登録します（☛P161）。ルーテ

ィング情報ボックスに通知先を登録してい

ない場合は、通常の受信と同様に、受信し

た発信元番号とワンタッチダイヤル／短縮

ダイヤルの登録内容との照合が行われま

す。

ストップ�

ワンポイント

PB

0

987

654

3213

または を押して、受信通知をする
かどうかを選択します。

：通知しない

：通知する

1

21

２：スル�

シ゛ュシン　ツウチ�
１：シナイ�

2

4
ボタンを押します。セット�

ツウチサキ＝�

キョウツウ　ツウチサキ　シテイ� セット�

次ページに続きます。

２：シ゛ュシン　？�

ソウシ゛ュシン　ツウチ　　　　（１ー２）�
１：ソウシン　？�

ボタン、 、 ボタン、 、
ボタン、 、 ボタン、 、
ボタン、 を押します。2セット�

2セット�5ファンクション�

6

1
セット� セット� 1

通信結果を内線電話機に通知するには

●受信通知の設定は、一度設定すると次に変

更するまで変わりません。

お知らせ

2例： を押した場合

を押したときは手順6へ進みます。1
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3.ビジネスホンに通知する

通信結果を内線電話機に通知するには（送受信通知）

ツウチサキ＝１２�

キョウツウ　ツウチサキ　シテイ�

PB

0

987

654

321

5

受信時の共通通知先の内線番号（最大4桁）
を入力します。
例：「12」

番号を間違えたときは、［クリア］ボ

タンを押して入力し直します。

6
ボタンを押します。セット�

２：シ゛ュシン　？�

ソウシ゛ュシン　ツウチ　　　　（１ー２）�
１：ソウシン　？�

セット�

7

ボタンを押します。
待機画面に戻ります。

ストップ�

１９９７／０１／２４　１３：３０�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

ストップ�

通知先を指定して送信する

必要に応じて画質と読取濃度を設定

します。（☛P52、53）

1

原稿をセットします。（☛P51）

　　　　ケ゛ンコウカ゛アリマス�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

あらかじめ、送信通知の設定を「スル」にしておきます。
（☛P222）



ウケツケＮｏ．＝＜００１＞�
１９９７／０１／２４　１３：０５�
アイテ＝ＮＴＴエイキ゛ョウ�
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通信結果を内線電話機に通知するには

ボタンを押します。セット�

ツウチサキ＝�

ソウシン　ツウチサキ　シテイ�
セット�

●送信操作を中止するには

ボタンを押します。

●送信を中断するには（☛P67）

●複数の相手先を指定したときは

すべての相手先に送信されたあと、送信結

果が通知されます。

●送信通知先をワンタッチダイヤルに登録す

るには（☛P104）

●送信通知先を短縮ダイヤルに登録するには

（☛P108）

●送信通知先をワンタッチプログラムダイヤ

ルに登録するには（☛P115）

ストップ�

ワンポイント

複数の相手先を指定することもでき

ます。（☛P103）

送信通知先を登録してあるワンタッ

チダイヤル／短縮ダイヤル／ワンタ

ッチプログラムダイヤルで相手先を

指定したときは、登録されている通

知先が表示されます。通知先を変更

しないときは手順6へ進みます。

相手先を指定します。
例：ワンタッチダイヤル01

アイテ＝　　　　　　　［ワンタッチ０１］�
ＮＴＴエイキ゛ョウ�

ソウシン　　　　　　　　　　　１アテサキ�

●手順2で相手先をダイヤル入力（フルダイ

ヤル）した場合は、ダイヤル入力のあ

と ボタンを押します。

●手順2で1件目の相手先をワンタッチダイ

ヤルまたはワンタッチプログラムダイヤル

で指定したあと約5秒間 ボタンを

押さないでいると、自動的に送信が始まり、

送信通知は行われません。

●手順2で、ワンタッチダイヤルや短縮ダイ

ヤルによって複数の相手先を指定した場合

は、それぞれに登録されている送信結果の

通知先は無効となります。

●ルーティング通信を「スル」に設定してい

るときは、手順3でサブアドレスの指定画

面が表示されます。このときは、サブアド

レスを入力して ボタンを押すか、

そのまま　　 ボタンを押します。

セット�

セット�

セット�

お知らせ

2

3

ツウチサキ＝１２�

ソウシン　ツウチサキ　シテイ�

PB
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4

送信結果の通知先の内線番号（最大4桁）を
入力します。
例：「12」

番号を間違えたときは、［クリア］ボ

タンを押して入力し直します。

5
ボタンを押します。セット�

スタートホ゛タン　ヲ　オシテクタ゛サイ� セット�

送信が終了すると、指定した内線電

話機に通知されます。

6

ボタンを押します。
原稿が読み込まれ、送信が開始されます。

スタート�

スタート�

セット�
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3.ビジネスホンに通知する

通信結果を内線電話機に通知するには（送受信通知）

「ポーリング送信をセットする」（☛P143）
の手順1～5の操作、または「掲示板送信を
セットする」（☛P145）の手順1～5の操作
をします。
例：ポーリング送信

通知先を指定してポーリング送信／掲示
板送信をする

ツウチサキ＝�

ソウシン　ツウチサキ　シテイ�

送信をセットするとき、あわせて通知先を指定します。

ツウチサキ＝５６�

ソウシン　ツウチサキ　シテイ�

PB

0

987

654

321

2

送信結果の通知先の内線番号（最大4桁）を
入力します。
例：「56」

番号を間違えたときは、［クリア］ボ

タンを押して入力し直します。

1

ウケツケＮｏ．＝＜００１＞�
１９９７／０１／２４　１３：０５�
アイテ＝ホ゜ーリンク゛　ソウシン�

相手のポーリング受信操作で、送信

が開始されます。

送信が終了すると、指定先に通知さ

れます。

3

ボタンを押します。
原稿が読み込まれ、ポーリング送信

または掲示板送信がセットされます。

スタート�

スタート�
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通信結果を内線電話機に通知するには

ウケツケＮｏ．＝＜００１＞�
１９９７／０１／２４　１３：１５�
アイテ＝ＮＴＴエイキ゛ョウ�

「ポーリング受信をする」（☛P147）の手順
1～2の操作をします。

通知先を指定してポーリング受信する

ホ゜ーリンク　シ゛ュシン　　　１アテサキ�

アイテ＝　　　　　　　［ワンタッチ０１］�
ＮＴＴエイキ゛ョウ�

1

ポーリング受信をするとき、あわせて通知先を指定します。

ツウチサキ＝５６�

シ゛ュシン　ツウチサキ　シテイ�

PB

0

987

654

321

3

受信結果の通知先の内線番号（最大4桁）を
入力します。
例：「56」

番号を間違えたときは、［クリア］ボ

タンを押して入力し直します。

受信が終了すると、指定先に通知さ

れます。

4

ボタンを押します。
相手先にダイヤルし、ポーリングパス

ワードが一致すると受信が開始されま

す。

スタート�

スタート�

●受信操作を中止するには

ボタンを押します。

●受信を中断するには（☛P82）

●複数の相手先を指定するには（☛P103）

相手先の指定（最大170件）には、ダイヤ

ル入力（フルダイヤル）、ワンタッチダイ

ヤル、短縮ダイヤル、グループダイヤルが

使えます。ワンタッチプログラムダイヤル、

中継指示ダイヤルが登録されているワンタ

ッチボタンは相手先の指定には使用できま

せん。

●受信できなかったときは

通信結果が通信レポート（☛P205）とし

て出力されます。設定を変更して、出力さ

れないようにすることもできます。

（☛P200）

ストップ�

ワンポイント

2
ボタンを押します。セット�

ツウチサキ＝�

シ゛ュシン　ツウチサキ　シテイ� セット�

●手順1で相手先をダイヤル入力（フルダイ

ヤル）した場合は、ダイヤル入力のあ

と ボタンを押します。セット�

お知らせ
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3.ビジネスホンに通知する

ファクスの状態を内線電話機に通知するには（状態通知）

■状態通知のメッセージ例

■状態通知を表示させるには

■状態通知とは
本装置をビジネスホンまたはPBX（構内電話交換システム）の内線に接続してお使いの場合に、管理者用として指定し

た内線電話機のディスプレイにメッセージを表示してファクスの状態を知らせることを状態通知といいます。

メッセージ表示例

FAXノテンソウ　ニ　シッパイ

FAXノキロクシ　ヲ　ホキュウ

FAXノショウモウヒン　コウカン

状態

ルーティング通信の転送送信中にエラーが発生したとき

いずれかの記録紙カセットが空になったとき

トナーがなくなったり、ドラム交換が必要になったとき

●メッセージを確認したら、なるべく早くメッセージの表
示を消してください。内線電話機にメッセージが表示さ
れたままになっていると、次のメッセージが表示されま
せん。
表示されたメッセージの消し方については、内線電話機
の取扱説明書をご覧ください。

お願い

●G4通信ユニット（オプション）を増設してISDN回線の

みでお使いの場合には、状態通知は利用できません。状

態通知をご利用になるには、ビジネスホンまたはPBXの

回線を本装置の回線接続端子（LINE端子）に接続して

ください。

●状態通知を利用できるビジネスホンまたはPBXは機種が

限定されます。詳しくは、当社のサービス取扱所へお問

い合わせください。

お知らせ

主装置�

FAXノショウモウヒン　コウカン�

回線接続端子に接�
続します。�

FAXノキロクシ　ヲ　ホキュウ� (公衆網)

転送エラー通知／消耗品通知の設定を「スル」にする

（☛P229、230）

通知先として、管理者の内線番号を登録する

（☛P231）

準　備
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ファクスの状態を内線電話機に通知するには

２：ショウモウヒン　ツウチ　？�
３：カンリシャ　ハ゛ンコ゛ウ　？�

シ゛ョウタイ　ツウチ　　　　　（１ー３）�
１：テンソウエラー　ツウチ　？�

2
ボタンを押します。セット�

ボタン、 、 ボタン、 、
ボタン、 、 ボタン、 、
ボタン、 を押します。1セット�

2セット�5ファンクション�

転送エラー通知を設定する

セット�

２：スル�

テンソウエラー　ツウチ�
１：シナイ�

4
ボタンを押します。セット�

２：ショウモウヒン　ツウチ　？�
３：カンリシャ　ハ゛ンコ゛ウ　？�

シ゛ョウタイ　ツウチ　　　　　（１ー３）�
１：テンソウエラー　ツウチ　？�

セット�

6

1

PB

0

987

654

3213

または を押して、転送エラー通知
をするかどうかを選択します。

：通知しない

：通知する

1

21

２：スル�

テンソウエラー　ツウチ�
１：シナイ�

2

2

5

ボタンを押します。
待機画面に戻ります。

ストップ�

１９９７／０１／２４　１３：３０�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

ストップ�

●設定操作を中止するには

ボタンを押します。
ストップ�

ワンポイント

セット� セット� 2

●転送エラー通知や消耗品通知を「スル」に

設定していても、管理者用の内線番号を登

録していないときは、通知はされません。

●転送エラー通知の設定は、一度設定すると

次に変更するまで変わりません。

お知らせ

例： を押した場合
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3.ビジネスホンに通知する

ファクスの状態を内線電話機に通知するには（状態通知）

●設定操作を中止するには

ボタンを押します。
ストップ�

ワンポイント

2
ボタンを押します。セット�

セット�

２：スル�

ショウモウヒン　ツウチ�
１：シナイ�

4
ボタンを押します。セット�

２：ショウモウヒン　ツウチ　？�
３：カンリシャ　ハ゛ンコ゛ウ　？�

シ゛ョウタイ　ツウチ　　　　　（１ー３）�
１：テンソウエラー　ツウチ　？�

セット�

PB

0

987

654

3213

または を押して、消耗品通知をす
るかどうかを選択します。

：通知しない

：通知する

1

21

２：スル�

ショウモウヒン　ツウチ�
１：シナイ�

2

消耗品通知を設定する

２：ショウモウヒン　ツウチ　？�
３：カンリシャ　ハ゛ンコ゛ウ　？�

シ゛ョウタイ　ツウチ　　　　　（１ー３）�
１：テンソウエラー　ツウチ　？�

ボタン、 、 ボタン、 、
ボタン、 、 ボタン、 、
ボタン、 を押します。2セット�

2セット�5ファンクション�

6

1
セット� セット� 2

5

ボタンを押します。
待機画面に戻ります。

ストップ�

１９９７／０１／２４　１３：３０�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

ストップ�

2例： を押した場合

●消耗品通知の設定は、一度設定すると次に

変更するまで変わりません。

お知らせ
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ファクスの状態を内線電話機に通知するには

●登録操作を中止するには

ボタンを押します。
ストップ�

ワンポイント

2
ボタンを押します。セット�

セット�

ツウチサキ＝�

カンリシャ　ハ゛ンコ゛ウ�

4
ボタンを押します。セット�

２：ショウモウヒン　ツウチ　？�
３：カンリシャ　ハ゛ンコ゛ウ　？�

シ゛ョウタイ　ツウチ　　　　　（１ー３）�
１：テンソウエラー　ツウチ　？�

セット�

管理者用の内線番号を登録する

PB

0

987

654

321

番号を間違えたときは、［クリア］ボ

タンを押して入力し直します。

通知先の内線番号（最大4桁）を入力します。
例：「78」

ツウチサキ＝７８�

カンリシャ　ハ゛ンコ゛ウ�

3

状態通知を行うには、あらかじめ通知先（管理者）の内線番号
を登録しておきます。

２：ショウモウヒン　ツウチ　？�
３：カンリシャ　ハ゛ンコ゛ウ　？�

シ゛ョウタイ　ツウチ　　　　　（１ー３）�
１：テンソウエラー　ツウチ　？�

ボタン、 、 ボタン、 、
ボタン、 、 ボタン、 、
ボタン、 を押します。3セット�

2セット�5ファンクション�

6

1
セット� セット� 2

5

ボタンを押します。
待機画面に戻ります。

ストップ�

１９９７／０１／２４　１３：３０�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

ストップ�
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4.PCプリンタ／PCスキャナとして使う

PCプリンタ／PCスキャナとして使うには

■PCプリンタ／PCスキャナとは
本装置を、パソコンのプリンタまたはスキャナとして使うことができます。ファクスモデムを接続または搭載したパソ

コンなどと接続し、パソコンのファクス通信ソフトを使用して原稿を送受信します。

■準備をする
本装置をパソコンのプリンタ／スキャナとして使うには、以下の準備をします。

パソコンのファクス通信ソフトで、原稿を送信する。

本装置が受信し、プリントする。

PCプリンタとして使う（☛P235）

原稿を本装置から送信する。

パソコンのファクス通信ソフトで受信する。

PCスキャナとして使う（☛P236）

パソコンに接続する
次の手順で、本装置をパソコンに接続または搭載されたファクスモデムと接続します。あらかじめ、パソコンと

ファクスモデムとを接続し、ファクス通信ソフトをパソコンにインストールしておきます。

①電話機コード（※）をファクスモデムの「LINE」

端子に差し込みます。

②電話機コードのもう一方の端を、本装置の外付け

電話機接続端子に差し込みます。

PC接続を設定する（☛P234）
本装置とパソコンとで通信ができるように設定します。

この状態でも、ファクスモデムと外線の相手の方との間でファクスの送受信ができます。

「LINE」�

外付け電話機接続端子�

ファクス�

モデム�

※パソコンと接続するための電話機コードは付属してお

りません。電話機コードが必要なときは、NTT窓口

等でお買い求めください。



●パソコンとの通信中には、本装置の受話器を取りあげ

ないでください。受話器を取りあげると、通信が正常

に行われないことがあります。

●本装置を自動受信モードにしたままで、外線の相手先

からのファクスをパソコンで受信するときは、自動受

信のベル回数がファクスモデムに設定したベル回数よ

り大きくなるように設定してください。（☛P247）

ファクスモデムのベル回数より小さく設定すると、本

装置が先に受信してしまいます。

お願い
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PCプリンタ／PCスキャナとして使うには

●接続するパソコンのファクスモデムは、G3規格のフ

ァクス通信に対応している必要があります。また、フ

ァクスモデムの種類によっては、ご利用になれない場

合があります。

●接続するパソコンには、ファクス通信ソフトが正しく

セットアップされている必要があります。ファクス通

信ソフトは、ファクスモデムやオペレーティングシス

テムに付属している場合があります。

●パソコンとファクスモデムとの接続に関するシステム

条件や接続方法、ファクス通信ソフトの操作方法など

については、それぞれに付属の取扱説明書をご覧くだ

さい。

●パソコン側の回線種別は、本装置に設定している回線

種別と同じになるように設定してください。設定が違っ

ているとパソコンからのダイヤル信号を検出できませ

ん。また、ファクスモデムの発信音の検出のしかたに

よっては、ファクスモデムからダイヤル信号が送出さ

れない場合があります。ファクスモデムのダイヤルに

ついての設定を確認してください。

●PCプリンタまたはPCスキャナを使っているときは、フ

ァクスの送受信や電話をかけたり受けたりすることは

できません。

●PCプリンタまたはPCスキャナを使っているときは、電

話がかかってきても呼出音は鳴りません。相手の方は、

呼び出し中のままになります。

お知らせ

●外付けの電話機をお使いになるには

外付け電話機の電話機コードを、ファクスモデムの

「TEL」端子に接続します。外付け電話機から電話を

かけるときは、相手先の電話番号の前に「0」とポー

ズを付けてダイヤルします。

●パソコンから外線の相手先にファクスを送るには

相手先の電話番号の前に「0」とポーズを付けて、パ

ソコン側からダイヤルします。

●パソコン通信をするときは

相手先の電話番号の前に「0」とポーズを付けて、パ

ソコン側からダイヤルします。

●外線の相手先からのファクスをパソコンで受けるには

パソコンで自動受信するときは、あらかじめ本装置を

手動受信モードに設定し（☛P74）、パソコンのファ

クス通信ソフトで自動受信するように設定しておきま

す。

ワンポイント
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PC接続を設定する

2
ボタンを押します。セット�

２：スル�

ＰＣセツソ゛ク�
１：シナイ�

セット�

PB

0

987

654

3213

または を押して、パソコン（PC）
を接続するかどうかを選択します。

：PCを接続しない

：PCを接続する

1

21

２：スル�

ＰＣセツソ゛ク�
１：シナイ�

本装置をPCプリンタ／PCスキャナとしてお使いになるには、
外付け電話機接続端子の設定を、パソコンとの接続用に設定し
ます。お買い求めのときは、外付け電話機接続用に設定されて
います。

●設定操作を中止するには

ボタンを押します。
ストップ�

ワンポイント

2

2

８：ＰＣセツ゛ソク　？�

キノウ　セッテイ　　　　　　　（１ー８）�
７：ルーティンク゛　？�

ボタン、 、 ボタン、 、
ボタン、 を押します。

2セット�5ファンクション�

8

1
セット�

4
ボタンを押します。セット�

８：ＰＣセツソ゛ク　？�

キノウ　セッテイ　　　　　　　（１ー８）�
７：ルーティンク゛　？�

セット�

5

ボタンを押します。
待機画面に戻ります。

ストップ�

１９９７／０１／２４　１３：３０�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

ストップ�

例： を押した場合

4.PCプリンタ／PCスキャナとして使う

PCプリンタ／PCスキャナとして使うには

●PC接続の設定は、一度設定すると次に変

更するまで変わりません。

お知らせ
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パソコンから送信された原稿の画像データを本装置で受信し、プリントします。プリント中には、外からの
電話やファクスを受けることはできません。

1
パソコンのファクス通信ソフトで、ファクス
送信操作をします。
電話番号として、プッシュ回線のときは 、ダイ

ヤル回線のときは　　 を指定します。

7

自動的にプリントを開始します。

ＰＣフ゜リント�

１９９７／０１／２４　１３：３０�
　　　　　　　　　　　　　　　　　１０％�

●PCプリンタとして使用しているとき（PC

プリント中）には、外からの電話やファク

スを受けることはできません。受信モード

やベルの回数の設定にかかわらず、外線か

らの呼び出しを受けてもベルは鳴りません

のでご注意ください。

●本装置は、送信中や受信中、電話中、レポー

ト出力中にはPCプリンタとしては使用で

きません。

●パソコン側の回線種別は、本装置に設定し

ている回線種別と同じになるように設定さ

れている必要があります。設定が違ってい

るとパソコンからのダイヤル信号を検出で

きません。また、ファクスモデムの発信音

の検出のしかたによっては、ファクスモデ

ムからダイヤル信号が送出されない場合が

あります。ファクスモデムの、ダイヤルに

ついての設定を確認してください。

●パソコンなどの取り扱いについては、パソコ

ンなどに添付された取扱説明書をご覧くださ

い。パソコンから送信される画像にエラーが

発生する場合などは、パソコンのファクスモ

デムの送出レベルを上げるなど、設定の変更

が必要な場合があります。

●セレクト受信を設定しているときは、パソコ

ンからの発信元番号をワンタッチダイヤルか

短縮ダイヤルに設定するかセレクト受信を解

除してお使いください。

お知らせ

●パソコンとの通信中には、本装置の受話器

を取りあげないでください。受話器を取り

あげると、通信が正常に行われないことが

あります。

お願い

2

7

4.PCプリンタ／PCスキャナとして使う

プリントするには

●プリントを中断するには

受信中断の操作をします。（☛P82）

●途中で記録紙がなくなったときは

受信した原稿はメモリに蓄積されます（メ

モリ代行受信）。パソコンからの送信終了

後、記録紙をセットすると、メモリに受信

した原稿がプリントされます。

ワンポイント
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本装置で読み取った原稿の画像データを、パソコンに送信します。あらかじめパソコンのファクスモデムを
自動受信に設定しておけば、パソコン側で操作しなくても受信できます。スキャニング中には、外からの電
話やファクスを受けることはできません。

1

原稿をセットします。（☛P51）

　　　　ケ゛ンコウカ゛アリマス�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

2
ボタンを押します。ファンクション�

２：リスト　フ゜リント　モート゛　？�
３：シ゛ュシン　モート゛　？�

ファンクション　　　　　　　　（１ー７）�
１：キノウ　センタク　？�

ファンクション�

本装置のベルが鳴ったら、パソコン側でファ
クス受信の操作をします。

必要に応じて画質と読取濃度を設定

します。（☛P52、53）

5

●パソコン側の操作ミスなどで通信エラーが

発生した場合には、自動的に再度送信され

ます。送信を中断したいときは、送信の中

断操作（☛P67）を行ってください。

●PCスキャナとして使用しているときには、

外からの電話やファクスを受けることはで

きません。外線からの呼び出しを受けても、

受信モードやベル回数の設定にかかわらず、

ベルは鳴りませんのでご注意ください。

●PCスキャナとして使用した場合、パソコ

ンなどで受信した原稿には、発信元記録は

付けられません。

●パソコンなどの取り扱いについては、パソ

コンなどに添付された取扱説明書をご覧く

ださい。

お知らせ

　スタートホ゛タン　ヲ　オシテクタ゛サイ�

ＰＣスキャナ�

3

［PCスキャナ］ボタン（ワンタッチボタン
22）を押します。

4
ボタンを押します。スタート�

ウケツケＮｏ．＝＜００１＞�
１９９７／０１／２４　１３：２０�
アイテ＝ＰＣセツソ゛ク�

スタート�

●スキャニングを中断するには

送信中断の操作をします。（☛P67）

ワンポイント

4.PCプリンタ／PCスキャナとして使う

スキャニングするには

●パソコンへの送信を開始したとき、パソコ

ンに自動受信させるためのベルが鳴ります。

このとき、本装置の受話器を取りあげると、

送信動作が中断されますので、ご注意くだ

さい。

●パソコンとの通信中には、本装置の受話器

を取りあげないでください。受話器を取り

あげると、通信が正常に行われないことが

あります。

お願い
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受信原稿を記録紙へプリントするときは、原稿に合わせて最適な記録紙サイズが自動的に選択されます。ご
利用に合わせてプリンタ（記録）の設定を選択することができます。
設定できる項目と、その内容については以下のとおりです。

縮小 自動的に縮小（70％～100％）してプリント

する

切り捨て はみだした部分を切り捨てる

受信原稿が記録紙より長い場合の処理のしかたを選択しま

す。お買い求めのときは「縮小」に設定されています。

■「切り捨て」に設定しているとき
〈記録紙より長い部分が切り捨て範囲内のとき〉

• 70％まで縮小しても1枚の記録紙にプリントできな
い場合は、複数の記録紙に分割してプリントされます。

（分割重ね書き、☛P238）

※切り捨て範囲を変更したいときは、NTT窓口等へお問

い合わせください。

• 記録紙の記録範囲より長い部分が、10mmを超える
場合は、切り捨ては行われず、複数の記録紙に分割し

てプリントされます。（分割重ね書き、☛P238）
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5.いろいろな機能を登録／設定する

記録紙選択の設定をするには

長尺記録（☛P239）

記録紙優先 カセットにセットされている記録紙に自

動的に切り替えてプリントする

カセット優先 他のカセットに記録紙がセットされてい

る場合でも、プリントを中止してメモリ

に蓄積する（メモリ代行受信）

受信原稿をプリント中に記録紙がなくなった場合の処理の

しかたを選択します。お買い求めのときは「記録紙優先」

に設定されています。

■「カセット優先」に設定しているとき

〈長尺記録を「縮小」に設定しているとき〉

縮小してプリ

ントされます。

• プリントを中止してメモリに蓄積されます（メモリ代行
受信）。

受信原稿サイズ 記録紙サイズ プリントする

記録紙

優先記録（☛P240）

■「縮小」に設定しているとき
〈記録紙より長い部分が切り捨て範囲内のとき〉

• 上図の例の場合、B4サイズの記録紙に左寄せでプリン
トされます。記録位置の変更はできません。

■「記録紙優先」に設定しているとき
受信した原稿�

切り捨て範囲（10mm）�

記録紙�
（等倍）�

切り捨て�

��
��記録紙�（70％まで�

　　縮小）�

受信した原稿�

縮小記録範囲（70%縮小して1枚にプリントできる長さ）�

切り捨て範囲（10mm）�

受信した原稿�

切り捨て範囲（10mm）�

記録紙�
（等倍）�

切り捨て�

〈記録紙より長い部分が切り捨て範囲を超えるとき〉

��A4

A4

A4

B4

B4

受信原稿サイズ 記録紙サイズ プリントする

記録紙

A4

A4

B4

B4

受信原稿サイズ 記録紙サイズ プリントする

記録紙

A4

A4

B4

上段

下段

（記録紙なし）

上段

下段

（記録紙なし）

上段

下段

（記録紙なし）

*



記録紙選択の設定をするには
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5.いろいろな機能を登録／設定する

*

シナイ 分割した部分を重複させずにプリントする

スル 分割した部分（8mm）を重複させてプリント

する

受信原稿が1枚の記録紙に収まらないときに複数の記録紙

に分割する場合の処理のしかたを選択します。お買い求め

のときは「スル」に設定されています。

■「スル」に設定しているとき

記録紙1枚目

1枚目と2枚目

に重複してプ

リントされま

す。

分割重ね書き（☛P241）

シナイ 回転してプリントしない

スル A4原稿をA4横（横向き）の記録紙に回転して

プリントする

カセットにセットされている記録紙の向きにあわせて、受

信データを回転してプリントするかどうかを選択します。

お買い求めのときは「スル」に設定されています。

A4原稿はA4横記録

紙に回転して記録さ

れません。

A4横原稿のときは

A4横に記録されま

す。

どちらの原稿もA4横

に記録できます。

回転記録（☛P242）

■「シナイ」に設定しているとき

受信した原稿�

a a a a a
b b b b b

a a a a a
b b b b b

c c c c c

c c c c c

a a a a a
b b b b b

a
a
a
a
a

b
b
b
b
b

a
a
a
a
a

b
b
b
b
b

記録紙2枚目

記録紙1枚目受信した原稿�

a a a a a
b b b b b

a a a a a
b b b b b

c c c c c

a a a a a
b b b b b
c c c c c 記録紙2枚目

重ね書
き範囲
（8mm）

■「スル」に設定しているとき

■「シナイ」に設定しているとき

a
a
a
a
a

b
b
b
b
b

a
a
a
a
a

b
b
b
b
b

A4横原稿

A4横記録紙

A4原稿 A4横原稿

A4横記録紙

●回転記録では、縦横方向で線密度の変換処理が行われる

ため、記録画質が多少劣化します。特に、画質モードを

ハーフトーンに設定したときには画質が劣化しますの

で、回転記録を「シナイ」に設定してご利用になるよう

おすすめします。

お知らせ



長尺記録（自動縮小／切り捨て）の設定
をする

1
ボタン、 、 ボタン、 、
ボタン、 を押します。セット�

4セット�5ファンクション�

２：ユウセン　キロク　？�
３：フ゛ンカツ　カサネカ゛キ　？�

フ゜リンタ　セッテイ　　　　　（１ー５）�
１：チョウシ゛ャク　キロク　？�

2
ボタンを押します。セット�

２：キリステ�

チョウシ゛ャク　キロク�
１：シュクショウ�

２：キリステ�

チョウシ゛ャク　キロク�
１：シュクショウ�

セット�

4
ボタンを押します。セット�

２：ユウセン　キロク　？�
３：フ゛ンカツ　カサネカ゛キ　？�

フ゜リンタ　セッテイ　　　　　（１ー５）�
１：チョウシ゛ャク　キロク　？�

セット�

5

ボタンを押します。
待機画面に戻ります。

ストップ�

１９９７／０１／２４　１３：３０�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

ストップ�

PB

0

987

654

3213

または を押して、長尺記録の処理方
法を選択します。

：自動縮小

：切り捨て2

1

21

受信した原稿が、カセットにセットされている記録紙より長い
ときは、自動的に縮小したり（自動縮小）、はみだした部分を
切り捨てたり（切り捨て）することができます。お買い求めの
ときは「縮小」に設定されています。

●設定操作を中止するには

ボタンを押します。

●「縮小」に設定すると

受信した原稿に合わせて自動的に縮小

（70％～100％）して記録紙にプリントさ

れます。70％まで縮小しても1枚の記録紙

に収まらないときは、複数の記録紙に分割

してプリントされます。

●「切り捨て」に設定すると

受信した原稿が記録紙より長いときは、は

みだした部分は切り捨ててプリントされま

す。はみだした部分が10mmより長い場

合は、複数の記録紙に分割してプリントさ

れます。

ストップ�

ワンポイント

1
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記録紙選択の設定をするには

例： を押した場合2

●長尺記録の設定は一度設定すると次に変更

するまで変わりません。

お知らせ



受信原稿をプリント中に記録紙がなくなった場合の処理のしか
たを選択します。お買い求めのときは「記録紙優先」に設定さ
れています。

240

5.いろいろな機能を登録／設定する

記録紙選択の設定をするには*

●設定操作を中止するには

ボタンを押します。

●「記録紙優先」に設定すると

受信原稿のプリント中に記録紙がなくなる

と、他のカセットにセットされている記録

紙に自動的に切り替えてプリントされま

す。

●「カセット優先」に設定すると

受信原稿のプリント中に記録紙がなくなる

と、他のカセットに記録紙がセットされて

いる場合でも、プリントを中止してメモリ

に蓄積します（メモリ代行受信）。記録紙

をセットすると、受信原稿をプリントする

ことができます。

ストップ�

ワンポイント

優先記録（記録紙優先／カセット優先）
の設定をする

1
ボタン、 、 ボタン、 、
ボタン、 を押します。セット�

4セット�5ファンクション�

２：ユウセン　キロク　？�
３：フ゛ンカツ　カサネカ゛キ　？�

フ゜リンタ　セッテイ　　　　　（１ー５）�
１：チョウシ゛ャク　キロク　？�

2
ボタンを押します。セット�

２：カセット　ユウセン�

ユウセン　キロク�
１：キロクシ　ユウセン�

２：カセット　ユウセン�

ユウセン　キロク�
１：キロクシ　ユウセン�

セット�

4
ボタンを押します。セット�

２：ユウセン　キロク　？�
３：フ゛ンカツ　カサネカ゛キ　？�

フ゜リンタ　セッテイ　　　　　（１ー５）�
１：チョウシ゛ャク　キロク　？�

セット�

5

ボタンを押します。
待機画面に戻ります。

ストップ�

１９９７／０１／２４　１３：３０�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

ストップ�

PB

0

987

654

3213

または を押して、優先記録の処理方
法を選択します。

：記録紙優先

：カセット優先2

1

21

2

例： を押した場合1

●優先記録の設定は、一度設定すると次に変

更するまで変わりません。

お知らせ



分割重ね書きの設定をする
分割重ね書きを「スル」に設定すると、分割してプリントする
部分の後端から8mmの範囲が、次の記録紙の先端に繰り返し
てプリントされます。お買い求めのときは「スル」に設定され
ています。

●設定操作を中止するには

ボタンを押します。
ストップ�

ワンポイント

1
ボタン、 、 ボタン、 、
ボタン、 を押します。セット�

4セット�5ファンクション�

２：ユウセン　キロク　？�
３：フ゛ンカツ　カサネカ゛キ　？�

フ゜リンタ　セッテイ　　　　　（１ー５）�
１：チョウシ゛ャク　キロク　？�

2
ボタンを押します。セット�

２：スル�

フ゛ンカツ　カサネカ゛キ�
１：シナイ�

２：スル�

フ゛ンカツ　カサネカ゛キ�
１：シナイ�

セット�

4
ボタンを押します。セット�

２：ユウセン　キロク　？�
３：フ゛ンカツ　カサネカ゛キ　？�

フ゜リンタ　セッテイ　　　　　（１ー５）�
１：チョウシ゛ャク　キロク　？�

セット�

5

ボタンを押します。
待機画面に戻ります。

ストップ�

１９９７／０１／２４　１３：３０�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

ストップ�

PB

0

987

654

3213

または を押して、分割重ね書きをす
るかどうかを選択します。

：分割重ね書きをしない

：分割重ね書きをする2

1

21

3
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記録紙選択の設定をするには

例： を押した場合2

●分割重ね書きの設定は、一度設定すると次

に変更するまで変わりません。

お知らせ
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5.いろいろな機能を登録／設定する

記録紙選択の設定をするには*

●設定操作を中止するには

ボタンを押します。
ストップ�

ワンポイント

回転記録の設定をする
回転記録を「スル」に設定しておくと、たとえばA4の原稿を
受信するときに、記録紙がA4横にセットされていても、受信
画像が自動的に回転して記録（プリント）されます。お買い求
めのときは「スル」に設定されています。

1
ボタン、 、 ボタン、 、
ボタン、 を押します。セット�

4セット�5ファンクション�

５：カイテン　キロク　？�

フ゜リンタ　セッテイ　　　　　（１ー５）�
４：セツテ゛ン　モート゛　セッテイ　？�

2
ボタンを押します。セット�

２：スル�

カイテン　キロク�
１：シナイ�

２：スル�

カイテン　キロク�
１：シナイ�

セット�

4
ボタンを押します。セット�

５：カイテン　キロク　？�

フ゜リンタ　セッテイ　　　　　（１ー５）�
４：セツテ゛ン　モート゛　セッテイ　？�

セット�

5

ボタンを押します。
待機画面に戻ります。

ストップ�

１９９７／０１／２４　１３：３０�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

ストップ�

PB
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または を押して、回転記録をするか
どうかを選択します。

：回転記録しない

：回転記録する2

1

21

5

例： を押した場合2

●回転記録の設定は一度設定すると次に変更

するまで変わりません。

お知らせ
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プリンタが待機状態のときに、ヒータをオフにして消費電力を節約することができます。また、時間帯を指
定して自動的に節電モードを切り替えることもできます（節電モードタイマ切替）。
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お買い求めのときは、節電モードは「スル」に設定されていま
す。
節電モードの設定を「シナイ」にすると、標準モードと高速モ
ード（標準モードよりプリンタの予熱時間は速いが、電力の消
費量は多い）を選ぶことができます（ヒートモード）。

節電モードの設定を変更する

1
ボタン、 、 ボタン、 、
ボタン、 を押します。セット�

4セット�5ファンクション�

５：カイテン　キロク　？�

フ゜リンタ　セッテイ　　　　　（１ー５）�
４：セツテ゛ン　モート゛　セッテイ　？�

2
ボタンを押します。セット�

を押したときは手順6へ進みます。2

次ページに続きます。

２：スル�
３：タイマ�

セツテ゛ン　モート゛　セッテイ�
１：シナイ�

２：スル�
３：タイマ�

セツテ゛ン　モート゛　セッテイ�
１：シナイ�

セット�

4
ボタンを押します。セット�

２：コウソク�

ヒート　モート゛�
１：ヒョウシ゛ュン�

セット�

PB
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または を押して、節電モードにする
かどうかを選択します。

：節電モードにしない

：節電モードにする2

1

21

4

5.いろいろな機能を登録／設定する

節電モードの設定を変更するには

●設定操作を中止するには

ボタンを押します。

●節電モードを「スル」に設定したときは

受信時やコピー、レポート／リスト出力を

するとき以外は、つねに節電モードになり

ます。

●時間帯を指定して節電モードを設定したい

ときは（☛P245）

ストップ�

ワンポイント

●節電モードを「スル」に設定しているとき

は、受信時にプリントを開始するまでにプ

リンタの予熱時間が必要となります。

●節電モードの設定は、一度設定すると次に

変更するまで変わりません。

お知らせ

例： を押した場合1

*
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5.いろいろな機能を登録／設定する

節電モードの設定を変更するには*

6

ボタンを押します。セット�

５：カイテン　キロク　？�

フ゜リンタ　セッテイ　　　　　（１ー５）�
４：セツテ゛ン　モート゛　セッテイ　？�

セット�

7

ボタンを押します。
待機画面に戻ります。

ストップ�

１９９７／０１／２４　１３：３０�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

ストップ�

２：コウソク�

ヒート　モート゛�
１：ヒョウシ゛ュン�

PB

0

987

654

3215

または を押して、ヒートモードを選
択します。

：標準モード

：高速モード2

1

21

例： を押した場合2

手順3で を押したときは、上記

の画面が表示される前に約2秒間「ジ

ョウジセツデン　モード」と表示され

ます。

2
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節電モードの設定を変更するには
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0
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654

321

指定した時刻になると、節電モードが自動的に切り替えられま
す。

時間帯を指定して節電モードを設定する
（節電モードタイマ切替）

1
ボタン、 、 ボタン、 、
ボタン、 を押します。セット�

4セット�5ファンクション�

５：カイテン　キロク　？�

フ゜リンタ　セッテイ　　　　　（１ー５）�
４：セツテ゛ン　モート゛　セッテイ　？�

2
ボタンを押します。セット�

２：スル�
３：タイマ�

セツテ゛ン　モート゛　セッテイ�
１：シナイ�

セット�

3

を押します。3

２：スル�
３：タイマ�

セツテ゛ン　モート゛　セッテイ�
１：シナイ�

4
ボタンを押します。セット�

　　　カイシ　シ゛コク＝２１：００�
シュウリョウ　シ゛コク＝０８：００�

セツテ゛ン　タイマ� セット�

4

●設定操作を中止するには

ボタンを押します。

●節電モードにしないときは

P243の手順3で を押します。

●つねに節電モードにしておくには

P243の手順3で を押します。2

1

ストップ�

ワンポイント

●節電モードタイマ切替を設定して節電モー

ドになっているときは、受信時にプリント

を開始するまでにプリンタの予熱時間が必

要となります。

●節電モードの終了後から次の開始時刻まで

のヒートモードの設定は、節電モードを

「シナイ」に設定して指定したヒートモード

になります。（☛P243）

お買い求めのときの設定では「標準」が指

定されます。

●節電モードタイマ切替の設定は、一度設定

すると次に変更するまで変わりません。

お知らせ

次ページに続きます。
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5.いろいろな機能を登録／設定する

節電モードの設定を変更するには*

5

節電モードを開始する時刻（4桁）と終了す
る時刻（4桁）を入力します。
例：午後10時（開始時刻）から次の日の午前9時（終了時刻）

まで節電モードを設定する場合

（「22000900」と入力）

時刻は24時間制で入力します。

入力を間違えたときは、［ ］または

［ ］ボタンを押してカーソルを間違

えた文字に移動し、入力し直します。［ク

リア］ボタンを押して最初から入力し直

すこともできます。

お買い求めのときは「開始時刻 21:00

終了時刻 08:00」に設定されています。

　　　カイシ　シ゛コク＝２２：００�
シュウリョウ　シ゛コク＝０９：００�

セツテ゛ン　タイマ�

PB
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987

654

321

6
ボタンを押します。セット�

５：カイテン　キロク　？�

フ゜リンタ　セッテイ　　　　　（１ー５）�
４：セツテ゛ン　モート゛　セッテイ　？�

セット�

7

ボタンを押します。
待機画面に戻ります。

ストップ�

１９９７／０１／２４　１３：３０�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

ストップ�
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自動受信（☛P74）を設定しているときに、ファクスや電話を着信してから受信するまでに鳴る呼出音の回数
（0～10回）を設定することができます。お買い求めのときは「0回」（鳴らない）に設定されています。

1
ボタン、 、 ボタン、

を押します。
8セット�6ファンクション�

８：ヘ゛ル　カイスウ　？�
９：シ゛ト゛ウ　サイタ゛イヤル　？�

トウロク　モート゛　　　　　（１ー１１）�
７：ルーティンク゛　シ゛ョウホウ　？�

2
ボタンを押します。セット�

入力を間違えたときは、［ ］また

は［ ］ボタンを押してカーソル

を間違えた文字に移動し、入力し直し

ます。［クリア］ボタンを押して最初

から入力し直すこともできます。

カイスウ＝００�

ヘ゛ル　カイスウ�

カイスウ＝０５�

ヘ゛ル　カイスウ�

セット�

4

ボタンを押します。セット�

８：ヘ゛ル　カイスウ　？�
９：シ゛ト゛ウ　サイタ゛イヤル　？�

トウロク　モート゛　　　　　（１ー１１）�
７：ルーティンク゛　シ゛ョウホウ　？� セット�
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3

ベル回数（00～10）を入力します。

5.いろいろな機能を登録／設定する

ベル回数を設定するには

●設定操作を中止するには

ボタンを押します。

●ベル回数が「0回」に設定されているときは

呼出音を鳴らさずに受信することができま

す。ただし、回線の状況などによっては、

呼出音が鳴ることがあります。

●電話優先モードに設定しているときは

（☛P76）

ベル回数を「0回」に設定しても、相手先

が電話の場合には約30秒間ベルを鳴らして

呼び出しを行います。

ストップ�

ワンポイント

例：5回（「05」と入力する）

5

ボタンを押します。
ストップ�

１９９７／０１／２４　１３：３０�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

ストップ�

待機画面に戻ります。

●ベル回数の設定は、一度設定すると次に変

更するまで変わりません。

お知らせ

*
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ダイヤルしたときに相手先が話し中などで回線がつながらない場合に、自動的に再ダイヤルする回数（0～5回）
と、何分間隔でダイヤルするか（1～5分）を設定することができます。お買い求めのときは、回数は「2回」、間
隔は「3分」に設定されています。

セット�2
ボタンを押します。セット�

カイスウ＝２カイ�
カンカク＝３フン�

シ゛ト゛ウ　サイタ゛イヤル�

1
ボタン、 、 ボタン、

を押します。
9セット�6ファンクション�

８：ヘ゛ル　カイスウ　？�
９：シ゛ト゛ウ　サイタ゛イヤル　？�

トウロク　モート゛　　　　　（１ー１１）�
７：ルーティンク゛　シ゛ョウホウ　？�

カイスウ＝４カイ�
カンカク＝２フン�

シ゛ト゛ウ　サイタ゛イヤル�

4
ボタンを押します。セット�

８：ヘ゛ル　カイスウ　？�
９：シ゛ト゛ウ　サイタ゛イヤル　？�

トウロク　モート゛　　　　　（１ー１１）�
７：ルーティンク゛　シ゛ョウホウ　？�

セット�

ボタンを押します。
待機画面に戻ります。

ストップ�

１９９７／０１／２４　１３：３０�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

ストップ�
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3

自動再ダイヤルの回数（0～5）と間隔（1～
5）を入力します。

入力を間違えたときは、［ ］ま

たは［ ］ボタンを押してカーソ

ルを間違えた文字に移動し、入力し直

します。［クリア］ボタンを押して最

初から入力し直すこともできます。

例：4回、2分（ 、［ ］ボタン、 を押す）24

5.いろいろな機能を登録／設定する

自動再ダイヤルの回数と間隔を設定するには

5

●設定操作を中止するには

ボタンを押します。

●自動再ダイヤルをしないときは

手順3で自動再ダイヤルの回数を「0回」

（「0」と入力）に設定します。

●自動再ダイヤルしても通信できなかったと

きは

通信レポートが出力されます。

ストップ�

ワンポイント

●自動再ダイヤル待ちのときに他の予約中の

通信がある場合は、それらの通信が行われ

たあとで再ダイヤルされます。

●優先送信が自動再ダイヤル待ちとなった場

合には、他の予約中の通信があっても、優

先送信が終了するまで予約中の通信は行わ

れません。

●自動再ダイヤルの設定は、一度設定すると

次に変更するまで変わりません。

お知らせ
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よく使う機能をあらかじめホームポジション（標準状態）として設定しておくと、送信やコピーのたびに設定する手間

が省けます。また、ホームポジションに設定した内容は、送信やコピーをするときに一時的に変更することもでき、送

信やコピーの操作が終わると、自動的にホームポジションの設定に戻ります。

■ホームポジションに設定できる機能
ホームポジションに設定できる機能は以下のとおりです。

太字の項目はお買い求めのときの設定状態です。
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設定できる機能 設定の種類

画質（送信画質） 標準／ファイン／スーパーファイン／ハーフトーン

読取濃度 ふつう／こく／うすく

コピー画質 ファイン／スーパーファイン／ハーフトーン

ダイレクト送信 OFF／ON

済スタンプ（オプション） シナイ／スル

通信モード（オプション）

☛P171

各機能の参照先

☛P52

☛P53

☛P52、87

☛P60

☛P285

☛P287G4／G3

●済スタンプ（オプション）を搭載している場合のみ、

済スタンプの設定をすることができます。

●G4通信ユニット（オプション）を増設している場合

のみ、通信モードの設定をすることができます。

お知らせ

5.いろいろな機能を登録／設定する

よく使うモードをホームポジションとして
設定するには

■ホームポジションとは

*
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5.いろいろな機能を登録／設定する

よく使うモードをホームポジションとして
設定するには

*

ホームポジションを設定する

1
ボタン、 、 ボタン、 、
ボタン、 を押します。セット�

3セット�5ファンクション�

２：カイセン　シュヘ゛ツ　？�
３：ホーム　ホ゜シ゛ション　？�

ソウチ　セッテイ　　　　　　　（１ー５）�
１：ハッシンモト　キロク　？�

2
ボタンを押します。セット�

　サイファ　タ゛イレクト�
ホ゛タンヲ　センタク　シテクタ゛サイ�

ホーム　ホ゜シ゛ション�
　ヨミトリノウト゛　カ゛シツ�

ハーフトーン�

スーパーファイン�

ファイン�

こく�

うすく�

セット�

画　質�

3

ボタンを繰り返し押して、送信時の画
質モードを選択します。
画　質�

選択したモードの画質ランプが点灯

します。「標準」を選択すると画質ラ

ンプは消えます。

3

読取濃度�

4

ボタンを繰り返し押して、読取濃度を
選択します。
読取濃度�

選択した読取濃度ランプが点灯しま

す。「ふつう」を選択すると読取濃度

ランプは消えます。
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よく使うモードをホームポジションとして設定するには

7
ボタンを押します。セット�

ホ゛タンヲ　センタク　シテクタ゛サイ�

ホーム　ホ゜シ゛ション�
　コヒ゜ーカ゛シツ�

セット�

サイファ送信�

ダイレクト送信�
ア　サイファ送信�5

［サイファ送信］ボタン（ワンタッチボタン
01）を押して、サイファ送信をするかしな
いかを選択します。

［サイファ送信］ボタンを押すごとに、

サイファ送信ランプの点灯（サイフ

ァ送信をする）／消灯（サイファ送

信をしない）が切り替わります。

サイファ送信�

ダイレクト送信� ハ　ダイレクト送信�6

［ダイレクト送信］ボタン（ワンタッチボタン
02）を押して、ダイレクト送信をするかし
ないかを選択します。

［ダイレクト送信］ボタンを押すごと

に、ダイレクト送信ランプの点灯

（ダイレクト送信をする）／消灯（ダ

イレクト送信をしない）が切り替わ

ります。

ハーフトーン�

スーパーファイン�

ファイン�

画　質�

8

ボタンを繰り返し押して、コピー時の
画質モードを選択します。
画　質�

選択したモードの画質ランプが点灯

します。「標準」を選択することは

できません。

済スタンプやG4通信ユニット（オ

プション）を増設していないときは、

手順12へ進みます。

●設定操作を中止するには

ボタンを押します。

●送信時の画質モードの設定は（☛P52）

●送信時の読取濃度の設定は（☛P53）

●コピーをするときの画質モードの設定は

（☛P52,86）

●サイファ送信の設定は（☛P171）

●ダイレクト送信の設定は（☛P60）

●済スタンプ（オプション）の設定は

（☛P285）

●G4通信モード（オプション）の設定は

（☛P287）

ストップ�

ワンポイント

次ページに続きます。
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5.いろいろな機能を登録／設定する

よく使うモードをホームポジションとして
設定するには

*

10

［済スタンプ］ボタン（ワンタッチボタン25）
を押して、済スタンプを設定するかどうかを
選択します。

［済スタンプ］ボタンを押すごとに、「スル」

「シナイ」が切り替わります。

G4通信ユニットを増設していないときは、

手順12に進みます。

増設していない機能は表示されません。

済スタンプを増設していないときは、手順

11に進みます。

　ツウシンモート゛　　　　　　［Ｇ４　］�
ホ゛タンヲ　センタク　シテクタ゛サイ�

ホーム　ホ゜シ゛ション�
　スミスタンフ゜　　　　　　　［シナイ］�

9

ボタンを押します。セット�

　ツウシンモート゛　　　　　　［Ｇ４　］�
ホ゛タンヲ　センタク　シテクタ゛サイ�

ホーム　ホ゜シ゛ション�
　スミスタンフ゜　　　　　　　［シナイ］�

　ツウシンモート゛　　　　　　［Ｇ３　］�
ホ゛タンヲ　センタク　シテクタ゛サイ�

ホーム　ホ゜シ゛ション�
　スミスタンフ゜　　　　　　　［シナイ］�

セット�

12
ボタンを押します。セット�

２：カイセン　シュヘ゛ツ　？�
３：ホーム　ホ゜シ゛ション　？�

ソウチ　セッテイ　　　　　　　（１ー５）�
１：ハッシンモト　キロク　？�

セット�

13

ボタンを押します。
待機画面に戻ります。

ストップ�

１９９７／０１／２４　１３：３０�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

ストップ�

オンフック�
（通信モード）�11

［通信モード］ボタンを押して、通信モードを
選択します。

［通信モード］ボタンを押すごとに、「G4」

「G3」が切り替わります。



〈3〉サイファキーリスト

〈2〉暗証番号変更

〈1〉サイファキー登録

〈1〉ポーリング送信 〈1〉設定

〈2〉解除

〈2〉掲示板 〈1〉設定

〈2〉解除

〈3〉親展プリント 〈3〉プリント
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各メニュー項目は、〈n〉で示した番号（n）で選択します。お買い求めのときの設定は太字で示しています。

5.いろいろな機能を登録／設定する

メニューの流れ （ファンクション構造）

〈1〉機能選択

ファンクション

〈1〉レポート設定 〈1〉通信結果レポート

〈2〉通信管理レポート出力

〈3〉親展受信レポート出力
（シナイ／スル）

ジドウ

シュドウ

タイマ（時刻）

〈5〉設定モード

〈2〉機能設定 〈1〉リモート受信

〈2〉セレクト受信（シナイ／スル）

〈3〉中継同報（シナイ／スル）

〈4〉ページ合成受信（シナイ／スル）

シナイ

スル（DP20／DP10／PB）

〈3〉装置設定 〈1〉発信元記録

〈4〉プリンタ設定 〈1〉長尺記録（縮小／切捨て）

〈2〉優先記録（記録紙優先／
カセット優先）

〈3〉分割重ね書き（シナイ／スル）

〈4〉節電モード切替

〈5〉回転記録（シナイ／スル）

〈2〉回線種別（DP20／DP10／PB）

〈3〉ホームポジション

〈4〉留守番電話無音検出（シナイ／スル）

〈5〉相手発信元記録（ツケル／ツケナイ）
（G4通信ユニット増設時）

ツケル（ナカ／ソト）

ツケナイ

〈5〉リモートマルチコピー受信 シナイ

スル（制限部数 01-99）

〈6〉ビジネスホン通知

〈7〉ルーティング（シナイ／スル）

〈8〉PC接続（シナイ／スル）

〈1〉送受信通知 〈1〉送信（シナイ／スル）

〈2〉受信

〈2〉状態通知 〈1〉転送エラー通知（シナイ／スル）

〈2〉消耗品通知（シナイ／スル）

〈3〉管理者番号（通知先）

送信画質（標準／ファイン／スーパー
ファイン／ハーフトーン）

（G4通信ユニット増設時：ファイン）

読取濃度（ふつう／こく／うすく）

サイファ送信（OFF／ON）

ダイレクト送信（OFF／ON）

済スタンプ（シナイ／スル）
（済スタンプ増設時）

通信モード（G4／G3）
（G4通信ユニット増設時）

コピー画質（ファイン／スーパーファ
イン／ハーフトーン）

〈1〉ワンタッチダイヤル

〈2〉短縮ダイヤル

〈3〉グループダイヤル

〈4〉中継指示ダイヤル

〈5〉ワンタッチプログラムダイヤル

〈6〉ダイヤルリスト

〈4〉ダイヤル登録モード

〈1〉時計セット

〈2〉発信元名称

〈3〉発信元番号

〈4〉ポーリングパスワード（スペース4文字）

〈5〉中継パスワード（0000）

〈6〉親展ボックス

〈7〉ルーティング情報

〈8〉ベル回数（0、1、2～10回）

〈9〉自動再ダイヤル　回数（0、1、2、3、4、5回） 間隔（1、2、3、4、5分）

〈10〉G4発信元番号

〈11〉G4発信元略称

〈6〉登録モード

暗証番号〈7〉サイファ登録モード

〈1〉ワンタッチダイヤルリスト

〈2〉短縮ダイヤルリスト

〈3〉グループダイヤルリスト

〈4〉ワンタッチプログラムリスト

通信レポート出力（シナイ／スル／エラー）

マルチ通信レポート出力（シナイ／スル）

中継結果レポート出力（シナイ／スル）

レポート画像（ツケナイ／ツケル）

〈1〉通信管理レポート 〈1〉ワンタッチダイヤルリスト

〈2〉短縮ダイヤルリスト〈2〉ダイヤルリスト

〈3〉グループダイヤルリスト

〈4〉ワンタッチプログラムリスト〈3〉パラメータリスト

〈2〉リストプリントモード

〈1〉自動受信（FAX専用／TEL優先）

〈1〉シナイ〈2〉受信モードタイマ切替

〈2〉スル

〈3〉受信モード

タイマ1（手動／自動／留守）

タイマ2（手動／自動／留守）〈1〉シナイ〈3〉ダイヤルイン

〈2〉スル 内線電話番号（FAX）

内線電話番号（TEL）

シナイ

スル（共通通知先）

シナイ ヒートモード（標準／高速）
スル

タイマ（節電開始時刻）（節電終了時刻）

〈ワンタッチ01〉サイファ送信

〈ワンタッチ02〉ダイレクト送信

〈ワンタッチ03〉優先送信

〈ワンタッチ04〉タイマ通信

〈ワンタッチ05〉ページ合成読取

〈ワンタッチ19〉ポーリング受信

〈ワンタッチ20〉親展送信

〈ワンタッチ21〉リモートマルチコピー

〈ワンタッチ22〉PCスキャナ

〈ワンタッチ24〉画面切替

〈ワンタッチ25〉済スタンプ（オプション）

〈ワンタッチ30〉通信結果

で囲まれた項目は、各機
能を連続して設定します。

*

〈＃〉リモートメンテナンス
（シナイ／スル）



受信モードタイマ切替
毎日の指定した時刻（タイマ1、タイマ2）
に自動的に受信モード（手動受信／自動受
信／留守受信）を切り替えるかどうかを設
定します。 （ 、☛P176）

ダイヤルリスト
各種ダイヤルリストを出力します。ワンタッ
チプログラムリストを出力する場合は、ワン
タッチプログラムダイヤルを登録してあるワ
ンタッチボタンを指定します。

（ 、☛P210）
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5.いろいろな機能を登録／設定する

お買い求めのときは、 に設定されています。

登録／設定操作一覧*

機能選択

ポーリング送信
ポーリング送信を設定する／解除する、を選
択します。 （ 、☛P143）

掲示板
掲示板送信を設定する／解除する／送信文書
をプリントする、を選択します。

（ 、☛P145）

親展プリント
受信した親展文書をプリントします。

（ 、☛P156）

原稿をセット
する。（☛P51）

リストプリントモード

通信管理レポート
通信管理レポートを出力します。

（ 、☛P199）

パラメータリスト
パラメータリストを出力します。

（ 、☛P212）

受信モード

自動受信
自動受信モードをFAX専用／電話優先に設
定します。 （ 、☛P76）

自動受信モードの選択（☛P74）

ダイヤルイン
ダイヤルインサービスに加入されたときに、
ファクス用の番号（下4桁）と電話用の番号
（下4桁）を設定します。

（ 、☛P180）

ストップ�

ストップ�

ストップ�

、

、
セット�1

セット�1

ファンクション�

、

、
セット�2

セット�1

ファンクション�

…カイジョセット�2

…セッテイセット�1

ポーリング送信の設定

…プリントセット�3

…カイジョセット�2

…セッテイセット�1

掲示板送信の設定

、

、
セット�3

セット�1

ファンクション�
親展ボックスNo.（2桁の
数字）の指定

PB

0

987

654

321

セット�

、

、
セット�1

セット�2

ファンクション�

、

、
セット�2

セット�2

ファンクション�

…ワンタッチプログラムリストセット�4

…グループダイヤルリストセット�3

…タンシュクダイヤルリストセット�2

…ワンタッチダイヤルリストセット�1

ダイヤルリスト出力の設定

、

、
セット�3

セット�2

ファンクション�

、

、
セット�2

セット�3

ファンクション�

、

、
セット�3

セット�3

ファンクション�

…デンワユウセンセット�2

…ファクスセンヨウセット�1

…スルセット�2

…シナイセット�1

…スルセット�2

…シナイセット�1

、

、
セット�1

セット�3

ファンクション�

出力開始

出力開始

原稿をセット
する。（☛P51）

： ボタン、 、 ボタン、 、 ボタンを押して設定する。セット�1セット�1ファンクション�

〈項目番号の見方〉
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登録／設定操作一覧

スタート�

スタート�

プリント開始

ワンタッチプログラムダイヤルの指定

プリント開始

出力開始

出力開始

PB

0

987

654

321

セット�

受信モード�
（サブアドレス）�

セット�

受信モードの選択

ストップ�

ファクス用の番号（下4桁）の登録

PB

0

987

654

321

セット�

PB

0

987

654

321

セット�

ストップ�

電話用の番号（下4桁）の登録

タイマ1の時刻の指定（24時間制4桁）

受信モード�
（サブアドレス）�

セット�

受信モードの選択タイマ2の時刻の指定（24時間制4桁）

暗証番号（4桁の数字）の入力

セット�

PB

0

987

654

321

［ワンタッチボタン］

PB

0

987

654

321



短縮ダイヤル
よくかける相手先（最大100件）の電話番
号や名前を登録します。また、サイファキ
ーNo.や通信結果の通知先（内線番号）を登
録することもできます。

（ 、☛P108）
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5.いろいろな機能を登録／設定する

お買い求めのときは、 に設定されています。

登録／設定操作一覧*

ダイヤル登録モード

ワンタッチダイヤル
よくかける相手先（最大60件）の電話番号
や名前を登録します。また、サイファキー
No.や通信結果の通知先（内線番号）を登録
することもできます。

（ 、☛P104）
変更／削除の場合

新規登録の場合

変更／削除の場合

ストップ�

ワンタッチボタンの指定

セット�

ストップ�

短縮番号（2桁の数字）の指定

PB

0

987

654

321

セット�

新規登録の場合

グループダイヤル
あらかじめワンタッチダイヤルや短縮ダイ
ヤルに登録してあるいくつかの相手先を1つ
にまとめて登録します。

（ 、☛P112）

グループダイヤルの変更／削除

ストップ�

ワンタッチボタンの指定

セット�

新規登録の場合

変更／削除の場合

変更／削除の場合

中継指示ダイヤル
中継機、中継テーブルNo.（中継同報送信を
行うときの同報送信先を登録してあるグル
ープダイヤルのワンタッチボタン）、中継指
示ダイヤル名、中継結果通知を返送する／
しない、中継機で送信原稿をプリントす
る／プリントしない、を登録します。

（ 、☛P124）

中継指示ダイヤルの変更／削除

ストップ�

ワンタッチボタンの指定

セット�

新規登録の場合

…カクニン／ヘンコウ1 セット�

…トウロク　サクジョ2 セット�

…カクニン／ヘンコウ1 セット�

…トウロク　サクジョ2 セット�

、

、
セット�1

セット�4

ファンクション�

、

、
セット�2

セット�4

ファンクション�

、

、
セット�3

セット�4

ファンクション�

、

、
セット�4

セット�4

ファンクション�

［ワンタッチボタン］

…トウロク　サクジョセット�2

…カクニン／ヘンコウセット�1

ワンタッチダイヤルの変更／削除

…トウロク　サクジョセット�2

…カクニン／ヘンコウセット�1

短縮ダイヤルの変更／削除

［ワンタッチボタン］

［ワンタッチボタン］

： ボタン、 、 ボタン、 、 ボタンを押して設定する。セット�1セット�1ファンクション�

〈項目番号の見方〉
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PB

0

987

654

321

セット�

PB

0

987

654

321

セット�

PB

0

987

654

321

セット� セット�

PB

0

987

654

321

セット�

PB

0

987

654

321

セット�

PB

0

987

654

321

セット�

ストップ�

ストップ�

相手先の電話番号（最大38桁）
の指定

相手先の名称（最大16文字）の
指定

文字の入力

（☛P44）
セット�

サイファキーNo.（2桁の数字）
の指定

通信結果の通知先（内線番号）の
指定

相手先の電話番号（最大38桁）
の指定

相手先の名称（最大16文字）の
指定

文字の入力
（☛P44）

サイファキーNo.（2桁の数字）
の指定

通信結果の通知先（内線番号）の
指定

ストップ�

セット�

グループダイヤルの名称（最大16
文字）の指定

相手先（最大159件）の指定
ワンタッチダイヤ
ル、短縮ダイヤル、
電子電話帳で指定
する

文字の入力
（☛P44）

セット�

ストップ�

PB

0

987

654

321
セット�

中継テーブルNo.（2桁の数字）
の指定

セット�

中継指示ダイヤルの名称
（最大16文字）の指定

文字の入力
（☛P44） セット�

中継機の指定

中継結果通知の返送

…シナイ1 セット�

…スル2 セット�

中継機での原稿のプリント

…シナイ1 セット�

…スル2 セット�

ワンタッチダイヤ
ル、短縮ダイヤル、
電子電話帳で指定
する
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5.いろいろな機能を登録／設定する

お買い求めのときは、 に設定されています。

登録／設定操作一覧*

変更／削除の場合

ワンタッチプログラムダイヤル
送信時に使用するさまざまな機能を登録し
ます。また、送信結果の通知先（内線番号）
を登録することもできます。

（ 、☛P115）

ストップ�

ワンタッチボタンの指定

セット�

新規登録の場合

ダイヤルリスト
各種ダイヤルリストを出力します。ワンタッ
チプログラムダイヤルリストを出力する場合
は、ワンタッチプログラムダイヤルを登録し
てあるワンタッチボタンを指定します。

（ 、☛P210）

通信結果レポート出力
各種の通信結果レポートを通信ごとに出力
する／エラーがあったときだけ出力する／
まったく出力しない、また、レポート画像
（送信原稿の一部）をつける／つけない、を
設定します。 （ 、☛P200）

通信管理レポート出力
通信管理レポートを40通信ごとに自動で出
力する／必要なときだけ手動で出力する／毎
日の決まった時刻に出力する、を設定します。
決まった時刻に出力する場合はその時刻を設
定します。 （ 、☛P197）

親展受信レポート出力
親展文書を受信したことを知らせるレポー
トを出力する／しないを設定します。

（ 、☛P203）

ストップ�

ストップ�

ストップ�

設定モード／ 機能設定

リモート受信
外付け電話機からの操作で受信する／しな
いを設定します。リモート受信をする場合
は回線種別（DP20／DP10／PB）を設定
します。 （ 、☛P80）

セレクト受信
受信する相手先を限定する／しないを設定
します。 （ 、☛P173）

設定モード／ レポート設定

、

、
セット�5

セット�4

ファンクション�

、

、
セット�6

セット�4

ファンクション�

、 、

、
セット�1

セット�1

セット�5ファンクション�

、 、

、
セット�2

セット�1

セット�5ファンクション�

、 、

、
セット�3

セット�1

セット�5ファンクション�

、 、

、
セット�1

セット�2

セット�5ファンクション�

、 、

、
セット�2

セット�2

セット�5ファンクション�

…スルセット�2

…シナイセット�1

…スルセット�2

…シナイセット�1

親展受信レポートの出力
（☛P203）

…スルセット�2

…シナイセット�1

通信管理レポートの出力
方法（☛197）

…タイマセット�3

…シュドウセット�2

…ジドウセット�1

通信レポートの出力

…エラーセット�3

…スルセット�2

…シナイセット�1

ダイヤルリスト出力の選択

…ワンタッチプログラムリストセット�4

…グループダイヤルリストセット�3

…タンシュクダイヤルリストセット�2

…ワンタッチダイヤルリストセット�1

ワンタッチプログラムダイヤルの変
更／削除

…トウロク　サクジョセット�2

…カクニン／ヘンコウセット�1

ダイヤル登録モード

［ワンタッチボタン］

： ボタン、 、 ボタン、 、 ボタンを押して設定する。セット�1セット�1ファンクション�

〈項目番号の見方〉
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ストップ�

設定する機能の指定

優先送信／タイマ通信／ページ合成読
取送信／リモートマルチコピー送信／
ポーリング受信／親展送信／サイファ
送信／ダイレクト送信／済スタンプ

ファンクション�

相手先の名称（最大16文字）の
指定

PB

0

987

654

321

セット�

送信結果の通知先（内線番号）の
指定

文字の入力
（☛P44）

セット�

セット�

相手先（最大159件）の指定

ワンタッチダイ
ヤル、短縮ダイ
ヤル、電子電話
帳で指定する

ワンタッチプログラムダイヤルの指定

セット�

出力開始

出力開始

ストップ�

ストップ�

ストップ�

ストップ�

セット�

タイマ出力の時刻の指定（24時間制4桁）

回線種別の設定
…DP201 セット�

…DP102 セット�

…PB3 セット�

レポート画像のプリント

…ツケルセット�2

…ツケナイセット�1

中継結果レポートの出力

…スルセット�2

…シナイセット�1

マルチ通信レポートの出力

…スルセット�2

…シナイセット�1

画質
読取濃度

セット�

［ワンタッチボタン］

PB

0

987

654

321
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5.いろいろな機能を登録／設定する

お買い求めのときは、 に設定されています。

登録／設定操作一覧*

ストップ�

ストップ�

中継同報送信
本装置を、中継同報送信を行う中継機とし
て使用する／しないを設定します。

（ 、☛P129）

ページ合成受信
2枚の原稿を1枚の記録紙にプリントする／
しないを設定します。

（ 、☛P175）

ストップ�
リモートマルチコピー受信

リモートマルチコピー受信をする／しない
を設定します。する場合にはコピー部数を
制限することができます。

（ 、☛P132）

ストップ�

ストップ�

ストップ�

ビジネスホン通知／

送受信通知
指定した内線電話機に送受信結果を通知す
る／しないを設定します。通知する場合は
共通通知先の内線番号を登録します。

（ 、☛P222、223）

ビジネスホン通知／

状態通知
指定した内線電話機に状態通知（転送エラ
ー通知／消耗品通知）をする／しないを設
定します。通知する場合は通知先の内線番
号（管理者番号）を登録します。

（ 、☛P229～231）

ルーティング通信
ルーティング通信をする／しないを設定し
ます。 （ 、☛P160）

PC接続
本装置をパソコン用のプリンタまたはスキ
ャナとして使用するときに、本装置とパソ
コンとで通信ができるようにする／しない
を設定します。

（ 、☛P234）

発信元記録
受信した記録紙に、こちらの名称や送信日
時、ページ番号などの記録をつける／つけ
ないを設定します。発信元記録をつける場
合は、原稿の内側につける／外側につける、
を設定します。

（ 、☛P37）

、 、

、
セット�3

セット�2

セット�5ファンクション�

、 、

、
セット�4

セット�2

セット�5ファンクション�

、 、

、
セット�5

セット�2

セット�5ファンクション�

、 、

、

、
セット�1

セット�6

セット�2

セット�5ファンクション�

、 、

、

、

セット�2

セット�6

セット�2

セット�5ファンクション�

、 、

、
セット�7

セット�2

セット�5ファンクション�

、 、

、

セット�8

セット�2

セット�5ファンクション�

、 、

、
セット�1

セット�3

セット�5ファンクション�

…ツケナイセット�2

…ツケルセット�1

…スルセット�2

…シナイセット�1

…スルセット�2

…シナイセット�1

設定項目の選択

…カンリシャ　バンゴウセット�3

…ショウモウヒン　ツウチセット�2

…テンソウ　エラーセット�1

送信通知／受信通知の選択

…ジュシンセット�2

…ソウシンセット�1

…スルセット�2

…シナイセット�1

…スルセット�2

…シナイセット�1

…スルセット�2

…シナイセット�1

設定モード／ 装置設定

設定モード／ 機能設定

： ボタン、 、 ボタン、 、 ボタンを押して設定する。セット�1セット�1ファンクション�

〈項目番号の見方〉
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ストップ�

制限部数（01～99）の指定

PB

0

987

654

321

セット�

ストップ�

ストップ�

ストップ�

ストップ�

ストップ�

PB

0

987

654

321

セット�

PB

0

987

654

321

セット�

共通通知先（内線番号）の指定

管理用の内線番号の指定

…ナカ1 セット�

…ソト2 セット�

発信元記録位置の指定

…スルセット�2

…シナイセット�1

…スルセット�2

…シナイセット�1

…スルセット�2

…シナイセット�1

…スルセット�2

…シナイセット�1
ストップ�



回線種別の設定
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5.いろいろな機能を登録／設定する

お買い求めのときは、 に設定されています。

登録／設定操作一覧

ストップ�

設定モード／ 装置設定

回線種別
電話回線の種類に合わせて、本装置の回線
種別を設定します。

（ 、☛P27）

ホームポジション
送信時の画質モードと読取濃度、サイファ
送信する／しない、ダイレクト送信する／
しない、コピー時の画質モード、の各項目
について、基準として使うポジションとし
て設定しておきます。また、済スタンプ／
G4通信ユニット（オプション）を増設して
いる場合は、済スタンプをつける／つけな
い、G4モード／G3モード（通信モード）
の設定ができます。

（ 、☛P250）

留守番電話無音検出
留守受信モードのとき、外付けの留守番電
話機が用件の録音状態になってから7秒間無
音が続いた場合に、自動的に録音を中止し
てファクスの受信に切り替えるようにす
る／しない、を設定します。

（ 、☛P79）

※ G4通信ユニット（オプション）を増設しているとき

相手発信元記録（CIL記録）
受信した記録紙に、発信元端末IDなどをつ
ける／つけない、を設定します。

（ 、☛P41）

ストップ�

ストップ�

ストップ�

ストップ�

キリステ

設定モード／ プリンタ設定

長尺記録
受信原稿が記録紙よりも長い場合に、縮小
してプリントする（自動縮小）／はみだし
た部分を切り捨てる（切り捨て）、を設定し
ます。 （ 、☛P239）

優先記録
受信原稿のプリント中に記録紙がなくなっ
た場合に、他の記録紙カセットに自動的に
切り替えてプリントする（記録紙優先）／
プリントしないでメモリに蓄積する（カセ
ット優先）、を設定します。

（ 、☛P240）

キロクシ
ユウセン
カセット
ユウセン

分割重ね書き
分割してプリントした部分の後端8mmを、
次の記録紙の先端に重複してプリントす
る／しないを設定します。

（ 、☛P241）

ストップ�

、 、

、
セット�2

セット�3

セット�5ファンクション�

…PBセット�3

…DP10セット�2

…DP20セット�1

設定する機能の指定

ストップ�

、

、

、
セット�3

セット�3

セット�5

ファンクション�

、 、

、
セット�4

セット�3

セット�5ファンクション�

、 、

、
セット�5

セット�3

セット�5ファンクション�

、 、

、
セット�1

セット�4

セット�5ファンクション�

、 、

、
セット�2

セット�4

セット�5ファンクション�

、 、

、
セット�3

セット�4

セット�5ファンクション� 分割重ね書きの指定

…スルセット�2

…シナイセット�1

優先記録の選択

…セット�2

…セット�1

長尺記録の選択

…セット�2

…セット�1 シュク
ショウ

…ツケナイセット�2

…ツケルセット�1

…スルセット�2

…シナイセット�1

送信画質
読取濃度
サイファ送信
ダイレクト送信

セット� ［コピー画質］セット�

〈済スタンプ／G4通信ユニット
（オプション）を増設している場合〉

セット�
済スタンプ

通信モード

： ボタン、 、 ボタン、 、 ボタンを押して設定する。セット�1セット�1ファンクション�

〈項目番号の見方〉

*
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登録／設定操作一覧

節電モードの指定

ストップ�

…ヒョウジュン1 セット�

…コウソク2 セット�

ヒートモードの選択

節電モード
プリンタが待機状態のときにヒータをオフに
する／しない／毎日の決まった時間帯にオフ
にする（タイマ）、を設定します。ヒータを
オフにしない場合は、標準モード／高速モー
ド（標準モードより予熱時間は速いが電力の
消費量は多い）を設定します。また、タイマ
にする場合は、その開始時刻と終了時刻を設
定します。（ 、☛P243、245））

PB

0

987

654

321

セット�

開始時刻（24時間制4桁）／終
了時刻（24時間制4桁）の指定

回転記録
カセットにセットされているA4横の記録紙
の向きにあわせて、受信データを回転して
プリントする／しないを設定します。

（ 、☛P242）

登録モード

ストップ�

自分の名称（最大40文字）の登録

文字の入力
（☛P44）

PB

0

987

654

321

セット�

ファクス番号（最大20桁）の登録

セット�

、

、

、
セット�4

セット�4

セット�5

ファンクション�

…タイマセット�3

…スルセット�2

…シナイセット�1

、

、

、
セット�5

セット�4

セット�5

ファンクション�

…シナイ1 セット�

…スル2 セット�

回転記録の指定

、

、
セット�1

セット�6

ファンクション�

、

、
セット�2

セット�6

ファンクション�

、

、
セット�3

セット�6

ファンクション�

時計セット
現在の日付と時刻を設定します。

（ 、☛P34）

発信元名称（発信元データ）
発信元名称（会社名、個人名など）を登録
します。

（ 、☛P36）

発信元番号
本装置のファクス番号を登録します。

（ 、☛P38）

日付／時刻（西暦年4桁＋月日4
桁＋24時間制時刻4桁）の指定

PB

0

987

654

321

セット�

お買い求めのときは、 に設定されています。

： ボタン、 、 ボタン、 、 ボタンを押して設定する。セット�1セット�1ファンクション�

〈項目番号の見方〉

設定モード／ プリンタ設定

、

、
セット�5

ファンクション�
リモートメンテナンス

当社のサービス取扱所からのリモートメン
テナンスを受ける／受けない、を設定しま
す。

（ 、☛P291）

設定モード／リモートメンテナンス

…シナイ1 セット�

…スル2 セット�

リモートメンテナンスの指定

ストップ�

ストップ�

ストップ�

ストップ�

ストップ�

ストップ�
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5.いろいろな機能を登録／設定する

お買い求めのときは、 に設定されています。

登録／設定操作一覧*

親展ボックス
親展ボックスを開設し、親展ボックスNo.と
親展ボックス名称、文書を取り出すための
暗証番号を登録します。また、受信通知先
やサブアドレスを指定することもできます。

（ 、☛P152）

親展ボックスNo.（2桁の数字）の指定
新規登録の場合

登録済み暗証番号（4桁の数字）
の入力

カクニン／
ヘンコウ
トウロク
サクジョ

変更／削除の場合
親展ボックスNo.
が「00」の場合

PB

0

987

654

321

セット�

PB

0

987

654

321

セット�

登録モード

ストップ�

ストップ�

PB

0

987

654

321

セット�

PB

0

987

654

321

セット�

PB

0

987

654

321

ルーティング情報ボックス
ルーティング情報ボックスを登録し、サブ
アドレスと転送先、受信通知先などを登録
します。 （ 、☛P161）

ルーティング情報ボックスNo.

（01～10）の指定
新規登録の場合

変更／削除の場合

ベル回数
着信してから自動受信するまでに、何回ベ
ルを鳴らすかを設定します。

（ 、☛P247）

ベルの回数（0～10）の指定

自動再ダイヤル
自動的に再ダイヤルする回数と、何分間隔
で再ダイヤルするかを設定します。

（ 、☛P248）

自動再ダイヤル回数（0～5）の指定

、

、
セット�6

セット�6

ファンクション�

、

、
セット�7

セット�6

ファンクション�

、

、
セット�8

セット�6

ファンクション�

、

、
セット�9

セット�6

ファンクション�

親展ボックスの変更／削除

…セット�2

…セット�1

情報ボックスの変更／削除

…トウロク　サクジョセット�2

…カクニン／ヘンコウセット�1

［ ］

： ボタン、 、 ボタン、 、 ボタンを押して設定する。セット�1セット�1ファンクション�

〈項目番号の見方〉

ポーリングパスワード
ポーリング通信で使用するパスワードを登
録します。 （ 、☛P142）

中継パスワード
中継同報通信で使用するパスワードを登録
します。 （ 、☛P123）

ストップ�

PB

0

987

654

321

セット�

ポーリングパスワード（4桁の数
字／スペース4文字）の登録

中継パスワード（4桁の数字、0000）
の登録

ストップ�

PB

0

987

654

321

セット�

、

、
セット�4

セット�6

ファンクション�

、

、
セット�5

セット�6

ファンクション�
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登録／設定操作一覧

新しい暗証番号（4桁の数字）の入力 親展ボックスの名称（最大20文
字）の指定

文字の入力
（☛P44）

親展ボックスNo.が「00」の場合

受信結果の通知先（内線番号）の指定 ルーティング通信のサブアドレス
（最大20桁）の指定

ストップ�
ストップ�

PB

0

987

654

321

セット�

セット�

PB

0

987

654

321

セット�

PB

0

987

654

321

セット�

ストップ�

ストップ�

セット�

ルーティング通信のサブアドレス
（最大20桁）の指定

通信結果の通知先（内線番号）指定

受信原稿の転送先の指定

ワンタッチダイヤル、
短縮ダイヤル、電子電
話帳で指定する

…シナイ1 セット�

…スル2 セット�

本装置での転送原稿のプリント

PB

0

987

654

321

セット�

PB

0

987

654

321

セット�

PB

0

987

654

321

セット�

自動再ダイヤル間隔（1～5分）の
指定
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5.いろいろな機能を登録／設定する

お買い求めのときは、 に設定されています。

登録／設定操作一覧*

PB

0

987

654

321

セット�

PB

0

987

654

321

セット�

PB

0

987

654

321

セット�

サイファ登録モード

サイファキー登録
暗号化された原稿を解読するためのサイフ
ァキーを登録します。

（ 、☛P168、169）

暗証番号変更
サイファキーの登録や、サイファキーリス
ト出力に必要な暗証番号を変更します。

（ 、☛P168）

暗証番号（4桁の数字）の入力

サイファキーリスト
登録したサイファキーのリストを出力しま
す。 （ 、☛P213）

…サイファキー
トウロク

1 セット�

暗証番号（4桁の数字）の入力

暗証番号（4桁の数字）の入力

、
セット�7

ファンクション�

、
セット�7

ファンクション�

、
セット�7

ファンクション�

…アンショウバ
ンゴウ
ヘンコウ

セット�2

…サイファキー
リスト

セット�3

※ G4通信ユニット（オプション）を増設しているとき

G4発信元番号
本装置のファクス番号を登録します。

（ 、☛P40）

※ G4通信ユニット（オプション）を増設しているとき

G4発信元略称
発信元名称（会社名、個人名など）の略称
を登録します。

（ 、☛P42）

ストップ�

G4発信元略称（最大22文字の登録）

文字の入力
（☛P44）

セット�

、

、
セット�0

セット�6

ファンクション�

、

、
［ ］セット�0

セット�6

ファンクション�

G4発信元番号（最大20桁の登録）

PB

0

987

654

321

セット�

ストップ�

登録モード

： ボタン、 、 ボタン、 、 ボタンを押して設定する。

： ボタン、 、 ボタン、 、 ボタンを押して設定する。

： ボタン、 、 ボタン、 、［ ］ボタン、 ボタンを押して設定する。セット�0セット�6ファンクション�

セット�0セット�6ファンクション�

セット�1セット�1ファンクション�

〈項目番号の見方〉
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登録／設定操作一覧

ストップ�

ストップ�

PB

0

987

654

321

セット�

PB

0

987

654

321

セット�

PB

0

987

654

321

セット�

サイファキーNo.（00～39）の指定

新しい暗証番号（4桁の数字）の入力

サイファーキー（16桁の16進数）の指定

出力開始
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6.こんなときには

原稿がつまると「ピー」という音が鳴り、ディスプレイに「ゲンコウガ　ツマリマシタ」と表示されて、操
作パネルのアラームランプ（赤）が点灯します。
原稿のつまっている場所を確認し、以下の手順にしたがって原稿を取り除いてください。

原稿がつまったら

送信カバー開レバーを引きます。1

送信カバーを開けます。2

つまっている原稿をゆっくりと引き出しま
す。

原稿がローラにはさまれているときは、無
理に引っぱらずに、原稿セット台を持ち上
げて引き出します。

3

送信カバーを閉めます。4

■送信カバーの部分に原稿がある
とき

送信カバー開レバーを引きます。1

送信カバーと原稿セット台を持ち上げます。2

原稿セット台を手で支えながら、つまって
いる原稿をゆっくりと引き出します。3

原稿セット台を戻して、送信カバーを閉め
ます。4

■原稿セット台の部分に原稿が見
えないとき
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記録紙がつまると「ピー」という音が鳴り、ディスプレイに「キロクシガ　ツマリマシタ＞サイド」または
「キロクシガ　ツマリマシタ＞キロクブ」と表示されて、プリントランプ（赤）と操作パネルのアラームラ
ンプ（赤）が点灯します。以下の手順にしたがって、つまった記録紙を取り除いてください。
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サイドカバーを開けます。1

記録紙をゆっくりと取り除きます。2

サイドカバーを閉めます。3

■「キロクシガ　ツマリマシタ
＞サイド」と表示されたとき

フロントカバーを開けます。1

レバー（M3）を矢印の方向に回して、ロッ
クを解除します。2

ノブ（M4）またはノブ（M1）を矢印の方
向に回して、記録紙を取り除きます。3

■「キロクシガ　ツマリマシタ
＞キロクブ」と表示されたとき

ノブ（M1）を回しても記録紙が取り除けな
いときは、「ノブ（M1）を回しても記録紙
が取り除けないときは」（☛P270）の手順
に進みます。

次ページに続きます。

6.こんなときには

記録紙がつまったら

●記録紙は、破れないように静かに取り除いてください。

取り除くときに記録紙が破れた場合には、紙片を装置の

中に残さないようにすべて取り除いてください。

お願い
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6.こんなときには

記録紙がつまったら

レバー（M3）をもとの位置に戻します。4

フロントカバーを閉めます。5

●手順3でつまっている記録紙に手が届かないときは

レバー（M2、M3）のロックを解除してドラムカート

リッジを引き出し、記録紙を取り除きます。記録紙を

取り除いたら、ドラムカートリッジを「カチッ」と音

がするまで押し込み、レバー（M2、M3）を戻します。

ワンポイント

●熱定着器周辺は高温となって

います。やけどの原因となり

ますので、記録紙以外には手

を触れないでください。

注意

記録紙に手が届かないときは、ドラムカートリッジを

引き出して記録紙を取り除きます。記録紙を取り除い

たら、ドラムカートリッジを「カチッ」と音がするま

で押し込みます。

レバー（M2）を矢印の方向に回してロック
を解除し、記録紙を取り除きます。1

レバー（M2）をもとの位置に戻します。2

レバー（M3）をもとの位置に戻し、フロン
トカバーを閉めます。3

■ノブ（M1）を回しても記録紙
が取り除けないときは

記録紙後端が定着器から出ている場合

●感光体に手を触れないでください。感光体の表面に手

の油や汚れが付着すると、きれいなプリントができなく

なります。

お願い
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記録紙がつまったら

レバー（M2）を矢印の方向に回してロック
を解除します。1

原稿セット台を持ち上げて、原稿スタッカ
を取り外します。2

記録紙スタッカを開けて、記録紙を取り除
きます。3

記録紙後端が定着器内に入っている場合

フロントカバーが開いている状態でないと、記録紙ス

タッカは開きません。

記録紙スタッカを戻します。4

レバー（M2）をもとの位置に戻します。6

レバー（M3）をもとの位置に戻し、フロン
トカバーを閉めます。7

原稿スタッカを取り付け、原稿セット台を
戻します。5

●排紙部周辺は高温となってい

ます。やけどの原因となりま

すので、記録紙以外には手を

触れないでください。

注意
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Max Level

6.こんなときには

記録紙カセットの記録紙がなくなると、ディスプレイに「キロクシヲ　セット　シテクダサイ」と表示され、
操作パネルの記録紙ランプ（赤）と、該当する記録紙カセットの記録紙なしランプ（赤）が点灯します。以
下の手順にしたがって、記録紙をセットしてください。

記録紙を補給するには

●セットする記録紙の量は、カセットに表示されている

「Max. Level」の線より上にならないようにしてくだ

さい。「Max. Level」の線を超える量をセットすると、

紙づまりの原因となります。

●新しい記録紙が残ったときは、包装紙に包み、湿気が少

なく直射日光の当たらないところに保管してください。

●記録紙カセットには、適応サイズ以外の記録紙はセッ

トしないでください。

●しわ、折れのある紙、湿っている紙、一度使用した紙

の裏面などは使用しないでください。紙づまりの原因と

なります。

●記録紙カセットを戻すときは、ゆっくりと確実に最後

まで戻してください。記録紙カセットが正しくセットさ

れていないと、紙づまりの原因となります。

●プリント中には、記録紙カセットを引き出さないでく

ださい。紙づまりの原因となります。

●記録紙はNTT推奨品をご使用ください。推奨品以外の

記録紙をお使いになった場合のトラブルにつきまして

は、当社では保証いたしかねますのでご了承ください。

●記録紙カセットは、上段／下段とも必ず本体にセット

してください。

お願い

記録紙カセットを止まるまで引き出します。1

記録紙底板を「カチッ」と音がするまで押
し下げます。2

記録紙の端をきちんとそろえてセットします。
記録紙のかどが両側のツメからはずれないよう

にします。

記録紙は「Max. Level」の線を超えないように

セットしてください。

3

記録紙カセットをゆっくりと最後まで、確
実に押し込みます。4

●異なるサイズの記録紙をセットするには

記録紙サイズを変更してから記録紙をセットします。

（☛P33）

●記録紙の残量を確認するには

記録紙残量確認窓で確認できます。

●上段、下段の両方の記録紙がなくなると

「ピー」という音が鳴ります。

●記録紙カセットを引き出すと

ディスプレイに「キロクシカセットヲ　セットシテク

ダサイ」と表示され、操作パネルの記録紙ランプ（赤）

とアラームランプ（赤）が点灯します。記録紙カセッ

トを戻すとランプは消えます。

ワンポイント

ツメ
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トナーが残り少なくなると、「ピー」という音が鳴り、ディスプレイに「トナー　ガ　ノコリワズカデス」と表示
されて、トナー／ドラムランプ（赤）とプリントランプ（赤）が点灯します。この時点でトナーカートリッジを交
換してください。そのままの状態にしておくと「トナー　ガ　アリマセン」という表示に変わり、受信文書はプリ
ントされずにメモリに蓄積されます（メモリ代行受信）。そのまま受信を続けると、メモリフル（メモリ残量なし）
の状態で受信できなくなります。以下の手順にしたがって、トナーカートリッジを交換してください。

フロントカバーを開けます。1

レバー（M2）とレバー（M3）を矢印の方
向に回して、ロックを解除します。2

ラベルの部分を押しながら、ドラムカート
リッジを引き出します。3

ドラムカートリッジを机などの平らな面に
置き、トナーカートリッジを矢印の方向に
起こします。

4

ドラムカートリッジに光が当たらないよう
に、紙や布などでおおっておきます。

※感光体に触れないように注意してください。

※廃トナーフル検出レバーに触れないように
注意してください。

6

古いトナーカートリッジをドラムカートリ
ッジから取り出します。5

6.こんなときには

トナーカートリッジを交換するには

次ページに続きます。

新しいトナーカートリッジを矢印の方向に4
～5回振ります。7

切れないように、フィルムをゆっくりと引
き抜きます。8

トナーカートリッジ
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6.こんなときには

トナーカートリッジを交換するには

※トナーカートリッジのピンとドラムカー
トリッジの溝を合わせてセットします。

トナーカートリッジを矢印の方向に倒して
ロックします。11

ドラムカートリッジを、本体のレール（先
端：緑色）に合わせ、「カチッ」と音がする
まで静かにしっかりと差し込みます。

12

レバー（M2）とレバー（M3）をもとの位
置に戻します。13

フロントカバーを閉めます。14新しいトナーカートリッジをドラムカート
リッジにセットします。10

●本装置専用のトナーカートリッジ以外は絶対に使用し

ないでください。

●トナーカートリッジ／ドラムカートリッジは正しくセ

ットしてください。正しくセットされていないと、ディ

スプレイに「トナーカートリッジヲ　イレテクダサイ」

と表示され、アラームランプ（赤）とトナー／ドラムラ

ンプ（赤）、プリントランプ（赤）が点灯します。

●ディスプレイに「トナー　ガ　ノコリワズカデス」と

表示されたらトナーカートリッジを交換してください。

表示が「トナー　ガ　アリマセン」に変わって、そのま

ま受信を続けると、メモリフル（メモリ残量なし）の状

態が発生して受信できなくなります。

●ドラムカートリッジを取り扱うときは、廃トナーフル

検出レバー（手順11）に触れないように注意してくだ

さい。

お願い

●トナーカートリッジやドラムカ

ートリッジは絶対に火の中に投

げ込まないでください。破裂し

てやけどや火災の原因となりま

す。

使用後のトナーカートリッジや

ドラムカートリッジはビニール

袋などに入れて、燃えないゴミ

として処理してください。

注意

※廃トナーフル検出レバーに触れないよう
に注意してください。

新しいトナーカートリッジを矢印の方向に4
～5回振ります。9
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ドラムカートリッジの交換時期が近づくと、ディスプレイに「ドラム　コウカン　ノ　ジキデス」と表示さ
れ、トナー／ドラムランプ（赤）とプリントランプ（赤）が点灯します。この時点でドラムカートリッジを
交換してください。そのままの状態で使用していると、「ピー」という音が鳴り、「ドラム　ヲ　コウカン
シテクダサイ」という表示に変わります。この状態では受信を受け付けず、すでにメモリに蓄積されている
文書もプリントされません。以下の手順にしたがって、ドラムカートリッジを交換してください。
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6.こんなときには

ドラムカートリッジを交換するには

フロントカバーを開けます。1 新しいドラムカートリッジを机などの平ら
な面に置き、トナーカートリッジをセット
します。

※トナーカートリッジのピンとドラムカー
トリッジの溝を合わせてセットします。

ドラムカートリッジ

5

トナーカートリッジを矢印の方向に倒して
ロックします。

※廃トナーフル検出レバーに触れないよう
に注意してください。

6

新しいドラムカートリッジを、本体のレール
（先端：緑色）に合わせて「カチッ」と音が
するまでしっかりと静かに差し込みます。

7

レバー（M2）とレバー（M3）を矢印の方
向に回して、ロックを解除します。2

ラベルの部分を押しながら、ドラムカート
リッジを引き出します。3

トナーカートリッジをドラムカートリッジ
から取り出します。4

次ページに続きます。
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6.こんなときには

ドラムカートリッジを交換するには

レバー（M2）とレバー（M3）をもとの位
置に戻します。8

フロントカバーを閉めます。9

●本装置専用のトナーカートリッジ／ドラムカートリッ

ジ以外は絶対に使用しないでください。

●トナーカートリッジ／ドラムカートリッジは正しくセ

ットしてください。正しくセットされていないと、ディ

スプレイに「トナーカートリッジヲ　イレテクダサイ」

と表示され、アラームランプ（赤）とトナー／ドラムラ

ンプ（赤）、プリントランプ（赤）が点灯します。

●ディスプレイに「ドラム　コウカン　ノ　ジキデス」

と表示されたらドラムカートリッジを交換してくださ

い。表示が「ドラム　ヲ　コウカン　シテクダサイ」に

変わって、そのまま受信を続けると、メモリフル（メモ

リ残量なし）の状態が発生して受信できなくなります。

●ドラムカートリッジを取り扱うときは、廃トナーフル

検出レバー（☛P275、手順6）に触れないように注意

してください。

お願い

●トナーカートリッジやドラムカ

ートリッジは絶対に火の中に投

げ込まないでください。破裂し

てやけどや火災の原因となりま

す。

使用後のトナーカートリッジや

ドラムカートリッジはビニール

袋などに入れて、燃えないゴミ

として処理してください。

注意
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やわらかい布に水を含ませて、かたく絞ってからふいてください。清掃時に電源を切る必要はありません。
常に高品質を保つために、定期的に清掃を行ってください。
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6.こんなときには

お手入れするには

本体の周囲をふきます。1
■本体の清掃をする

送信カバー開レバーを引いて、送信カバー
と原稿セット台を持ち上げます。1

原稿セット台を手で支えながら、強く押さ
ないようにして白いテープの部分とガラス
の部分の2か所をふきます。

2

原稿セット台と送信カバーを戻します。3

■原稿読み取り部の清掃をする

●ベンジンやシンナーなどの有機溶剤、みがき粉、熱湯、

アルコールなどは使わないでください。変形、変色の原

因となります。

●化学ぞうきんをご使用の際は、その注意書きにしたが

ってください。

お願い

●原稿読み取り部は強く押さないでください。

お願い

この2か所をふく
（白いテープの部分とガラス
の部分）

通風孔も忘れずにふいてください。
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6.こんなときには

お手入れするには

送信カバー開レバーを引いて、送信カバー
を起こします。1

送信カバーを手で支えながら、3か所のロー
ラをふきます。2

原稿セット台を手で支えながら、強く押さ
ないようにして4か所のローラをふきます。4

送信カバーと原稿セット台を持ち上げます。3

原稿セット台と送信カバーを戻します。5

■ローラの清掃をする

この3か所のローラをふく

この4か所のローラをふく
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6.こんなときには

消耗品の購入について／停電になったときは

■トナーカートリッジ

■ドラムカートリッジ

■済スタンプ用インク（済スタンプはオプション）

■記録紙
A3（297mm×420mm）
B4（257mm×364mm）
A4（210mm×297mm）
B5（182mm×257mm）
A5（148mm×210mm）

■キャリアシート
A3用
B4用
A4用

停電時の注意

消耗品の購入について

停電になったとき

相手の方と話し中

ファクス送信中

ファクス受信中

そのまま話しができます。

送信は中断されます。停電復旧後、もう一度送信してください。

受信は中断されます。停電復旧後、もう一度送信を依頼してください。

停電中

電話をかける

電話を受ける

ファクス送受信

できません。停電対応のできる電話機を外付け電話機としてご使用の
場合は、外付け電話機で電話をかけることができます。

受話器を取りあげると相手の方と話しができます。ダイヤルインサー
ビスをご利用のときは、特別な操作が必要です。（☛P179）

できません。

●ファクスに登録／設定した内容は

日付／時刻、発信元名称や発信元番号、ワンタッチダ

イヤルなどに登録した内容は消去されません。ただし、

長期間お使いにならない場合には、確認が必要です。

●順次同報送信中に停電になったときは

マルチ通信レポート（☛P206）で確認できます。

ワンポイント

停電になったときや電源を切ったときは、ファクスの機能／動作が停止すると同時に、メモリに蓄積されて
いる原稿（順次同報送信、メモリ送信、メモリ代行受信、掲示板送信、タイマ通信など）が消えてしまう場
合があります（内蔵のバッテリーにより、約30分間はバックアップ機能が働きます）。消去された原稿の相
手先や枚数などの情報は、停電レポート（☛P208）で確認できます。停電レポートは、停電から復旧した
ときに、消去された原稿があると自動的に出力されます。

消耗品のご購入の際は、NTT窓口等へお問い合わせください。

●停電中に電話で相手の方と話し中の場合、停電から復旧

したときに電話が切れてしまいます。もう一度かけ直す

か、停電中に電源スイッチをOFFにしてください。

●バックアップ機能はコピー時には働きません。

お知らせ
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6.こんなときには

故障かな？と思ったときは、修理をご依頼になる前に次の点をご確認ください。

故障かな？と思ったら

☛P50

☛P50

☛P278

☛P51

☛P278

☛P277

－

－

－

－

－

－

☛P51

☛P273

☛P30

☛P32

☛P273

☛P74

☛P272

☛P80

☛P104
☛P108

送
信
の
と
き

受
信
の
と
き

原稿が読み込まれない

こんなときは 原　　因 参照ページ確認してください

原稿ガイドが原稿の幅に合っていな
い

ローラが汚れている

原稿読み取り部が汚れている ※1

－

原稿が厚すぎる

原稿が薄すぎる／小さすぎる

ローラが汚れている

複写機でコピーをとって原稿として
ください

複写機でコピーをとるか、キャリア
シートを使用してください

ローラを清掃してください

原稿ガイドを原稿の幅に合わせてく
ださい

ローラを清掃してください

原稿読み取り部を清掃してください

もう一度送信し直してください

送る面を下にして原稿をセットして
いる

送る面を上にして原稿をセットし
て、もう一度送信し直してください

原稿が斜めに読み込まれ
る

相手先で受信した画像が
鮮明でない

相手先で受信した画像が
白紙になる

トナーがない ※2

トナーカートリッジ／ドラムカート
リッジが正しくセットされていない

指定の記録紙を使用していない

－

－

トナーがない ※2

相手先が原稿を裏表逆にセットして
いる

トナーカートリッジを交換してくだ
さい

トナーカートリッジ／ドラムカート
リッジを正しくセットし直してくだ
さい

指定の記録紙を使用してください

相手先にもう一度送信し直してもら
ってください

相手先にもう一度送信し直してもら
ってください

トナーカートリッジを交換してくだ
さい

相手先に確認してください

手動受信に設定されている

メモリがいっぱいになっている

レポートの出力中

リモート受信に設定されていない

自動受信に設定してください

記録紙がなくなっているときは記録
紙をセットして、メモリに蓄積され
ている原稿をプリントしてください

レポート出力が終わるまでお待ちく
ださい

リモート受信を「スル」に設定して
ください

☛P74留守受信モードになっている 留守受信モードを解除してください

受信した画像が鮮明でな
い

受信した記録紙に黒いす
じが入る

受信した記録紙が白紙に
なる

ベルが鳴り続けて自動受
信されない

リモート受信ができない

相手先の電話番号がワンタッチダイ
ヤルまたは短縮ダイヤルに登録され
ていない

相手先で発信元番号が正しく登録さ
れていない

相手先の電話番号をワンタッチダイ
ヤルまたは短縮ダイヤルに登録して
ください

相手先に発信元番号が正しく登録さ
れていることを確認してもらってく
ださい

セレクト受信ができない

※1.コピーをとって、コピーが鮮明でないとき。
※2.トナー／ドラムランプが点灯しているとき。
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故障かな？と思ったら

☛P277

☛P273

☛P30

☛P86

☛P25

☛P25

☛P25

☛P25

☛P27

☛P20

☛P20

☛P20

コ
ピ
ー
の
と
き

待
機
中
の
と
き

電
話
の
と
き

コピーが鮮明でない

コピーが白紙になる

ディスプレイに何も表示
されない

受話器から何も聞こえな
い

ダイヤルしても呼出音が
聞こえない

オンフックダイヤルのと
き相手の声が聞き取りに
くい

電話の呼出音が小さい／
大きい

受話器からの相手の声が
聞き取りにくい

こんなときは 原　　因 参照ページ確認してください

原稿読み取り部が汚れている

トナーがない ※1

トナーカートリッジ／ドラムカート
リッジが正しくセットされていない

※2

コピーをとる面を下にして原稿をセ
ットしている

原稿読み取り部を清掃してください

トナーカートリッジを交換してくだ
さい

トナーカートリッジ／ドラムカート
リッジを正しくセットし直してくだ
さい

コピーをとる面を上にして原稿をセット
し、もう一度コピーをとり直してください

電源プラグがコンセントから抜けて
いる

電源スイッチが「○」（切）になっ
ている

－

受話器のコードが本体に接続されて
いない

回線種別が正しく設定されていない

スピーカ音量スイッチが正しく設定
されていない

呼出音量スイッチが正しく設定され
ていない

受話音量スイッチが正しく設定され
ていない

電源プラグをコンセントに正しく差
し込んでください

電源スイッチを「｜」（入）にして
ください

電源スイッチを「○」（切）にして、
しばらくしてからもう一度「｜」
（入）にしてください

受話器のコードを本体に接続してく
ださい

回線種別を正しく設定し直してくだ
さい

スピーカ音量スイッチを調節してく
ださい

呼出音量スイッチを調節してくださ
い

受話音量スイッチを調節してくださ
い

※1.トナー／ドラムランプが点灯しているとき。
※2.トナー／ドラムランプとアラームランプが点灯しているとき。
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6.こんなときには

本装置をご使用中に、ディスプレイや通信管理レポートなどにエラー番号／エラーメッセージが表示された
ときは、次のように対処してください。
下記以外のエラー番号／エラーメッセージが表示またはプリントされたときは、当社のサービス取扱所へお
問い合わせください。

●エラーメッセージを解除するには

• エラーメッセージの原因を取り除けば、エラーメッセ
ージは消えます。

• 通信エラー、相手無応答、相手使用中、発呼不備のと
きは、約3秒経過するとエラーメッセージは消えます。

ワンポイント

●上記の対処をしてもエラーが解除されないときは、当

社のサービス取扱所へお問い合わせください。

お知らせ

6.こんなときには

主なエラー番号／エラーメッセージ

エラーメッセージエラー番号 原　　因 参照ページ対処方法

☛P19

☛P268

47

46

アラーム　ヲ　カイジョ
シテクダサイ
ソウシン　カバーヲ　シ
メテクダサイ

アラーム　ヲ　カイジョ
シテクダサイ
ゲンコウ　ガ　ツマリマ
シタ

送信カバーまたは原稿セット
台が開いている

原稿がつまっている

送信カバーまたは原稿セット
台を閉めてください

つまった原稿を取り除いてく
ださい

02

05

09

ダイヤル　ヲ　カクニン
シテクダサイ（発呼不備）

－

ツウシンエラー　09

番号違いまたは回線種別違いで
発信できない

相手先の電話番号および回線種
別の設定を確認して、もう一度
送信し直してください

☛P27

ポーリングパスワードの不一致
でポーリング送信できない

ポーリングパスワードを確認し
てください ☛P142

212

相手先に原稿がセットされてい
ないため、ポーリング受信でき
ない

相手先に確認してください
－

－
ツウシン　エラー　XX96、97、

9A、9B、
9C、9F

正常に受信できない 相手先に確認してください
（XXはエラー番号です）

－
ツウシン　エラー　XX74、76、

77、7A、
7B、7C

電話回線に雑音が多くて送信で
きない

もう一度送り直してください
（ＸＸはエラー番号です）

－ツウシン　エラー　7979 相手先から呼び出しがあった 相手先に確認してください

☛P142
212

ツウシン　エラー　9292 原稿が正しくセットされていな
いため、受信モードになってし
まう

ポーリングパスワードを確認し
てください

原稿をセットし直してください

－
ツウシン　エラー　C9C9 相手機からファクスの応答がな

いため送信できない
相手先に確認してください

ワンタッチダイヤルまたは短縮
ダイヤルに登録した相手先の電
話番号を確認してください
登録内容が間違っていないとき
は相手先に確認してください

☛P104
☛P108

発信元番号が一致していないた
め、セレクト受信できない

－

D5

F0 ツウシン　エラー　F0 指定した機能では通信できない相
手先がダイヤル登録されている

ダイヤル登録を確認してくださ
い －

ポーリングパスワードの不一致
でポーリング受信できない

☛P51
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主なエラー番号／エラーメッセージ

☛P272

－

－

☛P273

☛P273

－

－

コピー　シテイ　ブスウ
エラー

サイファキー　ガ　イッ
チ　シマセン

リモートマルチコピー送信で指
定したコピー部数が、相手先で
設定された部数の制限を超えて
いる

サイファキーが相手先と一致し
ない

相手先に確認して、もう一度送
信し直してください

相手先に確認して、もう一度送
信し直してください

メモリフル－ メモリ代行受信中またはメモリ
蓄積中にメモリがいっぱいにな
った

記録紙を補給してください
原稿を送信したいときは、メモ
リが空くのを待つか、ダイレク
ト送信を指定してください

アイテサキガ　シヨウチ
ュウデス（相手使用中）

－ 相手先が話し中 しばらくしてから、もう一度送
信し直してください

アイテサキカラ　オウト
ウガ　アリマセン

（相手無応答）

－ 相手先から応答がない 相手先の電話番号を確認のう
え、もう一度送信し直してくだ
さい

トナー　ガ　ノコリワズ
カデス

－ トナーの残量が少なくなった トナーカートリッジを交換して
ください

トナー　ガ　アリマセン－ トナーがなくなった トナーカートリッジを交換して
ください

エラーメッセージエラー番号 原　　因 参照ページ対処方法

－

－

－

－

－

☛P166

－ アイテサキガ　ジュシン
デキマセン

相手先の都合（メモリオーバ
ー、記録紙切れなど）により
送信できない

相手先に確認して、もう一度
送信し直してください

－

－

アイテキ　キノウ　ナシ

アイテ　シンテンボック
ス　アリマセン

指定した機能が相手機にない
ため送信できない

相手先に指定した親展ボック
スが見つからない

設定を解除して、もう一度送
信し直してください

相手先に確認して、もう一度
送信し直してください

－ チュウケイ　シジ　エラ
ー

中継パスワードの不一致、ま
たは中継機に指定したグルー
プが登録されていない

相手先に確認して、もう一度
送信し直してください

☛P269
キロクシ　ガ　ツマリマ
シタ＞キロクブ

－ 記録紙がつまっている フロントカバーを開けて、つ
まった記録紙を取り除いてく
ださい

☛P269

☛P19

☛P19

－

☛P54
72

次ページに続きます。

－ キロクシ　ガ　ツマリマ
シタ＞サイド

記録紙がつまっている サイドカバーを開けて、つま
った記録紙を取り除いてくだ
さい

－

－

－

キロクブ　カバーヲ　シ
メテクダサイ

サイド　カバーヲ　シメ
テクダサイ

プリンタガ　コショウシ
マシタXX

フロントカバーが開いている

サイドカバーが開いている

プリンタに異常が発生した

フロントカバーを閉めてくだ
さい

サイドカバーを閉めてくださ
い

局番なしの113番（故障受付）
に連絡してください
（××はエラー番号です）

－ ヨヤク　ガ　イッパイデ
ス

通信予約が登録限度数を超え
た

通信予約を解除するか、予約
された通信が終了するのを待
って、もう一度通信予約をし
てください
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6.こんなときには

主なエラー番号／エラーメッセージ

キロクシヲ　セット　シ
テクダサイ

－ 記録紙がなくなった 新しい記録紙をセットしてくだ
さい

☛P30

☛P275

☛P275

☛P272

☛P272

☛P32

エラーメッセージエラー番号 原　　因 参照ページ対処方法

トナーカートリッジヲ
イレテクダサイ

－ トナーカートリッジまたはドラ
ムカートリッジが正しくセット
されていない

トナーカートリッジまたはドラ
ムカートリッジを正しくセット
し直してください

ドラム　コウカン　ノ
ジキデス

－ 廃トナーボックスが満杯に近い ドラムカートリッジを交換して
ください

ドラム　ヲ　コウカン
シテクダサイ

－ 廃トナーボックスが満杯になっ
た

ドラムカートリッジを交換して
ください

XXキロクシヲ　セット
シテクダサイ

キロクシカセットヲ　セ
ットシテクダサイ

－

－

表示されているサイズの記録紙
がなくなった
またはセットされていない

記録紙カセットが正しくセット
されていない

表示されているサイズの記録紙
をセットしてください
（××は記録紙サイズです）

記録紙カセットを正しくセット
し直してください

－ ケッカツウチ　タイキチ
ュウ

回線が使用中のため、通信結果
を通知できない

回線が空きしだい自動的に通知
されます －

－
－ ヨウキュウ　キノウガ

アリマセン
指定した機能が相手機にない、
または使用禁止に設定されて
いる

相手先に確認して、もう一度
送信し直してください
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7.ご参考に

各種オプション機能について

済スタンプを利用すると、送信原稿が1枚ずつ確実
にメモリに蓄積されたかどうかを確認することがで
きます（読取済スタンプ）。また、ダイレクト送信
や手動送信を行ったときは、確実に送信されたかど
うかを確認できます（送信済スタンプ）。
原稿に済スタンプが押されないときや、2か所に押
されていないときは、もう一度送信し直してくださ
い。

＜済スタンプが押される位置＞

スタンプ印

済スタンプが増設されていることを確認して、設定して

ください。

●設定を解除するには

もう一度、手順1の操作をします。

●ページ合成読取送信のときは（☛P134）

原稿の奇数ページには前端に、偶数ページには後端に、

それぞれ1か所にのみ済スタンプが押されます。

●済スタンプがうすいときは

済スタンプを交換してください。（☛P286）

●済スタンプをよく使うときは

あらかじめホームポジションに設定しておくと、送信

のたびに設定する手間が省けます。（☛P249）

ワンポイント

●済スタンプを設定していても、コピーのときは済スタ

ンプは押されません。

お知らせ

●済スタンプは一度押されると消えません。大切な書類な

どはコピーをとって送信するか、済スタンプの設定を解

除して送信してください。

お願い

１９９７／０１／２４　１４：３０�
　　　　　　　　　　　スタンフ゜　　０％�

ボタン、［済スタンプ］ボタン（ワン
タッチダイヤル25）を押します。
ファンクション�1

ナ　（済スタンプ）�

済スタンプを利用する

済スタンプを設定する

オプション 参照ページご利用の目安

増設記録紙ユニット

済スタンプ

G4通信ユニット

PCプリンタユニット

LAN接続ユニット

増設メモリ

専用置台（キャスタ付き）

いろいろなサイズ、または大量の記録紙をセットしたいとき
（最大4段まで増設可能）

原稿が確実にメモリに蓄積されたかどうか、原稿が確実に送信さ
れたかどうかを確認したいとき

より高速なファクス通信を行いたいとき

パソコンの本格的プリンタとして利用したいとき

ネットワークプリンタとして利用したいとき

メモリを増やしたいとき（2MBまたは6MBを増設できます）

専用の設置台を利用したいとき

-

☛P287

-
-

☛P285

-
-

オプション品についてはNTT窓口等へお問い合わせください。
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7.ご参考に

各種オプション機能について

済スタンプ用インクを交換する

原稿セット台を持ち上げます。1

原稿セット台を戻します。4

済スタンプ用インクを、下方向へ押しなが
ら取り出します。2

新しい済スタンプ用インクをセットします。3

●済スタンプ用インクは、送信原稿5 000枚が交換の目

安です。

お知らせ
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各種オプション機能について

G4通信ユニットを増設すると、高速なファクス通
信を行うことができます。
電話回線とISDN回線の両方の回線に接続してお使
いの場合には、G3モードとG4モードとを切り替え
て送信できます（同時に通信することはできませ
ん）。

G4モードでは、以下の機能が利用できます。
• ダイレクト送信
• 順次同報送信（G3／G4混在も可能）
• 優先送信
• タイマ通信
• ページ合成読取送信
• ポーリング通信
• セレクト受信
• ファクシミリ通信網
• 送受信通知
• 済スタンプ

1

原稿をセットします。（☛P51）

必要に応じて画質と読取濃度を設定します。

（☛P52、53）

　　　　ケ゛ンコウカ゛アリマス�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�

アイテ＝Ｇ４　　　　　［フルタ゛イヤル］�
０３３５０９５５３８�

ソウシン　　　　　　　　　　　１アテサキ�

[通信モード]ボタンを押してディス
プレイに「G4」を表示させます。

アイテ＝Ｇ４　　　　　［フルタ゛イヤル］�
０３３５０９５５３８�

ソウシン　　　　　　　　　　　１アテサキ�

アイテ＝０３３５０９５５３８�
　�

ウケツケＮｏ．＝＜００１＞�
１９９７／０１／２５　１６：５０�

オンフック�
（通信モード）�

スタート�

PB

0

987

654

321

2

3

ボタンを押します。
原稿が読み込まれ、送信が開始されます。

スタート�

4

相手先の電話番号（最大38桁）を
入力します。
例：「0335095538」

G4通信ユニットを利用する G4モードでファクスを送信する

●G3モードでファクスを送るときは
手順3で［通信モード］ボタンを押してG3モードを選
択します。ディスプレイの表示が「G4」から「G3」に
変わります。

●G4からG3への自動切り替えについて
本装置には、G3ファクスにG4モードで送信しようと
した場合でも、自動的にG3モードに切り替わる機能が
あります。通信モードをG4にしておくと、相手先のフ
ァクスがG3機の場合、通信モードをG3に切り替えて
送信します。ただし、海外の相手先と通信を行うとき
や、相手先のG3ファクスがNCC回線に接続されてい
るとき、および一部のターミナルアダプタに接続され
たG3ファクスと通信を行うときは、自動切り替えが行
われないことがあります。
なお、ISDN回線だけに接続してお使いの場合や、電話
回線とISDN回線のどちらか一方だけをビジネスホンま
たはPBX（構内電話交換システム）に接続してお使い
の場合には、自動切り替えが行えず、誤ダイヤルとな
る場合がありますので、当社のサービス取扱所へご相
談ください。

ワンポイント

●G3モードで通信を行うには、必ず電話回線も接続して

おいてください。

●本装置は、ISDN回線の2チャネルを同時に使用するこ

とはできません。1チャネルのみを使用します。

お知らせ



最大：297 mm（幅）×1 000 mm（長さ）
最小：128 mm（幅）×100 mm（長さ）

原稿サイズ

289 mm（A3）、249 mm（B4）、202 mm（A4）有効記録幅

CCDイメージセンサによる平面走査走査方法

主走査：8画素／mm、16画素／mm
副走査：15.4本／mm（スーパーファイン）、

7.7本／mm（ファイン）、3.85本／mm（標準）

走査線密度

G3、G3-ECM
※G4通信ユニット（オプション）増設時：G4

通信モード

33 600～2 400 bit／s
※ポーリング受信、タイマポーリング受信時：14 400～2 400 bit／s
※G4通信ユニット（オプション）増設時：64 000,56 000 bit／s

通信速度

電子写真記録方式記録方式

一般電話回線、ファクシミリ通信網（利用者）
※G4通信ユニット（オプション）増設時：
INSネット64、国際ISDN（回線交換、P-MP接続常時起動またはP-MP接続呼毎起動）

適用回線

有自動受信

AC100±10 V 50／60 Hz電源

待機時：（節電モード時）：約19 W
送信時：約55 W、受信時：約290 W
コピー時：約410 W、最大消費電力：約800 W

消費電力

264.5 Ω直流抵抗

電圧：7.2 V、容量：500 mAh
バッテリバックアップ用ニカド
電池

510 mm（横幅）×575 mm（奥行き）×471 mm（高さ）（突起部を除く）
※G4通信ユニット（オプション）増設時 ：510 mm（横幅）×605 mm（奥行き）×

471 mm（高さ）（突起部を除く）
※PCプリンタユニット（オプション）と増設記録紙ユニット（オプション）を2段増設時

：510 mm（横幅）×685 mm（奥行き）×
697 mm（高さ）（突起部を除く）

外形寸法

約39 kg（記録紙を除く）
※G4通信ユニット（オプション）増設時：約40 kg（記録紙を除く）
※PCプリンタユニット（オプション）と増設記録紙ユニット（オプション）を2段増設時

：約53 kg（記録紙を除く）

重量

温度：10～31 ℃、湿度：35～80 ％RH使用環境

A3（297 mm×420 mm）、B4（257 mm×364 mm）、
A4（210 mm×297 mm）、B5（182 mm×257 mm）、
A5（148 mm×210 mm）

記録紙サイズ

有効読取幅 294 mm（A3）、254 mm（B4）、208 mm（A4）

（注）NTTの支店・営業所から遠距離の場合には、お使いになれないことがありますので当社のサービス取扱所へご相談く
ださい。

バッテリバックアップ用ニカド電池はお客様が交換する必要はありません。
故障時の交換は当社のサービス取扱所へご相談ください。

288

7.ご参考に

外観・仕様などは改良のため予告なしに変更することがあります。

主な仕様
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●保証について
保証期間（1年間）中の故障につきましては無償で修理いたしますので、「保証書」は大切に保管してください。

（詳しくは「保証書」の無料修理規定をご覧ください。）

●保守サービスについて
保証期間後においても、引き続き安心してご利用いただける「定額保守サービス」と、故障修理のつど料金をいた

だく「実費保守サービス」があります。

NTTでは、安心してご利用いただける定額保守サービスをお勧めしています。

保守サービスの種類は

※本装置には、定着器等の定期的に交換を必要とする部品（定期交換部品）があります。定額保守Aサービスをご契約いただければ、
当社が責任をもって定められた交換時期に必要な部品の交換を行います。本装置を安心してお使いいただくために、是非とも定額
保守Aサービスのご契約を結ばれるようにお願いいたします。

●故障した場合のお問い合わせは
局番なしの113番へご連絡ください。

●お話し中調べ
局番なしの114番へご連絡ください。

●その他
定額保守サービスの料金については、NTT通信機器お取扱相談センタへお気軽にご相談ください。

〈NTT通信機器お取扱相談センタ： 0120-109217
トークニイーナ

〉

●補修用部品の保有期間について
本装置の補修用性能部品（商品の性能を維持するために必要な部品）を、製造打ち切り後、最低7年間保有してい

ます。

●定期交換部品の交換、故障時の修理等に要した費用をその都度いただきます。
• お客様宅へお伺いするための費用および修理に要する技術費用・部品代をいただきます。
• 故障内容によっては、高額になる場合もありますのでご承知願います。

●当社のサービス取扱所まで本装置をお持ちの場合は、お客様宅へお伺いするための費用が
不要になります。

●毎月決められた料金をお支払いいただくことで、定期点検、故障時の修理、定期交換部品
の交換※など、性能維持に必要な保守サービスを行いますので、本機を安心してご利用い
ただけます。

●定額保守サービスには、サービス内容により以下のような種別があります。
• Aサービス：毎月の定額料金で、定期点検を含む保守サービスを提供いたします。
• Cサービス：定期点検を除く、保守サービスを提供いたします。

定額保守サービス

実費保守サービス

7.ご参考に

保守サービスのご案内
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7.ご参考に

保守サービスのご案内

●リモートメンテナンスについて
本装置は、故障の場合などでお客様の機器を保守する際に、登録内容や通信状況を確認したり、登録内容を変更し

たりするために、当社のサービス取扱所からの遠隔操作で、ダイヤルデータやその他のユーザデータの登録／設定

内容を確認／変更したり、通信管理レポートの内容を確認したりするリモートメンテナンスに対応しています。

メンテナンスの種類は

※一部の地域においては、リモートメンテナンスを実施していない場合があります。

※リモートメンテナンスを受けたくない場合は、リモートメンテナンスの設定を「シナイ」に変更してください。

●ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、グループダイヤル、ワンタッチプログラムダイヤル、
中継指示ダイヤルの登録内容を確認／変更します。

ダイヤルデータ登録

ユーザデータ登録 ●いろいろな機能の登録／設定内容を確認／変更します。

●通信管理レポートの内容を確認します。通信管理レポートの収集

お買い求めのときは、リモートメンテナンスを「スル」に設定
されています。リモートメンテナンスを受けたくない場合には、
「シナイ」に設定してください。

ボタン、 、 ボタンを押し
ます。

セット�5ファンクション�

セッテイ　モート゛　　　　　　（１ー４）�
１：レホ゜ート　セッテイ　？�

３：ソウチ　セッテイ　？�
２：キノウ　セッテイ　？�

リモート　メンテナンス�
１：シナイ�

　�
２：スル�

を押します。

リモートメンテナンスの設定を変更する

●設定操作を中止するには

ボタンを押します。
ストップ�

ワンポイント

●リモートメンテナンスの設定は、一度設定

すると次に変更するまで変わりません。

お知らせ

PB

0

987

654

321

1

2
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または を押して、リモートメンテナ
ンスを受けるかどうかを選択します。

21

リモート　メンテナンス�
１：シナイ�

　�
２：スル�

：リモートメンテナンスを受けない

：リモートメンテナンスを受ける

例： を押した場合1

2

1

ボタンを押します。ストップ�

１９９７／０１／２４　１３：３０�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０％�
　�
　�

ストップ�

PB

0

987

654

3213

ボタンを押します。セット�

セッテイ　モート゛　　　　　　（１ー４）�
１：レホ゜ート　セッテイ　？�

３：ソウチ　セッテイ　？�
２：キノウ　セッテイ　？�

4 セット�

5

保守サービスのご案内
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索引

アルファベット

五十音

DP→PB切替………………………………………………94
Fネットアクセス ………………………………………182
Fネット一般送信 ………………………………………184
Fネットサービスの主な内容 …………………………182
Fネット親展受信 ………………………………………194

暗証番号を登録する……………………………194
Fネット親展送信 ………………………………………192
Fネット短縮ダイヤル………………184,186,189,192
Fネット同報送信

Fネット同報送信をする ………………………186
個別指定をする…………………………………187
10宛先グループを指定する …………………187
100宛先グループを指定する ………………187
1 000宛先グループを指定する ……………187

Fネットボタン ……………………………………………21
Fネット夜間配送

Fネット夜間配送をする ………………………189
Fネット夜間配送を取り消す …………………191
個別指定をする…………………………………190
10宛先グループを指定する …………………190
100宛先グループを指定する ………………190
1 000宛先グループを指定する ……………190
複数のグループを指定する……………………190

G4発信元番号 ……………………………………………40
G4発信元略称 ……………………………………………42
G4モード

G4モードでファクスを送信する ……………287
G4通信ユニット…………………………………285,287
LAN接続ユニット………………………………………285
PBボタン …………………………………………………21
PCスキャナ

準備をする………………………………………232
スキャニングする………………………………236
スキャニングを中断する………………………236

PCスキャナボタン ………………………………………22
PC接続……………………………………………234,260
PCプリンタ

準備をする………………………………………232
プリントする……………………………………235
プリントを中断する……………………………235

PCプリンタ／PCスキャナ……………………………232
PCプリンタユニット …………………………………285

【ア行】
相手発信元記録 ……………………………………41,262
アース端子…………………………………………………20
アラームランプ……………………………………………23

受付No. ……………………………………………………54
エラー番号 ………………………………………………282
エラーメッセージ ………………………………………282
お手入れするには ………………………………………277
オプション ………………………………………………285

済スタンプを利用する…………………………285
G4通信ユニットを利用する …………………287

主な仕様 …………………………………………………288
オンフックダイヤル………………………………………91
オンフックボタン…………………………………………21

【カ行】
海外送信 …………………………………………………136
海外送信（G4モード）…………………………………138
海外通信ボタン……………………………………………22
解除

送信予約を解除する ……………………………72
ポーリング送信を解除する……………………143
掲示板送信を解除する…………………………145
ポーリング受信を解除する……………………149

回線種別 ………………………………………………26,81
回線接続端子………………………………………………20
回転記録 ………………………………88,238,242,263
各部の名称とはたらき……………………………………19
画質ボタン…………………………………………………21
画質モード…………………………………………………52
画質ランプ…………………………………………………23
画面切替ボタン……………………………………………22
感光体 ……………………………………………………273
管理者の内線番号 ………………………………228,231
記号ボタン…………………………………………………22
キャリアシート……………………………………………50
共通通知先 ………………………………………221,223
記録紙

記録紙の残量を確認する ………………………32
記録紙をセットする ……………………………32
サイズを変更する ………………………………33
記録紙選択の設定をする………………………237
記録紙がつまったら……………………………269
記録紙を補給する………………………………272

記録紙カセット ………………………………………19,33
記録紙サイズ

サイズを変更する ………………………………33
記録紙選択の設定をする………………………237

記録紙サイズ表示板………………………………………19
記録紙残量確認窓…………………………………………19
記録紙なしランプ…………………………………………19
記録紙ランプ………………………………………………23
クリアボタン………………………………………………21
グループダイヤル

登録する …………………………………112,256
登録内容を確認／変更する ……………112,256
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登録内容を削除する ……………………112,256
ファクスを送る…………………………………114

グループダイヤルリスト ………………………………216
リストを出力する…………………210,254,258

掲示板 ……………………………………………140,145
掲示板送信をセットする ………………145,254
掲示板送信を解除する …………………145,254
掲示板送信の内容をプリントする ……145,254

原稿
大きな原稿を送信するとき ……………………49
原稿について ……………………………………49
原稿の読取範囲 …………………………………49
セットできる原稿のサイズ ……………………49
セットする ………………………………………51
原稿に合わせて画質を選ぶ ……………………52
原稿に合わせて読取濃度を選ぶ ………………53
原稿がつまったら………………………………268

原稿ガイド…………………………………………………19
原稿スタッカ………………………………………………19

原稿スタッカを取り付ける ……………………24
原稿セット台………………………………………………19

原稿セット台を取り付ける ……………………24
故障かな？と思ったら …………………………………280
コピー画質 …………………………………………87,249
コピーする…………………………………………………86

コピーが禁止されているもの …………………86
記録紙がなくなったとき ………………………87
コピーできる原稿の範囲 ………………………87
回転記録をする …………………………………88
倍率や記録紙サイズを指定して
コピーする …………………………………88

ページ合成読取コピーをする …………………89
コピーボタン………………………………………………21

【サ行】
再ダイヤル

ファクスを送る …………………………………66
電話をかける ……………………………………92

再ダイヤル送信……………………………………………66
再ダイヤルボタン…………………………………………21
サイドカバー………………………………………………19
サイファキー

登録する …………………………………169,266
削除する…………………………………………169
リストをプリント出力する ……………169,266
ワンタッチダイヤルに登録する………………105
短縮ダイヤルに登録する………………………109

サイファキーNo.
サイファキーNo.を指定して送信する ………171
ワンタッチダイヤルに登録する………………105
短縮ダイヤルに登録する………………………109

サイファキーリスト ……………………………………218
リストを出力する ………………………213,266

サイファ送信ランプ………………………………………23
サイファ送信ボタン………………………………………22
サイファ通信 ……………………………………………166
削除ボタン…………………………………………………22
サブアドレス

ISDNサブアドレスを指定する ……………41,55
ルーティング通信のサブアドレス ……158,164

サブアドレスボタン………………………………………21
自動再ダイヤル …………………………………55,61,66

自動再ダイヤルの回数と間隔を
設定する ……………………………248,264

自動受信 ……………………………………………76,254
受信通知 …………………………………………219,223
受信モード

受信モードの種類 ………………………………74
受信モードの選び方 ……………………………74
自動受信 ………………………………74,76,254
手動受信………………………………………74,78
留守受信………………………………………74,79

受信モードタイマ切替
受信モードタイマ切替を設定する ……176,254

受信モードボタン…………………………………………21
受信を中断する

動作中に中断する ………………………………82
内容を確認して中断する ………………………83

手動受信……………………………………………………78
手動送信……………………………………………………64
受話音量スイッチ…………………………………………20
受話器………………………………………………………19
順次同報送信

順次同報送信をする……………………………102
複数の相手先を指定する………………………103

仕様 ………………………………………………………288
状態通知 …………………………………………………228

転送エラー通知を設定する ……………229,260
消耗品通知を設定する …………………230,260
管理者用の内線番号を登録する ………231,260

商品の構成…………………………………………………18
消耗品通知

消耗品通知を設定する …………………230,260
消耗品の購入について …………………………………279
親展受信レポート ………………………………………208

レポート出力を設定する ………………203,258
親展送信ボタン……………………………………………22
親展通信 …………………………………………………151

準備をする………………………………………151
親展ボックスを開設する ………………152,264
親展で送信する…………………………………155
親展受信文書をプリントする …………156,254

親展ボックス ……………………………………152,158
スタートボタン……………………………………………21
ストップボタン……………………………………………21
スピーカ音量スイッチ……………………………………20
スペースボタン……………………………………………21
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済スタンプ
済スタンプの設定をする ………………249,285
インクを交換する………………………………286

済スタンプボタン…………………………………………22
清掃をする

本体の清掃をする………………………………277
原稿読み取り部の清掃をする…………………277
ローラの清掃をする……………………………278

接続（設置）
原稿スタッカを取り付ける ……………………24
原稿セット台を取り付ける ……………………24
操作ガイドを取り付ける ………………………24
受話器を接続する ………………………………25
電源を接続する …………………………………25
電話回線を接続する ……………………………25
外付け電話機を接続する ………………………28
注意ラベルを貼り付ける ………………………29
ワンタッチ宛先記入シートを取り付ける ……29
ワンタッチ宛先記入ラベルを貼り付ける ……29

設定………………………………………………254～267
回線種別を設定する ………………………27,262
呼出音（ベル回数）を設定する …………74,264
自動受信のモードを設定する ……………76,254
リモート受信を設定する …………………80,258
リモートマルチコピー受信を
設定する ……………………………132,260

ルーティング通信を設定する …………160,260
セレクト受信を設定する ………………173,258
ページ合成受信を設定する ……………175,260
受信モードタイマ切替を設定する ……176,254
ダイヤルインを設定する ………………180,254
中継結果レポート出力を設定する ……200,258
通信結果レポート出力を設定する ……200,258
通信レポート出力を設定する …………200,258
マルチ通信レポート出力を設定する …200,258
親展受信レポート出力を設定する ……203,258
送信通知を設定する ……………………222,260
受信通知を設定する ……………………223,260
転送エラー通知を設定する ……………229,260
消耗品通知を設定する …………………230,260
PC接続を設定する………………………234,260
長尺記録の設定をする …………………239,262
優先記録の設定をする …………………240,262
分割重ね書きの設定をする ……………241,262
回転記録の設定をする …………………242,263
節電モードの設定をする ………………243,263
節電モードタイマ切替の設定をする …245,263
ベル回数を設定する ……………………247,264
自動再ダイヤルの回数と間隔を
設定する ……………………………248,264

ホームポジションを設定する …………249,262
済スタンプの設定をする ………………249,285
発信元記録………………………………………260
留守番電話無音検出……………………………262

相手発信元記録…………………………………262
節電モード ………………………………………243,263
セットボタン………………………………………………21
セレクト受信

セレクト受信を設定する ………………173,258
専用置台 …………………………………………………285
操作ガイド ……………………………………………19,24
操作パネル…………………………………………………19
増設記録紙ユニット ……………………………………285
増設メモリ ………………………………………………285
送受信通知 ………………………………………………219

送信通知を設定する ……………………222,260
受信通知を設定する ……………………223,260
送信結果の通知先を指定して送信する………224
通知先を指定してポーリング送信をする……226
通知先を指定して掲示板送信をする…………226
通知先を指定してポーリング受信をする……227

送信カバー…………………………………………………19
送信カバー開レバー………………………………………19
送信結果の通知先

ワンタッチダイヤルに登録する………………106
短縮ダイヤルに登録する………………………110
ワンタッチプログラムダイヤルに登録する…116
送信通知を設定する……………………………222
送信結果の通知先を指定して送信する………224
通知先を指定してポーリング送信をする……226
通知先を指定して掲示板送信をする…………226

送信通知 …………………………………………219,222
送信を中断する

中断できる送信の種類 …………………………67
動作中に中断する ………………………………67
内容を確認して中断する ………………………68

挿入ボタン…………………………………………………22
速度（通信速度） ………………………………………138
外付け電話機………………………………………………28
外付け電話機接続端子……………………………………20

【タ行】
待機画面の表示……………………………………………54
タイマ通信 ………………………………………………119
タイマ通信ボタン…………………………………………22
タイマポーリング受信 …………………………140,148
ダイヤルイン ……………………………………………179

ダイヤルインを設定する ………………180,254
ダイヤル入力（フルダイヤル）

ファクスを送る …………………………………54
ダイヤルボタン……………………………………………21
ダイヤルリスト …………………………………………215

リストを出力する…………………210,254,258
ダイレクト送信

ダイレクト送信をする …………………………60
送信の途中で画質モードを変更する …………62
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ダイレクト送信ボタン……………………………………22
ダイレクト送信ランプ……………………………………23
短縮ダイヤル

ファクスを送る ……………………………57,111
短縮番号の入力のしかた …………………57,111
登録する …………………………………108,256
登録内容を確認／変更する ……………108,256
登録内容を削除する ……………………108,256
KDDを利用するとき …………………………110
NCC回線を利用するとき ……………………110
構内回線を利用しているとき…………………110

短縮ダイヤルリスト ……………………………………216
リストを出力する…………………210,254,258

短縮ボタン…………………………………………………21
注意ラベル…………………………………………………29
着信…………………………………………………………93
中継結果レポート ………………………………………207

レポート出力を設定する………………………200
中継指示ダイヤル

登録する …………………………………124,256
登録を確認／変更する …………………124,256
登録を削除する …………………………124,256

中継同報送信 ……………………………………………121
準備をする………………………………………122
中継パスワードを登録する……………………123
中継指示ダイヤルを登録する…………………124
中継指示送信をする……………………………128
本装置を中継機として使用する………………129

中継パスワード
登録する …………………………………123,264

中断
送信を中断する …………………………………67
受信を中断する …………………………………82
コピーを中断する ………………………………88
PCプリントを中断する ………………………235
PCスキャナを中断する ………………………236

長尺記録 ……………………………………237,239,262
通信管理レポート

レポート出力を設定する ………………197,258
レポートを手動で出力する ……………199,254

通信結果表示
送信文書の通信結果を表示させる ……………70
受信文書の通信結果を表示させる ……………84
ポーリング受信の通信結果を表示させる……149

通信結果ボタン……………………………………………22
通信結果レポート………………………………205～207

レポート出力を設定する ………………200,258
通信速度 …………………………………………………138
通信手順（プロトコル） ………………………………138
通信モード ………………………………………………287
通信モードボタン…………………………………………21
通信ランプ…………………………………………………23
通信レポート ……………………………………205,206

レポート出力を設定する ………………200,258

通知先 ……………………………………………219,228
ディスプレイ………………………………………………21
停電時の注意 ……………………………………………279
停電レポート ……………………………………………208
デュアルアクセス…………………………………………48
電源コード ……………………………………………20,25
電源スイッチ………………………………………………20
電源接続端子………………………………………………20
電子電話帳

ファクスを送る …………………………………58
電子電話帳ボタン…………………………………………21
転送エラー通知
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